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刊行のことば

　本研究所で行っている現代語の実態調査の一一つ

として，助詞・助動詞に関する調査研究が一段落に

達し授ので，　その成果をここに公刊することとし

控っ大方の批判と示教をこいねがう次第である。

　この調査研究は，第1：部第2研究室にお・いて，

主として所員永野賢の撮当しブ？蔦のである◎

　　　1951空垂i3月24　1ヨ

　　　　　國立臨費研究醒長　酉　 尾　　実
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は　し　が　き

　国立国語班究所の第1部では，境代語につloて実態調査を行い，そ

の結果を分析して，われわれの鷺語生活を：改善する方法手段を見いだ

そうとしている。同部の第2硬究室ではもっぱら書tL　itとばの調査硬

究を担当しているが，その仕事の一一つとしてな婁れた調査研究の域果

が，この「現代語の助詞。助動詞」である。

　助詞と助動詞は，実際のことばとしてのF文」を成り立たせる大切

な役目を果す亀のである。そこで，丈法書でも，助詞と助動詞に対し

ては，多くのページをさくのを常としている。しかし，現代語の一々

の助詞。助動詞についてノその翻三法を二二に解明したものはヌま

．だ見当らなV・。

　本書1ま，共通語として最も…般的な新聞雑誌の日章の中から，助詞・

助動詞の実例約48，0◎0を拾い上げ，この数多い用弼について一々

二心用法を考え，分類し整理した亀のである。取か上げた薪聞・離誌

は1949年から1950年にかけて発行されたものであるから，蝦：i新の寳

料に基き，今までに見られなかった大量調査を行ったものと言うこと

ができる。ま允，新聞雑誌の文章であるから，当然欝きことばの助詞・・

助動詞が中心となっているが，会話文に見られる用倒をも取b上げて

V・るので，話しことばに特に現れるようなものにまで及んでいる。

　本書は，あくまでも実例に那しての概究であるから，現実に用いら

れる一・つ一つの助詞・助動詞のすがたを明らかに：したばか）｝でなく，

嗣時に，今後の三法研究に貴重な資料を提供するものであろう。其上

的な例に卸して説明しているので，小e中学校における文法教育に亀

諺｝考となると思われる。

　　　　　　　　　　　　　　（羅）



　疫だ，われわれとして臨本書に礎れた結果で満足しているわけで

はない。本書は，言わば第一段階の作業の域果である。本書にさらに

検討を加えて，説明の体系を一騒すぐれ疲ものに高めて行くと共に，

かさねて実態を調査し，研究の拡大進展を計わたいと思っている。こ

とに，一つ一一つの助詞・助動詞の意味用法が，どのような劇含で実際

の：文章に現れてくるか，相似た意味粥法の語が，どのようなi勢力で梱

競ってV・るか，またそれにはどんな條件が働いているかというような

ことも明らかにして行きたい。それに，書声で蓑理される話しことば

について臨別に，第エ部第エ鰯究窒で調査を行ってV・るから，将来

この：方西からの威果も加えうることであろう。

　本書は，亀つばら研究損当者永野所員の労になったものであるが，

本書が域立するについて臨第2研究室員はもとa’　b，他の所蝿から

のあたたかい助言と，調査補助者のなみなみならぬ助力のあっ沁こと

を，こと．に附記しておきたXrV　e

駿華甲難岩淵挽太郎

（取）
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2．本書編集の難的・趣意

　塞鯵は，環代“語における助詞e助動詞の意義・絹法を灘かく分画も，その巽

のおのに，いくつかずつのm例を附した：もく一bて・ある。

　これまで：にも，助詞。助動詞の意義・脇机の詑述は，多く行われている．のであ

るが，現隠語の実態に．応じた系統酌な亀のとして樵，ほとんど見るべきものがな

い。そこ矯，この助詞・助動詞の意義・場洪を，珊撫欝藷の実縫に謀甑搬．・（鵬が

く分類し，記述するという仕廓：が，繭語研究，鼻）けても，盤i準語の体※を確立す

るという餐：事のための，耀要な，文渥ミ論的q語彙論触ブll；礎作業ということになっ

てくるのである。本：書編集の疑酌・趣意は，こxにある。

　た齢し，こYで勤心あるいは助動詞として扱ったものに．は，鷺説からずれてい

る亀のがかな媒こ．多い。たとえば，　「ほEij　Imuだけ」　「など」　「まで」のよう

な，形式餐詞とも露われている亀のを助詞と認め，　rようだ」　「そうだ．iのよう

なものを勤動詞とし，　「だが」を指定の助鋤詞「だ」と接続助養1藝9一が一1との連搬

形式に．よる接続詞的用法として扱い，また，会話文によく蹴る「てば」　ジって」

などを助講の中に癒えたようなたぐいである。それは，この韓要が，厳密な品詞

分：藤野を事とするものではなく，いわばテ：r一ヲハとい5亀のをかなり鳶i由｝こ認め

て，それの意義分穎をしょうという意園で始められたもので浸，るために，助；iか

助動詞の灘凝には，あ劃｝警際質にこだわらないこと潔したからである。

　ところで，助詞・助動詞の意義・違法の詑述と欝っても，文法論的に抽象され

た一つ…つの助詞・助動詞についてだけでは，必ずし亀表現意識にそぐわない。

というのほ，霜語表現をなすものが，語をつないだり，関係づけたり，統点した

りするためt’　：，｛diうものは，表現意識に．即して言えば，必ずし亀一一っ一つ珊々の助

i’n’／ig’e助動詞とは限らず，いくつかの毛のの載合せが，かなり多いと欝えるからで

ある◎それらの組合せIX，切って蓬〉切れない関係をなして，薬簿酌に働き，それ

ぞれ一一つの単位と認めるべきzl）のさえあると欝うことができる。

　たとえば，掻助詞の「と」と係助詞の「は」の組合せ，rとは」がそうであ

る。これは，｛舳塞電とぱ大気中の放磁現象によって発生する電波である。」のよ

うに，鯵鍵などで主語を提示するために用いられるものであるが，これを「と」

と汽謁に明り離して扱うよりも，　「とは」全体を一つのものと考えたほうが，

三面現象の説賜には，むしろ愛当であると鷲うべきであろう。そのほか，理由を

示すドからには」なども，岡じである。

　また，たとえ．ば，「べからざる」のような助動詞の羅合せ，さらにほ，1個～な

ければならない」「つつある」「とすると」「において」のような形式酌な患鷺

（2）



も力鰐）っての連接形式，　「ということだ．iのような形式酌な潮脚の撫わった連擾

形式なども，そ弓である。

　さらに，　「～ば～ほど．．1とか，　ド～ご：え一ば」のように，前後趨呼糊して，・一

つの腺：を作ξ｝上げた毫｝のなどもある。

　さら1こは，　「気がつく一1の「が一．1，「欝になる一1の「に」などのように．テ＝一ヲ

ハとしての鴨脚さな失’ブ・：，謎語か病要素にまでなってしま㌻たものも，こしで

あわせ考えてよかろう。

　これらの遮接形式や哩臨形式にどんみものがあるか，そして，それらほどのよ

うに使われでいるか，ということは，大切な研究課題であり，われわれの知りた

いところて艦）る。本警では，特にこの点に意を用いた。これほ，新しい領域を附

翻した承つと信ずる。

　もう一一つ，頭に置いて心掛ゆたことがある。それは，iJilいに意瞭の似かよった

表写影が，全くの伺義であるのか，またはたんらかの意壕の分斜を持し）ているの

かどうか，それらはどのように生麿：競華を認み，その抗争の綜果，一が殖に対し

どれくらい優勢を持していキ5か，といt）ようなカの均衡状態を解明甲1噌ることであ

る。

　たkVし，この問題を解くために1ま，勤詞・・助動詞のみにと～ご酸らず，他のtl＞の

もあわせ考えなければならなし・oたとえばs　ド並朔」という関係つげのために

ほ，「～と～（と）」，「～やら～やら．ITその弛の表現があるが，「農i業2Sよび

園芸一1のように，いわゆる接続綱でつなぐ方法もあるし，　Yl⑩鴬・花」のよ弓

な，助詞を湧いない方法も霧嚢かるQしたがっ℃，助認・爆撃詞のみの考察では

不充分で劇るし，藁た，それぞれの語の礁現度：数・｛：群見範照の厳讐｝な調査を要す

ることでもあるので，本甲では，それ襲では及ぶことができなかった。

2．資料と方法

　：本営編集のもととなった研究の資料は，1949年目昭24）4月から1950年（昭

25）3暦までの，究の鷲聞di雑誌で曳ゐ。

　　輯縫新防ぐ棄京）　毎鑓薪匿1（棄京）　読売薪聞　東3鎖邪霧　匿舗事薪：帳　1ヨ

　　塞経済薪縄　世界　：交芸春秋　廟臨IF論斜学三四　農業及園芸　一■＝　＝ノミ

　　スト法律疇絶入聞蜘胸1キソグス1■イル”マソス宝石映爾之
　　友　野顛界　主婦之友婦人輔萄　婦人画報　主婦と生活　ひまわξ）銀河

　　少年クラブ　少女クラブ　i｛；蚤球少年　少年少女　幼年クラブ　思子之友

　　り一ダー．ズ。ダ’イジェ．スト

　これらの＝薪聞ゆ雑誌を選んだ理由は，これらが多数の読奮を持つ代表納なもの

（3）



であって，轡型，共通語の…離的資料とするに足ると忍われたからである。

　この中から任意のページを選んで，助詞　助動詞の使用鯛，おおよそ48，◎00

を採集した。これには，会話文からの崩携も多量に含まれている。

　その採集範闘の邊択は，必ずしも近代統計学の理論に塞く標本抽繊法にはよら

ず，できるだけいろいろな記箏を，できるだげ憲範睡に，とい5ことを主観酌に

心掛けて決定したにとSl‘t＝る。それは，一一つにぽ，助詞・助動詞の用法とV・うよ

うなものle．，ある種の限られたもの以外臨交章の性質噸類によって，さほど

の違いを示すi｝，のではないと：考えられたからであり，二つには，この研究が，同

語の1二｛1現慶数（freuuency）の調査でほなく，むしろ，そのような繊現度数調査

の四三となるべきものを作るとでも雪うべき’たぐいの徒華である関係土，いろい

ろな材料がふんだんに褥られざえすればよいとい5つもりからでもあった。した

がって，ある観点からすれば，カー1この採り方に片寄りがあるかも知れないが，か

りに片寄りがあったところで，それはこの一書全体の紐立てに1まほとんど影饗しな

いと雷ってもよかろう。

　このように，して得られた媛3，000枚（つカーiご｛こ．より，用法の分頚をおこなっ

た。その分類は，：大：体：においで，笑際の使梢例から帰納したものであるが，あt／」

うると予惣される罵法なのに，採集したカーiこの範囲に用例のll＄て裏なかったも

のがあった。これには，たまたま磯て来なかったものと，ほとんど使われること

のないために．撮て：来なかった尋）のとの，ふた色あると思われる◎が，いずれに．し

ても，そ5いう＄のについては，資料の籍魍内であちらこちら捜し，それで屯見

麹らぬものは，資料以外のものから見付け出したり，宿分で例文を創作したりし

た◎このやり：方については，いろいろ問題が含まれるであろ5けれども，葡に嶋

誓ったように，この研究が先学慶数や撫現籔囲（range）の調蒼を霧｛酌とするも

のでないから，さしつかえないと患う。ともあれ，将来，この書の分鐵を基礎に

して，黒現度数謁盗が行われれ1ボ，よく使われるものとあまり使われないものと

の数赫：的な差がはっきむと解明されるであろう。

　なお，意義　用怯の分類は，新たに試みたわけであるが，次の文献からは，（＋ve

郵からは特1こ），いろいろなヒントを撃ている。

　　ミ÷国語調査委員会「日語法」1916（大5）

　　　肉田孝雄瞬寒i＝竃語法講義」1922（大11）

　　　終きE難常吉　「1ヨ本口語法」　1924　（大13）

　　　松下穴三郎｛標準躍本口語法」a・193◎（昭5）

　　　木枝増一「高等蔦語法講義」1931（昭6）

　　赫湯沢幸吉郎「解説臼本交法」193王（昭6）

　　　　lf　　　　「羅言護渥ミ精説」國言蕎科学講座，　1934（昭9）

　　　　　　　　　　　　　　　　（4）



　佐久闘鼎「現代鑓本語の表現と語法．段936（昭11）

聾木枝隅一「高等罵文亀薄恥弾物垂篇jI937（昭12）

　　”　　　　　「　　　　　　〃　　　　　　一交二章篇」　1938　Gi擁！3）

　橋本進吉「敢澗薪文典男珪詑善性篇j1938（昭13）
ee

ｲ久開智「現代羅太語tt23の研究j　k940（昭／5）

　広幸亮三「標準口語法番目き」1941（昭16）

赫三三！野鴨「話霧白葉の：文法」1942（昭17）

’「e

ﾂ年文化協会「H本語基本文型」1942（昭17）

　杉自栄…嘩覇語法贔詞論」1943（昭18）

租潤際文化振興会「1ヨ本語表現交典」1944（昭19）
一：e

@　〃　　　　「B太語墓太語魏ほ9彊（昭19）

　岩非艮雄「標準語の語法」1944（昭19）

憂浅｝彗イ三言　i一陽太文法辞夢廷　　；講藷鴛鷺」　1946慧父無　（｝i召21馨（｝譲）

’；そ

F文部省「中等文法　鳥語」1947（昭22）

皆岩淵撹：太郎1”ec表臨文濯ξ」1948（昭23，

曇　　　　　〃　　　　　「赫しし・rI霊嘱目こ澄ミ」　1948　（昭23）

苦三三雀堂編修蕨「認諾文法　口語」1948（昭23）

曇：w？i一教育研究漸「中等国交法　口語編」1949（昭24）

一e

竰怐E関根⑫菱織瞬語の文法」1949（昭24）

愚4な源常太「スタンダード和英大辞典」1924，1926増補改訂（大13，15堰購

　改訪）

’x

趨ﾗ．t3太郎「新神英大毒盛典」1931（昭6）

’X　Rose一一lnnes，　A．　：　Conversational　Japanese　for　Segiimer＄．　”X”ol｛yo，

　1916．

3．　し　お　　5

○本書の脚部は，第一一一部　助詞，第二部　助動詞，の二部から成り，附録とし

　て，嚢り1がつけてあるo

O助詞・助動詞は，それぞれ五十齋順に配ダ透し，おのおのに通し番場をつげた⑳

○意嚢・湧法の違うものでも，形の同じものは，見繊し語として｛Sl一＝一つに扱って

　ある。たとえば，禁止の助詞「な」と詠嘆の助詞「な」，様態の助動詞「そ5

　だ」と億鰻の助勤詞「そ5だ」など。

○意義・解法が粥じで，形の少し違うものは，カッUを彼って：，一一つに董とめて

　ある。たとえば．　「など」と「なんか」のよ「］なのは，　rなど（なんか）」の

（　Jr　）



　よ・｝に，　「な」と「なあ．．1のようなのは，　「な（一あ）一1のようにしである。

○助詞の分嬢は，次の8種類とし，意義の説明の纂準ほ，大隙，次にしるすよう

　な原期に．よった。

⑦格助詞

⑨綱助詞

嬢係助詞

④接i続助詞

⑤並立助詞

⑥獅取助講

⑦絡助詞
⑧開毅助詞

それのつく語にびえられる資格・意糠。

つけカ1続られる意味礁

課題の提示（提題）のしかた。課題の場をどんな二三あ、ぜ・の

蓬》のとじで設憲するか。

前件と後件との随係。

ならべ方◎

その語の意i宋◎

その語の意昧◎議し手の表規・発慰の態慶・気持。

その語の轟浩アンス。つなぎとしての盤質。

○助詞の接続は，接続助詞以外ほ一々描げなかったが，大体，次のようなものと

　考えている。

⑦格助詞

②網助詞

③係助詞

　　④接続助詞

　　⑤並：立助詞

　　⑥準体助詞

　　⑦絡助詞

　　⑧悶投助詞

○接続助詞は，それぞれの簡駈に，接続する活細形を，

　た。

主として体言，その趣体露対愚のものにつく◎

休習または堀雷・助鋤講，その他いろいろの語につく◎

：交擁の灯り，また嶽格助詞障とって貧わる位澱につく。緯種

の係助謁・絡助詞確搬BJ．｝詞以外の助詞が後に∴）く門口ほと

んどない。

群言または助動詞｝エつく。

主として体磁こっく。鳩饗・拶」勤詞に．つくものも爵，る。

屠需・助働詞の速重｛く形，または櫨露につく。

：文の解りに．つく。

：文節の鯵りにつく。

　　　　　　　　　　　　　　　　薫　》で憎んで説腿し

○助動詞は，大癒，終止形を見繊し語とした。驚ji二形の絹いられない亀のは，他

　の多く凹いられる濡用彩である連体形（たとえば，「ごとき」「たる」「なる」

　など）を見繊し語とした◎

○助動詞の七口ま，それぞれの葱義の説明の次に，　《》で包んで，説朗しであ

　るo

O助動詞の活気形に，未然形・遮用形・絡」∂形・連体ラ形・仮定形・命今形の六極

　とし，契際に絹いられる奮二五形を，この1腰回に醗列した。

〇二語以上の灘念せによる連接形式・瓦師形式・連語などほ，｛　〕で包んで見

　撮し議こ準ずるものとし，その形式の生褻れるもととなった助詞・助i動講の説

　　　　　　　　　　　　　　　　（　c，　）



　弼のすぐ次に禍げた。たとえば，〔：～から～まで3のようなものは，Vからj

　の翫と絃で」の翫との両方に震記して礁してある。

○特別のヲ険り紺法（襟幅現象に．墓く変形など）ほ，やはり〔　〕で包み，その頭

　に＊印を附した。たとえば，＊c一＆．〕（193ページ参照）。

C島田・用漂の配列は，よく使われるか，あま9使われないか，寮た，1護源に近

　いか，滅艶紛な徳のかアの溺を必ずしも纈慮せずに：並べてあるo

O意義e絹法の説明は，旧来ならば，一々の語について詳しい論述が必憂なので

　あるが，時囎や紙数の三二ぜ）あるので，本番では，資料の提供を主とするとVx

　う意味がらも，ごく二大略の説明に．とk’めてあ《）oしかし，頽凌の語につい恥ご

　に，論ずべき多くの場意がある◎

○イソ1・9・　一一シ三…］ソの違いに応ずる濾1味の違いを取1）．｛ザたti＞の毒ある。

G実例は，綜瑚として，その語を含む一文金体を掲げることにし鳶が，あ窯り長

　いものや，その語の意糠の灘解のためにさして麗係のない三分1ま，一’部省略

　し，省鴫部分を～で表わした6

0会講の部分からも泌例が採ってある。その槻合は，例交をi”」で包んでおい

　た。

○桝文の恢餐つかい。文tl：つかいは，おおむね原『文のまkに従った◎た：SC’し，ル

　ビはすべて省き，字体1洩酪休に換えることを紡げぬこととしたesまた，よう斎・・

　促費を表わす飯属は，読みやすいように，・一律に小宇にした◎　（たし“し、葺r｝刷

　の都合上，｛1｝ijJ交申のヅチック体の都分は，必ずしもこのかぎ1）ではない。♪　な

　ご｝3，横警きの関係一11，くの山型のくり返し符号lt；使量っず，すべて，　i』『いろい

　ろ．」；…つねつね」のように書き換えた。

○灘斯に，杖C．の：文字が使ってあるが，これは「爾助詞」の「など」との混1；IPtf

　避をナてのことであるo

O劔丈の絡りに，ljl典を驚践した。それはぐ1で宛んである。　《　》の中の最

　初のが紙馬寮たは書質，次が月日また：は月回，最後のが面または外r・一ジであ

　る。たとえば，（朝，5．7，難は，朝環新凋α弱で）一昭1喬124年5月7簾浄

　勢一禰，《1翫1，17）は，世界一昭秘2鈎ほ月号一17ページの嚇である。

○資：料の略記愚は次のとおりであるb

　
　
　
　
　
ン

朝
璽
世
科
法
睾

朝畠新聞
東窟新聞
世　　　界

科i嚢朝購
法；1掌時報

キ　　ン　　グ

時
丈
農
八
ス

毎ra薪開
時事新報
：交芸春駄

農…業及園芸

人　　　闘

ス　タ　イ　ル

（7）

霧甕　　読1避三際

経　　滋本経済新聞

糊欝朝幾評論
エ『；］　エ＝ユノミスト

i麟　懸　　　潮

羅丁　　ロ　v“　ン　ス



宝　　　　宝　　　薦

購　　友主婦之友
嬬　　鑑主婦と生活

少醸ク　少年クラブ

少奪蜜霊少年少女
舞　　イ

映　　　映画之友

婦朝婦人鰯爲
ひ　ま　ひまわり

少女ク　少女クラブ

幼ク＄j　f・IPtクラブ

リータ㌧一ズ。ダイジェスト

野舞籔　球　翼

嬉画婦入画報
銀　　銀　　　河

野少野球少年
書　　膏楽之友

○資斜外から露だ例文や，創作し．た例文には．家尾に，おしなべてく資料外》の

　文字力解矯己してある。

○索引は，語形からの索引と，意味からの索引と，：二通りある。

o驚翻多からの索引ほ，本文中の単語・連接形式・呼応形式㊨連語のおもなもの

　を，玉1牽膏順1こ並べたものであるo

O意味からの索引は，意嚢¢崩法の解説に規いたことばの索引である◎不充分な

　形ではあるが，これは，いわば，表現交典の役剣を毛果たすと共に，岡義豹な

　竜の　嬢義酌なものの一覧表の役疑をも兼ねるであろう。た虻，当初の意図か

　らすれば，実はもっと多くの紙面を費して，もっと詐い輪考を述べるべきと

　ころであるが，本書でt3すべて詳譲を罰愛｝．，イ噸理を期することとした　ce

（d　S）





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

饗．慰ギ（終覇詞）

①鷺賜・友問。（多く「だ司「かV、」の形）

　○「肇彗ゾこも、，　；き薯し？」くスタ，　7，7王、

　○隠δや，与朝はどうしたんだい？」ll切哩，10，エ9）

　○「それなら，竜弓少し我慢して，売らずに羅いたらどうだい。」《ロマ，！e，

　　lg）’，

　○「匙一い病覚，倶楽都ほお盤簸iの隠意力、い？　やけに静かじゃないか」く宝，

　　7if？，　Glr・　一　，
　○ドゼイ助竜覧度田へ泊るのか鮎㌔選スタ，7，721．

　Oi一塊のね，きみ，脳轡が穿れるかい？．拭少年少女，7，93）

　○「きみんとこに酒はないカ・い？」く野少，8増，IO71・

　Orそんなにかってにはしってだいじょうぶかい1《少年ク，12，14E・

　O「僕にかい？　誰から？一一一一一一づ：1Ptマ，6，63㌧

　②けいべつ，きげすみ，投げやejの籔縛毘こめた反ばく。

　○「なにいってるんだい」（銀，7，6㌫

　Orえっ？　何がどうぞだい？　おれほ｛li鐸》需ひやしない。一」費！1，12，67》

　○「あのねな一んだいなんてあまいでんわ女房とできるかいばか

　　．ばかしい．い：Fマ，12，109

　　Ol生命と引換へになるカ・い三文，8，82》

　③藷黙凝強め釜。念i墾押す気持。

　○「余計な瑛するない」（スタ，7，7ゴ

　OBI］もねえのに，　よけいなことをいうない。－1〈少年少女，　7，9r

　O「やだ一い！　うそだ一い量　だめだ一いlj馨婦友，12，53：、

　○「たいへんだ一い，テソグゴリラが騎馬から1こ．げたアい……」《ノ♪年ク．

　　エ2，5紅

　○「並塩ごVJ）をナうも、」穴馬薫：，　7増，　91》

　cおい⊃

　　○「飛んでもない，鳳那さ襲　　夜夜串，蟹天で眠ったりなんぞしたことに

　　は，タス㌣エア狼のやつ，わしを今朝まで生かして置きませんわい」《i套，

　　12，　66）

慧。え（終覇詞）

　o鷺闘，聡臨

い・え　　　　　　　　　　　　（io）



Ol一どうし充のだ允罵蕾，悪い夢で《》見ていたのかい．艮羊・・マ，7，7灘

○「さうしでおくれか究，遠いのに榊苦泌ぢやけんど」く入，6，27》

露．か

　〔憩　翻痴話

　①疑彌の欝練論戴卜す語に鶯転触て不確かな晶訟瞭籔あす。

　　○一・・…，胸管蝋の灯が顕爵箏ごさ＼やくように酵かにゆSL“c：いる。｛婦友，6，鮮》

　　○少女講拐と廻方検事殴疹了の難線凱よる￥》のだが，ヂ，1ック1外翼）c一八か拶

　　　み込めない心較物，6，13＞

　　〈）しかし瓢人に，どうしたら術がとけるのかわからないの臨脚く野少鳥¢，4導

　〔いくあか・蹴ん照爵い蹴ぜか¢tcゆ

　　○～，それではどうし℃もいく筋勲・繋縛いが購書1すから，～藍鰍友，｛i，7識

　　○鰹子織，い1霊ゆるド襲ん1ではなく，いく嚥かしゃくれ類饗，絵｛嵐黒いは

　　　うで，～．文，7，80＞

　　○うらがなしいおもいに掃われ℃，そんなものお遥》いにしづん懸いるうち瓢P

　　数取紘，綜んだかひどくねむたくなうてき震し九心《ひ癩，（S，3鱒

　○わ麗しも，離瀬か涙があふれ℃来て，しか驚がなかっゾcr．“面懸！轡外》

　⊂蹴鶴かな影1荒i

　　O～，それが臼水醐鰹瓢対するi藩暦葱1讐あるのか，1：｛末i鳶職蹴匹婦ツ＝，ド㍑

　　｛弓金」欝為るのかは，1蔓は戴然とし℃明掃iて許｛き：なく，ず瀬・熔しに政聯鳶瓢

　　　れを麗1取ゲじ硬っでいる格好になっていた。・遇・・㌔s．2z，鐙》

　⑨黛⑳線⑳露醗ac　wいec，疑闘⑳鱒：搏で撚齢す懲驚瞭熱烈iあす。

　　O気のせいか，顔馳がナこし蒼障めてさびしそ弓噂，数絵をみでいる隅が，

　　涙でうるんででもいるようなの鳴す◎｛ひま，窃，5鱗

　　○御病気に．障らぬように．と少しずつお聞奪する慰、の隅いに，静かに答え℃く

　　ださる。思いだしか純学さんの瞳は，きらきら藷譲翻いぼいるように燦f、に嬢

　　患われデこ。剛腹，6，飾襲

　〔：～か曝臨れ纏いり

　　○それは蹴由の露災的鷹念であると欝ってもよ～・か臨蜘れ獄い。ぐ獲1二，4，盤逸

　○次期醗会までに災｛轄と暁1三犬養慨との合i娘謡メ）得る灘鴫賑れ麓いが，～

　　　¢朝，6．20，1＞

　〔鞠　餓蹴顯詞

　oい《つかの購物籔並べ蝦ナ，醗篤か一つ蕊慰飛す熱慧読慕絶す。

　　　　　　　　　　　　　　　（！！♪　　　　　　　　　　　　　か



（イ）⊂～か～か⊃の形。

　○それにも拘らず今爾正：か形植か長方形植かと，霞櫃の度に思い迷5入の多

　　いのはどうしたことであろうか。（農，6，25）

　○田植に当って漁株を正方形に配麗するか長：方形に配置するかに就いての麗

　　心は，恐らく顯植が行われるように．なって以来の古い問題であろ・う。縷i，

　　6，　25）

○～，それが矯本国昆に対する「贈与」であるのか，H本政府に困ずるr貸

　　付金」であるのかは，～1：エコ，5．11，10“’

（日）⊂～か～⊃の形。

　○さて，由比は，その十四ほど，たいざいしてみたとき，鯉子を，四望か贈

　　慶ぐらゐ，よんだが，一敏，ア，80）

○また一年二三ヵ月になっても，まだ母乳ばかり飲んでいて，貧血を起し痩

　　せているか，肥っていでもぶよぶよ肥りになってしまった赤ちゃんなら，

　　夏からでも，愚乳が充分でも，離乳しなければ丈夫になりません。《婦友，

　　6，　86’〉

〔～かどうか・～か否か⊃

○ペルリシ封鎭解除はかくて西欧ソ連問の魍交調整への道を開くものとして

　　世舞に一撃の明るさを投じ“CISいるが，しかし四国外絹会議ほ果してその

　　国交調整に威織し，世界の平和希盟にそいうるかどうか。潮，5。7，1）

Or～，H本の税制はどうなるか，果して滅税が行われるかどうか，國民四

　　般の蘭心と期欝を集めている「税」についていろいろお話をうかがいfeい

　　と思います。」1ニキソ，9，86’〉

○～，大学教授については，司法修習生の修習を終えたか否かという規準を

　’あてはめること自体が無意昧な，～《法，5，5聴

〔～か～ないかに⊃

　○戸をあけるかあけt＆いかに，勢よくネコがとびこんで来た。く資料外）

　〔IH〕終助詞

　①疑問・質問・反問。（否定形の叙述語につけて，問いを表わす需い方

　　もある。また，〔う（よう）か〕の形で，語調を：和らげ，円麟な画境

　　にすることがある。）

　　○では瞬縛に鐡現溝滅し　移動して行く塞電源を捉える｝こはどうするか。

　　　（科，5，37’〉

　　○夏の離乳ほなぜむずかしいか；婦友，6，86）

か　　　　　　　　　　　　　　　（12）



　○一体，ディスインフレーションとは何を意味するのか？《エコ，5，10）

　○「ふん，儂か，儂ほ張年からここの佐人じゃから，不思議もあるまいが，

　　貴｛公はどうしたんじゃ1《キン，ユ0，102＞

　○「御記念に，し憲って旧いた方がおよろしいんじゃあらませんか？」　！婦

　　生，9，　123’）

　○～その人生行路の上にどれほどの絹階があったであろうか。《朝，5．6，◎

　○～有利であるという情勢判断に塞いたのではなかろうか。《東，5．7，1）

〔～かい3（質問。反問）

　O　r海苔力、し、？」　一ll文，　8，　59’》

　○「みないのかい？」難辻，12，8①

　○「駒草の花一食べたことあるかい？Jtt少女ク，9，41》

　○「入ってもいいかい？j鍬，12，80：：t

　O「そんなにかって1こはしってだいじょうぶかい」《少年ク，12，14＞

　○「f楽aに．ab、し、？　香椎ヵ、ら？一一一」（vaマ，　6，63、

〔～か；ね（一え）⊃

　○「四丁が，おまえの云う低醗の大山猫が，紐を持つで沙翁の面うからやつ

　　て来たというのか識？」《婦画，8，48）

　○「そうか職　それなら　いいんだがね」曳少年ク，12，14》

　O「買噛しですって？……何をですか……衣類ですかね……」《ロマ，7，60》

　○「隼はいいねだんでうれましたかね。」㌧幼ク，9，13）

　○「あなたでも，なにかこぼすことがあるのですかねえ。」く世，8，78’）

②反　語。

　○在騒法蕾の一員なるが故に今B軍説を主止する諸家は，朋田在野の法曹の

　　闘に身をおけば，また乙論を支持するものにあらずと粥入が保障し得よう

　　カ、？　《法，　5，51）

○が，極北をめざすことそのことが，どうして人閥的現実の一一一・tweeでないこ

　　とがあろうか。《人，5，85’1i

Oしかし果してそうであろうか。ξiit，4，22）

　○これをしも（兇童の健康及福祉1こ有害でなく，且その労働が軽易である一一

　　一労基法第：五十六条一一）といえる作業であろうか……《キソ，7，32｝

③反ばく。

　○「あのね　な一んだい　なんて　あまいでんわ　女房とできるかい　ばか

　　ばかしい」《ロマ，12，109）

○「生命と引換へになるかい」《交，8，82》

（　13　1’）
か



　Orそうでしょ弓婚・……。一］（ひま，　Io，7e：ご

　④難詰，相箏菱な石門，念艶押す。

　Orこんなところで死ぬやつが盛」るか。」＜文，9，8欝

　○「おイ，珈緋でも持って＝こんか．一1（裳，7増，241》

　○罰講ミが眼の箭にぎてみるのがわからんのか．活恥，9，8S）

　OF俺が嘘を澱っ黛こら，聞えないつもりで謄てくれ，いいか」《醤，10，90》

　（～でばないか⊃

　○それは祉会戦体に．ついても，阿じように考えられてよいのて綜稼いか。

　　　糺嚢，4，22㌧

　Olそれじゃ左投手を出す1こ眼るじゃ艦いかといったら，そうなんだとい。

　　ていたよ。．．瀬野少，7増，13）

　○｝1いつも冷静な議長にも似舎1宏ん蕩や認砂ませんか？」ぐ世，7，78》

　⑤誘い・提：案・懇願・依韓な讃，醐懇艶誘う鵬倉。（「うか」「ようか」

　　「癒いか」の形）

　Oi内；もそこでう窪い認p・一ピーをのもうか一；（スダ，11，9i》

　OP趨きみ｝し・カ、oj’il潔簿，　8，831’♪

　○ギ～，その見たまま，爾約したままの難憲野球｝こ対するお感じを，最：初に，

　　話して貰おうか……」．キン，9増，116’｝

　O！……ねえ，きみ，いい争だから，水をコップにいっぱい持ってきてくれ

　　ないか。1翰墨，＄増，1071；

　○「～，失説ですが，踊っていただけませんでしょうか？掴嫌樋，8，5毒

　⊂～たらどうmbb）］

　Oi．’萱野さんが滞って見える：喪で待ったらどうでr鋤・。」ttwマ，12，93）

⊂～う（よう）では（駐や）ないか〕

　○；『やろうごやないか！」（交，7，7①

　○ゼじゃ，ほんとに木ッ葉塚のギツネが，入閥の職こ晃えないかどうか，お

　　れfちで探橡しでみkうごや幽いか。」く銀，7，70；，

　○「そんなにしんぽいなら，ひとつ，かけをしkうじゃ猫⑪憲笹んか◎」《幼

　　ク，9，13》

⑥當答←一・入合点）。

　○こいつのおかげで，犬のまねをしたのかと思うと，二入とも，くやしさで

　　いっぱいです。1：野少，6，粥）

　○「あ‘）や　こんななかにかくれていたのか」《少年ク，11，53》

　○「フーソ，中墨霧蓬入の蓄必議か・・…。覆i霞さうね，ここれエPノ」・言彪？」嶺壊界，

か　　　　　　　　　　　　　（14）



　ILt．　78”i

O｝閃舎猿だとお鄭っでひとを．見くびるな，か？」《世，7，7◎

　○「知って：ますよ，それがあんたの持論でしょう……力は葱義にらll三ず，ユ慕鍵

　　はカなり一・・か」（宝，7辮，62

〔：～ではないかコ（驚き）

○射ヨ，驚くべきことにひとりの致漁幾評家bl存在しないで櫨鉱いか。いや，

　　それ以．i＝に驚くべきことに，たとへそれが喜在しても，その1募説にひとt’）

　　の実際敷：灘をも左右しえないで櫨ないか◎く人，5，8511

　0正広君の：方は……心醗した秘のことはない◎嬉しそうに＝ユ：＝一：・1笑っ℃い

　　t｝て｛まゴ蜜も、舜、◎ξ：キソ，　7，　32｝、

〔～凱とか〕i（詠歎）

　○「遣心にも似た純憶の！E｛・ft｝’．i’とともに，いみじくも溝凝な，翫の愛の物諾が

　　偲と速かに私を抹1えてしまつデこことか！……．，1ぐ蹄，8，43》

　Of”なう，おぬし，生きることξま辛いものじゃが，生きてをる方がなんぼよ

　　いこと：か」暖入，10，8ざ

。～かな（あ）＝i（麹問）

　○ヂどっちがやられたか獄？　少年のほ弓か怠？　それとも女の子のほ「）か

　　な……？jI一少年少女，10，15）

　○「私もかえりに．見ようかza．1　・1少鐸・少女，10，6卦

　○「柚木が肩が悪いそうだから，きょうはやはを）武宋じゃないかな」く野少，

　　7増，1鑛

　Of“なにが，そんなに．怖いのかなア・…一．i⑱議鰯，10，79》

⑦願望。誕～癒いかな（あ惨の形。

　○「ft’2　Lカ、薯ミ惹も、勇、なあ一一〇」（少女ク，　9，40》

　○「おかしだけでなくて，もっと　なんでも　ほしいものが　でてこ然いか

　　捻あ。一・］く幼ク，10，21き

曝．が

〔1〕格助詞

③挿語i蚤袈あす。

○そのとぎれたところに，，踏み切りがある。《：交，7，8◎》

○そこに．御主人のテイラー軍曹が入って来た。〈SI／／｝t友，6，27》

○醗給衣繕の生薩にはとくに．実坪向陥の集串生麗が行われ，一一縷鴛向の○跡九
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　　ボンドの裏付けとしでは貝下一入当り手ぬぐひまたはタオルー本，縫糸六

　　匁が予定されている《朝，5．19，11）

　○葬常に楽養が悪ければ，牛乳や造血彌などで栄養をよくしてから始めなけ

　　ればなりません。鰍友，6，85＞

　○その長さの牛分くらいまで大体訓じ潔さにぬい，あとはごく自然にぬい溝

　　すのが藩学です。（婦友，6，73’；

　○ことに教育部門に麗してほ，学校だけが教育する場ではないのである。《朝，

　　5．6，羅

　○～大部分が甘二，三歳の青年，車には芸庸を身輝けしていた麿などもある

　　tsl，　5．29，　di＞

　○申聞国魂を行うという理事会の義母せは承認されたが，報告書の内容につ

　　いては再び意見が下立，十九目の委員会にはかることになった　（朝，5．19，

　　恥

〔～が～するv；＃用語連体形）こと（体言・準高高詞etc．））（「～の～

　　することjP．167参照）

　O彼1が優勝杯を受ける嚢を見てい2eマ　一一ガレットは，～（映，6，13》

　0しかしながら，このような密由の原理は，要するに内顧的な謄躍のことで

　　あって，はじめにわれわれが問題としていた，麟艮的自由や政治的自由と

　　は，何の閨係もないと考えられるかも知れない。〈’1｝1：，4，22・

　○～ひろびうとした庭のなかを，無数の白い紙誌がとびまわっているふしぎ

　　鉱有糠を～kひま，6，54）

　○～したがって，恣意や編見や我意がたk“現実的敷果の名によって見のがさ

　　れている案獣であってみれば，く入，5，85》

　○ところで，ぼくがこれまで語ってきたことは　たんなる《批評家の平臥》

　　にすぎぬものであったのか。（入，5，84》

　○栽培植物のC含有量が晶種・存在部位・環境条件或は栽培条件～1こよって

　　差異を示すζとは萌かである。（農，6，6｝

　○～治安の確保が肝要になった現在，さらにいろいろの点で改醒を要する点

　　　が出て来た醐，6．20，1》

　○～と））つとりした彼女は，講演が終った後でディヅクを与え，～（映，6p

　　エ2》

　〇二入は，催眠籍師が擬をまわしている碧きに，～（野少，6，43》

　　○～外電の解説が傳える通のである。《東，5．7，亙、

　　○これと蝿に回復期に入った敗戦ドイツ早場の窟信が高まるのも当然であ
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　　って，～ξ輌，5．ア，黙

O翌朝ディックが難を覚し鳶のは警察の留二丁だ。《験：，S，捻》

　○しかしわれわれにy殺入や：紋火窓；許されない総もを9abって，1　2eを露密の

　　翻限であり，束縛で島ると呼ばなければならないであろぢか。《趣ラ屡，32》

｛～器臨調の〉が勘懸〕；

　○また覆闘の最上で捻，上繕が急に．冷郊し，糠口上は暖いから，気狂の平衡

　　が失われで露繭を龍ずる凱と禽亀諮趣。〔科，5，36＞

　○～蕪本納な亀のにおいて綜塾ごれているソ連と申共の簿外策がどのようなも

　　のになるか，燕窩に田津を要するものが～落巻e《策，5，掌，王》

（侮（不定物代儀轟〉が～か（疑隅維助詞）コ

　○然らば擁が「反撃的」で「一一一労嚢削であるのかとしいて捜し求めるならば．

　　～鱗芝，5．6，夏〉

　○谷野法懸の一一員漸るが故1こ今獲貼l16を壷張する諸家は，畷縫在野の法讐の

　　蟹蟄こ身を霊δけば，また乙論を支持する（）のにあらずと綴人が保障し得よ5

　　爵、？鱗ミ，5，5レ

　○このような総襲を磨ると一画テ幽豊と正方「形穂との醤飢がよいかと思ひ遽う

　　のも無理からぬところで。＄）る“膿i，6，25），

　○一体このような問題は，ど覧嚇がよいかとい5聞題で1＊．なく，幾然条件や

　　億の隷属条件等の裁培斜脚に対しどちらが適沖するかの聡懸である。（農，

　　6，　25｝，

c緬値があ釜・窯がす轟・職辮悪いe宅。の

　○この蜘を歎に知らせるだけでも，この墨黒に聴ダネ以上の購；轟懲。

　　《キン，7，3鱒

　○われわれ1ま諮戦後余ξ，にも形式酌な改革だけにとら：われて，実質麟な内容

　　の充実を忘れてし載った繊が愁馬◎（朝，5．6，亙》

　○～仙方内的因子としての避低子の頓証も考え合わせる必璽が姦鯵，更：に～’

　　変化等も幾激しなければならない。縷，6阜，6｝

　○一不純な莚）のと織違われる憩れが轟愚。《婦友，6，27）

　Off本：女挫の優しさ……私ξ洩ふっと見せられた：気がして，微笑が潭1ぶ。《婦友，

　　6．蓼7｝

　○「東京1濫侮か疲れて」・る織穏がしますね。」く音，9，3嶋

　○こく毎こく1－3と罵睡再をしてから，はっと気爵りいてみますと～《ひま，

　　6，陽
　○一撒給臨気噂騰剛醸轟鯵蔑煙《でした⑪《ひま，6，5｛k　：｝

　　　　　　　　　　　　　　（17）　　　　　　　　　　　　　が



　Or東京へ行っでお父さんと一儲に生活するのを楽しみに煽って来たの1㍍

　　錨てが外れたって泣くのよ。」《藪，7，葺｝

　○「お金めある方は肖霞に昔のよ5な生濡で，ない：方はそれを見ながら導が

　　出な：いという……」（鶏誓＝友，　7，86）

　○「おいおい，お前達，隠分mが悪いんだな。一1〈キン，1G，鎗3》

　○「なにン玉膏々騒議長孫悟鴬……えk，ヤヤコシクて，何が鰐だかわから

　　ん。jx’1｝七，7，79？’｝

夏～豫iうがよい・～ぐらいが何だetc．〕

　○～このときは夏の問だけ拡牛乳，出弟乳などで補い，秋から離乳を始めた

　　方が凌いのです。（婦友，6，86》

　C＞ヂ痩iミぐらゐ爵1何だよoJ　《ぢぐ，　8，　82）

⊂～が簸後・～が早いかetcこ｝

　○ザ外へ足を出したが最後，百円粍が飛んでしまうのですからσ」《交，6s

　　89，｝

　○電車を降りるが畢い爵・，か2zla；一一一El散に走りだした。《寳料外》

鞭れが3（接続詞的絹法）

　○ヂ今まではね，あいつ自分の女のことを誰にでもべらべらしゃべりやがっ

　　たんだ。閣房のことまで御披露に及んだ屯んだよ。それが今魔はぴたりと

　　　しゃべらないばかりか，初めはひた隠し｝こ隠してやがるんだ。」～入，9，6》

　○「契は私の家は医者で農業もやっていた竜のですから，私霞身中学の舗繕

　　をかぶって国の草を取りました。晴れが今臼も爾，手で田の草を取ってい

　　ます◎」《キン，　7，88》

　○～，内地もさぞ野球熱がさかんであろうと想懲もしていたし，帰る途中に

　　入から野球の話を聞いたりして充分に考えていたんですが，勘れが今魔東

　　京に帰り，豊から馴染深い豆人軍と大映の試含を昆て，自分の想像以上に．，

　　あれだけ超満員の観衆を集めてゲームをやっているのを見て，ただただ感

　　懐無下だつたですネ。」（キソ，9増，117）

　Or聖れがね，三｝｛山方とか百万とかいふテラが取れる事があるんです。j！こ交，

　　　7増，36）

　②二二語を蓑あす。

　O千鶴ちゃん，と声を掛けるのが糠うしくて，数絵は，～《ひ’k　，6，5鱒

　○これほどの折鶴を折る聞，話ていたのかと思うと，お簾さまが気の毒で，

　　気の毒でなりませんでした。《ひま，6，5鵜

　O母上にはそれが堪えられないのであった。（婦友，6，2’ア》

が　　　　　　　　　　　　　　　（18）



○～「労塞法」で子幽刺i肥えなくなると四魔もの凹いに．して，～∫ギソ，7，3鱗

○～約纏縫で全騨…簡が食べら藩しるように．します。婦友，6，8σ．

○われわれは法律や碧穀l！や羅縫の許す鞭懸内において，われわれの好きなこ

　とを去った1・）s行ったりするcr一とが繊来るだけである。轡：，4，22〕

○～この状態で綜東してゆけば蝉鴬勢力の建灘しが冨能であると観測してい

　るく東，6．¢，i’

　○～下痢しやすい赤ちゃん鵜／洩，特鯛ξこ雨意がいりまつq。婦友，6，8σ1

〔～が～す懲（濃醗語連韓；i羅〉凱急（写本濤・準体助濁etc．）＝：（「～の

　～すること」P窪67参照）

　○全粥が食べられる1震にな浄しば，～史婦友，6，861』

　○臼揃レ万とか百万とかいふテラが蘇れる纂があるんです。．蘭交，7増，

　36a
　o「新聞が読みたい八は，こ癒畿，り蜜すよ。融資密こ｝外．

⊂～が～し（弛i鋤詞）鷲あ鞍＝」

　○弼枚：も重ねた臆予や，馬子の三富が敷いて瀟って，～《ひ童，6，52・

③格鋤詞「のj鵜羅鉱。（後続の動作性の体心客語髪臨摸）す場合が参

　V、o　P．エ69参∫i裟。＞

　○～工特偲は現雀蒋総統を支持する勢ノ」と李宗仁を1｝駅広茜派との二つに鶴

　れてお1瓦千畑鐸4は申共の進醗を曄il二するためにはこれが融合をはからね

　ばならないわけであるが，～、．東，6．6，r

〔あが⊃

　○さて　わが懸では　鷲：たの《i犠ミ教綬が皐くから空電と欝繭の麗係に．羨短し

　て日電観澗の概究を続け’で楽でいるし　～．科，翫3嚇

　○～，；わが覚鰐葦ξ崖覚とは勘い容れないことはい5襲でもない1朝，6，LtO，1き

〔～が故に＝3

0在野法噛の一一鼓なる醜綾に今覗甲説を主張する諸家は，～X　i”」　；”，5，5玲

　O～私は，前記襟準線は，既に裁判断法及び検察庁法によって採用されでい

　る一．一線として査理的なものと考えるが離隙，懸たに慮めるべき弁護潔資幡

　の水準もこれと一・致せしむることが癒轟で誌魯，鷺つ，～と考える亀ので

　ある。（法、5，5瓢

○既往の実構が然りしが故綜かく逆転すべしとのみ論ずる潔は一｛法，5，

　．r，”k）

口避　接糠勒講（（終止形1こつく。））

①諜繋⑳慕がら続な藤べ勘拶山際難

　　　　　　　　　　　　　（叢9）

瀞な馨の響ぎ韓続す愚。　巽喜塞

が



たは階闇納推移。

○魚は自然では，水草の匂をかぎ雪種閥の臭や餌の臭や敵の異たどをかぐこ

　　とができるのであるが，震た拙の魚の泳ぐ書や島上をラ論る舟の聲などをき

　　くことができるのであり，蒙窪中に寒きてるる動物亀，水気に羨んでみる動

　物も，やはり匂や喬を感じてみることには変吟はないパ1：交，1，1珍

○それほ，i美濃大井町の矩入をたつ熱るのが欝賄であったが，その途lvFで，

　上諏訪に，一泊する，といふことが融嬬の，ひそかた，たのしい，糠あて

　　の一一つであった。《：文，7，8①

○～義妹を舞台として栂体になろ物質を究明し，之に．鱒夢する酵素系による

　生化学亙臨の連管を考えなければならない寮，｛曝：方内麟悶子としでの殺骸

　：子の騰題も考え合わせる必要力逸，C／ヲ～《農，6，6｝

○皇太子襟は明けて十六歳の春をオ’i迎へになります。学事霧院高等孝粘・簸こ御

　在挙巾で，御勉学に，御鍛錬に騒々お励みでいらっしゃいますが，恋歌の滋

　にも優れた天分のほどをお示しにな鯵ます由G臓養友，1，3稿

○上察に行くに從って宇憲線強度が増二凝するということほヘッスやゴッヶル

　以来矩られているが，その後多くの入によって上田の強縫が種々な条件の

　下’に灘定された。《科，1，瓢㍉

　○そののち　実験の分野において毒　享1窪闘子の研究が燈界の説流となe）　い

　　ろいろ年層な結果があいついで報告～きれたが　そのうちに再び理論と粟田

　　の禰に大きな矛盾が芽ばえてき衆このである。鉾lr　lr　1⑥

○託宣によるとこの繕ぴ露を解く春に1象華々しい栄達が予言されていたので

　　あった。ゴルドスに酬いたアレキサンダーはすぐにその織び撰を；隅ぺてみ

　　た揮，劔を引き渇いてそれを断ち罰ってしまった。で匿，1，エ1》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま
　○男は驚いて，顔を退いたが，「馬鹿！　見撫ったらいけない」ぴしゃt3と

　娘の蹄顛を打った。《婦友，1，麟

○艇碁子は蠣のやう1こ蒼ざめて，老女の顔を恨めしく見たが，動かうと竜し

　　ない稲手の瀬爾さに，，僻勢子はふと立ち上って，その玄y急1こ室を鑑てい

　　つた。《野田，1，52、

　○娘ほ，一先に立つでそれを見送ってみたが，一瞬，獺かれたやうに身を翻

　　して，鷹頭を離れると，すたすた街を歩き激した。塀友，1，48、

○アルフレッド・ノーベルほスエーデンの化挙雛姻家で，ダイナマイト及び

　無煙火薬を駐兵し，世界餐勉に爆薬工場を経鷺して，互万の察を築いたが，

　　一入九六年置ブぐi一’：三歳で死んだ。も鱗友，1，奨多

⊂～魯～薦が～も～だ⊃

　○おやじもおやじ薦が，むすご奄むすこだ。ミ資料外誉

が （20）



②題鶏・場颪など幽も懸灘し，愚劇評鍵艦ウい鷲⑳，寒たぎ藤をの場合

　に戯愛巻轟がら⑳叙遜に接続す勢。黛のぎ勤為，種磯の前おき簸三三

　す母に用い懲。

○中爵ヨ薪政時の樹立についでド樵こ餐をする財政冶協商予縮会議が始められた

　か，これほ昨年：王講のメーデー7・・W一　一］ゴンで毛沢舞紳共主精が新致協会

　議の開催を提唱してから一一一一年ニケ滅ぶりのことである轡1．6．20，1　’；

○第六醸時国会に．はいって講和隠題が討論されているが，とかくこのような

　閃題は…般圏民大衆の声が閑却されがちである。＜朝評，1，4．tt

Oこうした態度は今なお難本旨の｝lllにつよく淺っているが，このメンダリテ

　　イほイソテ》においてほ，思想の純響性ないし観念性への欝みと彫工に．結

　びついている。銀髪，　藁，39）

○最後1こ」｝款会派である繰鐵会で湊，るが，こkは全体に．保穿色が濃く，先K

　の首麟招宴の圏蘭方勇並並も籍漁多数が臨んでいる畷，6．6，Iln

O次に農i地の耕作のことですが，これも七年前とは事霊力賓違っていますので，

　農地の返遡を受けるのには盤地委員会の薫認が必要です。｛婦生，12，245》

○チユーダー王妃は当役の一ti一一　vッパの三1三政のいずれにも劣らず瀧酷で導欄

　駒であった黙，それは心意による縫薄主義という奇妙耐光景を無していた◎

　　◎｝ヒ，1，工6）

○チャールズー世の特…代の議会にis；下院のなかにも臥主的な揃熱者があらわ

　；れてくるが，そのうちでサー⑪ジョン・エリオットはたしかに最：火の詣導

　嚢で渋♪つた二〇　ぐi縫＝，　1，　x7》

○戦後のソヅ＝トでは，いろいろな萩しい雑誌が現わ1したが，そのうちの一

　つは「セミヤ・イ・シユ＝　一一ラ」ぐ象雍と学校）であろう。讃1評，1，X6》

○伊勢子の罠人清高陽太郎は，この地に，内科の病院をもレ）緩学憾士であるが，

　こ．L数年医筋の方は硝院：疑の契弟恭二博．ヒに任せて，欝分は県会だとか侮

　だとか，さうした：方纈の社交に忙しかった。く婦友，1，51）

○ニュー一di　一一ク市長の選挙iは，艮主党オドワイヤー現市長，共和党嵩膚泊党

　モリス，米国労働覚マ勘ソトニオ三嚢で争ったが，オドワイや畷張が

　モリスを三〇万票引きはなして再卒した。（朝評，1，22，

○神西清氏の”ハピアソ説法、、は苦心推敲の作品であるが，読蒋のいつわら

　ざる感想がききたい。曳朝評，1，6》

○昆憲要党甑の苫米地党最高委員会委員長，楢橋最高委黄ら1ま地方遊説のた

　め寺究噺潟にきたが，苫米地委員長は次のように語った瓢6。20，1》

○さて本論の「着さ」と「老い」の翻題に罠るが，飼体変異の必然の現はれ

　　　　　　　　　　　　　　（2k）　　　　　　　　　　　　　　が



　　として入聞の徽魏老いの進行速灘こ雰常な差があること｛よ鋭敏な観察蕾で

　　なくても容易にかつ普通に見られる號象である◎1｛文，！，17）

　○昭和・｝づL年五日十一嚢かとこ；’Sぼえでるるが，私敏薩潔課の巌がはで，もう

　　見をさめかと，いささか感瘍的になつで，粥立舞謁の三会を待った◎《：文，

　　！，！婆，

　○しかしながら，私はいつも感じているのである麟，かれのゴルドスの町で

　　の行為は，後批の善作家たちが評鎌するほどに見事な手際ではなかっfr．の

　　ではないか◎／／：’世，1，！ぬ

③擁兜醜説明鐙添撫。

　○～三雲や下野一これ慰関31芝地：方で春の綜じめによく趨るものであるが一も

　　電荷をもつ微職子が運動するものだから一”　／，科，5，36》

　○では劔のために宇憲繊の拶曇究が重鷺なのかといえば一一それほ慧眼な読嚢

　　1ま既におわかりのことと患うが一一一宇憲線現象に．含襲れているものは二種

　　の素粒子　即ち～に仙ならぬからで～：、讐，！，！8’．

　○「実はね，ノーベル賞を今町私が貰うことになったらしくて，それもまだ

　　はっきり確報を懲たわδ塀ではないのだから縫分で《〉わからないのだが，二

　　箪iヨ前から下押社の入が，しき！｝に家るし，今1三ll宏十＝二時に．各新鐸li粍の証

　　濟会見をすることになっているのです。jl婦友，1e錫1

④内容⑳籟爽す懸嘉：がら簸響町翻謙欝拶ウ軟爵、翻単に拘莱港劇ずぎex後

　磐が門下す懲穏轟驚蓑あす。（既定の逆説集｛年。）

　○早めし早何とかとい｛1数えの下に資っ九わたくし饗あるが，できるだけゆ・

　　つく¢と噛みしめる。（：文，三，ZOI，

　○そこ饗，たとえば，大憲章はイギ夢スに．おけりる霞｝騒の表襲礎となったものの

　　ようにしばしばいわれるのである鵬嚇翼はかえって，この文書とそれが

　回ったその後の旧史をざっと見ただけでも，そうした考え方に止めを刺す

　　はずである。超i：，1，騒｝

○”・一sここで三三濡鈍なに履く麟瞼いと云えばそ砺蕊りなのですが，数絵

　　1馬やっぱり，淋しくて，淋しくて，た寮詰ません。《ひ寓　6，5鋤

○われわれは．文部雀や著｛メi三者の溝を持つつもりはないが，このように見1審な

　　ものが敦科書として発行されたことを喜ぶ。弱ζ，5．6，茎｝

○寒土にある致欝軍のうち約寧数はかなり良い装備を持っている鶏統率の

　τ頭はぜ買だと見られる弱こ，6．6，凱

○しかし，その女は，芸者であるし，それに，醜比はsその女iこ，感悩はい

　　くらかわるくしたかもしれないが，懸惑をかけたことも，不義理をしたこ

　　ともPまったくないの懸あるから，一…，tζ交，7，80）

が （22）



　○ヂィ・：1クは概観だったが彼女ほモデルだと云って，アパ・・トの係1）の少年

　　に，ヂイ・クの部謄へ入れて貰い，～《映，6，12》

○醒鈎へ電話で訊い鋤葦行方がわからない。（映，6，12）

　○いよいよ焼け鐵されてみると，覚恨はしていたが寂しい。（：交，1，2）

　○畜や鵜報告を行うという理兎馬会の申合せは承認されたヵ｛，報告書の内容につ

　　いで1ぎfび意見が対立，酬｝づLHの委員会に．はかることになった網1，6．6，　ll、

○その後雛．一箇世界：麟糞によって暫く擶究が中断されたがヘッスら襯η

　　に総って研究を続けコルヘルスターはトル認に従軍して気象競測の傍

　　ら宇宙鞍の研究を行った。（和｝，1，20）

　○入ったときは，量専士のお姿はなかったが，長：方形のテーーブルの上や，壁に

　　力薫った黒板に，私達にほむずかしい例の詑塔がいっぱいに書かれている

　　ので，それとわかるQ（婦友，1，42’，

〔～は～だが～繍～だ｝（二者の行動e状態の縮違を対照させる。）

○たとえば，この聞の鉄鋼ストが始まる前，縦続領の任命した巽精調査委員

　　会が九ノ彗十撰に．その勧告案を発表したとき，．フィリップ・マレー（被1ま全

　　米鉄鋼労細の会長でもある）嫁，この案を呑んで賃上要求を放棄したが，

　　葱引目ただちにこれを「労働者の切実な要求を踏みにじった」やり方だと

　　ぺ）力為ましく魂…興塗しfこ。　（｝｛勇評，　1，　18）

　○舞凹目優しく席をすkめたが，蓮子嫁，むっつりして掛けようともしなか

　　つナこ。　《妬蒼友，　】．，　5ぎ）

〇九月十二録の薩濁蕨癒の蹴立1まいわば西欧の先手揮しだったが，十一“」3十

　　甲羅の東ドイツ敵廃への大幡な行所権の回復ぽソ蓮の：攻勢転移であった。

　　（：朝粥，1，13’》

　○寳の場合も沁鎌であって，あまの大きい蕾は疲つきをわるくするが，欝か

　　鉱予専蹴の簿う熔縢律や雨滴のやう日周期艶の誉ぽ心をしづめて次第に睡

　　をさそふものである。（文，1，エ1｝

○これを転化したボルツマンの黙力照第嵩原期壷示蜜漢型艦どは，簡単開瞭

　　であったがウイリヤム・トムソンのボルチ鰻ア講羅に派謹れ沁ものぽ

　難解に回るおそれがある。《科，1，22、

○夢うつつの中に調理感雪叩といふこと1ま，嗅覚の鈍い人類にとっては，あ

　　まり経験がないのであるが，眠ってゐ，る中に外型の撃て罵ざめ彊弱火華

　　の掌鐘の琶て漣きたむ蜜ることは，よく経験することである。《文，1，10）

　○ア4ゼンハワ・一元齢引出しこ£figが塞たま彊旧規党内て’起るだろうと盤いて

　　い恐の嫉．やや5がちすぎのきらい1まあるが，蚕レスの敗北が共灘党に1門つ

　　の轍講磁縁涼彊の綜華実であろ5。《朝戸，1，21）

（23） が



　OtW，多少と臨曳畢に心の猫ゐA観鼠堪え力鳴い交蹴だがe穴舞⑳一難の人

　　　磯に獄覇禰記纂に．似たこの：文体が却って費しみをます｛、灘擾なして㌧・るこ

　　　とに．注意しなければならない◎（世，5，39》

　　○これは7養ン灘に揺軍事：カの導野晒とみられた藩アξギ華スに綜騨祭市場s

　　　ことに鍬彌穿ドル地域1こ享3ける競華の脅威饗あった。（朝評，1s　1鱒

　○ちょっとした電気に闘する岡寺で亀，子盤i鑓嫉ラジオは当然の審らしいがy

　　　籏の串から入の灘がするとい5のなどξま，わたくし1濡鼠縦といっぐ婆｝驚異

　　　である。《：交，1，9》

　　○典謹党毒の蝿鐵1跡絶難色を∫1ミしている懸ン無羅融懇議盤ム綜今後も一一嬢

　　　とな勢蜜重して堅実な歩調で逆理に対抗しバラを隅めでいる　鱗芝，6、6，

　　　1＞

　・○問題は，謝灘識i麹嫁急ぐが，中共承識乙は気乗りがしないというアメジfs

　　　にfいしでまず摩共を承認して：対鍵解糖1にはいってゆこうとするイギβス

　　　の態縫を濠粥，ニュージーラン｝ごは：支持するかどうかと1。・弓ことだっfc　es

　　　《朝評，k，工3｝

　．○木曾揖に作られる丸霞ダム。営力て礁K発送竃で：二番雛のものだが　騰瀞

　　織られてい愚黙て月露本一・で　そのため底都を承に掘られる危険があ穆設

　　欝亀難しい。（科，1，7》

　○入昆の敦育のための三家予算支出は，一・・“鬼tw三三舞帯難篇シアにおいズ1菰一

　　弾入千二百万ルブリであったが，・一九蕊働錘ジ夢イx墾⑫毅シアにおい劉

　　　綜警ぎ八一ヒ箆癒ルプy，すr，わち，まさに薔傭をこえて行った◎ぐ｛｝1＝，X，

　　　9）

　〔～ではあ愚が・鷲霊い箒がeec．〕

　　○毎年志馨著の数が減る事こももちろん頭痛の斯て嫁莇愚が，それよりも心醗

　　　なのは貿：が低下する点で，競争の激しい中から選ばれた攣生とは，霞然ひ

　　　らきが出来vごくるからである。曳：文，　1，18）

　　○いや，対岸の火であってはならぬはずのもので援講局が，事爽は駒澤の火

　　　でしかなかったのである。〈入；5，85）

　　○このよ5な鎮両はかなり前から現われていたのマは脇轟甑最近になつで

　　　ますますつよまってきたことが慈じられる。《一跨，1，15》

　○さてアレキサンダーはオ能のすぐれた入て魏灘っ彊が，翻しく蛭急な性質

　　　をもっていた。《世，1，11》

　　○ベルリン封銀解除はかくて西激ソ連閣の騒交調整への道を開く亀のとしt

　　　＋］IWに一一Wtの闘るさを投じて用いゐが，しかし四囲外粗会議は果してその

　　　国交調整に．賊功L，畿塚の平翁穿籠裁こそいうるかど5か。《朝，5．7、，恥

が　　　　　　　　　　　　　　（24）



○ほぼそんな鱗ぶれはサ・ヂェストされて綜ゐ費が，元よ鍵までの心構岱

　　などは，誰しもなかった様である。ぐ文，1，1励

　Ol一さきほどの佐藤先生のお話では，両親揃った子1搬こも不良化が殖えて櫨

　　きeが，しかしその率はさほど多くないやうにイr鵬い羨した。」編友，1，

　嬢≦麹

○このようにアメリカ生騰力の比震がめだって大きくなったということは，

　　それ現体重要なこと1躍測ラか毒噂いか，それに劣らずわれわれの注繰をよ

　　ぶごとほ，労働の生騰髄三に．おける懸i編が一そう甚しくなったということで

　　刷る嶋く・91：，！，劔㍉

○外野会議案をとつで動かないソ蓮が容易に．氷；英方式を承知するとは思允な

　　い爵，さSjとて：ソ蓮除外を示蟹するかたちで対鍵講諏を饗し進めることは

　　イギtJスとして採れないth鱒｝評，！，蕪）

　○しかし，読む書物のメ裸参は，すでに．，瓢っていることである。讃むに嫉

　　雛むが，撫養になるとおも5亀のが甚だ心碧い。紋，1，9》

⊂が⊃（接続調としての駕法）

　○批評精神は，なるほどi鏡実を短罰する◎災鍛や穀会の環実にたいして誠爽

　　でないと診断される◎が，ほたしてそれは，綱入にたいする誠実に岡閉し

　　てるるからであらうか。麺：八，5，85）

　○銚評二二が実践から逃避し，下翼の地盤を遊離して，いたづらに悪微環に

　　旧してゆくことのうちに，ひとびとは鋼入の誠鍵の半群を見てとるcr魁

　　じじつは議なのではないかe《入，5，菖溝

　○蹴鞠の誠翼などなに．ほどのことでもない。が，それなくして飼八は生きら

　　れ搬のみならず，袖留もまた，それなくして存：立しえ繊であら㌔［1／／入，

　　5，鋤

○脚主入がアメリカの方だからだろう，英語がなかなか達餐で、それも大き

　　な強昧だろうと患うゆが，彼女に一つ蟹iみがあっfe。衡i抜，6，26》

　○か轡子の表情151や曳尖ってた◎が，老：女は，それを舞ってみたやうに，臼愚

　　のことエ違うてン子洪達の手前にも，私やこんな気二1壁労は御処かうむりた

　　い◎」輪抜，1，5跨

〔窪（です）がコ（接続詞としての絹法）

　○嘉木飛行場でお二曹とも勤務中結ぼれた◎だが結婚は名のみである。　《嬬

　　友，6，36》

○そこでは運動会が瀾かれ，父兄や来賓の肩抜が誇った時，ディックはスN

　　ザンに薦められで鐵嘉した。蔵払棚手の中1こは，地方検：事のチェンバレン

（25） が



　　亀居る。だがディックは，サヅク競走に．も，：二三三足にもンスプーy・レ

　　慌スに臨負けた。（映，6，：ξ3）

○歴更を読んでいる鑑徒にとっては，エリザベスはスペイン艦隊を打ち破っ

　た欝火な君主として描かれている。霞が，私はこの締人の才能はまさに曳

　対の方顧に，つまtj，スペインとの戦墾に訴えることを甚だしく嫌ったE

　　ころにあると感ぜざるをえない。ぐ糠，1，12）

○そこでこれを調達するために，三｛三家ほ麟の最恥曝力な一越会顯を入災に対

　魏させるという不法をあえてした。漁竃この企てが熟する前に，王家は・ザ

　　一v・xドワ・一ド・＝ウクに代表される普通法の頽強な障害にうち当った。

　　④セ，1，16）

　○爾親の働いている家（察立i養徳園）に帰ると，不幸な子供たちに，大きな

　愛精をと，欧けもしないバーvモ＝カで童謡を吹いてやる。環境の悪い，ア

　　ブ／一マルな子供たちから擁かを全霊さう，少しでも健康な子供に．育てた

　　いと愚って。だがその9二＝＝コしていた男の子が翌轍こは腕走。弼か裏

　切られたような気がする。《朝評，　1，　5》

〔ところが＝〕（接続詞としての用法）

　○患想はもともと行動と韻互連蘭をなす屯のであって，いかに嘉しぎ患惣も

　　実現しえざるかぎり夢・ではあっても「愚i想」ではない。ところが還：番にお

　　いては，その発想餐は死によって行勤化への責軽から完全に免かれている。

　　鉛津：ン5，39）

　○このような結果を見ると，長方形植と正方形植との何れがよいかと患い迷

　　うのも無理からぬところである。e・ecろが爵然現象にほ必ず一定の渥調カミ

　　ある～もので，このように複雑に見える悶題もNつの法燈に従っているので

　　ある。（農，6，2》

　○碍氏の考え方は当1潮獅鋤高狡を源存するものと疑われ，四年劔大学を疑う

　　べからざる原腸とする考え方にとらわれた圧倒的な意見の箭に敗れたもの

　　であったが，氏の考えの底には笑は教育年眠短縮論が横たわっていた◎と

　　ころがこの年隈短縮の要馨と，臓制の高等専門学校が鐵鰭綜噺制大学の名

　　に懐しないii建質を蓬）っていることがからんで，ここにやむを鴛ず二年制短

　　期：大学を生み撮さねばならなくなったのは，皮肉な現象である。曳朝，5．6，

　　i＞

⑤推麗の助鋤詞についer，その嘉がらにi絢尽きれない結果菱導く難件

　蕊i表あす。（仮定の逆説条件。）

　○鋤入を難牲にして瞬家を轟めよ5とする政策には，それがブpaレタyア岬

が （26）



　　トの独裁と呼ばれよX）が，フェアeヂィールという名で呼ばれよ5が，私

　は反対だ。曳詩評，／，2σ、

〔～う（よう）が～寒いが⊃

○行こうが行く蜜いが，おれのかってだ。薫費料タド1

〔欝〕帯解詞

①守勢撫鷲麟の轟：爵協融粟i蝿簸願う気持。

　○「爾がやめばいいか。」と塞を見i：げてつぶやく。・：資讐外》

1（～かな（一あ）⊃

　○「う喪くお金が回りられるといいんだが藏あ」ζ資騨夕F

②1蕊っ嚢蓼霧うの灘誰yか懲気持。

　○鞍局鍛を捲んでの暴行学生の容疑者四二の婦蕩てするその羅まで警察の方で

　　ほまだ毛入しかきまってみなかったが中にはわざわざうちの兜ほ乎を嵩ざ

　　なかったのだがと断りに．やって来た父兄などがみてそれ等は1蟹販の謎弁以

　　外侮ものでもなかったと思ふ。《交，エP13、

騒．かしら（終鵬詞）

　◎：不審・疑閥の気欝麗表あす。

　（イ）　簑労噛身に麟し畷問いか綬釜諏凱アンス襲持ウ場合。

　　○「一…千鶴子ちゃんはいまごろ，どうしているかしら。」くひま，6，52）

　　Orこれで　な1こを　かお5かしら。」（幼ク，1◎，22r

　　O「うち1＝151瓢とう竜牛がいるけれど　一一一・・とうあればたくさんではないか

　　　しth。一」「1動ク，　9，　11’i’

　　○「さういへば，みんなで鰯つたのは幾薙まへだった幽しら。」ぐ世，8，7望》

　　○「なんていうのかしら，Z9）つと　みんなでいつ乏、よになって　あでようと

　　　する……，つま1・）チームワ・・一クということが　たいせ’つねQ」（幼ク，7，5鱒

　　○「まああんなの翼入かしら，男って点力紘勤いのね」｛婦友，21，7ギ

　　○「ほんとに夏世さんか蜘らと思っで近づいてみたところなの。jil入，6，14＞

　〔～癒いかしら⊃（願撃）

　　Or誰か来てく海臆㌔かしら，兄さんのお嫁さんに」《婦蜘，6，26》

　（ee）糖手に懸す馨問い齢嚇の場合。

　　○「ねえ，これならどう婚・しら。」（幼ク，10，2鎖

　　○「私，知らないのよ，あなた，どこだったかしら」《ロマ，9，89）

　　○「江の総の）〈・一テ4懸轟liilに．かXつた藩なん饗すが，お忘れにな壱）ました

　　　瀞しth？」《鰍戴，＄，鍵）

　　　　　　　　　　　　　　（”77）　　　　　　　　　　かしら



○「ねえ，私はテスになれないかしら。」《ひま，8，61》

○「まだからだの方毛はっきりしませんし，もう少し考えさせていただけま

　せλ，婚、しら」《文，　9，87、

○「近くですし，木：1：lpEの方へお111：話願えませんかしら」《交，9，90》

○「あのおにいさんは，今後，なに．をして暮しをたてるつ屯りなんでせうか

　　しら」　《新，　6，　88ケ

〔～かしらん＝〕

○「お幾つくらい婚・しらん？」（u・マ，　9，74）

S．から

〔亙〕　格助詞

①月頭離出発点・墓点。

○正条植は，μ旧県下や静岡懸下に獲っている寵念碑などから見て恐らく明

　　治の中葉から心当本く行われるようになった亀のと思われる。膿，6，25）

○監督のアーヅィング。ライスは新入で元来は脚本家であるが，一九閥○年

　　からRK：0の専属監督となり，ジn一ジ・サソダース主演のシリーズ物や

　　ヘソリイ・フsンダの「大きな街」などを泓ミ出した。繊，6，12’i

O生後七八ケ郷以後になると母乳の分泌の当ることが多いのですが，このと

　　きは夏の悶だけは牛乳，出羊乳などで補い，駄から離現を始めた方がよい

　　のです◎しかし牛駐や肖羊乳が手に入らなければ，夏からで竜離乳にかX

　　らねばなりません。《婦友，6，86》

　○纏から始まって，スカート，後身頃と擁を1重ねてきましたが，今月からは

　　誌身頃iこ入砂ましよう。《婦友，6，73’，1・

　〇六三三舗の頂点をなす凶年鋼國立大学の審査もほ穿完了し，合格した六十八

　　聯劉大学がこの六月ごろから発足する見込となった。《朝，5．　6，1＞

　○吉村隊事件調査の結論で意見傘立の巌直書外岡胞委員会は，十八臼午後三

　　聯、ら霜駐！ヨをご．弓1続き一協議　《朝，　5．19，　E》

　○又果物では皮部に出来肉部に逡：られ，合成は花芽生成の時期から盛んにな

　　るという報告もある。《農，6，6》

　○さて　わが国では　名大の金原教授が早くから塞誼と雷雨の関係に着目し

　　て室電観測の研究を続けて来ているし　陸海軍：では航室作戦の資料を偲る

　　ため空電測定の研究を続けていたが実効の上らぬうちに敗戦となった事異

　　は一般に知られていない。《科，5，36》

〔～てから）

から （28）



○雛年六月十九H，ソ漣がベルリン酉獄地区の封鐵を実旛してから約十ケ月，

　　昨年後半期を逓じて世界不安の一心であっfoベルリン封鎮はこ、に解除さ

　　れ，～《朝，5，7，三）

○中嘉応致府の樹立について下根談をする薪政治協商予備会議が始められた

　　が，これは昨禦五月のメーデー一・スローーガソで毛沢東「鰺旧主鵬が薪政協会

　　議の踊催を提唱してから一年ニケ月ぶりのことである：〔朝，6，20，1｝

○普逓離乳の第一歩ほ，璽湯，窟湯，畢熱の即黄からですが，夏ほ特に穴纂

　　をとり，まず牛乳に慣らしてから始めた方が安全です。《婦友，6，86）

○罪常に栄餐が悪ければ，牛筑や造魔蘭などで栄養をよくしてから始めなけ

　　ればなf］ません。《婦友，6，86》

　○これは普通，全部に寸法を腰してからぬいますが，それレ鳶はどうしてもい

　　くらか狂いが出ますから，裁断は，身頃の申心の葡1｛を曲げないよ5にタ

　　ックを予定遡ξ｝にぬってからします。〈婦友，6，7鋤

　○こくりこくりと曙睡幽をしてから，はっと気がついてみますと，～《ひま，

　　6，　52）

　○体重が少くても胞っている小柄な赤ちゃんならよいのですが，痩せていて

　　肋骨がはっきξ，わかり，皮虜がたるんで鐵がある（特に内股に多い）よう

　　な赤ちゃんはもっと肥ってからにします。（婦友，6，86）

　○然しそのことが多くの入によって強く意識されるよう1こなったのは，i恐ら

　　く正条植が普及してからのこと＼思われるe（盤，6，25》

〔こ乳から。そ劇から・あ；紅からetc．〕

　○これから生れる短期大学は，四年鯛大学に落回した学校の救済策としか受

　　取れなくて面白くない。《朝，5．6，玲

○「たいていの：方は，乱歩のものを愛正して，花れから探偵づ、識こ入るんじ

　　やないですか。」《宅，9増，133＞　　　　　　‘

〔～から～窪で：〕（隠聞に関する範囲を示す）

　○「わたくしの講i灘ま，二時五十分から四時半垢面，＝二一トー番教黛で，やり

　　回す。」《費料外》

②一問霞拙論点・綴どころ。

　○爾津在留中混入の大立物陳嘉庚氏以下晦洋串獺入代表一行に香ぎ巷から海路

　　天津経由で｝填懸北平に到｝吝したく束，6．6，1》

　Oその時マーガレットは，そのRの午後学校から帰ったスーザンが．ディッ

　　クtvヌージェソトの講演を聞いて，夢中になっていた慕を想い旧した。

　　《映，6，12’i

Oその湖水のはうからもその方へむかってあるく二人に，つめたい風9・：，

　　　　　　　　　　　　　　　（齢）　　　　　　　　　　　　　から



　吹きつけた。《交，7，80》

○ガンちゃんは，さっそく，つぼからくすりをつかみだすと，むくむくうご

　　きだした，催眠旧師のかお1こ，プーーッとふきかけました。鴨野少，6，43）

○ガン吉のパッ1・からとびだした猛球一ばつ！醇少，6，42》

Or働車の中であんなに元隻濃つた正瓜君が，車か嚇5りた途端に急におと

　　なしくなってしまったので，僕はオヤッ，と思った。皆ン．7，32＞

○ただここで隠題となることは　この灘では空中線の凹い受信方向からの察

　電しか記簸されないから　極めて短時聞に繊現し　満滅し　かっ方海移動

　　の激しい塞電源からの室員を逸するおそれがあるという欠点をもつことで

　　ある。乱科，5，37ト

　○大阪堺筋で去る十四牽引午ごろ女纂隅隅：二人を日動車で襲い，銀行から引

　　賦したばかりの現金約六萬円を強奮したギャング醐寧件があ1），～《朝，

　　5．　19，　II　r・

○ゾ「iSlのベルリン下下は西獄側の西独通貨改輩郵を動磯として行われたが，こ

　　れは米英仏欄の薦独政麻若立工作をもってポツダム協定野口と見なすソ叢i

　　の報復であり，これであわよくば西鰍勢力をベルリンから締め出し，たと

　　えそれが出来ないに．してもこれを種に爾緻像唾1こ再び瞬羅会議を踊かせて対・

　独処置をポツダム協定の線にもどさんとするものであったろう。（覇，5．7，

　　1＞．

〔～から～に〕

　O茎茎電の正体は　波長からいえば数凱の惜気葺波野から数萬mの長波帯に及び

　　周波数は波：惣こよって異るが10kcくらいのものが多い。乱科，5，36）

　ONから来た電波は枠型室中線1から増編器1に入り増蠣されてブラウン管

　　｝こNSの輝線を生ずる。隻脚，5，37）

Q広jil民自党幹慕長はナ九踊朝大阪から騰肉に藩いたが，郷中で滲議院議員

　濫挙法の改正，漏壷の参議院選挙欝策および警察制腱晦ε開題などにっしb

　　てi爽のように．語った　ll鰯，6．　20，玲

〔～から～へ〕

　○数絵は，そ・5たずねたつもりでしたが，i：iか必外へ灘iになって出たか，騰

　　なかったのかわからないほど，出たとしてもそれほ，優い灘だったのです心

　　（ひま，6，52＞

　○一鰹の人闘がいかに生きたか，またいかに鮭会に貢献し，あるいは害を及

　　ぼしたか，ということこそ大劔であるのに，それより竜その八三がいかに．

　　して憂き世ab・　らあの世へ行った：か，つまりその死に方が重視され，そこに

　　究極酌な備億判断の華準がおかれる◎〈’ie・｝：，5，39｝

から （so）



〔～から～蜜でり（鍵聞誕勺濁点畷／多点，または範囲を掌す。）

　○溝ノ籍から浅草獣て…珊珊のドライブほ，蝋引べ君にとって生れ㌔ご励めでの

　　楽しい経験だろうollキン，7，32》

〔すみからすみ憲射り

　○賃われて数絵が天井から床の闘の方をみわたすと，蜜みか冒すみ織rご埋も

　　れてみえるくらいなのでした。（ひま，6，5ザ

③経　臨
　○阿れたガラス窓か曝，ニレワワトの電燈の肖い笠がみえてい罪す。《ひま，

　　6，騒》

　○～笹倉灘鍛につき　そこから登るわけなのだが　車窓から眺めた擁輝ま快

　　晦だった：せいもあって随分と近くに感ぜちれた。《科，1／，麟

　○かつて二二を掛て：高垂寮学擾から大蟻へ甦むために数，避ばれた秀字以外に

　　は挾い門で島つた。寧L5．6，1　t｝

○二二は福岡町の薩，i当年とつ‘C　1／t十六才の働き盛りだが，雷電：蕉高から九

　　大懸エ科を隔て建三二廻轡二業，ttへ入ったチャキチャキのコールfiマソで、

　　i’ソジニや気質の二極的な線の纐い優柔不断な男である◎1：鵬質，11．1，3㊨

　σ鰯疑・i～一時，坂下門から宮三二の門門にii｝｛いたのほ，毎黙薪購論説委員十

　　六入であった。・訴コ，11．22，壌燈

④二二以外⑳抽象納な墓点・磯鉦篇ろ。

　○米英仏ソ1猟鷹政：騰1は黒目1共田コソミュニケを発表して，購大魍の協驚にも

　　とづきソ漣のベルリン丁銀および二三の甦封銀も十三；：1に解除し，凶謹外

　　相会議を職月鷲三田バリで閥きドイツに闘する諸聞題，ベルンjソの事態か

　　ら旧れた諸問題ならびにベルリン遡三二題を討議することを明らかにし

　　ik’”．　（．’Stll，　5．7，　I　n．，

　○この申華入斑畏主共旧聞を代表する盟主蓬念政麿ができて，はじめて中臨

　　は単二炭：削回，封建酌三二から離脱し，独立，平日三一富強の滋に1穣む

　　ことができる《朝，6．20，1、

○鍵評繕神が実践から違蓬iし，現契の地盤を逡離してtいたづらをこ懸循環に，

　　唖してゆくことのうちに，ひとびとは飼入の誠実の限界を見てとる○ζ入t

　　S，　85＞

O現爽のうちに深く根を張ってみない批評精神は一実践から遊離した號評

　　精神は一一それなら，このさい徹底納に．処断されなけれ1ぎならぬのであろ

　　うカ、o《入．，　5，84｝

○鍛議院の委員会などで竜共産党代議士から書写があったし，躍教羅は直接

　高瀬交糟に撤園方を牢入れたとい5。（褒，5．6，亙）

（31） から



　○ところが蓮：灘：においては，その発想著は，殆こよって：そ予動乾への資紐か晦

　　完全に戯れていいる。《う1歪：，　5，39）

　○その夜マ・一一ガレットは，ディックをフいザンとの交際から解放させ雛と思

　　つたし，偲となく二八だけで話したくなったので～《映，6，エ3＞

　Oそしてわれわれのそのような努力を妨げ，すべての人々が究徹こおいで求

　　めているところの亀のからン人々を遽ざけるよ5な，無智や気まぐれや我

　　ままに竜とつく細行は，強くこれを無限しなければならないであろ5e

　　C＃：，　4，　2．P）

　○なるほど，甘露年度予算壌ほ，一一応，一・般会計から赤字公債を撰1除し，復

　　金債発行を薪腕とし，特瀦会計に．おいて竜建設公縫の発行を劔眼し，地方

　　財政でも地：方起債をやめでいるように払える。（＃：・＝r，5ほ1，鐙》

〔心から就C．）

　○数絵は，鶏ε愚か蔭ほっとして，～《ひま窒6，騒）

　○「全快したら，この御恩糊しには，少しで亀驚本の闘った方々をお戯けし

　　なければ……と心から：誘っていますのej《婦友，6野26）

　C汗」繕子のいない入生は，どんなた1のしいことがあっても心の底から笑え，ず．

　　どんなおいしい竜のでも，昧わっている気がしないのでした。ζひま，6，

　　52｝

⊂～から～へ〕

　○形の教育から質の轟轟へ（韓，5．6，箋｝

　○私をしていわしめれば，論響が，～，至心に．，わが團今後1の法警舞の辿⑪

　　つくべき燈標と，現在おかれている勉位からそれへの距離とその道程とを丁

　　勲爵考量しながら論究するならば，決して氷澱絹容れざるごとき講誘の対

　　立紛糾を来すことはないように思うのである。《法，5，5エ》

⑤開始順序・婁端。

　○主食は，白米を十鱒の水で軟かく煮て裏漣に．した濃厚重湯かtB始めます。

　　《璽蔽，　6，　86＞

　○爾食物は，卵黄羨箇から始めます。《婦友，6，総》

○袖から飴まって，スカート，後身頃と麟を：薫ねできましたが，今月から織

　　祷身頃に入ξ｝慶しょ5◎（婦友，6，73、

○一たん庭iへ下りよ5としたお嬢さまが小需を欝いながら小論⇔してき℃

　　糸のむすび籍を片はしからほどViて」＆）　ilますと，ほどかれたのから，鶴綜rl

　　瑚をばたばたやって瞬iの方へ飛び立ってゆき寝す。《ぴま，6，騒、

○囎蝿離孚もの勢一歩は，軍湯，硬磁，遷黙の蜀黄か嚥饗すが，灘象糖に．大事

　　をきむ，まず隼瓢に慣らしてから始めた方が安憂です礁暫該，6，懸凄

から （訟）



　○しかし，手1こ1壼；いるもの1毅￥っ端から読んだ。（交整1，§》

〔～から～蜜でり（系纏｛勺に配列されたものの範腿を示す。〉

　○謂食券についてンー漣のまとまった食事（洋食なら前i襲からデザートコー

　　ス畿℃）に9・X一一一入…枚とする　（朝，5．19，嚢》

　○「その調査の対象嫁十七字か曝工十三才憲剛，学校でいえば掛鯛商校と薪

　　舗大挙にあたる年令で，～。」（キソ，鎗，38）

〔爆勤・らっ曹へ｝

　○なん枚かあっノごγ1物も，ゆ竃からつ藝へと莞ってし褒いました。（費料外）

⑥理惣・根拠・簾購e動鱗。

　○こういう方礒の多くの結渠から，Cの生成及び移動の状態を鑑定する事が

　　蘇燐モるのであつで，～蔵：1三，6，6》

○安本発表ク～経済磁書1蓬1｝蛾こ鞭銀券発行高の増減のみから，インフレの蓬

　　行を潤声し，卦堪年変を遜じて，インフレ蓬行の鈍化を結論している。

　　ζ器皿」，5．11，10り

　○蒙雛罪な現象の掘からデフレ的鯵1両を云々するものがあるが，～（エコ，

　　5．ll，　10＞

　○空電源Dから出る竃波をABCの3点で岡縛に測定すればA鶏Cの麗係か

　　らDまでの距離がわかる。（科，5，36）

　○ラジオに．特右のガー渥一という雑苦が入ることから考えて　特殊の無線磯

　器を使えばこの蕉体が億つきりとらえられ　その波罫から発生源が熱雷か

　渦雷か或いは颪雛などであることが調贋し　3点観測をして塞電源の位置

　を判定すれば　洋上逡iかな黄漁：現象や由岳地欝の気象現象の推移を贋なが

　　らにして層々斜脚滞ることができ　台風を早期に発見し　その移動鰹路の

　記録から予報を行うこともでき　また雷爾予報の精度を向上できるなど

　資する概は極めて大きいものといわねばならない。（科，5，37）

○植物の葉のC量が贔種の1齢艮したものに，ついて1ま三々近似していてレしか

　　し属群の聞には簡単な整数比の謬週係がある尊矯・ら，C量を決定する或遣｛云

　子が染色休にあるという考えも違べられているし，～（農，6，6》

○この危険感から，ソ癒はベルリンの当駅を解除し，酉鰍側との幽交調整を

　嚇寄する1こ．漢つたとも見ら津しるのであって，～《朝，5．7，亙》

○遜貨増発のごときに，この轄三章郵程敷：策から必然爵壌こもたらされる絃果

　的現象にすぎないQ《忍コ，5．黙，10》

○それに，そのとき，妙な『いきさつ』から，tli比は，その女に，よく逢ひ

　　ながら，その女の『あ麟譲芸者と，したしくなって，結回した：，といふや

　　うなことも港つた。ζ烹，7，80）

（33） から



　　○ガソちゃんとダンちゃん，思わぬ箏件から患わぬくすりを手に入れ，おそ

　　　わったとおりの道を，もとの野球場さしてもどっていきます。《野少，6，

　　　4塘

　（～か塾す懸（いうeみ蚤etc．）〕

　　○二二的にいうならばこのソ蓮の変嶺が目論にどのような影響を及ぼすか，

　　　じ轡疑して1期下のところは憲事行動に忙がしいが，藻塞酌な亀のにおい

　　　て結ばれているソ蓮と巾共の関係からして中多寒の対外策がどのよ5な竜の

　　　になるか，実常に注羅を要する竜のがある6《東，5。7，工》

　　○われわれの窃磯は，例を鷺い，粥をなすべきかを，偏見や情欲に二三され

　　　ないで，われわれの究極の目朗から蜜愚明察にもとづいて，遙択決定する

　　　ところに，成立したのである。難ヒ，4，22）

　　○墜下の胴体は　波長からいえぼ数孤の超短波帯から数蔑mの長波帯に及び

　　周波数は波長によって異るが10Kcくらいのものが多い。（科，5，36》

　　○．父兄の負損を軽くしつ鼠舞際祉会に早く子弟を逡り嵩ずという年下短縮の

　　要求からいっても，はたまた現実の高望諸学校の内容からいっても，か歯

　　　る平群はとくに予想されていたに稲蓮ない◎（朝，5．6，X　’／

　　○挑塾鞘紳が購闘のぞとに．たって，隠蘭をも室闘納に認識するといふことは，

　　　これをべつのi航からみれば，．より以ま＝に時聞を実弾するお、汚ことにな

　　　るではないか。《入，5，84＞

　　○正条植は，μ旧著下や静岡膿下に残っている訟念碑などから昆て恐らく鰐

　　　治の寧黄から野鴨広く行われるようになった竜のと懇われる。〔農…，6，2fi》

　　○その｛齢ユウソウ56の差し脚が問題だが三縁購レコ囲｝ごであがったハナマ

　　　タ藝0が｛二i：～れば時計からみてもレースの中心となる《東，5，2L），蹟

　〔～二目箏から・～上からeec．　）

　　○ソ癖はマーシャル計趨iや北大西洋条約1二見る西山側の軍纂i跨経済約醜結の

　　　うちにン対ソ二三戦の危険を感じているばかIOでなく，さらに西緻二本主

　　義騒の崇気後逼を予想するところがら，その景気回復策として西二丁がい

　　　よいよ軍記藁化をはかるものとみて，戦《舞に謁する不安感を強めている。

　　　〈liiwa　5．　7，　1　’）

　○これに対し　ラジオ気象学は　墜聞に薄游する雲や塵は賦す》くて電荷を有

　　する物質であるとにうから　レPtダーから嶺す極超短波を三尉してプラウ

　　　ン管にその萎をあらわすこと　また劉：穏はそれが一つの電波の発編源であ

　　　るこ為からして　この電波を捕捉すれば室電の位置を簿脅簿ることなどを

　　利矯して　気象要素を求める新しい気象学の領域である。《科，5，36》

　　Otw，ここに再び閥回外網会議の騨催を見ることになったのは，それだけで

から　　　　　　　　　　　　　　（34）



　　も世界平和の上か闘鶏灘．いごとkいわねばならない◎輔，5．7，1＞

⑰原材・材料。

　○箭者は受信機と1疑転ドラムのrl詑襲搬からなり　後議こは方向挫をもった

　　墜串繊を使う1囎鑓灘と騨仁心が粘る。麟，5，37＞

　○「わた更、が密林のいろいろな三三か曝つくった，とくべつ製の催眠藥をさ

　　し＄）げます◎」（野州，6，翰

　○「ヒゴンは嘗からできたものですか？」《科，6，18｝

⑧受身の作矯の出お叢難。

　○東大工学部の学生降i網入が魂由教授か菱識C級死刑者の遣書を殖され，「鰐

　　外なく涙して一．1これをパンフレットに作撮したという信じカ£たい事爽（rv一一

　　六七頁）も，恐らく，こt＞し急純警搬への惚れと無関係ではないであろう。

　　艦，5，39）

　○料飲π驚はワク附で一灘1：再路の蓬びとなったが従来取締当局か鱒余の重視さ

　　れていなかっ九籔館業饗が鼻偏のスキに藁じて面出の灘と典に料理騒，待

　　合等軽歓食震と岡嫌享楽麺の蔭薫に進繊，～練，5．　29，欝》

　○われわれは燃凱，このいわゆる内瀬的欝漁なしには，タ融㌔藤夢えられた霞

　　磁は；それだけでは｝諭1叢の選評たるに止まり，留用としては溝密なもので

　　はないことを冤た。ぐ挺，a．，鋤

　○屯し一部の昭々か感この教科書がr一一方酌」と見られるならば，それはこ

　　の著述者が徽来の教科書に特堪ぎなアイマイな表環を使わず，現代と糞正議

　　から取り細み，極めて瞬決に漠実を断定している点ではなかろうか。《東，

　　5．　6，　i）

⑨欄く・教あ懲等の酒作鰹油壷。（「綜で｛置き換え得るもの）

　○警察制度の改蕉に翻しては，強談会のごろ発圏地方欝治体の代表から，地

　　方警察費が高額に上‘麟皇持が韻健闘難であること，幡方警察は精異がから

　　み悪質警震の罷冤も愚うにまかせないとい5纂鴛を欄いた　（｝瞬，6．20，

　　1）・

○この轍を踏まないために亀，剛織欝や殊に近代絵霞の装徳面からわれわ

　　れが数はるぜ〉のは来だ梱愚多いのではなからうか。《文，1，20》

〔II〕接続鵬詞（1終止形につく〉）

①原因・理由醤あらあす。籏環巻が，麟件匿後患の原灘・理由de島ぜ

　措定して結び欝け懲饗い方。す蹴あ犠，rので」に臨べて，榮轡藷

　し畷の独立牲が陣し畷強い。（競定の講説亭亭。「ので」に近V・意味

　で用いら粛しることもある。）

（35） から



　　○以上の次第でボンド下落で英連邦からくる穀物，棉花，脱毛，；研慮などず『

　　　べて劇安で沢肉轍入されるか藤，これらの開連鷹業は厭餅も羅密で稼融率

　　　カミ高まるQ　《エ＝r，　芝2．11，　33）

　　○また，生活の根があさいから，ひどくうすっぺらだ。（入，12．40）

　　○しかし法律にあることはすべで合唱的だとする芳純な頭は，なぐられたと

　　　きなぐりかえすのは正当だと慧暫しでいたから，控｛称土木監督のゲンコツ

　　　を見寳われると，急｝こ抵抗の意識が賊製した⇔E｛入，／2，1！6、

　　○プチブル層は，資本主義のあるだんかいに，必然酌に生れるものだから・

　　　ブルジョアや．プロレタリアのよ駐こp続史を決定するカを持っていない。

　　　く入，12，4e）

　　○今町の税醗羅の汚職纂件摘発は今後も継続晒にやるつ屯りだから～般の投

　　　書その他による協力をお願いしたい《棄，5．29，灘

　　○～，裁判｝折の産神病医のビーミッシ鋳博士は，ディックに珊を宣告すSt〈・t“，

　　　スーザンの心の煽戸は生涯癒らないか島，スーザンとディックを充分に．交

　　　際させて，スーザンが彼に飽きるのを得つ方が得策だと云った。《映，6，

　　　13二

　　〇下痢しやすい夏と，十型琿の霊くなりやすい離上期が震なるのですから，離

　　　乳は秋まで延せと言われる邊由起〉齢わかりでしょう◇《婦友，6，86）

　　○しかし，その女1ま，芸者であるし，そ報こ，由比は，その女に，感情はい

　　　くらかわるくしたか験しれないが，藩惑をかけたことも，不掌理をしたこ

　　　とぜ〉，まったくないのであるかth，隔し逢へれば、暴などと考’へるわけほ

　　　一・つもないのであるが，～o（：文，7，80）

　　○そういう女だから誘導されるか，捌きびしい調べに会えば，侮を云いだす

　　　かわからない。｛入，エ2，120）

　　○工業学校は軍除の模型であっ．た。模灘ほ本物に戯ているほど優秀なわけだ

　　　から，ミリタリズムの本質であるカは，為らゆる禰漫の．il位1こおかれた。

　　　《入，12，113）

　　○侮れも丁丁悪評鰻に～も大丈夫だし増醗見込もあるかも，一瞬の波瀾ほ溺と

　　　して今の｛極i傾で買ってもまず利附する株である。《エコ，12．11，32）

　　○要するに入唐大衆の生活と生命を安らかにしょX）とするのが雪論の根本獲

　　　的であるから，平瀦揮保たれ生活が安らかであるかぎり・国論の自由など

　　　は返上してじまって，難圧をこ5むるおそれの毛頭ない絵画諭でr｝，やるに

　　　こしたこと｝象な、、o　《邪t，　12，　38）

　　○嬢葬まなカミく煮ると書気がなくなのますから，一一’furtきしたら，づ曜ぐ頂きまりす。．

　　　《羅書生，　12，　138）

から　　　　　　　　　　　　　（36）



　○早大卒業後，女三避は海軍孫孫：瀞の蟻託として，特に四国・火販・中下方τ孫

　　をよく歩き廻ξ浮したが，その滅灘の籔でも，父正一践ほ影の形に添う如

　　く，常に行動を共にしたというのですから，驚かざるを鴛ませんol婦生，

　　12，　67Lt・

　○一キロの電熱券ですと，いったん百髄になったお湯はスイッチを燐っても

　三三ナ分閣はブじト八度を保ちます。九十五慶で煮えるのですから，結職余熱

　　でヨ鷲’分物が煮えるわけで凄）ります。（鐙i生，12，128》

〔～盤～からだ〕（結果・帰結を先1寵述べて，原困・理爵を後で説明す

　る書v・方。）

○しかし途串で素材をなげて新しい｛乍晶にかかっても，佳い作品はなかなか

　　作られない。素樋が悪し、のでほなくて習作態度が悪し・からだが，夫婦生活

　　で竜離婚するような入嶺結葡瓢三をつくる能力のないへぼ芸図引蔭ある

　　と愚われる。《下生，12，14S》

　○ヒトラリズムやプ認レタリア独歩の信州者にとってこの書写髄蜘くないこ

　　とは当然であろうeそれら1こ対してこの霞｛ま鏡い一盤を食わせでいるから

　　τあ蒼。（東，5．　6，1）

　○でも，あなたのおっしゃる跨聞にほ参れません。母や兄かk“楽崖欝まで邊

　　えに参っているから．ご雷の◎｛婦生，12，74）

　○第二，然し穂のかくれた意昧においては，今躍の破門令は一つの積極酌な

　　意義を＄づことを許される。それはこの態慶が共薩主義に封ずる墜一つの

　　キリスト教の態慶の拙象｛盤三に対して，限界を設定する作用をなすからてあ

　　轟。ζ入，12，42）

　○ところが歩ムヅリッヂ（～）の教門委員会はその高等学狡の門門をそれに

　　使用さすことを許慣しなかった。その理i：麹はラスキ　一一教擾は共産主義者で

　　91，　e），宗教に雪意をもっておの，P一マ③カソリック教の敵であるからだ

　　ということをケムブリッヂのネヅィル霧長が灘i明した。《世，12，9）

　○しかし螢界外交の白熱点は極棄に移った感がつよい◎というのは欺洲にお

　　けるドイツ問題が，ようやく行きつくところまで行きついたのに比べて，

　　申国の問題がこれに代って，各幽外交政策に中心的の地偉をしめるに瓢り

　　たからだ。《エコ，12．11，婆0）

　○以上凶つ｝こ分れる麩麟のうち，第四の恐怖からの恥銀こついては特に．取立

　　てて論及することをここでは差控えたいと思う。なぜならば，恐怖からの

　　自由を論ずることは，一面においてはなかんずく平和の問題であるからで

　　あ碧，他瓢｝においては，政治納鐙摺と市疑酌懲灘また1ま公民の議由との開

　　連の錫魑などにもわたるものであって，と5てい私に．はそれらを木稿で能

　　　　　　　　　　　　　　（37）　　　　　　　　　　　　から



　　く取扱い縛・る余禰も力量もないか曝剛御編ぐ世，22，欝）

　○由比が，そのとき，上諏訪に一泊しよう，と齢もったの4tt，その時から十

　　琳年まへに，，その町にsたいざいしてみたを嫡こ，汁懇iひをした女に，

　　饗し逢へれば，と，かんがへたか嚥窯脇愚。《：交，7，8G）

　○そしてそれで亀卜，映彊iの「ハムレヅ1・　．」が平場の舞愈で上演されたrハ

　　ムレット」に及ばないとすれば，それほ，彼の大揮の騨滑な簡駈は，常に

　　俳優の肉体と肉灘を必要とナる，鷺常的な，純警な劇に立ち返っでいるか

　　らに糖然らない◎（入，12，！07）

〔～からは・・～かみに：捻〕

　○そこで問題は，第一に，～，第二に，憲法で反町教室伝の灘山を規定して

　　いるからに嫁，ソヴェート平家は政教分離の源鐵を実行していない一す

　　なわちソヅェート岡盟では霞家鍛宗教にた㌧癒℃寧立をまもっていないの

　　ではないか，の二点に漏配するであろう。ξ欝：P撚，34》

〔～懲のだ（です）から⊃

○「ぼくの犬屯，おなじ色だったものだから，きみが，ぼくの犬をとってい

　　こ5としたのだと思ったんだよ胡（幼ク，鐙，59）

　○「ヤギがおしいも《烈からあんなこといっ㌧（：ら」く銀，8，4・o）

　○「あんなおはがきでした憲轟響蜜か曝，暗の知合いかと恥いまLke」《宝，

　　7増，267）

○その開に齢己を数へ℃いただ㍊・て，先生も成績がいいから。て褻めてくれ

　　たんですけど，お役野生濡は堅蕾しいし，あたしは性質が漫手なもんτ憲

　　から，一一年閤で辞めちゃった：んです。｛：交，3，！03）

〔：蹴：（です）から⊃（接続詞としての罵法）

　○つまlj，　XXジポンのプチブル贋は，不隠然に．のこった封’建酌要i素のうえに3

　　生きのこった。だかみ，その愚想は，はなはだ保守的で，・反鋤酌だ。《入，

　　12，喚①

　○密騰勢組はデもともと低い賃：金べreスを上げんがため，少くとも昆闘賃金

　　とのつり合いでも保たん亀のと，矢つぎ早やの攻勢に嶺たわけであるが，

　下聞労組はつねに，これを背後から後援し，晦らの賃金ベースの引上げを

　狙ったeだからして，官公労紐の闘争はつねに，畏聞労組から緻麹され，

　後援されたが，そのこと淺館，密公編組の賃金ベーースは，もっと亀低い蟹

　金率の一つの叢準で蟷あったe《乾瓢，12．21，13）

○その頃，翼自知義なんかがやっていた欝戎淑の蓮動，それから絵叢の二科

　にたいする三科の灘凱それら竜ダダイズムの串に入れて毒畠えば，あkい

　　5亀の1紫縫界大戦後，鰍灘瓢おこったものの韓1入ですね。τ蜜からプロレ

th’ら （3S）



　タリア芸徳難語よ1）根源はちょっと苔主いわけです。（入，捻，8）

②西端な場食謹引目あいに燃して強調し，弛の越論慧憲然購趣の結累

　訟な懲臨いう立論の根拠みす釜。（「～さえ～だから」の酸か「～ぐ

　らいだから」の形など。）

　○大人で惑え胃腸を損うことが多いのですから，敏感な赤ちゃんの胃腸はち

　　よっとした暴常にもすぐ影響され，忽ち下痢を建してしまいまず二二友P

　　6，　85）

　○丸本の関心が摩共承認の問題それ寝体でなくして，その影幽いかんという

　　ことであり，更に具偉的には蚤面する対欄講和の威否に，それがどう驚くか

　　にあるのはいうまでもない。領土にしても賠償にしても，講料条約を椿戎

　　する最も主要な問題の多くは羅華関係のうちに横たわってS－s　S’］，短難講和

　　は本質的1こは賢華講和条約であると選えいえるからだ。《エ＝，X2．！1，8）

　○いや，あの女はアーーノルドの遣磁をカバンにつめていた猿だから，こうい

　　う嫌疑を受けることを，：先廻ijして考え，防禦線を張っておくことなどで

　　きなかったろう。《人，12，120）

③理由豊な釜べ妻蕪がら…を挙げでいったん訊略し，帰織藷欝外鵜曙

　識す＆。蒋らに嬰劇を「と」ぞ螢けで，壱の帰結からi勲峨難行動

　⑳叙述へゐ財経。（絡助詞的な罵法。）

　○何しろよいことが書いてあるだろうからと，一藤懸命に読もうとする者を

　　さえ，引っ張って行く力のない白書である。《エコ，12．11，6》

　○その翌財，こ寝こいたら危ないから，とみんなまた荷造e）を鍛めました⑳

　　《擁聖生，　12，　56）

　○鍛後の夜，ママにちょっとお話があるからと，私たちの部鼠にママを呼びp

　　「僕はもう，桃ちゃんとほこれ以上一諸に生活できないから出てゆきます」

　　とあの方がいいました。㈱生，12，98）

　○少しだからと面倒がって残り火を粗宋1こすることは最も不羅済饗す。　《婦

　　生，　12，　k29》

　○その時から十五六年まへ，歯序が，はじめて，下諏訪（～）に，行って，

　　十肩ほど，たいざいしたとき，逸出の番頭に，二三鷺まへに鐡たのがある

　　から，（もっとも，「一年ほど，休んでみたのですが……」）と，すすめら

　　れて，よんだのが，その女であった。（：交，7，8◎）

④「からみいっで」「からと鷹」など⑳形で，否定麟慧瞭⑳語撫呼懲

　し選出⑳祭轡みな蚤。

○館匹に，抵抗権があるか藤＆いって，政府が簡単に混乱に隆ることはないtr

　　　　　　　　　　　　　　（39）　　　　　　　　　　　　　から



　／Q．’！ilr，　1．2，　f．・一」”1，

○最高の二三蔚の場合でも，事柄は瞬じだ。否ひその方が罪が重いというべ

　きではないか。とそうvジクは論ずる。しかし，だからといって，君主の

　行為が正墨でないと認めれば，誰で＄これに叛抗しでよいだろうか。ぐ既，

　12｝　ag」51｝

○～，欠乏からの自由によって生活が安定しもしく1ま保障されたから恥い燈

　て，それだけでただちに宗教酌鶴鱒が溝滅う噌ることはないにして端，～繊ρ

　12，　37’1，

○単に資産含みが大きいからとて優良株と需えないのほ震の運りである。

　《エコ，　12．11，　32、

7。壷曖（副鋤詞）

①纂物忌限定す釜慧瞭匿表あす。

　○工事謹のでそうやって，矯のこら鍵田閥ぱなしをしでいるのを，彼はこの

　　．1滝なくありがたい竜のに思われてならなかった◎（鰐轍，！2，66’1・

　○榔弁の家を黒てくれと一度は云ったが，…縫灘響饗［二1にll｛．1すこともなく，

　　感情を殺して居るようであった。t〈pマ，／2，32）

　○彼の背後には表のすりきれた懸が入筏鰐の調鹿も要せずに漁気にふくら

　　んでいる。ただ一つ片隅に小さな机が一一・一つ，覗簸と湯呑を・一一一・つのせて澱い

　　てあるき勢。《麟，！2，u9）

　○そのころに．なって，ようやく野球のことをあきらめきったかれは，毎縣な

　　にするともなく，ぼんやりと天弾を見つめた巷尊だった。《野少，／2，4鋭

　○つや乃はr夜璽に溝えた汽鱗の巌にi箆ばれて行った：友の行先を思いやるよ

　　うな，幼い感鰯の風で零いかけたが，敬吉は，それに．は，「うん」と，短

　　く管えたき箏で，「少し，歩かないか……」と誘いました。（赫醜12，78）

　○「お灘二話になり曝した。遽水さん……一．1敬吉は，例の遍り，歎って鎖いた

　　港磐でした。（門門，12，78》

　○「まあ，健ちゃんたら……。」安英はそ5いったき鱒，いそいでつくえのふ

　　たをおおいました：。《少女ク，12，王1①

②「～艶最後と駈鷲」⑳慧艶表あす。Skして，否定の鷺の語数三下す

　　釜。（（～きり～ないコの形が多い。）

　○悦郎夫婦と並んで勇が座って回る。鍮血をしてくれた潅勢，病院にも顔を

　　繊さず，今欝の招待にも娩臨の影に隠れて座って居るのだった。・’．　7sタ，

　　12，　29）

　○ずっと衝離婚した甥鍛，あとほ貰はず，老緑と二入暮しで議厳な一しに．クソ

きり　　　　　　　　　　　　　（4e）



　　　輿顧｝’：iの瓜沢一男，～《スタ，捻，104）

　　○章i㌣は・学校はきょう豊瞬で参休み｝：　｛・xいる。く野少，12・95》

　〔そ翫つき獅

　　○「オミネ様。たしかに頂戴いたします」ツツ・一ッと鐵ていった。それっき

　　　の，もう小野の姿もオミネ檬醤1苞谷寺界隈から全く見られないol文，12，

　　　li2，

　　○ダッダッダッダッと猛烈な機関銃の音が：耳をつんざく。版容撰の垣一一私

　　　たちがスカンポをとりに叢い蹴した死毘の門一から臨戦しているのだ。

　　　セれっき箏あとはまたひっそりとし，もとの静寂に．かえった中でしばらく

　　無需の点検がつづく◎噛緬，12，76）

8．くせ9E；（断続鋤詞）（（連体形につ⇔）

　Oある条件が順峯でない結果となる場合，その璽い違いに対する難詰

　　の舞持蕊徽訪ず，前件・後件を結ぶQ「のに」li；　，」　6，難諮の気持が

　　はるかぎこ強い。（逆説条件。絡助詞的用法もある。）

　　○若林君が三13に一ど位出ているのに，梶岡は鷲いくせに，五購目位に出う

　　　というと，肩が悪いとか何とかいって出ないそ5だ◎ζ聾少，7増，16、

　　○「弱い癒におよし。」霞スダ，　7，7エ）

9．　《らい（ぐらい）（毫糊詞）

　①おおよをの分鐙・程鹿を承す。（「こそあど」につく時は，「こ（そ・

　　あ・ど）のくらV弓の形を：とる。）

　　○舅轟の参議院選挙には，炭演覚としては入レ名くらいの当選を難標とし，

　　　～く朝，6。20，工）

　　○～，犬養氏と行勧を共にするものはナ名ぐら墾冗かないと思う。轍・

　　　6．20，x）

　　○～会祉鼓野川三三郎（二王○）さんは岡区寓前町一七一先きを通行申甘五・六

　　　凝ぐらいの不良風の男にピストルようの物で脅され，現金三千円，腕時誌

　　　背広一1．二下をはぎとられたく東，5．29，皿》

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　　り　　ほ　　の
　　○慣れてきたら，獅め一さじくらい御販粒を入れておまじりにし，～重嬬友，

　　　6，86）

　　○その長さの三分くらいまで大体岡じ潔さにぬい，～蔓酒友，6，73》

　　○さて，そのせまくなった町を，単町ぐらゐ行くと，左がはの，バラックだ

　　　ての，三鼎の売店が，とぎれる◎《：交，7，80）

　　O方購の誤差癒感糞幅が20。～3◎。《あいなので　これくらいの誤差を生ずる

　　　　　　　　　　　　　　　（喚1）　　　　　　　　　　〈せに・くらい



　　おそれなしとしない⑪（科，δ，3ア》

　Opw周波数綜波長よって異るが10KC《あいのものが多い。《科，5，36》

　○さて，由比は，そのナiヨほど，たいざいしてみたとき，鰻子を，三度か幾

　　農：ぐ熱冷，よんだが，～《文，．7，8の

　○「あと，どのく粘い，かかりますかしら？」（資料外》

②あ胆管がら畿倒添；し，働馳によっ貿，動作や状態の程慶愛野す。

　　（少くとも，の意。）

　○すみからすみ廉で埋もれてみえるくらいなのでした。《ひま76，54》

　○纏の挙締には離乳経過の一一一　Rで進むところでも，夏は二三耀かける《らい

　　をこし＝血しょう。（縣篭友，　6，86＞

〔～《らいだから3（極端な場合を引きあいに出して強調し，他の二二

　は当然購じような事になるとV、う立論の根i拠とする。）

　○そんな事を餐うくらいだから，あいつ何をしでかすか分らない。《資料外》

③程度ま袈あす際，比較の基準菱栄す。

　○早場米が昨年くらい早く毘れば妊転ずると患う　（朝，6。5，∬）

　○「なにしろ，大きな象くらい竜あるE象なんだからね。」《少年ク，3，68》

〔～《らい～はない（少い・窪翫だetc．〉⊃

　○「今の鍵本でわれわれくらい磁由になんで竜やれるものぽない」《朝，6．5，欝

④あ二二爵泌…蟄例添L，愚の程二丁弱い・輕い亀のk　L”cr扱う。

　○われらにかナ）って裁判されているのだという気持ぐらいはあってもよいの

　　ではないか◎綱：，5，39）

〔～《らいなら⊃（ある事がらを引き合V・に出し，それに比i較して，他

　のものを，よ1強く主張する書い方。）

○今におよんであわてX二年制の短期大学を作るぐらい然ら，最初から四年

　　翻大学と併行しで二年制大学を設げる方法を講ずべきであっ斌朝，5．6，移

購。1愛（終助講）

②圏想。（過去・完了・断＝定の助動詞に続く。）

　○きのうの午後，玉1｝｝で水およぎをしていたら，「川でおよぐのは，きょ5

　　かぎりだなあ。」と，安藤霜’にざんねんそ翁こいつたっ｛ナ。《少年ク，12，85》

　○～何年か昔私も：女学生でありし頃を思い出しました。やっぱりバザーで転

　手古舞をしたっけ，アィスクジームとおしるこを変のばんこに食べて先生

　　におなかをこわしますよと叱られたlj，工場の番をしたり，偲だかもうや

　　たらと楽しかったのをもう一ぺん位恩い出したって良いでしょ○《ひま，

　鴛，66）

雪毛 （翅）



　　○「あN，さうさ5，そんな：女優がゐたっけねえ。」〈文，6，80》

　　○「勝てるゲーームを磁つまでイレギュラーバウンドで負けたっけ

　　来葎地ならし　しとこうぜ」《野山，12，79＞

　○「一個一且なんてところだっ鵬わすれたわ」＜少年少女，10，62＞

　②閣心籔二二慧詮錨め嘘⑳高宮◎

　Of良ちゃん嶽今年いくつだったっ韓？」《糧マPt　6，6恥

　○「その齢はヅ欝一チ　その徽灘二1紅，その前は……なんだったっけな」

　　　《スタ，2X，90）

鷲。騨轟ど叡雛寵ど・塵事《轡ど曝）

〔取　接績鰯詠：「絡止形につ⇔〉

③ma　〉⑳事がら簸ならべあげ蟄際の肇翫書。共憲：⑳場合。蜜k，単な懲

　購欄蘭推移灘表あ愛撒轟臨勘懸。

　○そして不断に．揚力を強化し，スイスの防衛意恋を外宮に．確威せしめる雫設

　　をとってき℃いる。それは，どこまでも中立にとし“まるけれども，陶隠に

　姻斑なる面繋に略武力を菟って幽する決意と準鶴をもった「武装中立」で

　　あった。《交，k，27）

　○ボイスがドイツに．おける嶽崩主義のチャンピオンであること，そういう入

　物として新しいiごイツを象：徴するのに．温さわしい顔であることは，右によ

　　って1一臨理解しでいただけると思うけれど為，ここま饗考えて来ると，わ

　れわれは，さて，しからばホィスの画論はど5であるかを問うて見たい蟻

　にならざるを露ない。《朝評，1，43）

○彼はシさう数へられてみれば，蛤かに．欝然が光彩の錨織であることを僻見

　　した敏感嚢であった畿醜ど遮，その岡じ色彩帥敏感は，免が無いやうに見

　える黒の醜こ．も，穂人の眼には閉ざされた無：量の色彩的魅力を護見しX，

　常にこれを愛して巳まなかったや5に愚はれる。ぐ世，1，鐙9》

〔～曝～だげれお曝～感～露3

0日替のレートは重大で・あるが，ク夢ップスがいうようにそんなカのある～も

　のではない◎「イギリス訳詞の構造庭勺欠陥ほむしろ外に．ある。それは験雪

　によって変形じた変形経濟がそのまま維持されているとと，そのため健壼

　な安定を恢復するのに力となる健全な自然酌過程が阻止されていることに：

　ある。この阻止はむろん外郡か島も来ているけれども，内部とくに餓漉1⑳

　激簸に竜責紐があるojと。（世，2，42）

○．「急に．彊か博事矯も．1麟れた一灘漿に庵弼力・不安がXもってみたゆド輩嬌㊧

　癬藩癒あった1愛れお、実捻な……」と麗女は慧ぐに鎌を蔭したと患ふと，　Cl　kY

　　　　　　　　　　　　　　（轟3）　　　　　　　　　　　　けれ～ゴも



　　　　た遽子が，この年暮に．，S市の警察で魎まったんだよ。もう裁判にも廻っ

　　　　たさ5だから，今度はた黛では済むまいと思ふんぢゃ」《戦友，1，52）

　　　Or畏唄のお樵古も始めようと患ってお｝）まずけれど・レコ・・一ドを聞くのが

　　　　とても樂しみなんですの。」（婦友，1，23）
N

　　　②次に来る叙述の場面・題目などを持ち出し，また，前おきを述べて，

　　　　次の叙述に続け三つなぎとする。

　　　○共岡経奮や協軸組’合カミどのような将来をもつか，また蜜農麿が土地鋤髄の

　　　　裏をくぐっても樽び寄生地主化する：方陶をとるか，それとも資本家的な農

　　　　業企業家として成長する：方向をとるか。北海遡こは後潔の途への可能性が

　　　　少くとも内鼠騰縣よ唄ま大きいのではないか，というような重要な問題が

　　　　のこされているけれども，これらについての農業経済掌春たちの判匪鍍ほい

　　　　かがなil）のであろ5か。《朝評，1，134》

　　　○要するに，第二次大駿後ボンドはなお世舞的地位を維持しているけれど動，

　　　　それは右のようなドルの互額な政治借款のおかげであって，その乾湿がな

　　　　　くなれば，それは土崩瓦解する理由を十分置内包しているのである。雛，

　　　　　1，　OJ4）ts

　　　O終戦後いろいろの改革が行われたけれども，そのことごとくが必しも立派

　　　　に＝蓬用されているとはいえ．ぬようである　《読，1．27，王》

　　　O言いかえれば，ボイス，アデナウアーの課題は，まことに切なるドイツ國

　　　　罠の課題であるけれども，その課題の5ちには，ドイツの力だけでも，西

　　　　　歓のカだけでも，そしてそれだけではどうしても解かれない問題がふく衷

　　　　　れているのである。《朝評，1，46》

　　　○これは多分分科会の仕事であろ5けれど商，その分科会では，これまた團

　　　　　昆に納得のゆくように，牽分に楡試してもらいたいものである。《読，エ．31，

　　　　　王》

　　　　○そ5いう試みはドイツ近代史をつらぬいて殆どすべての大事件の場合にな

　　　　　された試みであったけれども，成功の例よむは失敗の例の方が多かったの

　　　　　である。（朝欝，1，45）

　　　　○「あのころ作らせましたものなんですけど，やはリアチラのものは何です

　　　　　か，ふしぎに．いつまでも型が崩れませんのね」《文，1，181）

　　　　○「イタリアはアメリカの資本を投下してもらうことが早くて　訓解工業が

　　　　　冒本よりも早く回復したので　将来臼本の入絹輸禺の強敵になるだろ5と

　　　　　いう髭込なのです。削回繊維の方ぱやってはおりますけど竜　菲常にtJxN

　　　　　模で大して艮室より叢んでいるとはいえますまい。」《科，王，68）

　　けれども　　　　　　　　　　　（44）



　Or実は今鐵の事態から印せば蓬だ勝手な詠い分だけれど番，公欝はなるぺ

　　く早く屡内して後纏i内簡の奏講をして戴けない屯のかしら。」徽，1，6心

　○不人憎な言葉に欄えるかも知れぬけれども，現地のある入が，内地から海

　　のものとも自の亀のともわからぬ無経験春を受入れて，その代1）ここぼ齢

　　け・ば十分羊∫能な琶脇渚たξ）得る農家の二，三男をルソペソにして，結局丙

　　地の工場へ行かせてしまうような綾果になるのを惧れていたことは，敢え

　　て紹：介しておく必要があるであろう。（遡評，エ，126）

　○それにつげて書かねばならないのはフランス入の，よく働く事です。私の

　　狭い経験です¢けれど，定められた蒔間はきっちOと守って仕事によく精を

　　出します。《交，1，140”i

　O「あたし載致へられたんですけど，芸者って，たとへ馴染のひとがみても，

　　客のある場合は，客1こサービスをして，すぐ1こほなじみの：方に立って行か

　　ないといひますわ。」（交，1，212）

　○「侮でも台本はどぎつい竜のだったようですね。僕は豊島の係の人に闘い

　　たけれど，このカットのおかげで，意外に佳い作贔1こなったと君っていま

　　したよ。」　（室蕩友，　1，　工63）

　○「瀧長がいらっしゃるのに臨みませんけど，あたし今慨三時から早引けさ

　　していただきたいんですの……」（凶歳，1，63）

③内容の衝突する事がらを欝比的に結びつけ，甫件に拘束きれずに後

　魯が存在することを表あす。（既定の逆：説条件◎）

○自分は驚いて，すく凍京の総理大窪！官邸に電話をかけたが，ゴタゴタの最

　‘中で，話の判る入聞ほほとんど全部田本闘に行ってみるのだらう，「穂潜

　　かに狙繋されたけれど6，生命に溺條はないらしいjといふ以外，少しも

　　詳細が判らない。《曽甲：，　1，6玲

○クリップスは負担の公亭な分配を唱えた｛ナれど奄，薪たに設定せられる配

　當所得の諏税によって，「大まかな無恥」が籍られるなどいうことはゴマ

　　カシである。ぐ世，1，43）

○しかし彼ほこの招待を虚心に受けるべきかど5かについて非常に考えたゆ

　知識人岡志の一一・Wjの会話は亭等を必要とするけれども，四年聞フランスの

　麟土を占領していた人入に．対して，この墾等を気易く夢えるこ，とは彼1こは

　困難だったからである。《世，1，94》

○かれはレsr　11ラーの急遽釣な要求をしりぞけたが，それは主義としては立

　派であったけれどもその時代のイギリスでは政治上ii血行できない要求であ

　　つたから，腿史家がその点でかれを道徳的に責めるのは不評であると思う。

　《鵬　1，20）

（45） けれども



　　○かれは國王に頭を下げて詫びれば茨放してやるといわれたけれど臨窟優

　　　が一旦談会で習瞬した心葉ほ議会無体にかかわるもので他のいかなる櫨i戯

　　　にi｝，関係ないと主張して，ロンドン搭のなかに黎つた◎ぐ縫，1，17》

　　○途中で閣議もあって夕：方になったけれどむまだ決許しない。《文，笠，54＞

　　○右派左張ともに，英国に建設さるべき就会主襲は，酉鍬戻主主義の鰹統す

　　　なはち個入の磨由を確保し5るやうな雛絡のものでなければならぬと儒ず

　　　る点1こ滴いてw一一一致してみるけれど壱，共蓬素直とソ聯に対しては，右派が

　　　これらに議して強い反対と不僑を泳してみるのに反して，左1底はそれらをこ

　　　反感を持たず，それらとの協調を竜辞さない態礎をあらはしてみる。《文，

　　　1，　66＞

　　○米ソの謡い戦いは七二枇界を二分している1ナれεも，しかし博聞の生命と

　　　塾本豹人減を尊浸すべき人望に区瀦ほあるべき筈がない。《時，1．6，玲

　　○子供のころからきかん坊で，ワンパクではピケをとったことがない◎体ほ

　　　小さい睡れ£も，ガキ大将だった。年上の子と瞠嘩したって負けたことが

　　　なカ、つた。　（多麟友，　1，　179》

　　○：融・型諮が私のために作られた。錨鉄とカンヴァスを羅合せたしろものだ

　　　⑲たが　敷き撚ほなかった◎その次に砿　もっと嵩（かさ）ばった締懸異

　　　亀つけて晃たけ敷ど　これも私の曲った脊畳を5豪く：支えてはくれなか。

　　　た。　《科，　　1，　25）

　　○秘書の：方に来意をつげていますと　そこにひkっこりと髪は白いけれど碧

　　　冒しい中肉申背の入が出て来ました◎《科，1，75）

　　○ハルピンは帝政ロシア時代，大薩鍵略の拠点として発i回した町でした。腿

　　　々激寺院の円鼠根に十三夜の月が白く班えて，石だ瓦みの多い懸わのた瓦

　　　ず震いにさえ翼シアの臓影が偲ばれる，寂しいけれど翼しい町でした。

　　　《婦友，1，71）

　　○「相賞経灘勺に辛かったのでしょうけれど雪ちっと竜そんな風を見せまぜ

　　　んでした。」《婦友，1，17k＞

　　○「はじめに，名護藏太の知合のものと申しあげました響ど，ほんと5は，

　　　わたくし，三太の妻でございますのよ」《交，1，212）

　（～は～だ雛灘，撫も～は～露〕

　　○「お鶴気は雛だけれどp瓢鱗叡よろしくない。」（婦友，ユ，163》

　　○ところがさういふ疑のことだから，一陣の突風で，餌を沢山のせた豊が灘

　　　へ欧き飛ばざれてしまった◎欝黒板だから波の上に幽いてるる隔れど，購

　　　綜海底深く沈んでしまった。《：文，！，！59）

　　○縫憲に蹴は無くなった綬敷惹も蕪塞に徽購魏なけれ1ぎならない◎欄立遜と

けれど毒　　　　　　　　　　　　　（魂6）



　　して生きてゆく隈む國防は鐡の呼吸として存在するものだ。〔文，1，呈鷺》

○「パ陣ン嫁研究駈以外にカレボンヌに行ったり，：交都省に行った匂する

　　崩瞭：があるけれど，私蓬嚢はこxで鋤くとtt：・　「）契約で入って来ているわけで

　　すからね。」《文，　1，13ア》

　○この事件のi翼際の意昧は，イギリス国ヨ三x・ドワrvド三世は，溝の蓬：颪港磁

　　赦鰻す嵩罵ゐはできたけれども，法邊無鏡蜜巻むと獄できなかったとい弓

　　ことである。《饗：，1，16）

　○「離前は・約束の獲に融長さんがいらっしゃらないと，ぢつとしてゐられ

　　なくて，会灘：まで出細いたものですけど，鷺婁曝に穣ってか　凝濫，もうそ

　　れほどの熱心さ尋）なくなって……」（：交，！，滋篇

　○ドイツの挙者で亀，ゾムパルトは轟初からマルクスに勤する批麹を忘れずs

　　鉢霧いには激しいマルクス攻撃牽皆となったけれど臨始総論腸う・にマルク

　　スのファンとして娼発した。鍬1、！，29）

　○「綴i験嚢がゐますからね。チャリン＝，ノビ，澱引，サギ……それをみん

　　なお互に激へあふんですよ。われわれ，ex　・に汎愚ゐ漫は一つのことしか

　　知らなかった｛ナど，嬢愚ゐ灘蝋一搬1，偲で～＄できるやうになつ℃出るん鷹

　　づ鴨。　」　《嬬友，　三，　86》

、○それから蜜分は斎藤総理の慮に出て，輩木陸軍大腿の簸1：銀洩，理論みし℃

　　ぽ畿然いけないけれど嚇，i麗縢ゑして櫨必要でおる夙以を詳しく設明した

　　どころ，～二陣，1，67》

　O戦時中の繊夢三三厘敵ff（・などはP一瀧物1鴛綜蟹：駕し繕たけれど癌シ資望離軍

　　では発行鰯格や手数料等に於て若干の綾をつげてもなかなか矛欝化されなか

　　つた◎《時，1．綿，玲

　○公武の統轄τ綜現在十二，三万頭とか蒲いた1ナれども，各饗寒で二既ヨ

　　頭と飼いはじめて，蜜際に嬢葺強内にもう薫○万頭を被えているらしい。

　　《覇評，1，131）

⊂～ではあ釜け瓢ど魯etc．　）

　○繁た1雛然塘理に興昧を持った1，　，しまいには灘洋学の本：まで望んだ。だか

　　ら，非常に浅いもので嫁轟愚け勲，ど奄，鐵然科学酌な方面のすべて：に非常

　　に興昧を持ち出した。《文，1，鐙3）

○この文章を，何慶湿かで，讃むのであるが，よむたびに，すでに六牽に年

　　のとどく私「ご塊叩愚纏’れど，やはり｝涙ぐましい努になり，心の底からe

　　感動するのでみる。（交，1，187》

　○フランス革命に遅れること一世紀牟，アメリカが町立を宣解してから騰懸

　　の馬鐸麗に．なんなんとする今鷺，億：力によって與えられた霞覧ては灘鶯鵜

　　　　　　　　　　　　　　　（47）　　　　　　　　　　　けれども



　　けれど，この霞舶が本来ならば曙たんたるべき敗戦の灘魍に明るい光点を

　　点じたのであった。《経，1，29，玲

○なるほど圏点申合は憲章を持って大多緻の国々を包含して1戯囑｛ナれど㌫

　　ソ蓮の常H／］する拒習権の如き’ものがあって一一’hしの決議すら瀾足に行うこと

　　ができない。《東，1．6，1》

○島人の費格で来たやうな体裁に嫁なってゐ≠こけれど，実は陛下の思召を伝

　　へる為だった，といふことが後で判った。《琶，1，62）

　○現案に世界政潜1ま制度i化さオτて副い松いけれども，およそ入山の生存と共

　同の旙畿のために発揚されるそれらの措置は，実は世界政治の精紳と規模

　　をもってわれわれに訴え，かつ迫って来るのである。《東，1．6，1）

○いかにも北海道は，内地の府県に．くらべて格段に歴史の短い新開地に嫉餐

　　がいないけれども北海道にかぎって，戦時以来の略鷹晒経営一濫伐，濫

　　掘，濫獲の例外であり響たことであろうか。《朝評，／，118》

○お父さんも，お母さん竜，仕ごとで忙しいに1灘稜雛ないけれども，とにか

　　くできるだけしばしば学校を訪ねて，こどもの勉強ぶりを良らたしかめな

　　け才Uボならなし、o　（草騒評，　1・　16》

④補充的挿入玉壷あす。

○さ5すると，突如として陛下は，疑本人は，（或は疑本混族はとおっしゃ

　　つたのかも知れぬが，その辺はよく憶えないけれど奪）爾方から来たとい

　　ふちゃないかね，といふ様なお二葉があった。《交，1，15）

（け翫ども⊃（接続詞としての用法），

○ごく最近に旧いて鐵殺が多く発生するのは，年末年始という物のきまりを

　　つける時期であるだけに経済納戸漁が大きく作耀していることは容易に想

　　像できる。けれどもそれらの窮殺の寧に戦後釣なものもないわけではない㊥

　　（1東：，　1．26，　王》　　　　　　　　’

○本来　放躬性をもつ物質は科学の力によD．“Cもまだ少ししか二見されてい

　　ないが　その一つであるラジウムは　すでに．4◎年余にわたって　ガンの治

　　療に，使rwさ2iて来ている。けれどもラジウムは一つ1：二は極めて稀れなもの

　　であり　また使用するに危険なものでもある。（科，／，29二1

0蓋民族の言巽が，畏族口論をへだてている。いろいろの哲攣が，しばしば

　　絹互の了解を蛎げている。けれども聖ボールの忘れがたいあの山口な言葉

　　の通り，慈悲というものは，われら入間1こ共通の審藥なのである。‘：朝評，

　　1，鋤
　○この堺の求交は刷段私に幽囚になれとし・ふほどの意味ではなかったであら

　　う。また饗と親しく交って竜，私億マルタシストにほならなかったであら

｛fれども （48）



　　弓。けれど魯，それによって色々饗つた見聞はしたかも知れない◎《交，

　　エ，3e’）

○「私はあの原子爆彊で，五人の肉親を鷺われましたが，そのためにアメリ

　　カを撰むという気持は，すこし亀起りませんでした。戦璽だから仕方がな

　　いと諦めていたのかもしれません。けれど，今となって私は，あの投弾を

　決定された人にお尋ねしてみたいことfig一一・つあります。」《婦友，1，127）

○尖鋭なコンミュニズムの理論に対し，何と事々しいものでしょうか。けれ

　　ど，この私に．はそれ以外の道はないのです。《文，1，エ38）

○ですから，パリの町中へ出掛ける暇は歪くないと云ってよいでしょ50け

　れど，始めたばかt’）の実験がうまく麟道に乗の揖して来たならば，気持も

　大分輕くあちこちにも識られるだろうと思っております。（交，1，236）

○「うん，けど，いい香水のむせ返るようなの亀悪くないね。官能晒で繭戟

　的で……1鱗｝友，1，119）

〔だ1です）け翫ど亀e加．〕（接続詞としての用法）

○「増井の小父様ってひとは，なにかことをするとなればけちけちはしない

　わ。それに呼び斎せたのなら腹はきまってみるし，それぞれの手警だって

　　ちゃんとしててよ。そんな人です屯の，だけれどなぜ林町へは訪ねて行か

　　なかったの。さうすれば蔽接説畷もできたし，返事だっ℃早く貰へたちゃ

　　ないの。」を匿，1，150）

　○「悪いことは竜うしないって気にはならないの。」「なりますよ。だけど手

　　に職はないし，働かせてくれるところもないし，普通の世閣に鷺れば暮ら

　　せませんよ。」／：嬬友，1，86》

○「そ5です。母は惣分を捨て曳，子供のことだけを考えて暮すような人で

　　し？e。そして，僕はそれを感謝してい襲すeだ皆どね，僕ほ僕の母がそう

　　だからといって，すべての女の：方にそうおなりなさい一一など鼠は響いた

　　くありませんよ。．！繍註友，1，44）

　○「プリンストンでは，臼本の：方がいらっしゃいましたか。」「い瓦え，私燕

　　だけでしたの。て’r凝ナど，研究所の私様はとて亀戸親切にしでくださるの

　　で，寂しいなどk思ったことはありませんでした。j《婦友，1，45）

〔亙亙〕　終助詞

①事嚢と反心の悪がらの嚢環を願う気持。

　○「ねこのことばが1こんげんにつうじるといいんだけど」《少女ク，11，17）

②はっき夢喰うのをはばか釜気持で窺いさす。

○司会rまずお叢いところで，久我さんはカルタを取ったことがあt）まず

　　　　　　　　　　　　　　　（4’］）　　　　　　　　　　　　　けれビも



　　か？．1久我「いしえ，ございません。」司会「京さんほ？」京「お話にほ関

　　いてまずけれど……」笠置「フーソ，蒔代が囲うのね。」編友，1，162＞，

　○「ぺ議シリンと1司じさ，イギリスで生れて，アメリカに渡b，今・は［ヨ本で

　　黒来てるサンプP・ンを知らないかね」「サンプーーンなら知ってるわ，前か

　　ら欲しいと患ってるんだけど3「永ラ，買って来たよ，ざあ，今綴から計

　　i亘勇払i珀だ」　（婦友，　1，　235）

○「さっきの承原先生のお話ですが，少し封建駒だといふお説演出てゐます

　　ξ愛ど・・・…　」　《婦；友，　1，　51）

　○ヂあなたのくらしを，おびやかしに来たのでは決してあ‘）ませんのよ。で

　　も，やっぱりおびやかすことになりますわ，お話してみる内にほ，いくら

　　かわたしの餓持竜判って貰へるやうに愚ふんですけど……」《文，1，2G3》

○「あの子ひ甘みが，判らないといふのでもないんです1ナど……」ぐ交，1，

　　211｝，・

③締いべつ・なげや蓼の．気持の載めら醜日義含。

Ol一そんな顔をなさらないで……ちっとも根んでなんかゐませんわ。と言っ

　　て，藏太がお世話になってみるからつて，お飛を申し上げるのでは，かへ

　　ってをかしいでせう。どっち｝こして亀，わたしの立場はをかしいものです

　　けど。気まぐれだと思って戴きたいの，あなたをお訪ねしたことは。」《文，

　　X，　213）

○「ビタミンBうって救心のむと，ほんとは巾易しないんだけど」などk，

　　中毒の原灘がそッちの方へ転嫁されている有様である。（文，1，12（y）

　○「筒に串せないで，きっと達ちゃんは，懸んでみると患ひますわ。お気の

　　誰に」i一で竜仕方ないんですもの。気にはしてますけど」《文，1，2101｝

鍛。影響（係助詞）

①霊縮磯提題。強調の憲ぶあ釜。

　○あの入こ亀，夢にまで待った私の騎士，とうっとのした彼女は，～《映，

　　　6　，　12＞

　　○この飛行機こそ：，露本中の野球ファンが待ちに待つた，サンフランシスコe

　　　シev一ルス野球圏一行二十玉名を粟せたバソ⑲アメリカンeクリッパ齢でし

　　　た◎《野；少，12，14）

　○しかし全民衆が，やれやれと思ったのもっかのま，つぎにあらわれた細君

　　　スタィンハワーの一撃こそ，まさにものすどいものでし；｝a。鰯少，12，

　　25）

　○また，一薗には家庭嬬人は，碧い女性と違って，蒲隻に責掻をもって仕轟

こそ　　　　　　　　　　　　　（50）



　　が患来ることほ確かなのです。それを；裏イ曇ナる亀のこモ貴：女：方の実力以外

　　ないとU・え＝ましょう。（赫然津12，97：：；｝

　○一翼の序開がいかに生きたか，またいかに社会に貢献し，あるいは害を及

　　ぼしたか，とい弓こと御物大切で，あるのに，～離t，5，39）

〔～農そは⊃

　○それ鵜愚は，一般産業界において極く少数の蕉大回占資本のみの救済のた

　　め「集中生塵」と「企業含理化」のfJlの下に強行しつつあるところの民族

　　産業，中小商工業麿への錘讃二二であり，したがって，労働着の大回薗切

　　への蟻朧転回の一一環でなければならないotl＝．　：，5．　ll，10）

こそれ鵜黛コ（副謬磯回奪法）

　○長い閥，家庭の主婦として過して来られた方々には，イキナリ外の勤めを

　　持つというごとは，槍れ肥梅環境の一・大教：革で竜ない限りほ，とて亀韓め

　　ることではないでしょ5。（婦睡，12，96）

一（～こそコ（i強めて欝ヤ・さし，絡助講酌なは：たらきをさせる。）

　○ヂ戦陣まお邪驚いたしまして。」ドいや，こちらど垂。おかまひしないで，

　　失糺しました。」麺マ，12，鋤

　○世弊でいちばん高い霞エベレスト。偲万年の雪におおわれた紳泓の山工ペ

　　レスト。世界中の登両家はわれこ絶と一番粟を）をくわだてた。だが，誰も

　　途巾までしかのぼれなかった。《籔少，12，72＞

②霊格以外の語慧強め懲。　（副詞・接続詞その他V・ろいろの語につく

　　場合。）

　○来年こ花は，この好調子を旧いに活躍させて，旧態を一一一・Yrさせるべく，張

　　り切っております。（婦蘭，12，欝燈

○互入の打瀬は三番の青騨です。ヂンプシー臨さかんに足もとをかためて，

　　こんど巖勘けんめいの力投です。ξ野少，12，24）

　○筑郎投下三は，はじめて知った然統籍碑に，いまこ黛夢からさめた入のよう

　　に，ほろほろと淡をこぼした。籔少，釜2，8む

　○現代の批評精紳ほ社会酌環翼を郵下すると岡三に，二人酌現実をも郷下し

　　なげればならず，それゆゑ1ここ櫓，ふた瓦び韻入の誠実が問題になってき

　　たの｝こほかならぬ。《入，5，85＞

　○苦しいけいこのなかに鵜そ，大選手が生まれるのだ。〔野少，12，84）

　○そこには・良子の生命がけの表現灘托した蘂術があり・また江戸というも

　　のの蘭舵をその凹いの巾でこそ儒じるのだ◎《婦画，12，102）

　○それだけに，オドールさん一一一fiの，することなすことは，これからのH本

　　　　　　　　　　　　　　　（51）　　　　　　　　　　　　　こそ



　　　と米国のおつきあいに大きな関係を蔓〉つ蒙っけであり，それだからこそ，オ

　　　ドールさん思いろいろ気をつかっているのでしょう。《野少，12，14）

　　C打明けたところ，家鼠敷から家財，庭木のはてまで山群の肖由になるもの

　　　は悉く，担保に入れてしまった後なれば器聖，みすみす空怖ろしい高利を

　　　承知で最後の縫り綱，一途に眼差して麗り毘ましたるなれど，～（新，

　　　3，133）

　　○「おのれの極道で身代あらかた下り潰し，家墜敷竜このていたらく，も5

　　　叱ってもどろしても，おのれから嶽ら殿うちは無駄と諦めて，それでもせ

　　　めて，この身の死後にすぐに物乞ひに．もさせたうないと思へばこそ，老い

　　　の身に無理な働き賦してみるものを，それを，おのれは，親の死の期限を

　　　切ウて死・；＾簸などいふ途法亀ない莫迦金削りをって……。」（薪，3，141）

　⊂～こそ～す乳（するが）コ

　　○また覧入の田島右翼乎ほ，今でこそベンチにいてほとんど試合に礁ません

　　　　　　ノ　　　が，わかい元気なころに二は，しばしば猛打をはなって二度も・｝ミームラン王

　　　と打耀王になったことがあります。（野少，12，116）

竃3．ex《kd終助詞）（女陸専用》

　①断定。（「ことよ」の形）

　　○附：嘉のじゃまをしてはいけないことよ。」＜少年ク，8，32＞

　　○「男らしくないことよ。」《少年ク，8，33》

　　○「髪の毛がこんなに濡れてることよ。」《人，10，101》

　　○「いいのよ，いいεとよ」（一朝，6，26》

　②感動。（余情がこもる。）

　　○「アラきれいにさいたこと」《ひま，6，28’／

　　○やっと受付を通過して務場1こは来たけれど縫分とものすごい入だこと，天

　　　井の飾りだtr　tか晃えやしないわ。《ひ震，珍，67＞

　　○「詩晒だことねえ！」《少女ク，9，42、

　　○　「綺麗な才乞て3つ殉こと」　（婦画，　6，　27》

　　○「まあ，お短‘，合とは窃遇ですこと。」（1三友，6，56）

　③糞問◎（二二髪求める気持，二手の納得を柔かく強制するニュアン

　　スをもつ。）

　　○「すてきじゃない鵡占？　入学するまえにお友だちになれるなんて。」砂

　　　女ク，3，き鉛

　　○「ねえさん，それならこれから三入して，このうちをよくしらべてみない

　　　ac・e？」《少女ク，3，23）

こと　　　　　　　　　　　　　　（52）



　○「アッ：　それからねえ少女クラブの後援会を作りませんこと，すてきな

　　：方たちとグループになっておたよりすることなど少女時代の思い繊になつ

　　ていいと思うわ。」（少女ク，3，王60》

脇　轟亀どξ（接写勧詞）（／連体形につく））

　◎理由・二二を蓑豪》す。順議霧条件（既定）。

　○ぼくはすこしおくれて，おつさんの家を訪問した。すっかり勝手を知って

　　いるζととて，さっさとあがわこんで，客闘の方へ行った時だ，こういう

　　大きな笑い声がひびいてきたのは一。（9f・少，12，1◎1》

　○研究所や大学のころとちがって内旧記や厚生雀では，多勢の衛生技術瀧の

　　大先達として公衆衛生の現場に働かれていた瀧ととて『春というものはこ

　　　んなによいものか臼にひたりつつ魔にのみ』厨りたい博＝Uこ『来でもよV

　　　と思ふ男がB曜のわがPfj　pmをはいり来る見ゆ』といった風に，招かざる客

　　　が名利にとらわれた，中には軽いコルサ＝フ鈎症朕さえ備えた入物までがt

　　夫妻を惟iましたに，ちがいない◎㈱鶴，12，84》

醤5．さ

〔1〕終助詞
①軽くあっき野義言いはなす。　（形式的には断定の助動詞に代置され

　る位置に用いられる。既定の事実であって，今さらどう1’Cもならな

　V・，当然の事，欝明のこととして書い表わす。それについてとやか

　くV・う事はできぬ，というような傍観醜な，なげやPの’＝　＝nアンス

　をももつ。男性語酌なびびきがある。）

　○「皮肉な蓮命さ」《文，7，7エ）

　○「まるで鼠取りに入った鼠さ。」《文，8，85＞

　○「二二へ，マニ・ラを死守したと，つじつま合せるだけの，ていのいい捨石

　　さ。」《文，　8，85）

　○「それに，おモー様の場合は，お三訂も，クラー入ッきりで，簡輩なもの

　　さ。」（婦1友，9，34う

　○「まあ，パチンコでも，弓でもおなじことさ。」《少年少女，7，73》

　○「じっと考えていると，それさえ，すっぱりとやっつけてしまえば，明ほ

　　からで屯君と4癖に暮せる竃……。」《婦朝，10，8◎）

　○「弘子の喜だからアテに｛ましないが，まあ飽きる蓑でいるがいK惑。」《ひ

　　壊，8，61）

　○「まあいい湛，擁も愛嬬だ。」《i籔，19，1酵

　　　　　　　　　　　　　　（総）　　　　　　　　　　　鳳ととてeさ



　　Ol一こんなことじゃないかと慰つたからようすをうかがってたの盛」《婦生，

　　12，122》

　○「あれは，相手がス鴇一ボール・ピッチャーだつたから冬。」《少年ク，10，

　　エ8）

　（～と書。～ウ鷲ぎ⊃（他入の話の紹介。または，無圏心の態度を示し

　　ながら，冷然とあざけるニュアンスをこめる場合。）

　○むかし，ある筋に，おじいさんとおばあさんが，あったと寝Qく資料外》

　　○「あいつ，あの声でノド霞慢に出たんだって燧。」（資料外）

②質問・反問・翫ば《（疑問の意を表わす語とともに用いられる。）

　○　ドイ醒蓮　？」　ξ：婦友，　6，　57）

　○「いやだ，こわい人って侮∫寵oj《入，9，5》

　○「ど5して臨おとうさんのお友だちなのに？」《銀，8，4◎）

　○「じゃ何処へ彫るの制《スタ，7，7k’）

　○「じゃ，どうして　ぼ1くがみがわむだってこと，わかったの＊。」（幼クp

　　　9，鱗

　〔亙亙〕　間投覇詞

O語勢蕊添え蕊。（相手の注意を引糞とめるようなエユアンス。）

　○「それが惑，俺竜つい先贋までそんな気がしてたんだよ。」《文，7，71》

　○「だから盛，そろそろ竜5べ一一ちゃんをほかの部灘で疲かさなけれアなら

　　ないんて書ひだすほど，さういふ点で論経質な翼が，一方，どうしてあん
　　　ドビげ
　　な露骨な話を，峯氣の亭虎でべ一ちゃんの葡でおッばじめるのか……」

　　　《三文：ン　6，82）

　　○「だって㌫三三重子ったら，おとうさんが鰯ったら器るよ5な顔するんだ

　　　もの」撫，8、4・G）

署馨．書蔑（爆鋤詞）

　①あ馨冠物を，極端な，畢懇外の場合魅し囎強調離轟倒激す釜。そ瓢

　　によつで，他の一般⑳場念副馬外す驚。

　　（イ）霊格の提題。

　○～それが測候駈の説銀と殆ど一一致しているという輯告窪究ある．o《科，5，

　　36》

　　○不安定が不安定としてとらへられるだけならば，それはなんの不安定でも

　　なく，一種の安定慈選へ下れるてきあら50《ん　5，綴》

　（～惑え臨〕

さえ　　　　　　　　　　　　　　（5墨）



〇七ナ七才の今縫で塞究昏まだその身ごなしと毅然とした歩き：方1ま，被が

　生まれながらの駆動家でみることを瀧している。（ダィ，8，48》

（三隅糖以外⑳提題。

　○「諸黒：㌘には印しわけない。舞台で写貫をとられるより，ここで譲課ことら

　　れる方が私はうれしい…・一」と，感激の二選究ためて，ファンの中にとび

　　こみました6（野少，12，8》

　○あまっさえ菅源は肩をいためて，聾球をさえあきらめねばならぬ身となつ

　　た。鋳少，12，68＞

　○主入には書斎があり，争供には遊び場があ1フ，女中に惑え女串部縫という

　　スペースが設けられてる。しかし主婦蜜のある住宅はきわめて少いよ婦

　　巨亘1，　12，　92）

〔～惑え～だから⊃

　○大人で盛え闘乱を損5ことが多いのですから，敏感な赤ちゃんのlll腸はち

　　よっとした異常にもすぐ影響され，忽、ち下痢を起してしまいます。（三友，

　　6，　86）

②あ憲一・つの条聲があれば，それだけぞ†分あ葛結果罎生ず懲みいう

　畿ゐ1が期待偽れ釜場合，⊂～潜え～ば⊃の形で，その条件蕊表わす。

　○これは，ソ蓮側の政治部負というのがいて，暇さ允あれ賦，ソ連の政治機

　　講や，理想を教えこむのです。《婦画，工2，90）

　○だがこれは，みんなが本式の投球箭をすっかりおぼえてからのことで，子

　　どtl）のうちはまだそんなまねはせず，スピードのある球で，コントvrt　一一ル

　　湛えよけれぽよいのだ。《騒少，12，64：1

0ミシン耀え踏めれ獄誰でもいいと㌧・うわけに．はいきません。（婦幽，12，　971’

○そこでアルバイトといった程度の仕事なら，お家にいて上乎に蒔1｝ぎゆ繰り

　廻し惑允つければ大ていの：方にはすぐ撮来ます。（婦画，捻，96）

○道具惑日持っていればお子さんのある家灘も可能です。《嬬覗12，96｝

○せむしの老入塞えつかまえれば，きっとどろぼう団もつかまえることがで

　　きると，みんなは考えた。（野少，12，88）

○あなたが好きで巻えあれぽ，馴れるにつれて上達します。《婦画，12，96》

　○この貿易を，韓出入がほぼ醐じになるように，何かうまい手を旧い畜允す

　　れば，有判こあげた：ような濁1物を，沢μ曇こもってこられることに．なります。

　　しかし，いまは侮と竜仕様のないことです。（婦画，22，87）

○一手淳講ぎみの貿易関係の仕事など，近く復活し惑允すれば，あなた方の

　手は貿易撰興になくてはならぬものとなりましょ5。（濡羽，12，97》

（55） 春え



η．し（接続勧詞）（（絡止形につく））

　①共霧慕雲菱列叙し，互いに呼応器敏て強調⑳慧竈含卸せ釜。

　　○昨年十月滑賃発行された薪鯛高校鑓会科用教科書「畏主主義」（上）はそ

　　　の内容が反共酌であるというので，左翼陣蛍が問題憎し，一部にほこの教

　　　科書撒砂運動もある。衆議院の委員会などでも共産覚代議士から質澗があ

　　　つたし，臼教紐ほ直撲高瀬交絹に撤醐方を申入れたという。（東，5．6，D

　　O「ぽかぽか　あたたかい喜ぶとんはできたし，ネズミや小ザルは　こ

　　　どもみたい1こ　なついてくれるし，あの　かくだいめがねがあれば　どん

　　　なものでも　大きくみえるし…■一一。」《幼ク，8，18）

　　○「映画は見ないし，劇亀見ないし，減多にお灘も飲まない。」凝糊，6，

　　　27）・

　　○「妻と溺れることだって，離婚を宣告した時の愁嘆場が見たくないといっ

　　　た，エゴイズムなものだし，会社をやめることだって，失業して，土：方に

　　　落ちぶれることが怖ろしいという墨画で，い康襲で，うじうじしてたソだ

　　　暑よ」◎磯馴，　隻◎，　8》

　　○「瀧沢君，わしもね岡霞所長の数多い偉大な業観に．は心から頭を下げてお

　　　るし，わし鰯入として亀藤長の指導よろしきにより今Hあることの得てい

　　　るのをいつも感謝しているのだがね。」《窯，8，38）

　　○「室戸台風の時に．風遼5◎麗にちょっとたりないという高距がありますし

　　　野球列強なんかは非常に強い風が吹くところで　これ｛ま石坂農だと患いま

　　　すが牛薫風遽で50mを越しています。」《科，9，11）

　　○「そうですね，しゃべったり，ラジオをきかせてくれたり，タバ＝の火を

　　　つけてくれたり，一定の自問をきめておけば，ちゃんとこ販もたくし，、味

　　　喰汁もつくります◎」《少舘少女，エ0，46》

　　○「立ってる入も一入～｝）いないL，座席のあいでいるのも一つもないよ。」

　　　《少年少女，7，go）

　　○「いっておくが，浮わっいた心でいうのでもないし，四レ五オの男の感動

　　　でもない。」《キン，6，84》

　　○「礫iも幸福に，なりたいし，康子さんも幸福にしてあげたいのだ。」《キソ，

　　　6，　84＞

　②zaつ以上の事翼菱並べ挙1ナ鑑，そ叡らの累勲董材料（理由）とす墨

　　立論（判断）竈導く。

　　○「屋根があるしど5せ閉賃は早いし，パPクの方が硬利なんだ。」《スタ，

　　　7，　72）

し （56）



○ド鯨帯々々兄さんが醇っ賞嘆遡のだから，朝は学校へ行く時は寝てみるし，

　弓勢学校から滞る臨は，外1こ出てみるし，一蹟串お父さんの顔を見ない疑

　　がっつくって。」《新，7，録》

○「1ヨ本矯は，研究を続けさせてくれたり，それを役立たせてくれるやうな

　会祉なんかないやうですし，按術的に雪へば職1二に｛歌かなはないし，意昧

　　ないさうですよ。」（新，鐙，77）

O「獄マンチックで，たのしそうで一私の室惣したよりすばらしいところ

　だわ’呼気紘きれいだし，おいしい牛乳はあるし…o」《ひま，8，6①

　○「私，粥慶も東京へ出て来たいと，慰つたの，いろいろ用をしなければなら

　ないし，為なたにはぜひ会いた㌔・し一けれど疎開する蒔の汽車の族のあ

　　んまり即しかったことを思い戯すとぞっとして怯えでしまって一」《婦

　生，9，23）

　○「どうじゃ，島はよいところじゃうがな，たまき，おひさまはあたたかい

　　し，花はさくし，はちみつはふんだんに．あるし一一。」（少女ク，8，23）

○「おぢいさん，も5薬はいらん，痛み亀治ったし，熱亀ない」《人，10，

〔～だ臨～だから（なので）〕

　○「いや実は，：左入に誘われてきてみたんですが，どうした亀のか，：友人が

　　きまぜんし……知った方もいなくて，アレなものですから，かえろうと患

　　つたのですが……折角だからどなたかに一魔だけでも騰っていただこうか

　　と思い玄して……」《婦画，8，54）

　○「はあ……でも，もうこれからかえることにいたします……そろそろ電車

　　もなくなりますし，それにもしお友達で亀こなかったら，一晩中弱っちゃ

　　いますから……」《婦幽，8，54）

　○「われわれの方の要求から行きますと　山の方は観測員もおりませんし

　　しかも鐵の流蟄を親定するの1西霞の雨量がかなり関係しますから　そうい

　　つた平地の爾から肉の爾量をある程度換算できると非常に都合がいいと思

　　うのですが……」（科，9，121e

　O「わしらの米は，かけ暇なしに5Gタ6についてよこすカミな，奴は土地の有力

　　嚢だL，警察も知っているから，あんたらの手におえねえ。」《農，12，28）

　○「そりゃさうでせうさ，あの時万里ちゃんは七つで；お式1こもつれて行き

　　はしないし、やっとお；墓詣りさせたくらみだから，肖分にもお郷里は今慶

　　がはじめてみたいなものですよ。」《世，8，77》

　○「佐藤斌の潟へてるられるところを生かすやうに努めながら，内容はすっ
　　　　　　　　　　　　り
　　かの書き改めてみるんです。むつかしいし，それに＝一籍のうち一二時聞し

（57） し



　　　かペンをとることを許されてみないのτ，進みが遅いのです」ぐ世，9，

　　　95＞

　　○ちょっとした事件は，その時その場でいわゆる年貢をおさめたし，近ごろ

　　　のヤミ商売も，纏iごみを襲われるほど規撲の大きいものでなかったので，

　　根悸兄妹が霞分に隠して，何かしていた，その巻きぞえだと，銀作はかた

　　　く儒じこみ，安心していたのである。所轄の警察で，讐視庁から撮写した

　　悟入が，住藤氏名や，かんたんに経歴をたずね，二枚ばかり聴下書をつく

　　　つて帰った。《人，12，119》

③P…■ntつの譲巽を挙げて，弛を言外に呼応させ，その全体差材料（理由）

　　とする立論（判断）を導く。認の場合，理由として挙げる材麟が一

　　つで勉を言外に曙示してい細形のため，聾麟になる。しかも，P・7

　　雛げたその薯だけで，呼分に判鰯・立論の材料とな蓼得るというニ

　　ュアンス菱壱持つ。

　○しかし，世舞平和に費任ある四国タ｝姻は，この世界の：重大な鮫路に：立って「

　　国交調整に全力をつくすであろうし，われわれは世界平和のため，その成

　　功を期待しつxAv後の経過を見守りたいのである。《朝，5．7，1》

　○「結婚したら亀つと苦しいだらうし，結局お嬉ざんみたいなのがいちばん

　　　藷…睦巧2鼠」　《wマ，　6，　55）

　○「嘘ウ書くわけには行かないし，誰か一入殺し陣すか？」　《宝，7増，

　　61）

　○「わたしは，この身体で旅亀出来ないし，ここに残って，運命に従います」

　　　（婦生，　7，　46）

　○「近くですし，木工所の方へお世話願えませんかしら」《文，9，90）

　○「やはり少しうちの雑誌1こはど5かと思われるし，なお僕ももう一度よく

　　読み返してみるよ。」《ロマ，6，63）

　○「まだからだの方もはっきのしませんし，～もう少し考えさせていただけま

　　せんかしら」《文，9’，87》

　○「お霜が用のひまや，夜ねてからきかしてくれる，く1）かへしたお噺話｝こ．

　　　竜5あきたらない年になってゐましたし，毎日曜の聖書の話が，待たれ℃

　　なりませんでした。J《新，7e　52）

　○「そりゃわたしだって猫をかぶらないとはいへないし，かぶる隣1こ．はどん

　　なにでも上手にかぶって見せるけれど，かぶらないですむひとの前では決

　　　してかぶりはしない。」轄辻，　1，148）

④言いUt　L。（前項の変形したもの。後続すべき立論を控えめに言外

し　　　　　　　　　　　　　　　（58）



　　に響かせる。絡助詞呼率法。）

　　○「ああいい湯だったせっけんはもったし！わすれものはない！」（ロ

　　　マ，　12，　40）

　　○「ハソドバヅグもいいけれどこれで壊だ間に．合うし……」《スタ，11，91＞

　　○「も5，カ、らだの〕方じもよくなりましたし・・…・」（交，　9，89）

　　○「でも，あたしだって，むこうの学校へいげば，一人じゃなくなるし一」

　　　《少年少女，10，63）

　　○「そんな，お客さまが御存じの訳もないし……じゃア，寅然に取れたのか

　　　しら・・。・◆脚」（婦友，　6，41）

嬉．しか（係鋤詞）

　O特定の轟物以外の感の箆憂閉山定す器。　（常に必ず否定の語と呼応

　　して謡いられる。）

　（イ）孟格につく場合。

　　○次期繭会までに災自と民主犬…灘辰との合岡はあり響るかも知れないが，犬

　　　塞i氏と行動を共に．するSのはナ酒ぐらし・しかないと思う　1朝，6．20，玲

　　○いまや園圃党軍は正規，非正規軍のすべてを合せても五十万人前後しか残

　　　って㌧xなし、　（iples，　6．20，　王》

　　○～この型でほ璽中線の競い受僑方向からの室霜しか寵録されないから～

　　　（考…斗，　5，　37》

　　〇六愚ひと闘で，机と本箱だけしか道呉はなかった。（野少，12，122）

　（es）孟絡以外につ《場合。

　　○吉購内乱の反：共政策は強権弾圧としかみられない《競，6．20，1》

　　○’・’一’，四年鯛大学に落回した学校の救済策としか受取れなくて面白くない。

　　　（朝，5．6，1》

　　○世界中の登自家はわれこそと一番粟りをくわだてた。だが，誰も途中まで

　　　し爵・のぼれなかった。《野島，ス2，72）

　　○～，湾揮の火であってはならぬはずの竜のではあるが，事異は対岸の火で

　　　しがなかったのである。《入，5，85》

臨　し噛（醸慰嗣）

　①欝に販饗上記て強調飽に添す形の提題。

　　○これをし壱「囑童の健康内福就に有害でなく，且その労働が軽易である一

　　魔基法第五畦プく条一」といえる｛ノド業であろうか……《キン，7，32）

　　○このや5な事鷺の竜とに，戦優を負弓た兵の気持にむなって見て下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　（59）　　　　　　　　　　　　　　し治、。しも



　上長の無頓麟に較べるなら，その人．の誤った判断や無智の方がまだしる赦

　　し易いのです。《薪，3，61）

②⊂だ瓢し晦⊃（肯定の意陳の語と呼応して山颪肯定を表わす。体言対

　晋の賓格で使われることもある。）

○さういへば，おそらくだれしも気づくにさういない。《人，5，8㊨

　○遠く観魍を憶ひ，父母，妻子，恩愛の緯絶ちがたきは，誰しも持つ騒人の

　　感鷺である。《新，3，145）

　05対2のまま最：絡圃をむかえ，だれしもが溺惑の勝利なると愚つたの～も，

　　つかのまの夢，～《野少，12，102）

③⊂かならずL遇コ（否定の意味の語と呼応して部分否定を表わす。）

　○どちらかといえば，貴女には古風にみえる短励なども教養のひろさであっ

　　て，かなら怨しも机の上の実在室義：文学論とぶつかりあって，チグバグな

　　感じをあたえるとは思えないからである。《婦画，12，94》

　○～，会議の前途は必ずしも楽観を許すまいe（朝，5．7，1》

　○面出不振の向きから，家庭にまわる仕事も，近頃めっきの少くなったよ5

　　ですが，それに．代る新しい仕事を，あなたの腕と才能でどんどん開拓して

　　下さい。婦入の職業，それは必ら雷しも外で働らくものばかりではないの

　　ですから。《採譜，12，97｝

　○ベスト。セラーか壌らずしも良書ではない，などとマジメくさっていふ人

　　聞がみる。（新，3，66）

　○だがこの心癖のことが，アメリカでだけは，かならずしもさうではないの

　　だカ、らWt白し・o　（薪，　3，　66》

2◎．ずつ（副助詞）

①等量の油物として反覆されることを表あす。

○玉酒ほ待っている患麿を一一入満つよび入れて～《婦蜘，12，lQ3）

○切ったカードは裏を殉けて左の手に持ち一一枚ずつめくって表を向け，左に

　一救，右に一一枚……と順1こ二列にならべてゆきます。（婦画，12，95）

　○認食物は，卵黄V4箇から始めます。　これは固瀟や生1まいけません。半熟

　　lli「i：や卵黄だけの茶椀蒸などにして，1ムくらいずつ増してゆき，約十Bで

　全卵一箇が食べられるようにします。《婦友，6，8の

○全粥が食べられる頃になれば，“Vヅチ箱大の食パンに上質の天然パタを塗

　　つたものや，（あれば飾切のチーズを添える）ごく軟かく煮た良質のうど

　　んもよく，餅も軟かく煮て少しずつあげigiす。《婦：友，6，86）

○この糠習を半縛間ぐらい豊つfi　Rやると，その敷果はめきめきあらわれて

ずつ （60）



　　くるよ。〔野瀬，12，65）

②等量の康平としで配当（割当）き隠ること老蓑あす。

　○ウpaストPt“　一一ツ…縫：方は屑7■”一ツと陶じですが，一ヵ所でたくさんつまS

　　ず，蚤によっては半身頃で二本ずつ，つまり四本にふり分けると，体にな

　　じんだふくらみが出ます。（婦友，6，73）

○前記各法案においては，いずれも，弁謹士資格を原則として臼ヨ本騒災た

　　る成年渚であって，司法修習生の修習を心えた者」とした上（試案の第四

　条）油画蜜っの例外を規定している（同第…K条）のであって，～（法，5，

　51”

⊂～に～ずつ〕

○芽が出揃ったら，徒長しないように1ヨ当りのよい所｝こ出して，本葉三三四枚

　　のころ六センチ平方に一一株ずつ移植します。（婦友，9，93）

○「数えてみたら，足りないんだ。三入に二つ8つぐらいしかないんだよ。、1

　　駿料外》

2囲．　すら　（f系助言苛）

◎ある窮物を，極端な（多くは最小限の），争覇外の場合としで強調的

　に例示する。そ馳によって他の一般の場合甕曙示する。

（イ）主格の提題

　○言ってみる震’葉の一一つ一つに．，潔い意味があるどころか，その言藥通りの

　　意味雷らありはしない。《スタ，12，83）

　○ささやかなる滴ずら，流れゆけば海となる。（ひま，12，6》

○失くした這寄ら気がつかなかったのだから友達が知らうほづはない。《文，

　　12，　16）

　○笑は泣きついてきたから，例の五胃円口を法金と称し，勿体ぶって貸し5

　　へたものの，關伽を躍進しないばかりか，肝腎の試金の：方も返さない。そ

　　れどころか，村の思想浮薄の青年共と語らって，ひそかに不学の形成電ら

　　ある。《文，王2，114＞

⊂～すらも〕

○さざやかなる滴すら，流れゆけば海となる。愛の小さきわざすらも，地を

　　ば禅の国となさん《ひま，12，6》

〔～すらが〕（このように係助詞のあとに格助詞のつく形はめずらしい）

　○臼本より知らない我々番らが，「夜塞む」という俳句の挙語を思いβ｛す十

　　月末の夕刊の見繊しr塞くて塞くて歯が痛い」（棄京新聞）という両君の

（62） すら



　　記事は，みごと郷愁を感じさせる，秋の夜長らしい読物であった。《i辮，

　　一i2，　49w＞

　C日ホ入という東亜の文化圏の中に育った弓馬が，西洋文明一それを生み

　　だした本家本元の西洋人電らがほとんどもてあましかけているもの一を

　　わずか半世紀ほどの湊詩いだに処理し損ねたからとて，あるいはそれほどめ

　　大きな聡辱でもないかもしれない。噺，12，1711f

（口）主格以外の提題。

　○さしづめ川中島でいきなの上杉謙信に切りつけられた武閏信玄といったと

　　ころだ。いや，信玄はとっさに，さっと軍配で太刀をうけとめたが，森の

　　石松はその軍配を出すこと蜜ら忘れている。（騒少，12，69）

　○その変なかたちは額似のもの蜜ら見たことがないので，象れかが持ってみ

　　ればそれは即ち私の亀のと断じてもいい位のゲテ竜のだった。《：］k　712，

　　15；

　○さういふわけで，私の如きは大いに努力をして，どうやら文学のテクスト

　　を読む程慶に漕ぎつけたとでも雷ひたいが，事実は，甚だよく霞らを知っ

　　でるて，努力上達の希望蜜ら持てなかったといふ方が当ってみる。《文，

　　12，　78＞

○契際に理窟をいう入に．負けるし，公開の席上で亀のを喋れないし，文章ど

　　ころか名前富ら満足．に．書けない。《文，12，63）

　○しかし，露霜は法政をやぶっただけで，東大に．雷らストレートで負けると

　　いうみじめさ。《重点，12，1エ2、

　○ボックスのいちばんうしろ1こ立ち，プレートにもっと竜近いところで両足

　　を火きく悔いてかまえるそのスタイルは，大下，別i当のスマートなフfi　一

　　ムを見なれた職こは，ちょっと，ぎごちないように遭ら見えます。《朝臣，

　　12，　17＞

○われわれはその第一段に威侍し，第二段に失敗した。これから第三段にふ

　　みだすところである。われわれがやがてはこの課題を解決できるとはいえ

　　そ5にほない。成蒼は問うことができない。むしろ，問うまでもない，と

　　いいたいくらいで蜜らある。《新，12，18）

〔～すら惑）

　○寮た木桔しが　吹いてきて

　思い出域らも　吹きとばす　《野司，三2，79）

22．　蕾　（終覇詞）

　◎器の内容についで輕く念匿押し，注慧を喚起す釜。娚性專嗣》

ぜ　　　　　　　　　　　　　　（62）



（イ）親しみの：aアンスの孤残る場合’。　（引入などのような親しい聞

　柄で溺いられる。）

○「よヵ、つた二とL、ってた艇…o」《楽鍾，　8，83ウ

○「じゃア，明鷺もこの辺だぜ。」（キソ，10，103）

OFいや，そうでもないぜ。］《少年ク，10，18）

○「木谷さん，あしたはひとつ，大きな水一ムラソたのむぜ」《野少，8増，

　105｝，

O　rさ凄），　しrkつてし・こう鍾『o」　（幼ク，　7ジ　53》

○「一いま政党倶楽部から連絡力弐あったんだが，新公民覚の睡野専蔵が玄

　翁町の猪之日万平と会ってみる笹」《宝，7増，61）

○ヂ汽船はニニ時に港について三蒔に出港する，その閥の一隠聞で写輿をとつ

　　てくるんだぜ。」《少年ク，12，49’）

（切どうだいとでも君あんばか夢の勝ち誇ったような気持，また，：縮

　手謹見下すような気持のこある場合。

○「ここの大将だって，あんまり懐ともちゃありませんぜ。」ξ新，10，124）

○「鈴勘さんとこじゃあ，何時，お計ちゃんをLLI－Kへ嫁にやったんだって，

　お嫁さんのヤミなんてのもあるんだろうかなんて，みんないし螺はして1婁

　せん笹」《キン，7，20）

○「しかし仏門，あと十分たつとあんなにいる新聞記者がどかどかと写輿を

　　とりにやってくるんでナぜ」《少年ク，ユ2，51》

器．ぞ（絡助詞）

①膚分の判断菱自労に言い聞かせる。ひとりごとに用いる。〔男性募用）

○「タヌキ汁のかわりにキツネ汁が食えるぞ。」（銀，7，71》

○「おや，玄たなにかなげたぞ」《少年ク，1工，15》

Orおや，白ペンキがあるぞ。」《少年ク，11，14）

　Orこし、っ1歌し、けるぞ6」（新，　8，80）

○’1’Trへ一一　うわぎを入のととりちがえたらしいそ」《　ptマ，12，411

　0「はて，おかしいそ……？」《少年少女，隼0，15》

②畿の内容についで念を押しで主張する。対等窪たは爵下の相手に鋤

　する欝い渡し・おどかし・皆野などの語気ま含む。娚轄尊用》
　○　「お㌧、，　あれをま雲デ岡だぞ」　（璽｝少，　9，　69）

　○「ばかめ　つった魚｝こえさやるばかはないそ．」《ロマ，12，1◎3）

○「試合を見に来たんだぞ。練習見に来たんぢやねえぞ。」《ロマ，12，99》

○「手をあげろっ　｝こげようったつてだめだぞ迂《少年ク，11，52》

（63） ぞ



　　○「一陛下の御前ですそ！」母監，7，7跨

　　○「だらしがなかった・ぞ，君らtx　ww。」趣藩友，　6，74＞

　　○「なんにもしていませんでしたとほいわさんぞ。」《婚少，6，49）

　　○「おまえも，おまえの友だち＄，もうこんなことをしてはいかんぞ。」（野

　　　少，6，50）

　　○「かくすと　しょうちしないそ。」く幼ク，10，4．e）

　　○「見つけたつ　こんどこそはにがさないそ」《少年ク，11，54）

　　○「泣くとこれで殺してし宏ふぞ」◎iヒ，9，85）

　③反　語

　　○生貝，あらゆる統制を撤廃して毛社会の混乱を招く事はないと，侮入が確

　　　言できようぞ。《資料外》

2曝．だけ（副助詞）

　①限度ま画する形ぞ程慶菱示す。

　　○しかし実質は，他の条件はそのままにしての繰入金陣止は，縛駅会計にそ

　　　れes　（tの負担を煎重することであり，～《エコ，5．11，1G）

　　○災主主義とい弓ことばならばだれもが知っている。しかし，昆主主繋のほ

　　　んとうの意味を知っている人が，どれ回雪あるだろうか。《策，5．6，工、

　⊂～ば～だけ3

　　0金をもうけれ1まもうけるだけ，人聞がいやしくなるのが一般である。駿

　　　料外、｝

　⊂～だけそ翫だけ3

　　0あの店は，高い。が，値が高いだ浮そ：れだけ晶が安いことも確かだ。〈費

　　　料外｝

　〔できi釜だけ〕

　　○「～，大いに，発言して頂く機会をて巻砂海！ナ作るという編集部の意図だろ

　　　うとおもいます。」《法，9，16）

　〔：～だけのことはあ憲〕

　　○この家族会議は毎撮曜の午後開かれた。そしでときとしてはあわや償嘩騒

　　　ぎになろ5としたこともあったが，会議を即くだけのこa嫁講つた。〈ダ

　　　ィ，6，96》

　⊂～だけあつで〕（素質・能力eねうちが縮応に嚢揮されている譲態。〉

　　OFだがしかし，さすがは天才画家瀧沢栄二君の｛乍戴夢凝って，こりやすば

　　　らしい標本図だ。」《宝，8，37）

　〔～だけに〕（「～であるから，なおのことjというような意腺。撲騰

だけ　　　　　　　　　　　　　（64）



　助詞と見ることもできる。）

　○～中共剛がこのような入物に協力を求めたことは勧めてであるだξ到踏篭に

　注癬される《東，6．6，鷺

　○～殊に．化学株がしげらく地われなかっただ1ナに高圧，カーバイト努趨電化

　などが三三されて売鷲商も蟻1湧○傾灘となった《東，6．6，葛

○数鍵前の寒会議は憂く醜態の極みで爵ウた。粛さかあ晒晦態魔で予算委

　員会に臨むこともある霊い特れど急，冷静な覇断と邊徹した理解を必要と

　する箪笥戴ナに，凄静な，償電な軒割矯検討してもらいたいe《読，X．　31，玲

②範囲菱それに隈定す賂。

○ことに教育都門に絹し℃i叙，聯帯だけが教育する場で獣ないのである◎

　　《朝，　5．6，　1）

　○～，このとき撤夏のll髄潜は牛筑，山羊現などで舘い，～《鱗友、6，86》

　○革熟玉子や即黄濃妻の茶：群群などにして，～（：婦友，6，溺》

　○宮僚だけの教育で亀なく，教育野離愛の教育で亀ない。（朝，5．6，玲

　○強いて，微笑を顔にうかべようとした：のでしたが，それ亀貰のあたりが不

　　自然に，ひきつった灘綬のことでした。1こひま，6，52）

　○われわれは終戦後余りに意形式朗な改革だけに．とらわれて，笑質酌な内容

　　の充実を忘れ”C・t．、震った感がある。（刺，5．6，獅

　○～，偲となく二入擬｛ナで話したくなったので～（映，6，13）

　○われわれは法律や習慣や瓶儀の許す範謝内に恥いて，われわれの好きなこ

　　とを雪つたり，行った了することが鐵来るだけである。ぐ世，4・，22）

　○不安定が；不安定としてとらへられるだけならば，～《入，　5，8嚇

　○中等学校はすべて蔦狡に，昇嶽しょうとし，高校はすべて三脚ξに昇格しよ5

　　と焦った結果，挙式だ1髭難ってもひどく内容の費弱な新旧育翻魔が綴来．ヒ

　　るのである。く翻，5．6，恥

　○学欄間の形式をi整えただけで教育の内容もこれにともなって晦上すると考

　　えることは大いなるあやまりである。（朝，5．6，玲

　○～，外から与へられた霞由i潔，それだ綾では環由の条件たる1こ止厳り，～

　　ぐ撮：，　4，22）

　○この事を世に知らせる戴ナで臨，この録斎は特ダネ以上の髄億がある。

　　（キソ，7，32）

　○～，さういふ手のう点る患者さんもわたし1こだ1斜ま機嫌よくなさるやうに

　　なりました。《雫，9増，204）

　○～，今慶は光枝の方加ら，ぐいぐいと大岡にだけ打ち込んで行くやうに見

　　え．ました。《宝，　9増，エ03ン

（65） だけ



　〔んだけで（一は）ない〕

　　○ことは教育都門だけて｛ま捻い。｛／／sliE，5．6，＃

　　○～，これは中一入民の勝利であるだけで潔くゑ：糊界入民の勝利である

　　　cxls，　6．2e，　I　r；

25．たっ℃（だって）（接続助詞）

　◎あ塾動作・二二・状態菱条件とし℃二丁：し，内容上衝突す難二二鶴

　　結びつ1ナ箒。　（逆説条件。）

　（イ）三二（彫容動詞以外の）の連用形につく場合。前響が無i織軽羅愚

　　の毒⑳ゐ潔瓢，とん融沸くの要なき癒のとして搬もれ鞍。

　　○「なにをいっfつて　だめですよ。」（幼ク，10，4／、

　　OF今どぎ汽千円や六千円の月給貰っ一って侮にもなりゃしないわよ」轡

　　　マ，6，55》

　　○ド今吏そんな箏云ったつて，仕方がない。」（ロマ，6，鎗）

　　○「おいら家がないんだから，どこへいつf　V’r，へいきだよ。」〈少年ク，

　　　9，　27＞，．．・

　　OFその草野という家，いくら擦し彊ってないんですもの。」〈宝，7，73》

　　○「苦しんだつていいじゃないの。」《婦麟，1G，79）

　　○「あかい競鏑といったつ℃いいと思5わ。一1（少女ク，9，4！）e

　　O「死んだつて帰るものか。」《少年ク，9，27）

　　○「他入が全部，いや地球上の二二が一入残らず死んだって俺は死なんoj

　　　《文，　7，　71》

　　○「痢5であきらめなくfつて，私は己れるつもりよ。」《paマ，6，囎γ

　　Or三月黛総がお休みじゃなくfeつてさびしくないわ。jζ少年少女，7．65》

　（切二君の纏忌詞につく場合。この場合は，”畑鼠っ癩愈’ノ’翫臨螺

　　ag　ttの懲縷i蕪島す。（形としては，前に促暑を俘い，「．つたって」の

　　形が多v・。）

　　○「箪笥売るつたってさうさっ急には売れやしませんよ。」《文，9，珍◎

　　○「なんて巾し上げるつたって，旦那さ蜜が，会縫の轡の妻君だって，鶴｝需

　　　つた通りにして葦凄くより他はないじゃないの……」《婦生，6，4e’》

　　○「古いつSeつて，大差はないよ。」（宝，10，68＞

　　○「拳をあげうつ　にげようつfeつてだめだぞ」｛少年ク，11，52》

29．だゲ鱒（係助詞）

　③一見特牛齢もののように見鑑釜講物が，やは蟹劔齢ではない器蕊，

たって・だって　　　　　　　　　（66）



　弛の一般の場禽瀧織魎齢轟：二二繧す鞍樵撫簸飛す形での提題。（r～

　恵やはり」「～であっても」の意。三三な場合を示すことにもなる。）

〈イ）霊絡の提題。

○「でも，あたしだヴ覧むご砿壕1校へいけば，一入じゃなくなるし一」

　　《少年少女，10，63）

○「こっちだって，欝鑓塁楽版だから重鼠エ。，｝（婦翻，9，86）

○「お前がZZ　9」と仲のいいらしいごと甑，驚は百も承知だが，お前鳶つ℃，

　　俺の娘だ一一まさか，掩の数鰯の男と，そんなやうな関係に．なるなんて：こ

　　とは，夢にも患へなかったんだ扇田マ，8，39》

　○「おにいさんだっ℃きっとうれしいと慧ふにきまってますわ。」《：文，9，

　　119），

　○「だけれどもね，芙徳ちゃん一一そんな暢気なことを覆’ってはいられない

　　かもしれないよ7修ちゃんがあの通ξ，だからね，i炎鍵ミちゃんがお隷さんを

　　もらって，舞：を継がなければならないかも知れないよ，お父さん舞ウて，

　　亀））あんな隼だからね．」酒田マ，g，88）

○「ここの大将だつて，あん喪1）蜜ともちゃあ斡ませんぜ。」噺，⑳P搬）

・○「わざと口論吹く奴だつ℃いるかも知れないよ。」《：交，8，79）

　O「今・熱病で死に．かけている奴らだっ閲，購分だけは死なんと閥く思いこん

　　でいるんじゃないか……。」《交，7，71＞，

　○「ねこだってさんぽぐらいしなくち亭」《少女ク，ll，16）

○「どうぶつだってせいいはみとめてもらいたいよ」《少女ク，12，Z8》

　○「か5やって暮してみること灘噛剛，たいしたことだよ。」《入，9，蔓》

　○「温血をつけるの灘つ℃，恥父さんを一ばん初めにつけて，長男を次につ

　　けて，母親なんか一如難おしまいね品卿議友，7，34）

〔：い《ら～だっ鰐〕

　Orいくら警視庁だウて年がら年申大物種が島る筈アあり蛮ぜんよ。」《窯，

　　7増，61）

（pa）電絡以外の蝿題。

　○「だから，今擬ウてこのとおわ，わたしの翼の前には，はっきわあの駒草：

　　がさいているのね。」《少女ク，9，鱒

　Ol『昨羅だつて糾灘とった。」《文，7，71）

　○「一二のこの時勢は，よっぽど勉強しで考えてみないと，親に海ウ℃分

　　らないことが随分沢肉ある愁のね。」《スタ，6，慈》

　Orどうせ，疑られたのkら，騰じことだ，濡れでしまお｝って樽騒おせん

　　　　　　　　　　　　　　　（67）　　　　　　　　　　　　だって



　　みたいな妙な気が蓑旦那にだっておこるかも知れないですわ」（キソ，7，

　　19．〉

　○「い玄の探偵小説にだって，これに勝る文学味はない。」《宝，9増，132）

　○「ぼくの批評の意昧でほなく，全力をあげてぶつつかれば，どんな強いや

　　つにだって勝てるという儒念を，さいごに生徒たちに教えてやるつもりで

　　す。」《少年ク，6，43》

　○「でも，途中までだっていい，一しょに．ね」《少年少女，10，59）

②野帰飽提示。　（「も」に比べて，だとえばびらきなおるような強め

　　の語調をもつ。）

（イ）一懸の語を挙げ，それら謹代蓑とする他のすべでの場会に通じ

　　させる。

　○「もう会社だつて，役所だつT，みんなもえちまってみるんですよ。あん

　　たがたは，認識不足ですよ」《入，9，19＞

　○「おかあさん，ねえ，おかあさん，いつ東京に嬬るの？　もうお友だちは

　　みんな滞つちゃつたわよ。浦上さんだって，杉肉さんだって……。」《少女

　　　ク，　10，　32）

　（m）不定称の指示語につき，轡定の語と呼応して全薗轡定i垂i褻あす。

　○「悪いわ，無理強いするの，歌なんて気が向いた時じゃなくちゃ歌えやし

　　ないわ，お母標たちみたいに欝ったら，誰だつて歌えなくな愚じゃないの」

　　　《ひま，10，69》

　○「女の子の十四っていえば，溶ん薦ってちゃアんとも5…」《交，6，82）

　○「ねぐらはいくらだって諮る寒，玉反田迄行きゃ菖円で泊れるぜ」《スタ，

　　　7，　72＞

　（ハ）不定称の摺示語，窪たは数。勢蟹。程度菱添す語につき，否定の

　　語と呼応して全面否定菱表あす。

　　○「勿論，誰だつて死｝こたくなんかないんですよ。」《入，8，40》

　　○「そりゃ誰だつて始めから自分が死ぬなど筑本：気になって考える奴はおる

　　　憲三し、・・…　◆Q」　く文，　7，　4◎）

　　○「でもね，5ちのおかみさんは，わたしのしたことに　いっぺんだって

　　　蓬霊んだし・した二こ1とはありま：せんよ。」《幼ク，　9，13）

　　○「木ッ葉塚のig　’7ネはな，とって竜ふるギツネでな，蟄蔵ざんもセドのお

　　　冬おぼさんもttをれから，いつぺえだまされたけど，入にゃ一慶だつてi姿

　　　みせたことね免ヒよ。」（銀，7，69》

27．だの（益宣切詞）

だの （68）



◎並列e列挙す釜。　（体言または体誉対当の亀のを）

（イ）〔～だの～だの⊃の形。

○有り舎わせの飛行機は，赤トンボの国恩機までかき集めて特攻装備をする

　　し，櫻花だの，橘花だのと書つた特攻兵器が正規に計画され，生薩が始ま

　　る◎　《交，　12，　95）

○「そうよ，へんねエー，翻瓜だのキャベツだの買5のほ平気で，お芋は秘

　　しいなんておかしいわ」《ひま，12，36）

○ξとうちゃんだの，ねえちゃんだの，ケソイチさんだの，さがしに来てく

　　れたのさ。」（幼ク，玲，58）

　○「束だの西だの，北だのッていうけど本当は，地球に東西南北があるわけ

　　じゃないでしょ，只，人聞がつけてるだけなのよ」《ひま，12，36》

　○「どこまでがH本で，どこまでが中国だの，アメリカだのソビエットだの

　　ッて勝…夢に．ワクをはめて，喧嘩したり，戦争したり，バカねエー・　J《ひま，

　　12，　37＞

　C「i籔漏を持って来いだの，二品でなければいやだの，云うのなら，学校を

　　やめさせちまえej《婦画，12，67》

（ac）⊂～だの～なだ⊃の形。

○その後も二三度・逢って，ますます虫ii麹こ夢中になった慧子は，臼曜だとい

　　ふのに珍らしく早起きをして，江の昆へ買出しに出かけ，海老だの飽さざ

　　え落どを仕入れて来た。《mv，12，58》

・○彼は学生時代から非常に熱心な研究家で，合成樹脂だのベータライi・慈ど

　　の新しい製法や応用法を発明し，・～《ロマ，12，62＞

O上級生の方が賄の徳さんのお手鉾いをして，萄萄だの栗などを盛ったお」臥

　　を，一）lv一一“’入の葡に配って下さって，酉紡生徒監やR本の古典文学がお得

　　意の深見先生のお話を購・て，夜おそくまで楽しく遊びましたの。《ひま，

　　12，　44）

28．　　たら（つぬ：ら）

〔Σ〕優勘詞

O一計として人を礎示し，非es　e難詰の対象とす釜。（「てばllに報じ。）

　○「鷺さんたら，な｝こよ，このかっこうは……。」《少女ク，9・42》

　○「どうしたんでしょうね，おとうさんfeら。」《銀，8，33》

　○「だってさ・i≡霊子ったら，おとうさんが帰ったら困るような顔するんだ

　　もの」（銀，8，4el）

　　　　　　　　　　　　　　　（69）　　　　　　　　　　　　　たら



　〔KI　）　i終助詞

　O注鷺嶽燵が臨，齢瓢つ臨い気欝《呼びか鞭懸。（rてば」，に岡じ。）

　　○「ちょうど　おねえさんF」で℃いったし　ねえおじいさん㍍ら」（幼ク，

　　　3，　13）

　　○「菅原くん彊ら，聞えないの」（野少，9，70）

器．灘鞭（だの（鍾：蕊勧詞）

　①燈霧畿魑列し畷，”あ聯い畿～臨，あ纏い綜～す輪”の慧畿あらあ

　　す。

　（イ）⊂～た撃～野曝す懸3購臨

　　○従ってわれわれは，実際の能会生塗で億，弼で悉好きなことを解った鯵，

　　　したむすることは出来ない◎難｝：e農P22＞

　　○われわれは法律や眼帯や胤儀の誘ず範邸内において，われわれの好きなこ

　　　とを雷つた鯵，管っ彊瞭することが出来るだけである。ぐ鞭，4，22）

　　○数絵はお嬢さまのあいてをして，トランプをひらい彊鞍，おはじき’をしf

　　　瞬して子供のようにあそびました。C．ひまヲ6，騒）

　　○・・w，論春がことさらに理想論を今直ち1こ実現すべしと強調し彊鯵，いたず

　　　ら1：遍表号こ紙署し浜歌する態度を虫垂），虚心に、～（法，5，51》

　（ee）⊂～た墾～）⑳形。

　　○～小学校を出で上級戸帳瓢進むものと，轟小へ行った鵬すぐ実業につく

　　　tl＞のとの閥に，～（：朝，5．6，／》

　　○～，年簿斐もなく馬鹿な挙生みたいな恰好をし驚瞭，態度をしてみせるが，

　　　～《映，6，！3）

　②一隅の勲鞭・難溺醗一劔悲熱駕蟻鑛算，纏の臨の事書外に曙示す懲。

　⊂～臨野す馨⊃の形◎

　　○その為にスーザンのボーイevフレン9’のジェリ9’の：気を悪くさせf　OPした。

　　　《映，6，13’），

　　○ヂどうしたの？　飛びたいの？　みんな，おばかさんねえ。そんなにさわ

　　　い灘のして。お魏さまがびっくりなさるわよ。」《ひま，6，5的

訟　鵬つ（接続拗講）（働詞の連用形につく））

　①臨つの動作が嗣賭に行轟劇観場禽の接続。（「ながらjの①に問じ。）

　　○父兄の負擁を騒くしウe実際照会郡早く子弟を送1）出すという年男短縮の

　　　要求からいって亀，tW鶏朝，5．6，跨

　　○しかし，世界平和に讃繊ある四幽外1隷歌，この搬雰の重大な岐路に立って

たら」・つつ　　　　　　　　　　　（？9）



　溺交調整に，張力をつくすであろうし，われわれは世界単灘のため，その成

　功を期待しウつ今後の経過を見守1）たいのである。　（覇，5．7，貸

○苗春はドイツの圏内経済に．ついて生産計画の立案，原料の恕罪などをドイ

　　ツ当無に魯わしめO　・・，これを監督織紐し，後者は原料の鍮入，轍馬入資

　金の保管に当るとともに，一一t一一切の輸寝入に．たいして岡機関の事前り許鰐を

　　5けることを：婆求してきた。　（エコ，11．21，1S）

○平和運勧というものが，ただ，仲聞が集まって「艮：衆ほ平郷を愛するのだ」

　　と購ぴあいっっ1§已藏身に陶麟～してよいものならば，こんな容易なものほ

　なかろう。　（覇評，12，42）

Oこれに対して溢泌の結渠は，常に一定の差を保ちつつ，それに事蒼して並

　ぶのである。《科，11，32’｝

　○左麟はグアム酷塞地のB－29が高慶32◎Omを保ちながら短時聞風向　風

　速　気圧　気湿などの蒼気象要素を測りつつ進み　台風眼らしいものにぶ

　つカ、つた場合（～）　蘇…導，　11，　5）

〔～っっあ懲〕（動作。作用が継縫中であることを変わす。「～してい

る」の意。）

○このソ連の封鎖も，米英側必死のベルリン察輸の威功によって敷果は薄ら

　　ぎ，また鳴謝鮒の独楽的な西ぢ虫工作の推進によって，これを取引の臭とす

　　ることも麟難となりつつあった。したがって問題はソ連が今や無意鎌とな

　　のつつ諮恐ベルリン封鎖を側時，いかなる意図をもって解除するかiこ　＄）　o．．

　　たのである。　（朝，5．7，1＞

○一方マライ達邦をほじめ近くには従来毒心に米不足に掴みつつ轟轟纏域が

　少くない◎，11x．　i，11．11，20）

○また今回に発行社債の四億円をもって設備資金の拡張に充漫し，技徳の刷

　新に．よって低コスト生産を可能ならしめるべく重大転機に籏応ずる体勢を

　整えつつ～鞍署｝o　　（エコ，　11．11，　37》

0現在中共は爾方人捉銀行を設立して人毘券で今まで発行されていた裕心像

　新陸券などの隣眼を行いつ》諮るが，すでに潮梅地区では金銀外貨の管理

　弁法を公布している。　《anコ，11．1ユ，41》

○中華入災共騨顯成立を中外に宜面した中共はすでにソ連および東欧諸騒か

　ら承認され，政治的，外交納に中央政欝としての発展の道を進みつつあ愚

　が，これに並行して融解建設ほ最：も緊急を要する大きな課題となっている。

　　〈　［L　ut，　IL　21，　26＞．

Oある竜のは生活水準が無下し，悟了嬢こ農村に不平が起っているといx，あ

　る～ものは窪藝1蝿生活ほ非常1こ安定し向上しつtSあ；轟という。　（エコ，11．　21，

　　　　　　　　　　　　　　　（71）　　　　　　　　　　　　　つつ



　2ア》

○鐙脅の入た論旨彼等の書い穀が陣けでゆきvp　tS轟愚ことを感じている。（朝

　評，k2，澱ン

○わが露でも最近一，一一t一二のメーカーが試作し笑題になりつ塾蒜贔ようである

　が　これは翼在のボディの欠点を除去するという心事に対する合理的な捜

　徳酌解決法の帰りといえよう。　（科，鍛，21）

○さらに北京とモスクワ闘の経済協定として赤軍の今春からの撤張物資が食

　糧と引きかえに講洲にもどされウ塾灘巻とのエユースや，ソ蓮の玉十億ル

　　ーブル糠款1誉矯説なども養しれとんでいる◎　（朝評，詑s！6）

○全1緩ほs九月の上諏訪中央委員会でs典産灘と薯岡澹（正統汲全蓬）1こ．ハ

　　ッキリ命溢したがP蕉繊胆心憩忠三分の二以護二の心立な支書寺を獲i心しつつ

　　纏趣。（細評，鶯，鋤

②齢欝齢翻偉藩嬢誌賑蹴い譲態鱗難薮。（「ながら」の②に岡じ。）

○以上，限られた数寧で全偉の傾向を推す危険をナ分搬リウつ，この報皆を

　　認めた。　纈評，12，6）

ゆつ毒〕

　○恩て嶽悪いと患いつつ動，わたくしの羅馬ひとりでに，開かれた田記の

　　ページにそxがれる。《資野外）

製。磐略

序⊃絡懸詞

①麹鵬禦驚動聾・奪愚⑳胸容撫灘す。（「と（椿勤詞）」の④に同じ。）

　○「一九〇〇年の博覧会へいった入がthとてleよかった撃℃欝ってるね。」

　　《：交，8，58）

○「知らないザζいえばい」のに。1《銀，S，39》

　○「ぼくが初めて高橋さんの駈へs弟子にしてくれツて頼みに．いったら，ま

　ず概則まかむ脚を翻幽して来いつていわれたでしょう。」　（婦璽，8，36》

　○「二た転輪こ，は，艦和生濡に毒された，つておっしゃるけど……生活のた

　　めに才能をすりへらしたって云うけど，それはこっちのセブリじゃあない

　　の。」《互生，9，123）

　○「だっておとうさんが，つむのはおよしって，おっしゃったんですもの。」

　　《少女ク，9，鱒

　○「あんたは，周じベッドの上で，可愛いXの，他入｝こは渡せないのって，

　　無理に夫嬬約束をさせた女をもうお忘れになったの？」　（Pt　Vp　9，107》

って （72）



○「こんなことじゃないかつてンあたしも5，いくども考えながら蝿っでき

　たのよ。」　（宝，7，148》

○「一生のうちに女のひ凝まいろいろの髪を結ふって，新聞に出てましたが，

　うまいことを詰ったものですね。一1（新，1G，8》

○「村芝澱で働平をやっていたら，塚本のおかあさんが見物1こ来ていて，こ

　の人なら娘のむごにちようどい鼠ウてきめてしまったんですって。」《少年

　ク，7，57）

○「お上手だつて賞めてたわ」　（ひま，16，70》

Olフラフラ歩いてて金が項れりゃ一番い鼠商売だつて思って来るんだね。」

　　（婦生，8，36）

○「今日の『おとぎ翔車議にゆきたくても薄舞でゆけない入が大ぜいできた

　欝てきいたけ’ど，来年からほもっとみんなでたのしめるよ5にできないか

　なあ。」（少年少女s7，65＞

○「菓京へ行ってお父さんと一籟に生活するのを楽しみに滞って来たのに，

　愚でが外れたつて泣くのよ即く新，7，11》

○「大学を出なければ損だからつて，勉強してるんです。j《新，10，77）

○「……なに．しろこの入は，安雄さんどころでなく退属がって，病院から逃

　げ出すウてきかないのよ……」｛蹄：友，6，75》

②語（憲翫は烹）露，擁轟藻補語続，岡旛の（蜜た嫉内容籠説明す釜）

　醐縣で堅剛す牛馬義謙表痂ず’◎

○跨子傑の無欲鷲椀鷺をつくったのは，世界ではじめてだっでね。」《少

　年少女，7，65）

　○「ええ、隣騒の塚本さんつて家は大金：持よ。」《少年ク，7，57》

　○「鼠饗閲奴は，叢化の駄作みたいなものだね。」〈入，6，羅》

○「さうです，あと九時闘です、退属ですなあ，夜汽車ってやつは。」（人，

　　8，　40＞

　○「じゃ，どうして，ぼくがみがわりだってこと，わかったのさ。」《幼ク，

　　9，鱒

　○「留めて君に闘かされないでも，それくらい知っでるがね，一人ッ子って

　　ものは，どうしたっC多少年令よりはおくれてるんだ。」《交，6，82》

　OF絹ってほどのことちゃないけど…一」《ロマ，6，55）

　○「肉蝿三勇＝ヒってのがありましたね。」（人，8，41＞

　○「そんじよそこらにあるつて内勤じゃないの，古いのなんのッて，とても

　　年代物なんだから，すぐわかってよ。」《キン，10，101》

　　　　　　　　　　　　　　（73）　　　　　　　　　　　　　って



○「マルクス兄弟とかチャップリンが，いつも苦虫かみつぶしたような額し

　てるつrここと分騨つたよoj（鋪狸勤r　9，86》

OFその，行かないは弓が無事だらうってのは。」（新，10，12艶

〔登〕　係麟詞

①語（蜜たは：交）菱孟格に立たせで語気ゑす釜。（「～とV・うのは」の意。）

　○「お郷里の絞って凄いですわね，省三さん。」離ヒ，8，76）

　○「入の誕生って，厳露なもんだわねoj《婦〔弥　7，7嬉

　OFいやだ，こわい入って何さ。」《人，9，5）

○「いいものってこれ？」　《少年少女，10，60）

　○「彼氏って，誰なのよ」《新，7，14》

　○「＝ロって，ぼくの犬だよ。」（幼ク，9，59＞

　○「アップル。キャンディ・バター・カルピスつてなんだかしって：る？」《少

　女ク，　6，33）

○「万一のことつT，あたしが逃げだすとでもいふ意wa　？1　《ロマ，　翻

　3g）’P’

○「波浮の港って，こういうところなのよ。」（ひま，7s　66）

○「坤さん，テスは柊の実のような贋をしていたんですってね，柊の爽のよ

　　うな腰ってどんなのかしら。」《ひま，8，61》

　○「気違い病院って，どんな感じだった？」藍宝，9，37》

○「まあ　あんなの代入かしら，二って点が這いのね」編友，11，74）

　○「いい入をもらうツて，なんのこと？不良よ，そんなことをいう入は。」

　　（少年ク，7，57》

　○「そんな無i茶な話ツてないわ。」（婦友，6，58＞

　○「なんだい　いいことってj（ロマ，11，18）

②馬手の質問濠画け蕊め耀，惣分の解讐：・孟張を塵冠すための話題轟

　す蚤。

　○「どうするって，東京でほ轄漆が見つからないから，i艶分こちらで暮らす

　　より仕方がないのです。」ζ批，8，78）

　○「誰かつて，決まって：るよ。」《新，10，76》

　〔エ∬〕　終勒詞

　①弛入の諾慧紹介す馨Q　（「とV・うことだ」の意。）

　　○「おかアさん，ねえちゃんは詩をつくってるからだめだって……」　《少女

って　　　　　　　　　　　　　（74）



　　ク，11，24）

○「よく似合うつて，お継穂が。j《ひま，12，70）

○「あのね，本でよんだんだけど，やつらは友ぐいするんだつ’cr……」　《少

　勾沙女，le．気2》

○「轟村先生がねえ，おとうさんに学校へ来でいた黛きたいんですって。」

　　（少年ク，8，31）

　○「三女，大変お歌がお上手なんですってね，いつも覇馳こ鞠かされてます

　　けど，今夜一つご披露なさいな」《ひまン10，69》

○醒子洪の1贈って観欝をつくったの1歌世界ではじめでだってね。」　（少年

　　少女，7，65》

　○「新聞記齎になったんだってね．」（少年ク，11，5鶯

こ～だっ鷲3

0「そしたら，正覚坊，筒女の方に．は縫二部があるんですっでねえだって。，」

　　（野少，9，70）

　○「と欝ったら，毎年してるじゃないか，驚って。1（婦朝，6，王60）

②ひ翫の轟＆ば駿，総豊む返しに《撃返臨鷲反問す器。

　○「へんなとeうにいるんだな犯入をつかまえたよ」「つかまえたって？」

　　（少年ク，ll，54｝

　○「さいみんじゅつをかけたって？1《少年ク，11，5め

　○「ラソドレrw　ttiiiが？　駐蓼殺されたつて？！」《舞着懸，　8，喚9》

　○「眸の中に赤いレンズが綴まったようだって？」（ひま，8，60》

　○「一いXがかりだって……畜生ヅ，よくもそんな由々しいことを。」《ロ

　　マ，9，107）

　○「おまえをた：すけた　このわたしをたべるんだって。」拗ク，10，41》

　○「質礁しですウて？……侮をですか……衣類ですかね……」　（ロマ，7，

　　60）

○「なんですって，いつ，わたしが杉目のバカなんてい」豪した？」　（銀，

　　7，　36＞，

32．℃（で）

　（1〕　接続灘1詞 （連用形につく。〉）

①あ｛灘酢・作用か蔓欽⑳鋤弊・作用へ⑳雛警・蓮続。

○さきの資格野遊礎4く脅格となった窟公私立専門学餓｝罵・トー校のほかに，保

　溜や未串講の高鯨；専1毒聡ξ絞を合せて約胃九・腰交が短期ブく蝉の対称となり，

　　　　　　　　　　　　　　（75）　　　　　　　　　　　　　て



　　今秋審査にとりかxって明春から唐開きをする予定とい5。　《朝，5．6，

　　　1）

　Oここでわれわれほかつて天ge＞一一」高校長が＝二年制の蘭期大学案を提唱して敗

　　れたことを思い起す。《朝，5．6，1》

　○～，一眠の人闘が，殊に青春にとむ若者または高位高官にあった老入が死

　　刑の事々を受け，万歳三唱して絞驚台にのぼってゆく～《泣，5，39）

　○～細い雪気が適い斑気の下に葡いこんて下から嘱し上げるので上昇気流を

　　生じて雷雨となったのをいう。〈’Pt，5，36）

　○～，何かなしに政府はこれを受取って使っている絡好になっていた。《エ

　　　コ，　5。11，10）

　0～，その結果は兇悪な腕力家が勝利を占めて，多くの警良な人たちが，そ

　　の圧制の下に霞磁を失い～《世，違，22）

　○見物人が思わず購び声をあげた瞬聞，二少年の体はつばめのように左右に

　　飛びちがって，溺々に室中ブラy謁こ飛び移っている。《キン，7，32）

　　○中さんは如才なく，すぐ立上って外出の支度をはじめた。（キン，7，32》

　○卜いにマーガレットは疫繧を起してデaツクに，「貴方って人は，どこへ

　　行って竜騒ぎを起す入なのね！」と云ってス・・ザンと帰る。《映，6，

　　13）

　　○一詫方デイツクは夜幸く擶曝して養換えをすまし～《映，6，13、

　○続いてジェリイとチェンバvンが捨てぜりふを残して懸る。　（映，6，

　　　13）

　○私はヘルム大尉その弛に厚くお混を述べ，：再会を固く約してお由れする。

　　　《嬬友，6，27》

　　○お嬢さまは，ふと顔をあげて，じっと数絵をみつめました。　《ひま，6，

　　54）

　　〇二人｛まe蒼をちぢめて，外套の襟を，たてた。《交，7，80》

　　○それに，そのとき，妙な『いきさつ』から，由比は，その女によく逢ひな

　　　がら，その女の『あね』芸者と，したしくなって，結婚した，といふやう

　　　なこともあった。《文，　7，80）

　〔～てから（以來。後etc。）〕

　　○普通離乳の第一歩は，璽湯，蔑湯，半熟の卵黄からですが，夏は鷲に大事

　　　をとり，まず牛乳に蜜らしてから始めた：方が安全です。《難事，6，86）

　　○然しそのことが多くの人によって強く意識されるようになったのは，恐ら

　　　く正条植が普及してからのことと思われる。（農，6，25）

　　○一昨年十二月のロンb“ンに．おけ・る四繭外相会議が汐モ裂して以來一年；有半，

て　　　　　　　　　　　　　　　　　　（76）



　　こ製に再び四園外相会議の三三を見ることになったのは～《朝，5．7，◎

　○～に就いての関心は，恐らく田植が行われるようになって以來の古い閥題

　　であろう。《農，6，25）

②原因・理由（順説条件）の慧味のこめら劇る場含。

○ところがこの年限短縮の要盟と，旧制の高等專門学校が四年制新制大学の

　名に値しない実質をもっていることがからん『ご，こ」にやむをえず二年制

　短期大挙を生み出さねばならなくなったのは皮肉な現象である。　《朝ン5．

　　6，　1＞

　○～蘇をこ化学株がしばらく買われな1かっただげに高圧ンカe・・バイト，旭電化．

　などが注欝されて売買高も増加の傾向となった。《東，6．6，1》

○その時から十五六年まへ，由比が，はじめて，下諏訪（～）に，行って，，

　十臼ほど，たいざいしたとき，宿屋の二三1こ，二三臼まへに．出たのがある

　から，（もっとも，「一年ほど，休んでみたのですが……」）と，すすめら

　れて，よんだのが，その女であった《交，7，80）

○うらがなしいおもい1こ誘われて，そんなものおもいにしずんでいる5ちに．

　　……《ひま，6，52）

○そう言われて，はっと気がついてみると，～《ひま，6，54》

〇二三とも～，ふしぎな循にかけられて，すっかり犬になったつもりで，そ

　のへんをはいまわっています。綴少，6，42》

○～，母乳の水分が多すぎて必要な養分が摂りくくなるために～《婦友，6，

　86）

○～私はふっと見せられた熱がして，微笑が浮ぶ。《婦友，6，27》

　○～と云潅っオして彼女はも5為’頂天，～《映，　6，12）

O～鶏を覚しfg　」〈　一一ザソに声をかけられて，彼女が来ていたことを知って驚

　V、た。《映，　6，　13）

○～スH・ザソが，ディックeヌージェントの講演を聞いて，夢中に．なってい

　　た事を想い繊した。《映，6，12）

○～シドニイ・シェルドソほ，リパブリヅク・モノグラム，PRC等の会祉

　の脚本を書いていた入であるが，この一丁目四七年慶の書下し脚本に対す

　　るアカデミイ賞を鍵露して注目を浴びた。《映，6，エ2》

○～デ1ヅクはスーザンに薦められて出場した。《映，6，13》

○～夜聞の海上では　上層が急に冷却し　海面上は暖いから　気圧の平衡が

　失われて譲雨を生ずることがある。《科，5，36》

○～，四年制大学に落第した学校の救済策としか受取れなくて面白くない。

　　《毒霞，　5．6，1）

　　　　　　　　　　　　　　　　（77）　　　　　　　　　　　　て



⊂～でた裳らない⑳～畷困釜etc．コ

　OP今臼ほ何だか頭が痛くてゐ竃ら櫨い。」《費料外》

　○「～洋開のドアとかテーーブルで子供が径我をして懸；翫」（稗7．18）

③方法・手段

　○師範学：校などを無理をして四年制の学芸大学にしなくても，～《朝，5．　6，

　　1》

○今におよんであわて・二野綱の短期大学を作るぐらいなら，～《朝，5．6，

　　王》

○勤労子弟といえども，定時制高校を通じてなり，通信敦育を通じてなり，

　大学へ進単することは決して不可能ではない。舗，5．6，麹

○～予備会議の任務に，～，速かに新政治協商会議を招集して斑主脚合政府

　　を成立させ，全中国を統’一一・するに．ある（朝，6，20，玲

○われわれの正距は，侮を煙い，何をなすべきかを，謬見や満欲に支配され

　　ないで，われわれの究極の臼助からする開察1こもとついて，選択決定する

　　ところに威鎖したのである。（’1H：，4，22）

○これは互：に直覆；に，交叉した枠工空中糠と垂直塞中線を組合せて20。くらい

　　の鏡い方向性をもたせ～（科，5，37）

○～アメヲカではこの方法を引きつ鵡　レーダーを亀瀦えてハリケーン（台

　風）の進路を測ったが～《科，5，36》

○今までの気象学は御承知のように　湿慶や湿度　そして風向　風速など地

　球上の数多くの測候所で観測し　無電に．よる気象電報ほじめ餐種の通信機

　関を動貴して互に通報し含って気象要：素を集め℃天気予報を出しているの

　　である。（科，5，35）

○～，ハズミをつけて大酒輪のように弾子をクルクルとまわすのであるよキ

　　ン，7，32）

○～，僕たちは一番薩の土闘に莚を敷いて席をとった。《キソ，7，32》

○～，巡査に連れられて入って来たのはスー一一ザンだ。《映，6，塒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　り　　ゆ　　ゆ
○～，初め一さじくらい御選粒を入れておまじ壱）にし，～鱗抜，6，86》

○すると催眠徳師は，いきな鶴へんなくすりを二入にふきかけて，コ入を

　催眠鰍こかけてしまいました。（野少，6，麗》

○妹のようにして冠緒にくらしていた千鶴子のことでした。《ひま，6，52》

○数絵は，まるで光聯の豪華けんらんな金聾風でもめぐらしたよ弓な，孫花

　　の博きにおうそのお庭のうつくしさを，書院窓の障子をあけ，強二璽をちξ，

　　ばめた文机に肘をつい℃ンいつまでもρいつまでも，焼惚と眺めているの
　　　　　　サ
　　でした筍（ひま，靱52）

て （7S）



〔・～して」（強煮）

　○そのようなことからして墜電源の位羅決定よりもむしろ　空電のE変化

　　年変化などの連続的な振粛納研究を’f’ifのに適していると考えられる。（科

　　r），　？）7’：

　○～，干鰯入には白書奪一癖力叢比較酌少ないことをみると，この鐵姦人の性

　　i醸敦語数のみを以てして1ま説明しえない。轡二，5，39）

　○～……まかり開違えば，小さい命は一瞬にして碑け散ってしまうではない

　　か一《キン，7，32）

〔～なくし禦〕

　○心入の誠実などなにほどのことでもない。が，それ菰くして韻入は生きら

　　れぬのみならず，祉会もまた，それ然くして存立しえぬであらう。　（入，

　　5，　85；，

〔～幽幽て～しめ螢3

　0私鞍していわし，あればフ～（ミ蛍，　5，51》

⊂あらためでthすべてetc．　）（静嗣語尾）

　○まずボタン孔の位置をきめてからその裏欄に挙証で編ほ口寸法よξ）ニセン

　　チ長く，長さニセンチのキヤラ撒程度の議布を，軽く糊で蹟ってアイXXン

　　で押え，渡めて乳の位置をはっきり標します。（婦友，6，73）

　○数絵が腰をうかせて，おもわず止めようとしますと，お鰻さまは，はじめ

　　て笑瀕をほころばせて，～（ひま，6，52）

　○然らば何がF反典的」で「一：方的」であるのかとしいて捜し求めるならば

　～◎紅，s。6，夏》

○串等学校は謬べて大学1こ，欝格しょうとし，蕩校ほすべて：大学1こ昇事蓋しよう

　　と焦った翼果，形式だけ整ってもひどく内容の費弱な薪教育綱度が嵐来る

　　ので凌）る。　章溺，　5．6，亙）

　○殊にこの交渉が，醗連の米ソ英仏代表の努力によ一：）て威功を見たこと獄，

　糎山岨職の維持機関たる圏蕩ミ連合にとっても極めて意義潔いことであっ

　　た。《朝，5．7，　1》

　○推評糖神1ま，なるほど現実を摂津する。民衆や雛会の現実に．たいして誠鍵

　　でほないと診断される。が，はたしてそれは，両人にたいする誠爽1こ岡執

　　してみるからであらうか。　《入，5，85》

○～，吉珊内閣の反共政策は強権i弾庄としかみら埼しない，これはか允つ℃共働i

　覚の思うツボに蕊まむごんでいることにな硫対策の費囲を物語る竜のだ

　　《朝，6．20，芝》

○このほかに蜂蜜湯，滋養糖湯などを5えていれば栄養は発分なのですから，

　　　　　　　　　　　　　　（79）　　　　　　　　　　　　　　て



　　賦して焦っではいけまぜん。（西友，6，87）

　○ヒト」そリズムやプロレタリア独i裁の僑奉奮にとってこの雛：が1　｝Ef｛くないこ

　　　とはi当然であろう。それらに対してこの書は鏡い一一一一eqを食わせているから

　　　である。～民主主義を破壊せんとする敵を発見することなしに民主主義の

　　建設はない。第蔑てこの教科書を高く評価するゆえんである。棟，5．6，1》

　○ころころ，ころころと，娃の声がきこえてきます。荒っぽい枇のなかのこ

　　　とは，な1こ一つ，ここまではきこえてきません◎一ξう勧てこんなとこ

　　　ろへ私が来ることになったのだろう。お竜い出そうとすると，ぼうとしで

　　　けだるさにとらわれてしまうのです。《ひま，6，52）

　○酬，それよ翰もその入聞がし痴、にし℃憂き世からあの世へ行ったか｝つま

　　　りその死に，方が：重視され，～（世，5，39）

④戴刻・列叙・添勲・三態。　（形容詞・形容動詞に附く場合も含む。）

　　○薪内閣ほ「二二霞閣」であって中共とは二三二二に戦う決意である《東，

　　　6．6，1》

　○これと瓦報こ回復期に入った敗戦ドイツ国民の膚信が高まるの竜当然であ

　　　って，今後のドイツ問題処珊こはドイツの川竹を肥握することがいよいよ

　　：三二にな．o　tt来たのである。〈ltPt，5。7，1》

　　○めざまし時計の影がく亀り硝子に．うつって，カチカチ，カチカチと秒錯の

　　音がきこえてきます。《ひ豪，6，54》

　○エ場でしょんぼりとしてひとりぼっちで，機械の前に立っているにちがい

　　ない。《ひま，6，52》

　　○気のせいか，顔色がすこし三二めて，さびしそうで，～《ひま，6，52）

　　○肝を冷して呆然として見上げている見物入の二上で，少年たちほユラユラ

　　　とプラン獣にゆられながら得意そうに手を振iって笑っている。　《キン，7，

　　3助

　○～同時に行われた試験から早生種で分藁力は強くて慈の小さい農林1号

　　　と，岡じく早生種であるが分藁：力は弱くて穂の大きい北陸難塔の試験結

　　果を挙垂チると～《農，　6，25》

　　　　　へ　　○しかしもっと亀璽：要にして本質納なことIX一《エ＝，5。鴛，1．0）

⊂～て～て〕

　　○～，ここでの生活ほ，なに悔悟驚ないと歎えばその遜りなのですが，激絵

　　　は，やっぱり，溝しく蔦淋しくて，たまりません。t／ひ鳥　6，52｝

⑤選一榮件。（「のに」の意。）

　○われわれが函っている事を十分知っていてやってくれないのだから，しま

　　つにおえない。《費料外》

て　　　　　　　　　　　　　　（80）



⑥麹灘動作槽擁拗鴛晦羅綾醜態・壕犬溌・閣係嘉暢なεを提示す釜。

（「に麗して」「において」など，決まった形のものが多V、。）

○われわれは病気の流行を防ぎ，日々の事端を少くするためには，衛生や防

　火のことなどに騨し鴫厳霞な強鰯を行わなければならない。　ぐ匿，4，

　22）

○～，ぼくは《鋤評精神》に“》いて語ってき獅のだ。《ん5，84》

○これに対し℃人権や自由を云々するのは，ほとんど無意味である。　（世，

　　4，　22）

○従ってそこに考えられることは，実現の嚢務を負わされた盈活養の発言に

　比し℃，直るかに純枠であ副うる，～讃lt，5，33》

○それに反してチェンバレン蝕各種餓こ勝ってメダルを貰い，鼻高々だ。（映

　6，　13）

○照檀に籔って稲築を托方形に配澄するか長方形に配鷺するかについての関

　心は，恐らく蕪1植が行われるように，なって以来の古い問題饗あろう。《農，

　6，　25）

○ただ，これらの図題の論議に際して痛感することは，～（法，5，51》

○われわれは半径や駕償や説儀の許す範國内1こおいて，われわれの好きなこ

　とを言ったむ，行った脅ナることが出来るだけである。ξ批，4，22）

○ヒトラリズムやプPtレダリア独裁の信勝者にとってこの書が颪白くないこ

　とは盗然である・｝　cr・（東，　r」．6，恥

○～，ペルリソ封鎖および逆封鎖はいよいよ来る十二Hをもって購除され，

　鋤國下根会談は興醒難パリで開かれる。《朝，5．7，◎

○～，昨年後畢期を通じ℃縫塚不安の中心であったベルリン封鎖はここに解

　除され，～（朝，5。7，亙》

○適家に驚っ窯一蘇不学橡に入渠が再燃し始めたが～ζ菓，6．6，1》

○今におよん驚あわて筑二年翻の短期大学をダi三るぐらいなら，～《朝，5．6，

　1）

○～，一定年翻，勝定の法律科霞に闘する教擾又1霊助教擾等の職に．あってこ

　れを講義研究した奮のみを規定し，～（法，5，51》

○ひとびとは階級対立の激化に．と意なふ現実の混乱に直颪して，偶人の誠契

　などといふものがなにほどのプ鴻発鎌しえぬことを，身に，しみてお竜ひし

　らされてみる。《入，5，85》

○鷺銀券発行高の蟻減琢…は，インフレの一つの：重要指標で愈あるが，すでに

　インフレの雛麗する状態の下においては，現金通過の圏転率，また，それ

　と闘連し℃手形浅鷺露高，『辮中銀行の貸鋤状況など多激の条件を総合せねば

（繊） て



　　　単純には結論しえない牲質の毛のである。（エコ，5．11，1G）

　　○纐子の真巾に横に鉄雛が通っていて，出碧叢1こ黒背広の＝二人の少年が梯子

　　　の三二に纐まったま瓦，ハズミをつけて大車輪のように梯子をクルクルと

　　　まわすのである。《キン，7，32）

　　○続いてジェljイが臨召したので別れを告げにスーザンを追ゲで来る。繊，

　　　C），　13’〉

　　っ斑条縮は，山口際下や静覇猿下に残って：いる二念碑などから見て恐らく弱

　　　漁の中葉から絹当匹く行われるようになったものと患われる。　ぐ農，6，

　　　2i“
　　○ラジオに特有のガーガー一という雑欝が入ることがら考えて　特豫の無線機

　　　器を使えばこの正体：がはっきりとらえられ　その波型から発生源が熱雷か

　　　渦雷か窺いは風塵などであることが判窮し～｛科，5，37ン

　　○～，抱の条件をそのままにしての繰入金鯵まと1ま，一《エコ，5．11，10）

　・〔レ～議：しで＝〕（資格を提示する。）

　　○～，その六三三四鯛を一応原質的な建前として受取って惑，～《覇，S．6，

　　O～形式的な六三舗を：金群｝玉条として固守してきたこれまでの方針に，一大反

　　　賓を求めるものでなくてはならぬ。《朝，5．6s鶏

　　01例として，施肥鍛との関係に就いて農林省農試北籠支場の試験結果を挙

　　　げると｛一毛農，6，25）

　　○～劣電とは大気中の放電現象によって発生する電波であり　無線工学では

　　　”雑音〃としていやがられている。《科，5，36）

　　○祉会的勧物としての人類にとっては，～雛，硅，22）

　　○～，われわれとして最も注費せねばならぬのは～（東，5．7，登

　〔んては〕（条件の昭示）

　　○～，数絵ほ，夢にしては，あまりになまなましすぎる感糟のもってゆき場

　　　翫がないのでee　a）ました。　《ひま，6，54）

　　○～，元へ亀どるよ5なことがあってぱ大変だと，～《ひま，6，54）

　c～ではならない（いけない）⊃

　　○いや，高岸の火であってはならぬはずのものではあるが，～《八，5，

　　　85＞，，

　　○サー・カス団のゴvaツキ共と争っても，断乎この二道を暴かなくて櫨落ら触

　　　も㌦o　《キン’，　7，　32）

　　○～これまでの方針に一大反乱を求めるものでなくて笠献ら織。姦弱，5。6，1》

　　○病気上砂のからだで，そんなに急に烈しい運動をして，またもとへもどる

て　　　　　　　　　　　　　　　（82）



　　よ5なことがあって紘い1仙丹懸為◎（資欄外》

⊂～で（一悉）よい〕

　○～i五奪：鯛の高等攣校も影銭来聞訟い。ii’lies，5．6，玲

　○それは社会金休についでも鱒じように考えられて爵いのではないか。C・llt

　　4，22き

　○～，且つ♪前掲の最近叢力露1醸こおける新弁謹土の学歴，鰹歴等の四魔に

　　鑑みる竜，この樫準を灘持すべく，磯持し℃可癒のと考える竜の矯ある。

　　（濃ミ，　5，　51》

　C）～，それは飽のなにミ，のよりも旧説家や詩入のうちに．それがないといふ宴

　　実であるといっ聞堪Lt》かへ画趣旧い。《人，5，85）

　○～，それは霞撫の古典的な撰念であると鷺っても濃いかも知れない。憂縫，

　　4，　22｝・

　○われらにかわって下町されているのだという気鋳ぐらいはあってもよいの

　　ではないか。（’世，5野39門｝

〔～でぼしい⊃

　○～，今後の，将来における弁護士がいカ・にあるべきか，密だ，あって醸し

　　いかといういわば将来論，灘懇論と，～｛溝，5，5玲

（～てや二三⊃

　○～，つねに不安定を求め℃や蜜雄精彿にとっては・～《入，5，8㊨

⊂従っで就。の（接競詞を構虞するrて」）

　○ゆらいソ連の外i交政策綜実騨本鉱である。し彊がつてペルリソ封鍛がソ連

　　に之って何等の利益をもたらさない状態に．なった挿金，瓢帽にこだわらず

　　それを捨てること紘題に不思議ではない。｛棄，5。7，鶏

○現に．，中央財政に廓ける公共庶オ〈事業費の燭滅が，六・三制関係の建設墾

　をゼロにし，～，一・切の蟻牲負鐙を攣童の父晃その他一般馳：方疑：に．彗鐡し

　ているではないか。かくして，ます貸す鯵：澱な国書：斉屡が儀賃銀，失業，破

　熊1こ．より，～，餓死的状態に追込まれている。　｛エコ，5．11，10＞

○なお薄地の亀のや上畿立のときはン懸のよ5に蟄布を趨し，漫廊，縫込み，

　三1三縁窃の三枚を，畿霧の方を見て縫霧の際にぐるつとミシンをかけ，霞烹

　　1）の態端は，＝二顕1ほどミシンでぬっでからpか～3ばらないよ5に布を裁ち

　落します。磯うし剛幽布も共に搬うことによって，形のくずれないボタン

　孔ができるのです。〔婦：友，6，7鋤

○もし今煽，枇評i家たることの不幸があるとすれば，それは現代の縫塞の一

　般社会人のうちに，嚇して政響胴や科学者の5ちに，鐡評糖神が生きてゐ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　艦
　ないからであり，～《入，5，85）

　　　　　　　　　　　　　　（83）　　　　　　　　　　　　　　て



○二二の問題，すなわち，前任地に．おける登録欄限の可否ほ，なおさら，理

　　論の問題ではない。而して，敵策の聞題であるとするならば，それは，そ

　　の霞標を，どこに，どう置iくかに．よって決定される閥題である。《法，5，

　　51、

1⑦補助用書に蓬；なる用法。　（動作・二丁の様態の描写）

　○～，虞動車は付近の引照川堤防にi鴨りすで》あった《朝，5．19，藪》

　○～中共軍ほ華南の心繊部へひた轟しに進撃を続けてお鞍～《東，6．6，蒼

　○肝を冷しで呆然として見上げでい趣晃物入の言上で，少聯たちほユラユラ

　　とブランコにゆられながら徳意そうに．手を振って笑っている。　《キソ，7，

　　32一．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　ゆ　　ゆ　　　り
　○濃れて潔たら，初め一さじくらい御飯粒を入れてお憲じりにし，～（婦：友，

　　6，86）

　○門人の識実が軽蔑される社会｝ま陰滲な弓田の趣立のうちにみつから亡びて

　　ゆかねぽならぬ。《入，　5，85、

　○～，ミシンの一方の糸を響いて二本でし∂かり結んでおきます。　（三友，

　　6，73、

　○一入になったディックは，すつかむ憂欝になってしまった。《映，6，13）

　○～，糸のむすび賛を片はしからほどいて燕騎ますと，～《ひ玄，6，54》

　○離乳にか」るときは，その箭に医師の診察を受けて赤ちゃんの栄養状態を

　　調べてもらいましょ5。《婦友，6，86］）

　○～，ガン古の左うでの，おかあさんが持たせてくれた時計がきゆ弓にジリ

　　ジリヅと鳴りだしました。《口少，6，421

　0ここにおいてもわれわれは♪われわれの言いたいと愚うこと，したいと思

　　うことを，そのまま言ったり，したりすることによって，われわれの自霞

　　が現異になるのではなかったことを，あらためて恵い繊してみなければな

　　らない。《鮭，　4，32）

　○～，年甲斐もなく馬鹿な学生みたいな恰妊をした靱態度をしてみせ愚が，

　　～《映，6，13）

⊂～で蒼・でる⊃（動侮・作用の継続していることを表わす。「ている」

　の熱唱した形。動詞，助動詞の「せる」「させる」「れるJrられる」

　の蓮規形につく。）

　（栄然形）

　○「まだだれも来てないのね一。」く少女ク，9，嘆0）

　○「疲てられますかね。」《薪，IO，8》

　（連罵形）

て （S4）



　○「これで単袖でも蔚てたら，一と晩で赤むくれよ。」《世，8，76b

　O「なんだ……，しんだふりをし町たのかQ一擁幼ク，8，3ゆ

　○「知ってますみそれがあんたの持論でしょう」ぐ壁，8，62》

　○「おや，えらく，考えこんでますな。」《キソ，6，89》

　○「い．kじゃないの，ぜ戯こ誰ら聞いてやしないわンあの頃はあんなに歌って

　　下さったのに，勿外：ないわ。」《ひま，10，68＞

　○「樫村の奴，今慶にあの女膀にほルたうに惚れてやがるらしいねえ。」《入，

　　9，　61一｝

　（終1｝二形）

　○「まだ白ばっくれて劃《キン，7，19）

　Or杉ちゃん，ウンメイと．い5ことを知って轟？」《銀，7，36》

　○「そうとうこんで馬な……」《買マ，！島40》

　（連捧形）

　Ol而あのね，きょうはね，泳ぎ競争でなくて，だれが一番長く水に．つかって

　　ることができるか，その競争をやろう」《銀，8，30》

　OfHptからお金：を送って貰って趨人たちは，フランが下るので喜んτ愚ん

　　だ。」《文，8，58》

　○εまるであばれう：勲このゲ膿欝ようだ」《少薙ク，11，53）

　（仮定形）

Orたし“そ5思ってれば膚然に向うに通じてよ。」《スタ，6，41》

　（命令形）

○「やい，いくちなし，でっけえつらアすんな，すっこんrr　9，みみずやら

　　う＿｝　《新，　7，　51》

〔～貿らっしゃる・でらっしゃ釜⊃　（「てる」の敬体。動詞，助動詞の

　「せる」「させる」「れる」「られる」の蓮規形につく。）

　（未然形）

　○「ちょっとここで休んでらっし飾らない？j《資料外》

　（連fii形）

○「あなたは始めをこは饗をピンゾ叫こ揃へてといふや5なことを零ってらっ

　　しゃいましたね。」《文，7増，36）

○「どこへ行ってらっし鞭ったの？」《資料外》

　（終止形）

　○「聞いてらっし争ゐ？」《i寳心外》

　（連体形）

　○「我慢してらっむ癬みのよ。」（婦朗，6，26｝

　　　　　　　　　　　　　　（85）　　　　　　　　　　　　　　て



　○「お父さまが，麿吉ちゃんのこと，とても気にしで，待ってらっい轡趣ん

　　だから」嬢ミ，7♪7塘

　　（仮定彩）

　○「たいした時聞じゃないんだから，晃℃感つし趣ればよいのに。翼資職外》

　　（命全形）

　Or～取りこし苦労をしないで7まあ待って撫つしゃいよ」　（銀，7，52＞

　○「おりてらツし鞭いツ」1｛少女グ，：ほ，1－6i’e

｛見℃煮輪。帰っ駕來篇e’tc．⊃

　○批評糖神が確認から逃姦し♪現実の継整を遊離しで，いたづらに悪徳環に璽

　　してゆくことのうちに，ひとびとは麟人の誠実の限界を見てお癒♂入，5，85！

　○ところへ癖って選たのが，遠計繕師の弟子です◎（野少，6，4ぎ）

　○～，折鶴たちも，我を争ってか允って糞て，tW沿ま，6，5讃

＊（～って⊃（形容詞および形容詞型の勤鋤調につく暗，この形を：とる事

　　がある。）

　○「～とても，もうあの瀧へは顔を出せませんから……恥しくウて……⑪」

　　　；コ～マ，　　9，　！07》

　○「魔法使のおばあさんじゃなく祭て，アルプスの翻女なのよ。」《少女ク，

　　9，　4．2t｝

＊⊂～蹴いでり

　○「ぼやぼやし置いて震からもおねがいしてみてくれよ！」《婦生，12，123）

　○「そんなこと気に．し離いぜギさいよ」蟹霧1颯，麟，86》

　○「それを導くと，腹を立て整い℃はいられない。」　（資料外）

　〔H〕　絡勧詞（「つて」の形を？？oとる。）

①質問・｛鋼〔鯉縛甫。藪趣形智慮の灘彬につく∂

　○「坊や，聞え℃，お母さんの鳴らすガラガラよ。」（鍵，9増，141》

　○「あなたに見えて？」《宝，9増，1431＞

　○晒条さん1舞鯨ことばね，東京1こいらしたことあって？」〈少女ク，8，26》

　○「あなた，これが欝ずることができ耳て！」《蜜，e9増，143＞

　○「すてきでしょ5？　胸がどきどきしなくって？上少女ク，12，66》

　○「茅野さんが見えていなくゆて？」紙幅，6，28》

②禽己の立場・懲見⑳蛍張。⊂膿よ〕の形。（女性専用。漣用形につく。）

　○「さう，二月ごろ褻ではたっぷりかかってよ。……」《八，10，104》

　○「あなたは大学の総々蜜にいらし・：・たほ5が癬含ゲ’cr　Skj　l誰，9増，難3》

　○「お聞きになったら，なるほどこれが詩入といふ者かとお思ひになって盈，

て　　　　　　　　　　　　　　　（8s）



　きっと。」ζ蜜，7増，惣｝

○「私，おねがいあってよ。それは，『ふたば臼説』の風子ちゃんと尭子ち

　　ゃんをそろって幸福にしてくださいませ。」（少女ク，12，12嬢

O「妙子さん，きっとあたしがすみれの花をしのぶ草とよんでいることにさ

　んせいしてくれてよGjξ少女ク，6，49）

○「火野さん，唐分では詩入だと丁丁ってみてよ。」綻，7増，14》
　　　リ　　ピ　　ご

○「逓やくにでもなって，ちょ5ほ5がられていてよ，きっと二二，8，

　38）

○「あの丘の5えに行くと屯つとすばらしくって胡《ひ董，7，66）

③依韓。　（「てね（よ）」の形をとること竜ある。「なV・で」ともなる。）

　○「：先生，こんどおまXごとのおもちゃ買ってきて！1（婦生，2，鋤

　O「水をくんで一一一◎」と，みやこ漿1は命令した。（少女ク，3，！2餅

　○「あんなところi：．k，・る　ちょっとまってえ！」《少女ク，3，76）

　○「だ，だれだ！」と，低音の二部合曝がさけべば「助けて允！」と，こち

　　らはかれんなソプラノめ＝部倉唱。《少女ク，3，62）

　○「ね，じゃ，ほんとうにいらして穏。」《少女ク，3，54、

　○「そっちの大楓r一把，玉ねぎが三箇，タマゴを：二箇，これつ1ナといて綴」

　　（婦生，2，80）

　○「ついでにガス台のおねだんみてきて澱。」〈少女ク，3，63》

○「ね。ガスπンvかつてきてよ。」《少女ク，3，63）

○「ゆ弓べのことは腹を立でないでね。」《薪，6，11帥

欝3．で（格助詞）

①雪像・作溺の行おれる室閣酌な鵬漸・舞台。

○一九四七年九簿にアメリカで封切以来，興業成績のベス5・テソに入った

　喜劇である。《映，6，玉2）

○～これは関康地方て春のほじめに．よく魍る屯のであるが～（科，5，36’）

○～ベルリン封銀および蓮三二ほいよいよ来る十二Hをもって解除され，四

　困外相会議ほ二十慧旨パリτ開かれる。《糊，5．7，王》

○馬i券は買ひよい新宿て！《東，5．29，｝鯵

○室電源Dから繊る瓢波をABCの3点’ご同時に測定すれば～（馨ト，5，36）

○ある縫のこと，彼女は，ナイト・クラブτ趙つた喧嘩の蟻件を扱った。

　　（映，　6，　12）

〇三野一志のじぶんの三三で，二入でかきこむ食事ほど，i美言しい竜のはあ．

　　むません鷲した：。《ひま，6，52》

（S7） で



○広川罠費党草憾長は十九環朝大阪力ら岡出に．蓑いたが，庫中τ滲議員選挙

　法の改正，瞬春の滲議院選挙対蟹および警察舗変改1懇問題などについで弐

　　のように語った《朝，6．20，1》

○背七日午後十一時十分ごろ大躍区大森三ノ七三久験遡子（二二）さんは大森

　：ニノ七口路上τ不測鼠の男に短刀で腹部を翻され，～《棄，5．？・9・鶏

　〇二十メートル亀あろ5かと思われる高い天幕のてっぺんてはハシゴi襲りの

　曲芸が始まっている。《キン，7，32）

○揚幕の前の木Rcくの中τは，㈱頭の馬の上1こキャルマタ姿の少年少女が容

　　密せの二二を振り寮いている。《キン，7，32．｝

　○ウZ：・ストTダーvツと岡．じ灘…にギャザーをとる場合は，三線から約購セン

　　チ入りに．，その無燈によって四玉センチの聞に寄せてとります◎（婦友，

　　6，　73＞

②動作・難穰⑳行あ叡巻抽象酌な場燐・場禰・三態。

○統一ドイツの問題その弛について四回外組会議算ソ連がどんな態度を承す

　　か，前途は容易でない。《東，5．7，玲

○これとともに新制大学の審査τ不二二となった二等専門学絞を救済するた

　　め1こ，学校教育法を敵出しで二嬢蜜たは三三年の短期大攣を設置することに

　　なった。　《朝，　5．6，　夏》

○従ってわれわれは，実際社会生活’むは，穂でも好きなことを審つたり，し

　　たりすることは鐵来ない◎《舞，4，22》

○～空電とは大気中の放鷺現象に．よって発生する鷺波であり　無線工学では

　　”雑X’ilとしていやがられている。《科，5，36＞

Gもちろん博士はr～」と序：文野ことわってはいるが，i・w《批ssv39．）

○また下飼の中で亀山孚し期のは聴に重くなのやすいのです。（二二，6、86》

○プロレタリア独裁の下では，存在しうる敷党はた穿一つア共巌党あるのみ

　　である。《東，5．6，跨

○さら1＝一一部τはその意図は酉ドイツを欧州復興の支柱として再建しようと

　する手段とさえ見られていた。《朝，5．7，◎

○～，治安の確保が肝要になった現在，さらにいろいろの点て啓（正を要する

　　点カミ琶玉て来た　《朝，　6．20，　置》　　　・

○卵ち漫林1轡瑚どは，普遜肥斜区で竜少肥区でも正方形植の方がよい結果を

　　示し，～，北雛11号ては全くこれと反対の結果が見られる。（盤，6，25》

○湿度について見ると低湿てはC燈が低下すると蓄われる。（農…，6，6》

　○その下女判事のマーガレヅトが，彼の女を愛している地方検事のトミイe

　　チanンバレンと遊びに患かけた後篤スpmrpザン億デイジクのアパewトを訪

で （8S）



　　ねた。鉄，6，12）

〔ce　inで・衝鳳てつ（副詞・接続詞的用法）

　○ぼくは龍tsて，寒晒と脚下との癒対性を，さらに絹対的にひっくりかえし

　　てみよう。《八，　5，84）

　○～一大反省を求めるものでなくてはならぬ。ac　tsてわれわれはかって天懸

　　一高校長が：二年勧の誌1雛大単案をkT是唱して敗れたことを思い趨す。　・瑚，

　　5．6，エ》

　○スーザンがまるっきりディックに呼気なのを知った～のtt’一ミッシユ薄

　　士は，ディックに珊を丁令すれば，スーザンの心の傷手は金涯癒らないか

　　ら，スeザンが彼に飽きるのを待つ方が審策だと云った。そ：ζでマt一“ガレ

　　ットは，ディックに対してスーザンと交際すべし，と云5命令を下した。

　　（映，6，x3

⑤動作論行う重捧燃しecの組織・三体。

　○気象台でほ東京（大灘鰻）四馬　暮し幌に設置の予定で工事を急いでいる。

　　ξ零斗，　5，　37）

○第工図は，福非県農事試験場て調査した長方形植と班方形麺の稔の1株韮

　　数に就いての生育絹の絹違を示したものである。（農，6，25．｝

○陸海軍τは紐帯作戦の贅料を響るため室電測定の研究を続けていたが実効

　　の上らぬうちに敗戦となった写実は一般に知られていない。1科，5，36》

○大森羅τ調査呼1であるが陶女は銀座の喫茶店につとめ中押の途中襲われた

　　もので閣下では鎌漢の犯行と見ている《東，5．29，恥

○～警視庁保安課でほ近く管下回外に通達，極秘裏に内ていしこの種不徳

　　業者の騙せい獺発を行5こ口になった練：，5．29，R＞

○滲議院先陣選挙法の改班については，衆議院の選挙法敬正委員会および民

　　霞党Wの選挙法改正委員会の両方丁研究を進めている　（朝，6．20，1）

O闘錫肉の行政院長指餐について淺地溝憲筋τは，政府蹄蛍に入物が払底し

　　たことを示すものだとみている《東，6．　6，玲

　○またアメリカて’はこの方法を引きつぎレ”ダ・・をも撫えてハリケーン（台

　　風）の進路を測ったがそれが測濫駈め記録と殆ど一致しているという報皆

　　さえある。　（孝嘗，　5，　36）

④勤俸の行あれ釜時期。（「現在では」「今鐸では」のような限られた語）

Oこの研究は1936年頃イギリスのW。ワヅトらによってはじめられ，現在

　　では饗一ロッパ酉部や北大西洋の不連続繊や低気圧と室戸の関係がかなり

　　詳しく調べられており～《科，　5，36》

○八聞が灘のように幽を飛ぶとい5ことは，今譲ては溺段誰竜不思議に思わ
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　　　ないけれど亀，数レ年雛までは，科学者の夢だったのだ。（資料夕濤

　⑤期限・限鹿・墓準。

　　○勉の季簾には離乳経過の一一・’　、■　rr進むところで亀，夏雄二三鷹かけるくらい

　　　をこしましょ　う。　（娠｝友，　6，　86、

　　○拳勲王子や卵黄だけの茶碗蒸など1こして，i／a　〈らいずつ増してゆき，約十

　　　貯ご全智一一が食べられるようにします。《（lrf“Z友，6，86）

　　○千万円て売る。（資料外）

　⑥一群・作灘の行あれ蕊際の状態e態魔・立場。

　　○雨は，きりのようなご寮か～き’r降りこめています。（ひま，6，52）

　　○飼1こよって沢枝鷺はリスのような素早さて，車をとびおりると，平戸番に．

　　　話をつけて天幕をくぐり載けて行ったe（キン，7，32）

　　○～これを一定速度て園転させるもので～　（科，5，37）

　　○～この状態で結束してゆけば野党勢力の建酸しが可能であると観測して

　　　いる　（東，6．6，　1）

　　○そうしたま鼠て，時間が経ってゆきました。（ひま，6，5㊨

　　○璽茶店の菓子やスシなどが問題になるので，近く新しい規賜を出し，ヤミ

　　　鹸をつかった一一・eeの加工贔の製造，販亮を厳禁する建前で運蛍をさせる

　　　《朝，5．　z9，丑）

　　○～結局これら三野や危険の多い途を遜けて，不等定ながらも連携愛協に．

　　　よる形式rご与党戦繊の強化を図るほかはないだろ5　《東，6．・6，玲

　　○～予算面にほ，この補給金の形丁のみ出ていた。《ユコ，5。11，1①

　　○～，何となく：口入だけて話したくなったので～　（映，6，13）

　　○当臨彼らが，適当な金融機関に不冑由しているのに気がつくと，三牽匹膿i

　　　の若さτ，サンフランシスコにイタリー銀行という名前の，小銀行を創立

　　　した。（キソ，11，123）

　　○われわれは平等の立場て平野利益，韻互緯重の外交関係をたて，全世界の

　　　昏国入畏と友妊合作を行い，野際聞の通商都業を翻復し発展さぜて，生騰

　　　の発展と経済の繁栄を達成しなければならない（麟，6．20，1》

　　O何となく晴ればれとした気持で，｛奨は沢枝鱈と顔を見合せてうなづき合っ

　　　た。（キン，7，32）

　　○～，ディジクは彼をからかう積りで喉はスーザンを愛してるんだ」と

　　　宣言した。《映，6，12》

　⑦手段・方法・選興・材料。

　　○翌鍵ビーミ、ッシユ博士ほディックを訪れ，彼が昨夜の楽件で気を腐らしs

　　　飛行機で雄に出る事を知った◎（映，6，王3》

で　　　　　　　　　　　　　　　（90）



○大阪堺筋で玄る十匹撫正午ごろ女事務員工入を欝動車ur襲い，銀行から引

　出したばかりの現金約六万円を強価したギャング國纂件があり，～（朝，

　5。19，丑》

○下賜1｝へ鷹話て訊いたが行方が判らない。く映，6，12》

○この輝線を特殊のカメラ剛胆労しこのフイルムを使って電送野糞などを応

　　幽すれば｛・（科，S，37》

○彼女はヴュイル’ど顔を隠し，ヂイツグの母親だと鶴って彼に臨会に来たの

　　だが見破られてしまったのだ。繊，6，13）

○しかし，すつか魯駕のつ竜りになっている催眠徳鰍ま野馬のくせ豪であら

　　わして，あと足どポカリッ！（野少，6，4斜

　○さて，由黄ヒは，～，鰹干に，配属はしの雷葉τ，赤ちゃんは，男か，女か

　　と聾霧く　と，　rw　〔1文，　7，　80》

　○もう一一一・・｝X’，譲ゴよりほ大きな声櫛ごに望∂ごますと，　rはい。」と，低い，し｛繋りだ

　　すよ5な声で，返禦がきこえてきました。くひ蜜，6，5動

○欝洋在黎中聖人の大立物陣嘉庚氏以下南洋中国入代表一行は香港から海賂

　　天津経露τ四欝北平に劉煎した　（寡ご，6．6，玲

　○手近よく舞かける鋤替のところ1こピンタックをあしらったものは，ちょっ

　　との扱い方響乎際よくゆきます。（婦友，6，73）

○主食は，観測を・聖簸の水りご献かく煮て裏漉にした濃爆下湯から始めます。

　　《婦友，　6，　86》

○非常に栄養が悪ければ，牛乳や造麹欄などτ栄養をよくしてから始めなけ

　　ればなり憧せん。（婦友，6，86》

○・W，数絵をみている眼が，涙τうるんででもいるようなのです。　《ひま，

　　6，鋤

○小騒の駅象冤物入て満員だったが，～（キング，7，32）

○こいつのおかげで，犬のまねをしたのかと恩うと，二入とも，くやしさτ

　　いっぱいです◎（騒少，6，43，

　○学制上のi形式を整えただけセ教育の内容：もこれにともなって向上すると考

　　えることは大いなるあやまりである。《朝，5．6，玲

⑧理由・樋継原因・動機。

○中口概務懇の汚職纂件を究甥中の衆院考査特劉委員会は～などについてそ

　　れぞれ証嘗を求めた，これ丁浦職，中野魎汚職善遡二の全容がわかったので

　～（東，5．29，醗）

○子供海ちを敬ft喰い物にしておいて，　「膨三法」て子供が使えなくなると

　邪魔滝の暗い1ごしてポソと捨て混、まう。（キン，7，32）
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○こいつのおかげで，：犬のまねをしたのかと思うと，二入とも，くやしさで

　　いっぱいです。《聾少，6，43）

○代りにソ連としては米英仏が統一ドイツの処理でドイツ人の不満を買うよ

　　うになる方が利益と考えたのであろう。《東，5．　7，玲

○畢買の訪問’鷲ほのぼのと濫められた私の心は，こ5した熱い新りの心で

　いっぱいなのであった一《婦友，6，27）

○～シドニd・シェルドンほ，～を書いていた人であるが，この一作で四

　七年疲の書下し脚本に対するアカデミイ賞を獲響して三軸を浴びた◎《映，

　　6，　12）

○翌齎ビーミ・シユ博士はデ／・クを訪れ，彼が昨夜の事件で気を腐らし．

　飛行機で旅に撮る事を知った。《映，6，13）

ζそ劇で・ところでり（擾続詞的用法）

○お嬢さまの三二は，と振返ってみましたが，もとより夢のことで，そんな

　　ものがあろう筈がありません。　天井や床の間の折鶴も，一一羽もみあ1たむ

　　ません。モれで夢だと自分に鷺いきかせても，数絵は，夢にしては，あま

　　りになまなましすぎる感情のもってゆき場所がないので則りました。《ひ

　　一ま，6，54㍉

○いひぬけのたくみな挑評家にとって，い？たい門人の誠実といふものはど

　　こに賭けられてみるのであらうか。とζろで，ぼくがこれまで語ってきた

　　ことは，たんなる《翫評象の精神》にすぎぬものであったのか。《人，5，

　84）

〔で〕（接続詞としての用法）

、○「で，父は，どこにるるんですか？」《世，12，72）

○「ところがあれは，はじめおこられた。で；理科学と自由に対する一考察』

　　とつけたした。」（婦画，　9，86》

〔では・で癒〕（接続詞としての用法）

○「入口問題の三二法としての遜雄竜大切であのますが，これはちょっと微

　妙で複雑な問題ですから，今Bは虫として幸福な家庭の設計とい5面から

　遽姫のお話を願いたいと思います。では遜妊薬公認｝こっきまして摩二三の

　一丁田課長から始めて頂きましょう。」《婦劇，7，46》

○「おやふくめんがとおる　で愚白ふくめんだからちがうね」《少年ク，11，

　　14）

○「私達，でも淑やかな女性なんですのよ，普段は，……」《スタ，8，16》

3曝・で鷹（っτ嶽）

てば （92）



〔1〕　係助詞

◎改題として人を提示し，語順・難詰の菊象とす番。　（「たら」に同

　じ。）

○「父さんてぽ，雰ん坊に言5みたいなこと，おっしゃるんだ亀の。」（資繋

　外。》

⊂II〕　終助詞

◎注慧ま促がし，むれったい気持で呼びかけ釜。　（「たら」に阿じ。）

　○「これを塗つときゃ血が止るんだから，お待ちってば……」　《スタ，7，

　71＞i

　O　「オλえって1き驚憲■■・一・o」　《ノ7J済女ク，　10，　32）

35．ても（でも）（接続助詞）（（蓮用形につく。形容動詞にはつ

　かない。））

①未成立の；事がらを成立と仮定して条件とし，内容上衝突する後件に

　結びつける。　（仮定の訓説条件。）

○いまや圏民党軍は正規，諜正規軍のすべてを合せても五十万人前後しか残

　　ってし、なし、　《朝，　6．20，　1》

○～滲議院で否決されても衆議院で三分の二の再可決で押切る覚悟でやらね

　　ばならない《朝，6．2◎，1》

○いやそれ以上に驚くべきことに，たとへそれが存在して竜，その言説はひ

　　と吟の実際膨面をも左有しえないではないか。《人，5，85）

○私が何菖何千の冒葉をつらねて交章を書いても，こ員こ鵬げた多美子さん

　の綴方ほど「母」なるひとの萎を，心眼の慈愛を表現することはできない

　　のだ。《キン，11，1◎3）

○難解な鷺葉や句を一々掌引きでせんさくしないで，飛ばして読んでいって

　　も全体の意味はよくわかる。《キソ，11，92》

○この春にも，先頃辞職した大統領直属経済諮聞委員会委員長エドウィン・

　　ノt・一ス博士が，七％までの失業i肇は「正常」だと雷明したことがある。大

　千二百万の労働入口からいえば，四蘇三十鰯万人まで失業が出て奄r正常」

　だとい5ことになる。《朝評，三2，21》

○科学，殊に社会科学の著書にほ，今矯不幸にして低級な党派挫が余りにも

　はなはだし、くあらわれている。』例えば，各・：方面の有識者の意晃を求めた上

　　で，さらに審登するという方法をとっても，極めてすぐれた本がはずれる
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　　恐れなしとしない。《磯際，12，墨》

○今臼のイギリスやアメリカやインドに率共に餐する透徹せる認識を求め℃

　　も無駄であろう。《確評，12，35）

○革命鵜勢とは，敵の抵抗や裏切分子の毒害があってち，それを十分無力化

　　し5るような情勢を雷うのだ◎《朝議，12，60）

○逐電が少くて輔巴っている小晒な赤ちゃんならよいのですが，～《嬬：友，

　　6，　86｝

○・・V無理をして四年捌の学芸火学にしなくても，このこ年制の短期大学で

　十分こなされていたのではなかろうか。《朝，5．6，鳶

○だが，彼の性格には一襲戦闘納なところも大にある。仏さまどころか，阿修

　　羅一とまでいかなくても不動明王然たるところがある。（キソ，11，89》

　○しかし，風琴と，小さな中臨の田舗で，小謡校の先生をやれるのかと思

　　うと，二三年：房露；に帰れなくて奄いいとさえ愚われた。《キソ，1／，83）

⊂～とし恐も〕

Omから外へ声になって鐵たか，嵩なかったのかわからないほど，禺たと影

　　てもそれは，低い声だったのです。《ひま，6，52）

　○たとえば蕩チフスに．一度：かかれば二礎かからないとか癒疹（ハシカ）屯た

　　いていの入が子供の時に済ましてしまって二度羅る｛斑は稀であり　たとえ

　　二度罹ったとして嚇その時は初めとは比較1こならないくらい軽く経過する

　　ことも犠≧よく知って＝いるol矛斗，11，35）

　○これも労鋤党内閣として到底とり得ない方策だし，またとり得たとして嚇，

　　労働組合の強い反撃を受けることは必盗であろう。《キン，11，k4・6）

○裁潤で無罪とき馨ったとしても，それまで，残された家族などは，ひどく

　　みじめな患いをしなければならぬ。（朝雲，12，43）

　○薪聞は，たとえ事実をii蓬難して報道すること1まないみして幽，報道の仕方

　　は様々であむ，これを受けとる入々はこれによって影響を受け易いという

　　のが，この人の主張だった。（朗評，12，43）

〔～にしでも⊃

　○～，これであわよくば西欧勢力をベルリンから締め出し，たとえそれが雌

　　来ないにしでもこれを種に晒欧欄に再び四臨会議を麗かせて対独処置をポ

　　ツダム論定の線に．もどさんとする竜のであったろう。、朝，5。7，玲

○バスでは岡様のことはいえないにして懲　少くと竜大型ボディでは従来㊧

　　構造様式では蹴牲不図で　捌えば天弾力睾あおられた｛｝　樋板が横振れする

　　などの欠点が最戸瞳々麹ってきている◎《科，！1，20）

　○ちょうど試験を受けるといえば　たとえ肖信があるにしてもやほり気持の
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　　よくないのと同じである。（科，11，36）

○しかし台風限の写輿の説闘にしても　わかったようなわからぬような諒解

　　のしかたになる　そんな解説が多かった。（科，11，58）

　○こんどの二三teしてら決して強いるのではないとくどいほど云われている◎

　　（キン，　エ1，　1．？．51i・

⊂どう（なんと）しで｛も〕

　○～，これがはっきりしないのに勝手な方法でやると，どう払て嬉失敗しや

　　すいのです。《婦友，6，86）

○そのま密，夕暮が近づいた。今臼はどうしても，夕飯を食べて1、・っでくれ

　　というので，もとより私はこぼまなかった。《キン，11，8◎》

　○みんなから鑓本の曝を，と三四された。けれどももともと1歌譲の類に舞iの

　　薄かった私は，どうしても謄写な唄を思い拝せなかっ～こ。（キン，11，’81）

　○戦後から最近まで，共薩党系のi別動継含運動（～）の優勢は，然ん志して

　　噛・争われない事実であった。しかるに今や箔勢は一一円し，また一一変しつつ

　　あるとi蓉ってよい。〔韓評，ユ2，58》

〔なんと餐喚っでも⊃

　〇六…蹉襲脇激育は鰐といっても動かすべからざる圏民敦育の蕪底である。

　　〈liiij｝，　5．6，　l　li）

　○今次大戦卸籔こ発達した最もすばらしい気象器械の一つは　何といって憲暴

　　風の発見と　その進；路の決定にレーダー（～）を利場することだろう。

　　《科，11，3）

　○講附連邦の爽の独立拡獄んといっても工業化の四三以外にはない。（朝評，

　　22，　241

　0漏米闘の全区閥は他に比を見ない長距離渡洋飛行である。織といって轟大

　　鱗洋に比べると歴史も浅く　天候その他のデーター一を得る硬も少く縣灘は

　　火きいが　これを克服してかくも安変快適な室路を開引したのに織科学の

　　力が最高度に駆使されているのを見るのである。（遡評，12，7鑛

②既定の蕪がら謹条件aし，内容上衝興す墨後件に結びつけ釜。（羅定

　の遽説条件。）

○（あたしは那珂の家へ行こうとしている……）そう気づいても，もうゆe）

　　は三二：しなかった。（キン，Z1，138）

○それで夢だと寅分に習いきかせて晦，数目は，夢にしては，あまりになま

　　なましすぎる感情の竜ってゆき場所がないので困1）ました。　（ひま，6，

　　54ナ

○～，引きとられてきたのですが，ど5考えても，夢のようなのです。　《ひ

（95） てあ



　ま，6，52》

　○サイパンが陥落して喬，硫黄島が占領されて魯，なおヂ勝利我にth　bjと

　確信して，現契に眉をおおっていた結果ほ吾人の書己憶こなお新たなことで

　　はないか。翻評，12，42、

○ゆめほ隅を蘭じても頭は冴えるばカ・りであった。凌ン，11，130）

○正力往長を戦犯蕾にでっちあげる意図で，正力の中鶴記事が連黙掲載され

　　た。それに対して，正力ほ社長室1こいて奄一町半句の弁駁：交すら黙分の薪

　　聞に書けなかった。《キン，11，95）

○「そいつは飾匠にまかせて鷺くが，あんまりうるさく手を入れねえ方が却

　　って面白くなりそ5だな」そ5云っても，玉1概はまだ不服そうに，矢立の

　　筆を抜き取って，二つ折の懐紙へ侮やらさらさらと欝き轟した。《キン，

　　11，　2．9，1／，

○野風白抽からボルネオーールを舞ろ5とする研究も一応は研究窒酌に絡って

　　いたがワニリンの：r業箋験に全力を尽してかえりみる暇がなかった上に

　　業界の様子をみても　いまとくに急がねばならぬ必要亀ありそ5ではなか

　　つため　　（科，　11，　47》

○元來バスは輿の意味の多量生睦が難しいものであるがその特数盤から見て

　　蚤　この型式は今後のバスの一分籔を占めるのではなかろうか。《科，11，

　21｝i

O良平は会社へいっても仕纂が手につかない。《ギン，11，110）

○靴ほ必ず二足を交互に穿く，買5時苦しぐて6，結局一足ずつ穿き切るよ

　　りずっと保ち馬引い。《キン，慕，121》

○初夏の頃の花壇には，これから盛りにむか5花々の，穿れるよ5な華やか

　　さ三四さがただよっていたが，秋はやっぱり，花は美しくて奄，身をひき

　　しめるさびしさである。《ギン，11，15D

〔～と雷って曝⊃

〇六三制といってら，その六三鋼を一応源鋼的な建苗として受取っても，現

　　実の社会の要求の誌には段階的な歩みをとらねばならない。《遡，5．6，玲

○僕が暮したのは，十一，幸二，一月と冬の三ケ月だつたが　冬といっ℃巻

　湖南省の寒さは：大したこと1鼠ない。《キン，】1，74）

OCIOの顧門経済学者ロバート。ネーーザンほ「不況の経済学」一hい。

　　て＆，不溌を招来する経済学ではなく，不況を翅り抜け，完全三三をもた

　　らすための経済学とい5意味だが一一として知られたrケインズ学説」を

　　藍礎として，現段階におげる賃上げ要求の愛当性を証明する門灯書を公表

　　した。《朝評，12，エ9》

ても （96）



○民岡a饗って愚．意から震まであり，また，大衆と幹部拡下灘でなく簡単

　　ではないe鯉藁乳鷲，6鎗

○回覧鋪a醤つ℃脇…万フィートを境としでそれ以上1まはっき輯亘画風にな

　　るわけ・ではない。（耳掛｝三、12≧，7麟

｛働馳に㌫膿嬉〕（接繍購禰法〉

○ま鵡力回。クの坊さんを呼ぼうといいだし謝入たちも彼等の5ち

　　のある餐がもらした妨に，その国難ミ睡郷的な亀の饗あったか亀知れな

　　い。葡超鵠賢b創一味替与ち，樫翌をL9じた。というの瓢この村噛

　　入たちが少くとも馬立した片隅祉会の鼓を破っで・その伝統麟な交化を変：

　　：幽する積極的な第t一一一th歩を驚みだしたからだ。《朝鳶・捻・57》

　○いや，それだけではない。ついこの鞠，由際家の瓢愚の繋懲で写して送っ

　　た門真まで，凡そ，ゆ臼が一八で撮った圏割という寧真は殆んど全部こN

　　にあるではないか。翫れ罵報て懲，この写爽をいったいどうして友子は手

　　に入れた：のであろう？　《キソ，難，欝勢

○中共の図耕甑処理の基本門門｝が，内蒙霜にたいする場舎胴様に少数

　　畏族の”k治、潅許す線にそうものであることは，いうま懸もなかろうがン

　　鎗憂し驚：して噸彌北の穏族分布甑，あ褻りに庵多鼓にわたり・ソ達との経済

　　蘭，政治露勺凶繊轍，あまりにも深い。鰯玉評，12，1鵜

③あ盤榮轡鵠麟瓢灘、い肇で曝畳⑳条件急内響上欝奨愛懸鼻灘蹴結黒

　が生ず釜，凹い勢轟態鵜呼野第三鈴簸添す。

○外の家入が近づいて徳私が寄って臨驚いて逃げてゆく鶏が・ふしぎ・多

　　嚢i子さんが蕃をさしのべると嬉々として購うから窟って1くる，そしてその

　　手にピョソと飛び莱るのである。《キソ，！1，1◎3；》

○聚三偶文筆どXt　g」の蟹讐瞬鍵をもって脳ことである。四維な樋灘

　　に灘遇し舗灘肌たり溝極納1こなった制することはなも癩侮なる頗境

　　に癒入っ町も意字に流れない良い翠償と，つねに進んで焦く意志の強繊さ

　　とを持っている◎（朝評，黙，＄7ン

○騨納の励ζ』万…蔚η一一トの高簸でも海顕と蹴に保たれるb：万

　　載千フal一・トに上ゲご態，な黙かつ海援三千ブィートの讐腱に課たれる。

　　《覇評，12，68）

　○一？・一シャルmプラン嶽その軽質の一つとして外國為替鰯魔の一1融㌻i嘗距と

　　い響町を持って購，七回き；外麟通貨で行われ魑，支払いe＊・すべでF一

　　ルで為される◎ミエ澱、鷺．x，欝》

○このほか灘妙～拠が婁謁がこ恕穰や霧があっ驚上磯の風向風速
　　が測建できる恵の一・tS　これら㌔葱滋1湖器の出現は気象学に一漸紀元を画そう

　　　　　　　　　　　　　　　（97）　　　　　　　　　　　　ても



　　としている。《科，11，26）

　○雛でも窃分がいくら負けても，霞分達の綜婚の威功を計らな娃ればなら織

　　と決心したら，必ず失敗に終ることはない。（キン，kエ，33》

　○それで軽合金を使って極力車体を軽く作ることほ入手髄羅は高くて癒ナ野

　　償うことが考えられるのである。《科，繋，鋤

＊〔一つ黙止〕（形容詞および形容詞型の助動詞に接する場含，この形を

　　とる膿：がある。）

　○　「v、ぺ，，　議書…なくっrご遥）　V、㌔、e＿］　《新，　1◎，　16：》

　○「食べて行けて屯行けなくつて懲，あの入からお金を｛｝鈎るの騰なの泓

　　一一．∫く嬬友，6，58）

f・：

@（一で懸コ（「見ないで魯よい」のようにrない」につく使い方）

36。で癒（無縫詞）

①揺駕爵鷹副い囑禽謹置傘鷲，盤⑳囑禽蕊響鱒賦顯難処瞭愚羅・で⑳撮

　懸。（rでさえ」の意。）

　○鰻子蝋，い壱まゆる窪画人』でほなく，～髪の毛ほ，す鳳し回せ渥がある

　　ので，ゆひたての時τ臨，農閏の『まげ』が，こころもち，投げやったや

　　うをこ晃える。《文，　7，80）

○致廃軍全兵力は現在τ亀蒼二十五万ないし百覧十万にt鍛，～《東，6。6，亙》

　○そしてそれからても既に齢年を腿しでみる。《農，6，25）

②勉⑳一撃⑳野禽亀町う購うではあ鵜瀬，結慰ま側弊激墾潔窯い，轟

　三野よ多な窮物驚握承す釜鵬禽。　（「だとい～であっても」の意。）

○生後七八ヵ月以後になると母乳の分’泌の減ることが多いのですが，この為

　　きは嚢の鷲だけは牛鶉，月下乳などで櫨い，激から離乳を始めた方がよい

　　のです。しかし辱・馳や出羊駅が手に入らなと滑τば，：夏からで癒溺蹴にかtS

　　らねばなむません◎《婦友，6，S6》

○雛の挙卸｝こ1爵雛乳経過の一一賢で進むところ’er　ig，：翼は二三黙かけましょ5　cr

　　綴抜，6，86》

○～そのような圧捌τ囑，多くの人々に．とっては，た：がいに畷争・しでいるよ

　　動竜，むしろ助けになると考えられるで＄一，ろう。《搬，4，22》

○～，罵法陣触挫の修習を終えない暫て噛，霜の標準繍と溺等叉はそれ以上

　　の筆管として認むべく，～《法，5，51＞

⊂讃ん蹴～で曝〕

　○千鶴子のい凝い人生は，どんなたのしいことがあつで亀心の底から笑えずs

　　ど轟離おいしい亀のて曝，鎌わっている気がしないのでし編《ひ乗露6F

でも （gg）



　灘》

③塞堂i欝⑳霧難平鵜・灘い鷲，憂懲鷲驚黛轟もす。（「伺でも∫ど飢．で制

　「だれでもjrなんで亀かんでも」など。〉

　○一，われわれが見たような，韓監置欝い，何τ噛することが出来るとい5

　かたちでは，～《世，4，22）

○われわれlx，実際の二会生1鴛で鳳，灘噺愚好きなことを鷺つたり，しため

　することは抵脈撫“o轍ご，4，・22）

④鯉ac：，よ鱗灘蟹蹴㌫庶出懲離鴫油谷姫が，＆い参戴嬢盤讐タ鵬禽

　め膿，灘馨麟：物続粥灘麟罵提灘露営。幾張，撫タ轡嬰撫篇識アンλ

　懇感ゆ器菰が轟欝。

○ところで難窺博ニヒ雑，BC戦犯に鰐しでは，その疑名と刑の執贅欝蒔の徳

　に，鰹く不必要と愚われる鵜入の出身勉と遣族の佐所厨餐年齢までくわし

　　くしるし（縷三文聞蟹鷺せという意籔だろうか）またA級については～
　〈一lli：，　“：：，　39＞，・

○～，まるで尭聯の藻華けんらんな金騨風て嘱めぐらしたような，篇花の険

　きにおうその融点の5つくしさを，～《ひtff　6，52）

○持続海面ほユ痴秒難論であるから愛シPtグラフて制吏わなければ熱型の

　鰻灘霊難しいe斜，騒，37》

37．　藷

⊂n　格融講

①糠縛柵工…素餐。

　（aj）霧兼，耀蓼・鍵燐慧蕊廠饗翫愛難勲樫・難用・状態の癬番・興

　　濁：警。　（激手・置凄擾えの対象などを含む。）

○彼女垂旗そこで，　ヂE　ックゐ会50　　《映，　6，　！3）

○そこでマーガレットは，ディックに対してスーザンと変際すべし，と激う

　命令を下した。繊，fi，！3》

○～，潟くゆかしい欝屈が、鱈い櫨臭みとけあつで，～（ひま，6，麗》

○僕三沢撲鴛轟顔慶舞脅せてうなずき倉つた◎《キン，7，32）

○～，犬養氏占行鋤を興にずる亀のほナ名ぐらいしかないと思う《朝，6．

　20，珍
○～，鱒覚ほ斑霞覚ゐは羅対合擬はしないと声押している反闘，閣外協力の

　態廃を俵然鱒しては濫らず，～《東，6．鶏　夏y

Oいわゆるプwレタ）アの独裁a膿びついたところの共塵主義は鯉《嵐

（　［｝9　） と



　　5．　6，　1＞

　○サーーカス団のずロツキ共ゐ豪っても，噺乎，この非道を暴かなくではなら

　　ゐごし■o　（キソ，　7，　32）

　○薪内騰は「戦争内閣」饗あって巾典もは徹陰酌に戦う決意である　ll束，

　　6．6，　1ti・

　○～四二でe＊　nt　一一　v？ッバ三部や北大繭洋の不連綾線や鍾気配為墜遡：の鎗係が

　　かなり詳しく調べられておむ從来の気象銭箆溺の鞍果と醤照しで将来性のあ

　　　ることが異証されでいる。　（科，S，36）

　○しかし爽質は，他の条件をそのままにしての繰入金簿エ｝2は，縛別会計にそ

　　れだけの負鎧を煎重することであり、建設公億の≧簿徐鑓隈轟二丁って，特

　　鋼会計は践り立たなくなる。　ξエコ，5議エ，鶉）

　○思想まもと竜と行鋤と麹互：連醜をなす愁のであって，～（糞，5，3鯵

　○「米と交換で磯分な衣料が農家には流れこみましたからね…jlC　V；マ，7，6◎）

　OdW，特別会計竜独立採算姻をとらせで，串央財政と形式約に羅繊し，～

　　　（エコ，5．1エ，Io’）・

　○そして以上の纂柄に憾化野爆即ちう鷺愈滅↓つながむがあるとされている。

　　　膿，6，6）

　○凸型室中線ほ枠と平行な到塞電鞍があれば感度蝦：大で・・・…《科，5，37》

　○激絵は，千鶴子為一謎に難伏し℃いた襲）の僧醐に～くひま，6，54）

（～翫の～）

　○遺三子との関係《農，6，β》

　○宇陀党eの握：携にほ，難脇をy：」ミじ（いるカ㍉ハ〆引見，6，6，王》

　○その夜V・”一ガレットは，ディックを7・　rvザソみの交際から四三させ様と愚

　　　つたし，～（映，6，13》｝

　○～ジsc　M一ジ。キリオン澱ほ黒鐵夜東京か¢）割興したが，中共拙⑳こんこの

　　貿易ほ葬常に楽観できると次のように述べた《東，6．6，更》

　○この危険感から，ソ運はべル1）ンのi毅鎖を解除し，灘1欽測轟懲濁交調整を

　　添翠するに至ったとも見られるのてきあゲく，～1：朝，5。7，夏》

　〔：～藷呉鵜⊃

　○そのとたんに溢れる様なノジク醗蜘鏡チ晶ンバレソとマーガレヅトが飛び

　　込んで来た。　（映，6，13）

　○～従来敢締当局から余の重視され（いなかった籔塩瀬養が監視のスキに乗

　　　じて講：瀾の声蕊共鵡料理醸，待會等驚飲食店と岡様享楽瀬の域に進出，

　　～《策，5．29，翼》

　O夏の下痢は，冬の肺炎轟典榔赤ちゃんの二大強轍といわれますe　《婦友，

と　　　　　　　　　　　　　　（2ee）



　6，　86＞，

○～翅圏外縮会議によっ’Cソ連1凱単灘気態嵐藤香翠に承ずとと麟撚，北大酉

　洋条約に雑5米驚の醤命索三男緩比熱の冷薄鳶講凝1してV・るであろう。（遡，

　5．7，　1＞

（切必ずレも心癖の巽認籔必要草し蕊働挫・舞稽⑳典壷網。

○そceで彼女はチ・・ンバレン毒ヂ拶クのアパー1・へ行った。《映，6，12》

○遂いにマーガレヅト夢繕臓を著してヂィツクに，「貴：かつて人は，どこへ

　行っても駿ぎを欲す愚なのねljと云ってスーmザンと嬬る。　（映，6，！3）

○その晩女旧劇のマーガレッbが，彼女を愛している地方検事のトミィeチ

　　Luzンパレンと遊びに綴かけた後で，～｛映，6、12）

②臨較の違i準義監ノ同一賭象。

○いわゆるブ凱ノタジアの独戴と繍びつい九と菰ろの共種蟻は～民主主義

　　｛S．（X’非常に違った性格を持っている心　糠、S．6，亙》

C＞「私の修学蒔代と巾しますと，宮様ゐ少々かわゲごおむまつ卿。．」魯，6，27》

○従って栽華翼境によつで，疋方形擁のががよい結災をもたらす場含払そ

　　れとは反対の場合とが生じる。　膿，6，25》

Q～，ぬい．t｝：　1）　CX7a’ダーツと岡じ要籏ですb　（婦：友，6，？3）

○～，従来取締嶺揚から余鞍鍛視されでいな療、つた旗館業響が監親のスキに

　莱じて悪槻の声と共に麟理猛翌待劇論軽飲：食店と岡様享楽菰の域江進出

　　籔，5．29，蛋》

○～，宿の標縫線ゐ弼等叉はそれ以まの寳1餐を認めるものについて1馬酎

　鞍，5，鋤
○現代の批評精神は縫上酌現実を鋤下するみ岡時に，澗人主現実をも垂下し

　　なければならず，～《入，5，85》

琶転化す釜蠣重点。（なりゆく結果，するN標。）

　○界雷とは　不連繍灘こおいて冷し・墜蝋が温い塗気の下に嫌いこんで下から

　　押し上げるので上昇気流を生じて夕立逸なったのをい50《科，5，36》

○～，これを，裁判官叉は検事官となる資趨を齢する巻に限定し，～（法，

　　5，　51＞

　○今ほMG賊の製作撞i蚤暫となった才入ドア舞イdiシェリィの～（映，6，12》

　○～陸海軍では航塗作戦の資料を響るだめに璽竃測定の研究を続けていたが

　　実効の上らぬうちに敗戦となった購実は一毅に知られていない。《科，5，36》

　○～賛格密笹で不合格となった官公私立専門学校～（覇，5．6，玲

　○～約街九十按が短期大学の対象みな脅，御く朝，5．6ひ夏》

　○～，鯖拶薦ミ懇談会とは今観とも～偉aな！）一《策，6．6，E》

（　ltO！　1） と



　○～s鍵っで麟理を礎供する震としてこの滋筏の適用を受けるのは籏館，外

　食券食：堂，メン類外甥券食堂旨題i歓食騰（大部分の職理飲食：鷹）喫茶店の

　　みあなる《朝，5．19，恥

　○明春の参議院選挙1こは，脱霞党としては八十餐くらいの墨選者を疑｛糠批

　　し，残る二牽激餐の六年議員と含恕して翼餐の参議院内勢ブ舞したい

　　《朝，　6．20，王》

○一連のまとまった食事（洋食なら前漿からデザート瓢～スまで）に1ま一入

　　一一＊ft　9する《東，5．19，嚢》

○このソ連の封鎖も，米町側必死のベノvyソ室輸の成功によって効果甑幹墾ら

　　ぎまた西欧側の独往露な藩独］．：作の鑑識によって，これを取引の臭轟ずる

　　こと屯騒難となりつつあったe　く朝，5．7，驚

　OF京榔では，麗自師実とい5えらい役入に，晃患され，その家にひきとられ

　　て，のちに元職して名前を平製織灘おらため，膏後の麟をおさめる入にな

　　つたの記《少女ク，6，55）

④動聾・作絹・状態⑳内容轟：撰愛。

　（・1’）数鶴蕪臨画艀・艦飛（襯寮・黒鷹・慰織・蜘か論犠・運筆灘

　烈の構糠偉欄）の内容醗指定愛霧。

　（講の鵬禽）

○～，齋碑内閣の反共愚策は強権彊圧撫しかみられない（輔，6．熱s鱒

　○～，これ1終曲英仏髄の薩独致欝樹立工作を亀ってぶヅダム錨定盤反轟見な

　　すソ連の報復であ転岬（覇，5．7，至》

○～，大挙数擾について鵬療法修習生の塔頭を絡えたか否かとい5規準を

　　あてはめること灘体が無意瞭な，その規準以上の恵のお認めるが故に，一

　　《法，5，51）

　○これから生れる短期大学は，鳥喰鋼大学1こ落第した側貌の救済策eしか受

　　取れなくで礪白くない◎　《朝，5．6，星》

　○～，はっと気がついてみると，お嬢さまと思っでいたのは，審にのこして

　　きた千鶴子だったのでず◎　《ひま，6，5韓

　○竃｛クの切替えなどのギャザーは，装飾納なもので1まありますがやほむ騰

　　の張りをi笑しく見せる竜のと考えてよいのです。　《購友，6，73）

　○岡氏の考え：方は当時｛臼湖高段を濫存する竜のa疑われ，～《朝，5．6，鱒

○～この他モグリと称せられる無許可旗館業者は～《菓，5．2g，恥

　○一W，この一線を標準線と定め，～（法，5，51》

　Oそれは靴評家のものでもあり，科学蕎のものでもあり，小説家のもので感

　　あり，生活者のもので亀ある一ましてや一丈芸翫評家：のものと眠られ撒

と （・zg2）



　せぬ。　《入，δ，84＞

（鋼齢骨鋸ゑ晩発禽）

○心心爵の督政院畏搬名についで≧当地溝息筋では，政麿陣奮に入物が払底し

　たことを示すものだとみている綴，6．6，玲

O八胃長だった鉦韻つたチェンバレンが”…V《映，6，13》

〇三年鰯の高狡，溝年㈱の：大学を垂國一律に実施せねばならぬる論えると

　鰭＝，　余りをこ竜涯多式重三襲で慶）る。　　《窺月，　5．6，　1》

○こいつのおかげで，犬のまねをしたのかと思うと，二八と亀，くやしさで

　いっぱいです。　（野畑，6，43》

○～，これら改正案は弓隠國会に提案したいが，滲議院で猛烈な瓦対がおる

　£予想されるので，～《朝，6。20，1》

○災衆や栓会の現実に．対して誠実でほないと診断されるe　《入，t，8E）

○在野法蟹の一鼓なるが故1こ今驚甲立を主張する諸家は，明縫在野の法響の

　闘に身をおけば，また露点を支持するものにあらずる何入力糊篤し得よ5

　か？（法，5，51）

○これに対し聾糊張の祇会党は元農観波多野鼎会畏の下に都内の虚翻立亀

　このところ緩和状態を激し会期末の團会闘麟・は至：官公，國鉄，農｛‡職組，

　馬継等の支持を受け，細編労働階級の溝足を得たと確僑しているの焦～

　《鷲　6．6，　E》

○既往の実構が5ts　ijしが故1こかく規定すべし占のみ諭ずる港はp～繊、5v

　51＞

○われわれが寒予算案をもつで，インフレを克愛するものではなもそれを

　悪質の愚のに内註せしめるに遍ぎないと断じたのはこのこと饗あ導“　《エ

　＝，　5．11，　10＞’

○論港が，ことさらに理想論を今直ちに爽現すべしe強調した蔭、～《法，

　5，51＞

○それは竃蹴の古典酌な概念であると書ってもよいか竜しれない。《tlj　，　4，　・22》

○～われわれは，殺入や放火が許されないことをもって，これを灘臨の制限

　であり，束縛であると呼ばなければならないであろ5か。　ぐ臨4，22＞

○千鶴子ちゃん，a声を掛けるのが怖ろしくて，～（ひま，6，54）

○当地の：文画報，工商寝藁，六宮欝報の帖紙は中闘財界の大：立物杜月篁疑が

　陳毅上海軍察管制委員長の要講によb近く上海に帰ると報道している《東，

　6．6，　1＞

○彼女はヅエイルで顔を隠し，ディックの母親だ《と偽って彼に画会に来たの

　だが～《映，6，13》

（　103　） と



〔～曇ほ曇・ん）爆撃番⊃

○～庭下激に，片足をおろそう博しました◎　／t：ひま，6，鍍）

ON，客纏納効果においては彼等の足跡を残ぞう菰むたことになっている⑪

　　〈’iElj，　5s　39＞

　○一たん庭へ下む蕊う撫したお嬢さまが～（ひま，§，S4）

　○さらに一都饗は，その意図ほ西iごイツを梶野復興の支柱としで再建し激う

　　撫蜜愚マ静シャル案に対航する手段とさえ見られていた。　（1狐きe7，鷲

○属主主襲を破壊せん＆戦陣激を発見することなしIZ．SEt三：蓋主襲の魏設拡な

　　い。　練，5．6，鋤

　○～，銀行賞本を救済せん＆意轟独占費輩の階級酌駁’轍策であった⑪　《・

　　＝，　5．！！，　！e＞，

（～薮～蕊すi齢（撒臨鷲）〕　（資格の四隅，取扱V・の名目。）』

　○酵素山主依a四隅生化学爵勺連鎖反応で蟄）るとすると，｛《農，6，6》

　○・・一＝二年粥瞳主ゐ蜜贔短期大学を認め才犠ぱならなくなったことは～ξ韓，

　　5．6，恥

　○やはわ封鎖解除麟箭礎とし彊四騨タ峯相会議再鵬によつで舞独処理をぶツダ

　　ム繍窟の線に．引き魂》どし，～《朝，5．7，亙》

　○ソ遮のベル婆ソ封鎖は爾欧鯛の西独通貨敗革驚鋤磯轟して行われたが，～

　　《覇，5．7，鶏

　○・・w，さらにこれ簸鱗急灘窯獅堺コ分煙1がます蔵す1桀震ることになるか，tW

　　《棄，5。z　亙》

⊂～薦影鷲⊃　（立場・資格・名聞などの指定。）

　○われわれ赴して最も難訓せねばならぬのは～《梨，S。7，簿

　○中共みしでは旨踵龍鑛の不昆にかんがみ町回よ参も多くの外騒船が串羅に

　　践1入することを墾んでお琶3，～《策，6．6，9》

　○一三騒蒼地におこっている種置網員の不正事件の実態についで委員会＆臨

　　ての結論を度すことになった（菓，δ。29s灘：》

○社会酌鋤物＆し窯の入類にとつでは，～《鷲，4，22》

○一，弛方内的三子ゐ馬韓の遣伝子の問題竜～（盤，6，6》

　○われわれほ文部霧や蓄作蕃の蘭を持つつ亀むはないがsこのように見纂な

　　亀のが教科欝痴別て発行されたことを喜ぶ◎　《窟，5。6s玲

○ベルリン封解鎖除はかくて酋欧ソ連間の函交調整への道を開く亀の＆齢窯

　　三舞に一脈の萌るさを投じてはいるが，～《朝，5．7，夏》

　○～室電とは大気中の放電現象によって発生する電波であむ　無線エ学では

　　‘¢雑膏”ゑむていやがられている。　《科，5，36》

と （亙04）



　○彼女の眼にほ，ヌージェントは，無執道で無作法な男として映ったO《映，

　6，　19一）・

〔～為す巻鵡・と臨嘲感etc．：〕

　○酵素を主群とする生化学的連鎖反応であると蛮＆と，籔然醒素の生疵とか

　　色・々の形質との縮母性とかカ：考えられ，～《農，6，6）

　○が，もしさうだる謬敷賦sひとびとはそこに際限もなく仲ぴあがる批評精

　神㊧循欝論法を見いだすにさういない。　（入，5，84＞

　○博しで，国策の闘題であると富愚綜らば，それほ，その欝標を，どこに，

　　ど5置くかによって決定される闘題である。　《法，5，5雄

○～部の入たちの聴欲適求が，他の冥々を不学にし，その生写を困難にする

　　＆賑職腰提潔，われわれ鰍その澗厨口求を適熱こ欄回し．たり，また時に二は

　　禁止しなければならないであろ5。　ぐ阯，4，22》

　○教欝課灘をさらに二年延長せねばならなくなったが，これは聴殊な専門紬

　　護衛教育を要するffeのとしてやむをえないとしても，一一般の大挙に鰻年制

　　のほかに二二年翻を主とする短期大学を認めねばならなくなったことは～

　　《朝，謬．6，玲

　○～，買から外へ声になって黒たか出なかったのかわからないほど，出た《と

　　駈畷曝そ博しは鷲い声だったのですe　（ひま：6，52＞

〔～轟轟瓢麟⊃

　○中共として轍霞霞船舶の不足に．かんがみ現：喪よ吻亀多くの外回船が中国に

　　鐵饗することを奨んでおのp必要急慮れ浮野國船をチャーターすること亀

　　考えている《簾，6．6，勘

⊂…翫い養・愈鰻《3　（賦鐵強の意。）

　○嚢議院の委員会など懸隔共塵覚代議士から質問があったし，u撒継は藏：擾

　　醤糠愛：粗に搬購方を抄入れた轟いう。諌，5．6，蕩

　○玉駅家闘かれる撚数懇全国大会ほこの問題を議題の一hつにとら覆）げるだろ

　　うと静窪む練：s5。乾　璽）

　○すでにス．X－9’ン　イダリアなどではi垂三型中線を｛合せて一方の輝線を

　　幽した雛方向挫の濁定1磯が無妻；したa醐竃。　罐｝，5，a7》

ひ》轟い整㌣コ　（議または：文力§，次の語を，穂綿の，または内容を：説明

　　する関係で修飾する鶏とを表わす。）

○ラジ分気象学認感欝獅轍馴し菖1した・斜5・36》．

　σ〉，昨年からif　vア（占領地経済硬興）資金というファンド竜来るように

　　なった心　《＝：　＝r5．11，19）

　OP・’，すなわち六一瞬二弱ベースという抵賃銀に算定し，～《エ＝，5．11．，10》

　　　　　　　　　　　　　　　（：1．㈱）　　　　　　　　　　　　　　と



　○中心入物はディックtSヌ・・ジェント撫鶯う入気のある幽簸だ。　《映，6，

　　22＞

　O～ガソ書は，内野ホームラン占い養珍妙なでがらを慰ご，承一ムラン賞に．

　　ラクダをもらい豪したが，～《野，6e心》

　○～封鎖という最竜危険をはらんだ閃題が”W《蹴，5．7，玲

　○中澗腎管を行うという理事会の申合せはtW《麟，5．緯P羅）

OtWそれが澗挨駈の記録と殆どP・一・Pt致してい嶺翫いう二三さえある◎　《科，畿，

　　36＞

○そこでマーガレジトは，ディックに対してスーザンと交際すべし，彪鷺う

　　命令を下した◎　（映，6，13》

○われらにかわって戴判されているのだみいう気持ぐらいはtw“塗s　5，39》

　○一奉書全依の：交葦：｛ま純粋どころではなくs　「即死」の：文偉よljもジャr・一ナ

　　リストの聖体に近い俗臭のある亀のだということは，「禦鴻の鱒」（～）と

　　か「巣鴨生活みた奮繁」といウた低俗な標題のつけ方にも現れておむ，～

　　《藍ヒ，　5，　39》

〔：～豊の～〕　（前項の「という」に弾じ。）

　○翼下問題になっているes＄・一ab点は豪国区の騰止で，豪圏選繁区は壼竪して欝

　　察単位～本にi藪めたいde・ew意向が強く検講中である（1罰，§、欝，鞠

　○簡易裁判衝戦事及び認検事の酉響につ1、・ては，三野法餐方麟にお、、・鴫こ

　　れを積極に認むべしゐ⑳強い意見が＄b　e），～（法，5，5x》

〔～蕊い整～〕（瞬じ語髪くりかえしてあらゆる・河々の意を表わす“〉

　○お灘の花という艦は，こまかい雨にぬれ，しずくをつけ’て，いっそ5あか

　　るい色に映えあっています。　（ひまe6，52）

⊂～翻灘（「というのは」の慧。定義・命題などの主題を示す。）

　○共産主義奮のいうブ質レターjアの独裁凝菰翼は共断罪の独謬亀である一

　　練，5．6，璽》

　○さて室電a嬢大気中の放麗現象によって発生する電波であij無線工学

　　でlx　it雑嵐〃としていやがられている。《科，5，36》

　○今や，局側大蔵大駆のい5ところの「ディスインフレ予算」ゐ雛，イソフ

　　レの階級釣駅奮政策とデフレの階級下目懇致策とをかねそなえたところの，

　　二重に加重せられた収鰍策にほかならない◎《工紫，5．11，恥

○現段階において，インフレーションと臨麩放を遜じて纒力霞勺に畿畏大衆

　　から収了し，補絵金を通じて猛めて少数の聴定型費本にのみ利潤を保証

　　（赤字を補膿）せしめるところのe買大独占費憲の敷策にほかならないe

　　（m＝，　5．il，　i8）

と （　106　）



　○一一一・Pt：，ディスイソフレーシesソあ瞭偲を晶晶するのか？《xコ，5．11，王0》

　○～撃ぼくたち一般入にとって一心入の誠翼とはいったいなにものであらう

　　か。《入，5，85）

〔～報勲〕

　Olなに，これ1爵覇き漿てに．ならん。かしこく亀窪下の御ぜん矯ぼくを不拳

　　陣ば嶽参ずる凝盛1」ぐilヒ，7，79）

　Orめくらに亀ほどがある◎玉帯～続漁贋？なら，けらいどももけらいども。

　　一一あれだけの臼を箆せて亀，豪だに遡があかん凝血」ぐ匿，7，89）

⊂～菰い鑑門燈（いや吻血）

　○勤労挙弟濫塾蔑ど噛，暴言斜高校を逓じてなめ，通儒教膏を通じてなり，

　　大縞へ進掌する鑑とは決して不可能ではない。《朝，5．6，鳶

　〇六…三障志いっ鷲癒eその六ヨ綱を一癒賑劉酌な建前として受取って屯，現

　　実のk一と会の婆求の前には段踏約な歩みをとらねばならない。棚ヂ5．6，工》

〔：鶴轟いっ礁曝⊃

　〇六三義務教育は慰みいって臨動かすべからざ為国驚教育の脳底である◎

　　○溺，5．6，璽》

c欝ゐ蹴心
　o欝志漉《購れ購れとした気持で，僕は沢枝君と顔を箆合せてうなずき合っ

　　f◎《キン，7，32）

　○その夜マs…ガレットは，デ4ックをスーザンとの交際から解放させ襟と懇

　　つたし，縄ゐ鉱竃＝：入だけで話したくなったのでデ4ックに鷺i講をかけで，

　　あるナイ1・　・クラヅ矯会う箏にした◎《映，6，13》

c～す愚義鞍瓦母コ

　○そのころになって，ようやく野球のことをあきらめきったかれは，毎鍵な

　　にする＆懲鉱竃，ぼんや1）と天弁を見つめたきわだった◎《野少，12，農6》

　○しかも，だれい｝急徳綜《，隼がぬすまれるすこな前には，そのへんに艦

　　むしの老人があらわれるPとい5よ5になった⑪鎗野少，12，88》

⊂～蹴し蕊臨賑い⊃

　○これくらいの誤差を生ずるおそれ醜し＆影蟷い。（科，δ，37》

礁いう⑳綜・案ず’飢ば就。．）（接続詞的用法）

　○「きょ5からあすへ」とい5ことばはなく，「きょ5亀あす親というこ

　　とばしか存在しない◎8L、うの嫉，およそ逢歩とか発展とかいう亀のほ少

　　し亀ありえぬ現状だからである。《資料外）

　○釘づけにされた孝安定は蓑がへしにされたにすぎぬむa蜜激繊，あすの不

　　安定のほうがけふの安驚よ鯵も箋感をおびて存在するといふの亀，けっき

（　ze7　） と



　　ltくは，安定と不安定とのあひだの梱互麗係における不評定性を感じとる

　　ことなのである。《入，5，84）

⊂～と？⊃（おうむ返しに反問する。絡助詞良勺薦法。）

　○「な，なんだと，！」《少年少女，7，艇）

　○「なに，蓄系悟室が出奔したと？」　《世，7，76）

○「くやしかったら征めて来いと？」ξ覧，7，76）

（za）引際語句であ馨鳳ゐ壕訳す。

○鳴のまさに死なんとする，その鳴や哀なり，入のまさに死なんとする，

　　その声善し」と『論語』1こあるが，～騨ヒ，5，39）

　○もちろん博＝1：ほ「私は軍圏主義に毒された人々の足跡を残そ5などとい5

　　意思は，もちろん持っていない」と序文でことわって｝XViるが，～錐，

　　5，　39｝．

　Oこれをしも（囑童の健康及び福祉に有害でなく且その労働が軽易である

　　一労墓肉叢菰十六条一一）といえる作業であろ5か……（キン，7，32）

　○～，毛沢蘂中共主魔は湖会に当b二本予備会心の開会は急速に新致治協商

　　会議を届き民主連合政府を威立させ，全中國を統一させるために必要な一

　　切の準備をすることである』と述べた《朝，6．2◎，驚

　Olll口県教組のごときほ「文部i当局を管幽し，黒白のき窯るま躊は使わせな

　　い」と決議したとかさせたとか伝えられている。　《策，5．6，エ）

　○「アッ，ジ伸プが遡る。息出電車だ，トラヅクだ…一’」と録音自1動：車の助

　　吊台1こつッ立ったまま正広君は盛んにはしゃいでいた。《キン，7，32》

　○～，ディックは彼をからかう積わで隣はスーザンを愛してるんだ」と宣

　　言した。《映，6，13）

（ハ）；爽⑳勲俘・作罵籏お直す心灘朗憲簿麓：。動機。（「～と思って」eを。．

　の略形。）

　○然らば何が「反共的」で「一：方的」であるかとしいて捜し求めるならば，

　　一“　（tfi・一t，　5．6，　X＞

　○これはしめたと，まよいこんできたラクダを，かくしたのです。ξ野少，

　　6，　41）

　○そしてスーザンに愛想をつかされる様にと，年甲斐もなく馬鹿な学生みた

　　いな恰妊をしたり，態慶をしてみせるが，～（映，6，13》

　○紅絵竜あと1こついて庭に出よ5と腰をあげようとしていますと，～《ひま，

　　6，　54）

　○するとスーザンほ，ジェリイの軍脹萎はきっと素的に違いないわ，とばか

　　｛」，あっさりディックの箏は忘れかける。《映，6，13》

と （108）



（⇒購・作櫓の㌫か艶・行あ等方選…賊塞。

○抽から始まって・スカーwト後身頃と鐡を軍ねてきましたが，～（嬬友，6，

　73＞，

○「泓は小学校五年の時に墨【蓑番上野の膏楽学校の中にあむました上野据童春

　楽学園1こ入り，そこで講常山高等科と七年簡上野；邑楽学狡入学まで学びま

　　し1た二〇」　　《音，　6，　29）

O「メ＝ユウの裏炎，残らず食べて口証円と掛らない。J　（文，7廼，73’）

（ホ）副詞謬羅。（擬声語・擬態語をうける暢合を：含む。）

○可愛い彼女の5ちに，これほどもし？かbと，醜に足をづけた考え方が潜

　んでいたのかと，闘を瞠る思い懸ある。《婦友，6，27》

○それに，つくづくど眺めれば眺めるほど，お嬢さまは，うつくしく，けだ

　かく，しとやかなのです◎《ひま，6，54》

0云ったあとで，ほ，ほ，ほ7ほ，と囲るい笑顔を立てました。〈ひま，6，52）

○正瓜需は顔をしかめると，＝ンrzンと瞬をした。《キン，7，32）

○ガンちゃんは，さっそく，つぼからくすりをつかみだすと，むくむく5ご

　　きだした催眠徳師のかおに，プーッとふきかけました。《野少，6，42）

○心臓はとつくとつくとはげしく脈をうっています。（ひま，6，54＞

○ころころ，ころころb，蛙の声がきこえてきます。《ひま，6，52）

○すぐ近くにおいてあるめざまし時計の影がくもの礪子にうつって，カチカ

　　チ，カチカチと秒針の齋がきこえてきます。《ひま，6，54＞．

○こくりこくりと雨中bをしてから，はっと気がついてみますと，～建ひま，

　6，　52｝・

　○工高鵬に，黒背広の＝二入の少年1が梯子の繭端に櫃まったまま，ハズミをつけ

　　て大車輪のように梯子をクルクルとまわすのである。《キン，7，32》

○艶る見るガソちゃんの右うでのカこぶがもり亀臼ともむあがって：きまし

　　た。（騒少，5，42》

○短い賛に既にとっぷりと募れ，お部崖にはあかあかと灯が輝き始めた。

　　（菊薔友，　6，　27》

○背すじがぞくぞくと塞気立っています。（ひま，6，54）

⊂～とす番。＆して〕（r｝スル動詞」とでも名樗くべきもの。状態を：

　形容する語に用いられる。漢語に「として」のついたものが多V・。）

　○数絵は，！alつとしたのでした。《ひま，6，52》

○一きっといま頃は，工場でしぶん醸鍛としてひとむぼっちで，機械の前

　　に立っているにちがいない。《ひま，6152》

（　le9　） と



○論集ほ，こころから懸ウ志しで認わずにはいられないのでした。《ひま，

　6，5鱒

○たしかにお嬢さまは千鶴子だったとお竜5と，急に気がかむになって，そ

　のまkじっとしてはいられませでした。《ひま，6，騒》

○あじさいや，紅椿や，幽幽や，かきつばたなど，花の咲きみだれたひ易騨

　うとした臨のなかを，無数の傷い紙鶴がとびまわっているふしぎなあらさ

　まを，数絵は，ぴっくむして眺めていました。（ひま，6，54）

Or兜童福籔法」が施行～蟹τるとい5御隠勢に逆行して，サーカス國ではこ

　んな無残なリンチが年然とし℃行われているのだ。（キン，7，鋤

○屏を冷して自認占しで見上げている見物入の糞上で，少年驚ちは嵩ラpaラ

　とブランコにゆられながら響意そ5に手を振って築っでいるe《キソP

　7，　32｝

Ot・V，それが縫塞国昆に賦する「贈与」であるのか，賞緻府に擁する「貸

　付金」であるのかは，実は催醸＆むで瞬確ではなく，～《za・＝，5。11s

　le）

○一その「犠腱巻」たちが死に直面して仏道に入鉱誕霧轟瓢て刑を受けた

　態度を讃談し，～雛，δ，39）

〔∬〕接続蜘詞（（絡止形につく））

　①嵩つの動俘・二三の旧聞酌蕪・三二の隣爆。（圃時に，ま疫は時言

　　蘭に近接して行われる二つの動作・作用を結びつける場合。〉

　（イ）同職…（ある動作・P作用が行われる。それと同隠に，またはくびす

　　を接して別の翻作・作用が行われる場合。）

　　○お嬢さまがふたたび庭下駄をはいて，飛石づたいにあるいてゆくde，鶴亀

　　　前にな｛」うしろになり，むらがってついてゆくのですゆ《ひま，6，5勢

　　○二入が汗をかいて指をひっぱっているゐ篭長が騒上のお穏荷さんを参鐸に

　　　やってきた。《キン，11，110）　　　　　　．

　　○ばったのように劔いつくばってぺこぺこお辞醗をしているゐパチンとス

　　　イヅチが捻られて，壷屋の中がばっと明るくなった。《キン，11，51》

　　○戯絵もあとについて誕に患よ5と腰をあげよ5としていますと，部醗の拠

　　　から急にものさわがしくなってきました◎《ひ宏，6，」「q＞

　　○艮平が王：十円を支払ってドアの外に織よ弓とする潔，老綴臨監大きい声噂

　　　「あんな女とふざけて指翰をはめつこするよ5な患麿ほ罰金だよe五十

　　　円は安いよ」と宍の患暫と大笑いをした◎《キ巧鶏111》

　○趨撮す＆参母は臨う食事を済して：父を送の礁したあとであ“”たcr《キンe

と　　　　　　　　　　　　　　　（11Q）



　　鞍欝｝

　○～，突の醗の弟子を呼ぼ5とする＆「先灘から灘待ち串しで擾勘寮した」

　　と，襖農に二二が手をつかえて顔を繊した。《キソ，職3舞

　○＝一曲たてつづけに踊っ鴫　卓子へ展っでくるとっかつかッと，産ljよ

　　って来たのは轟穂一爵恥《ギン・，11，盤）

　○就蓮綜紹介が絡る臨，落ち込むよ5にお母さんの脇のソファに腰を下し

　　た。《キンe2k，7？）

　〇二縫にわたる講論や膿譲を絡えて　ほっとした気持で　会場に糠1りた蹉師

　　会館を出る轟　巽σ〆に簿鍔のぎ愚力無けでいて　麟そい秋の躍が　ゆるや

　　かに赤く晦れていた。懸；｝，！1，聡）

　○画帳難点廻るゐ思いがけデ，鷲ながらの永車が，ガトンヅトンと透徹った

　　永遷ご丸め唄洩廻ゲぐいた◎《キンelx，83）

　○その踏み凶漁翫～二ほるゐ，わk3に蘇い直りのかなたに，お屯ひのほか，ち

　　かくに，潮水が，　（つ藻13，諏訪湖が）見えた◎《交，7，89）

⊂藷⊃（接続詞としての一法。）

　○霜鶏光一鵬激授の部罎iに：驚盤の表：難3入が訪れた。ゐ，たちまち先生を轍

　　じめ4入で弼のマイク管ウ謀一プの研鑑に間する羅縫論が飴つた◎　《科，

　　11，　5＄〉

〈ex）纒離。（一つの勤作・作罵がp次の動作・作用の前段階として先行

　する場合¢と：の話合，爾動作は周一一一■の主偉によって営まれている。）

○：薦竃君玉顔をもかめるゐ，＝ソ・・ンと賑をした。《キソ，7，32）

○鋼によって沢絞嚢腫ジスのような素皐さで丁事をとびおむるみ，木戸番に

　議をつけて天幕をくぐ肇撚ナて行った◎《キン，7，鋤

○ガンちゃん織，霊っそく，r♪ぽからくす参をつかみだナゐ，むくむく5ご

　　きだした催眠欝輔めか爵5に，プーッとふきかけました。（籔少，6，聡）

○そうい弓轟お擁疑i驚は，畳の上を踏んでいない諏弓なかるさで，すっと返

　霧ってゆき，蘂びんを竜っで麗っ℃くるh，晶晶ばか⑫入っでいた覇鞘い

　　ろのおくすミ）を逆さにし鴫繊先力・ら薩へすででしまい＆した。《ひ蕊

　6，　52＞

○ゆ奪はその手紙を封筒に入れて，訊の端にのせるゐそっとゼアノの餐をひ

　　らいたΦ《ギン，x2，1鋸》

○びしljとき・びしく鞭打つように繭、・放つゐ，富浦またすっと部屋から溝え

　ているのだ◎《キン，黙，337）

○勧夏の態蔽の懇繊行から驚っで来るh：糸子は購隅調霧の邸に入った◎

　　《キン，簾，難憩

　　　　　　　　　　　　　　（1xx）　　　　　　　　　　　　　　と



　○薪橋駅を購る8，彼ほ直ぐ神濁をHざした。（キソ，難，9蝕

　○劉さんは飲み．さしのカプセルのビタミンADを握ったまま，簿じょうに．立

　　ち上り，十二三の少女の頭に手をやると，「私の娘です。こちらはねs縫

　　本の芸徳家で辰野先生」〈キン，11，77》

　○少女は私の手からスルリと手を引き扱くa，ちょうど，机の上に．置かれた：

　　．筆を取って，車上の紙の上に，r唐，風，琴1と，思いが1ナず男のような

　　強い解体で書き込んだQ　《キン，ll，77》

　○難を落して読み終ると，鳥栖は，にッと北斐笑んで，～（キン，11，45》

②閣門門係菱亀つ罵つ⑳翻舞・柞踊菱結び肇雛懲。　（前件について順

　　説条件となる。）

（イ）二つかけ。（一つの動作。作用が次の動作・作用の塗つかけとなつ

　　ている場合。）

　○糸のむすび鼠を片はしからほどいてやりますk，ほどかれたのから鶴は，

　　甥をばたばたやって塵の方へ飛び立ってゆきます。《ひま，6，5紛

　○ゆりがそっと眼を放すと，待ち5けでいたようにミチ子がそばからロを1＊

　　さんだ。（キン，箆，140）

　○先生の話がはじまると，多莫子さんは眼に全神経を集淫して，話をする先

　　生の口の形を見つめる。（キソ．11，102》

　○震災でこわれた「補娘宿」を，多斐子さんが欲しがる年頃となるa，さっ

　　1そく修理しでレコーードやラジオを聞かせたりした。《キソ，11，103’〉一

　〇私はこの診断に頗る満足して，早速兄にそのことを伝えると兄は笑い嶺し

　　　でこう言った。 《朝露，　12，　74｝

　○クレメルが「ブンド1の活動をi撮膏して，この按衛酌手毅を持っているこ

　　　とを語ると代表者一圃は思わず山颪の溜息を洩らしたものだった。：潮評，

　　12，　78）

　○さっそく知合の茶道の先生に行ってたのむ占，その先生は快く引受けてく

　　れた。《キソ，11，10蔀

　O私が学校にいて時i々「聞こえない」とい5と，お母さんは，なんと亀いえ

　　　ない顔をして，臼に涙をため「あxよし，よし」とおっしゃいます。　（ギ

　　　ン，11，102）

　　○「も5出てはいけない◎伏せなさい」私が三下にかけ上って大声で云5

　　　と，風i奪は子蝶を抱えて，際に伏した。（キン，Z！，85》

　　○みつうみ館を見るゐ，由比は，十王鷹年§iへに，ここに，来てアこご噂，

　　　一・・．泊したことを，なつかしく，愚ひ出した。《交，7，8㊧

　　○そっと痩を旛でてみるh，ほんのりと撫ののぼって：いるのがよく発ったゆ

と　　　　　　　　　　　　　　　　（i12　〉



　　《キン，11，138》

　○ゆ瞬ま松茸をさげて家を出た。家を出るとやっぱり泣きたぐなって来る。

　　《キン，11，135）

○こんなことを思うと，お母さんをおこらせたり，かなしませて：はいげない

　　な，と強く感じます。（キン，11，103）

○私達を見附けると立ち上って，「いらっしゃい。今日は何事ですか？」と，

　　英語である。《キソ，1王，75》

○こいつのおかげで，犬のまねをしたのかと思うと，二入とも，くやしさで

　　いっぱいです。（野少，6，〈B》・

〔見ると）

○「あの，出里さんからこれをお預りしてまいりました。」箆嵩と，何やら

　　認めた一通のレターペーパー一。／／ギン，11，45》

Cするとetc．）（接続詞としての用法。）

○ひげの男は，砂漠の入口にテントをはって，迷信ぶかい土人をあいてに商

　　売をしている催販衛師です。これはしめたと，まよいこんできたラクダ

　　を，かくしたのです◎　「入のものを自分のだとは，けしからん」　「うそを

　　いっても，だめですよ，rJg　e一ムラン賞と書いたきれがついてるんだもの」

　　すると催眠術鰍ま，いきなり，へんなくすりをご入にふきかけて，二入を

　　催眠衛にかけてし憲いました。《野少，6，4珍

○鳥樋は鳥栖で，これ襲た，爲を細めてすっかり気分を出している。毛うな

　　ると，また入聞妙なもので，こっちも負けず劣らず，気分を出してみたく

　　なる。《キン，11，43》

⊂と〕（接続詞としての用法）

○母親はその泥鰯を臓でくわえ，水で洗って，再び雛に遵える。が，父，雛

　　は落してしま5。と，母親ほ，性こりなく，何度でもこれを繰返すのであ

　　る。《キン，11，7）

（as）習慣。反覆的事象・既定の嘉巽などにおけ釜条件を蓑あす。

○「嚢大胆が大好き’で，ひまがあると漂るり本を読むのを楽しみにしてい

　　たO＿l　ttlキソ，　11，　92》

○路膀の五隣ならべ歴から，いつも玉十銭の賭けを捲きあげるので，しまい

　　には彼の歩いて来るのを見ると，五口ならべ騒はそっ方を肉くか，も5勘

　　≠Fして下さし、とし・っメこ。　（キン，　11，　95）

○しかし，ここに，重大な誤りがある。一たん趨訴されると，公判前である

　　にもかかわらず，まるで有罪と確定してしまったようなとりあつかいをさ

　　れることである◎《朝評，工2，43》

（113） と



　○動物が死ぬと）寵成労のタンパク質が分解して乳酸を生じ，その鐙が時閣

　　の経過と共に変化する。〈t）ソ，∬，113》

　○生後七八カ月以後｝こなると母孚しの分泌の減ること演多いのですが　～《雛

　　友，6，86》

　02本の針金をつかったレッヘル線や岡軸ケーブルでマイクvウ＝＝・一ブを送

　　ると，斜金上の電流密慶が大きく　電力が熱になって失われる。《科，蕪，

　　17こ

　○鉄などの強磁性体を磁界に入れると　磁界の強さに．よって吸引が変化し

　　ある磁界の下で丁零の極大が超る。《科，11，18》

　○免疫原性（人に冤疫をセ分｝こ与える能力）の強い菌練から編発したワクチ

　　ソでも途中の殺菌の方法やその他の製造工程がよくないと，このかんじん

　　な麩疫原挫を著しく掛鰯してしまうことがある。《科，11，37》

　○更に十一月に入ると，疑教組の大会（十一月十一鷺），それから総岡盟や

　　薩溺，薪産甥の大会が続々と開かれることになる。《朝評，エ2，58》

　○さて，そのせまくなった町を，畢町ぐらゐ行くと，左がはの，パラヅクだ

　　ての，長屋の売店が，とぎれる。《：文，7，80）

（ハ）順当な結墨を伴う条件謹：仮定す番。（仮定の順説条件。）

　○この銀行の正解の資産は六〇憾ドル以上といわれる。目塞の金になおす

　　と，二兆瓢千億円ほどになる。《キン，鷺，123）

　○会社を経臆するとい5面をおいて撞病的な顧を考えるとそうも言えそ5で

　　あった。《科，11，5◎》

　○「～。小筆にかくれて携るか，兄さんの家へでもかくまって貰5か，黍を

　　見せると颪倒だから今の申に逃げでしまっておくんなさい」　《キン　11，

　　27＞

　○そんなわけで指示された方法を忠実に守って製造すればそれで問題はない

　　ようなものの，異は研究室内の小規獲の試作とはちがって　大量生山とな

　　るとそこにまたいろいろの条件が撫わってくるから　その製晶について厳

　　粋な検定を行って規格に合っていることを読明してからでないと市販に繊

　　すわげ｝こはいかない。（科，11，36》

　○クリップス灘目の説明によると英国の「安全保職量」は二十億ドルで，こ

　　れだけは維持しないと英臨経済の安全が脅かされるとい5のだが，それが

　　七月には十六億ドルに激少して安全線を聾；億ドルも低下しでしまったので

　　ある。　《キン，11，144》

　〔～という為〕

　α渡洋麟空というとまだまだ危険を連想する入がある。《朝評，12，67》
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　○渡洋飛行のtti轍とい曇舗冒樋製委員孫蕪アチソン疑の遭難が詑憶に新し

　　いが，これ13：軍溺欝きによるもので幾開講業機によるil）のではなかった。

　　（覇評，12，69「

0100：万ワヅト脳吸ム擁でもないようだが国内の多数の放送周の電力（10

　　キロワット）の鐙0緒に当るol：舞シ叢，玉㊦

　Qここに厳距公平な臨家職定が億行されなければならない理由が愛，る。とこ

　　ろが検定占いう㌫ど5しても阪締t）の盤彩を帯びてくるから，検定されろ

　　製造暫の鮒ほとかく苓含巌という不安な予感に襲われてあまり気持のよい

　　ものでない。確｝，！1，36｝

〔～とす釜と・激蹴馨撫・鵜激懲蕊コ

　○酵素を主体とする生化学的蓮鎖反臨饗ある8蜜愚と，漁然酵素の生成とか

　　魚々の形質との趨腿挫とかが考えらS，Lf～ζ農，6，6》

　○ただし，米鷹棄揚地：方への連絡占醜巻轟北：方詔一スが断然糞利である。

　　く朝鳶，12，72》

　○また英国の製晶コス：・を下げることが危機解決に一番よい方法であること

　　は，経済挙奮の多くが一様に．縄張しでいることだが，さでこれを急速にや

　　ると蹴ると，賃銀を大面こ．切…野げる必要を生じてくる。《キソ，11．，146》

　○筆餐はかって串共謀安沼代の蕃い二面代の紅冤将兵を観察したことがある

　　が，かれらは財産の私山鼠を恥と考え，甚しいのに怠勘毒公論財薩を亀あ

　　一ま‘：）：重く見る習慣が身に｛書かたくて隔るくらいであった。《面出，12，37）

〔～するとよい・いい⊃

　○たとえば第3閣のような場合を恋える色傭いOe［科，葺，33｝

（悪《す釜訟eゐ感ず蚤撫eete．〕

　OR島どころの判らぬ豪まで億悪く蜜葱ゑ遠旛になる。鶴とか工夫1・S無いだ

　　ろうか」《キン，lk，28》

　○殊によ為と撮の一生は凄じい利己心の戦いだったのではなかろうか。　tt：ヤ

　　ソ，11，136）

　○それらほもちろん，ある；緊象の趨勢を端的にあらわすものであるが，時に

　　よ愚と表串の数字の差が徽妙なものになって，その趨勢を一一一一　Hで鴛匂する

　　ことが墨来ないような場合力宝ある。《覇評，12，5》

　○罪今のH本には，ゐ磨蜜悉と物質のために貞操を黄みないような浅薄な女

　　性がいて，そのために本漫の純難から出発したものも，不純な亀のと禰違

　　われる恐れがある。鱗i峯友，6，6）

○速魔低下はキリモミにならない程度1こする。やや商富層と機は降下しよう

　　とするから機酋を立でなおしながら進む。《朝評，12，欝融

（　11．5　） と



（よぼど～なし、と〕

○日本入口身が，榔会ばかりでなく，田舎を啓発することによほど努力し癒

　いと，この大きな，そして不幸な珊瑚iほ拡がるばかりだろう。〈削壁，12，

　r）6＞，

○というのほ　この疑食は：普通の場合とちがって皆既金環食ともよぶもの

　であって　月の影の最も独い部分に城球がはいるので地．しの影の輻は僅か

　IKrn程度でその計箕がよほど精密で落いと観濁1隊は影の外に熾て　結局

　観測を失敗するという；事態が超りかねないのであったol：科，11，32）

③次の糞言の準備としての前おき。（次の立君の根拠を示したり，内容

　の前ぶれをしfセ　P｝。）

　○長期復興計画によると，昭聯二十八年度の輔品戯話ほ十玉壷千百万ドルだ

　　とい50《キン，11，147》

　○イギリスの鷺からみると，マラン内閣は実に「イギリス的なるあらゆるも

　　の」から離脱しようとするボーアeナシesナリストの集まりであった。

　　　《戯評，　12，　23》

　01例として，施贈量との闘係に就いで農林賓農試北睦支場の試験結果を挙

　　げると第1表Aの通りである。《農，6，25）

　○結局マイクロウ　，．　・一ブというのは普通のラジオ用の電波の短波や超短波よ

　　りも波長が短く　赤外線よりも波長の長い鴬磁波のことである。もう少し

　　詳しくいうと　波長が数ナ。組以下1瓢m程度までの郷囲のものである。

　　　《科，11，16》

　○具体的にいうとこの増漆器を罵いた装置ではアルト　ソプラノ｝こ：対して

　　コソトラフアゴヅト　ピッコPの音が出ないことに．なる。（科，11，40）

　○私はみずから徹底酌なリベラリストを以て任じている養ですが，そういう

　　立場から言いますと，契にありがたい角慶で霞かれていると感謝鷺ず1こい

　　られません。《朝野，11，5）

　○～，蔓にご5い5見地からも種々な外的鶏子万雷すると環境粂件1こよる変

　　化等も追求しなければならない。《農，6，6》

　○最近のラジオゾンデや飛行機の観測で響られた台風の模漉的なi垂廼：構造騒

　　を示すと第16図のよ5になる。（科，雄，29）

　○すなわち石井隊土以来の矯本の鐙蔽観測の結果を整理して図承すると第

　　2図のように年々変化してゆく一連の捕正値を得た。《科，11，32》

　○「今蔑の場合ですと　爆発のときに贋出口の近くに推i積した岩片や火肉友
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　　が雲どけ水にまじって流れ繊して（～）州が真黒になって水田へ入っ

　　て　稲作に不都合を趨したのです。／《科，i1，12）

〔～というと⊃（原困。理由を述べる前おき）

○わが方は弼南本大な＝L地，多数の入民を有しながら，部隊の衣食軍費を賄

　　い徳ないかというと，その源因は我々の過渡駒な民主主i撫こある。《町尽，

　　12，　26）

○では　薩距離をどうして測定するかというと次のようである◎　（科，11，

　　26t，］

○それで検髭はどういう点を狙って行わねばならないであろ5かというと

　　第一に藤定の物質を正しく含んでいるかどうかを調べる必要がある。斜，

　　11，　36＞

○ところが　これらの菌の正しい数が含まれていることはど5して検べるか

　　というと　ワクチンほ細菌の浮津液である関係から一一定の濁りがある恵の

　　である。そこでこれを光電比濁計にかけて電気的1＝JrE確に算定する◎一

　　方　贋塩酸その他の薬晶は化学的1こ．黛量されるのである。このようにして

　　駈定の物質が正確に含まれているか否かが織られることになる。：1科，11，

　　36i＞

④超饗得べ蓉場合を飯定し，衝の条件に絢東されずに後件が起ること

　を示す。逆説条件。（「うJe「よう」。「まい」などの語につく。）

○喜葵子さんほ，わが子の纏絡に芽生えてくるものなら，どんなに小さな芽

　　であろうとそれを大切に育ててやる，叉，それが悪い芽であったなら双葉

　　のうちに摘みとってやるのである。《キン，11，103）

○「どうしてお師匠さんはそ5気が弱いのだろう，お父ヅさんが何を云おう

　　と構わないじゃありません。j《キン，11，23＞

○「津の国母のお千世を源～台店へ引き摺り込んだといわれる覚悟で他八が何

　　を云おうと，二入に変りがなかったら何聴か1ま世々が負けますよ」（キソ，

　　11，　23）；，

○「十時に逓きょうと十一時1に趨きょうとおれの勝事だ。」（資料外》

〔～う　（よう）と～まいと〕

　○なんとか法案が国会に提出されようとされまいと，一一般大衆は何も知って

　　はいないのである。！資料外》

〔購3亜立期詞

。並列。列挙iす釜。

（　117　） と



　（イ）い《つかの三三三二し鷲糊難みす馨。霧た，題禽般菱表あすα

　　　（as）⊂～ゐ～幻の彫。

　　○離蹴を秋まで延ばしでよい場合＆悪い場会轟あ尋壕す◎《嫌忌，6，86》

　　○從って栽培環境によって，正方形纏の：方がよい絡果を％｝》たらす場倉と，そ

　　　れとは反講の場合ゐが生じる。《濃i，6，購

　　○～この年限短縮の二二と，旧制の聡等専門学校が墜義年二二制大学の名に櫨

　　　しない翼質を～もっていることしがからんで，～《韓，5．6，夏》

　　○～，政府鰯は現在｝欝総銃を支赫雪雌る勢力お李宗仁を頂く瓜藤藪との二つに

　　劉れでおり，…　《東，6．6，亙》

　　○このよ5な結果を回ると，憂方形鐵a斑方形殖おの粥れカミよいかと思い迷

　　　5の竜無理からぬところであるQ《農，6，5！》

　○ベルリン封鎖を解除し，ドイツ悶題処鰹をめぐる閥講外梱会議を騨ご5と

　　　する西欧ゐソ連との聞の交渉はついに漉功し，～《朝，5。7，E＞

　　○～，インフレの階級酌醸晦歎策轟デフレの階級酌収嚢致策aをかねそなえ

　　　たところの，tW《：za・xe，5，葺，欝）

　　○既籠の契情が然りしが故にかく規驚すべしとのみ論ずる者は多立法巻の湧

　　　意と麩襟＆を捲たないものである。ζ1襲，＄，澱》

　　○独裁愚慧は暴力の翌月に立脚している。これに蟹：して斑主主義の持つ哲学

　　　は単和毒．鞍摩a安全とをたてまえ．とし℃いる。《東，5．6，め

　　　ω〔～翫～コ灘磁。

　　○独身春ゐ女学生《映，6，欝》

　　○続いてジxリィ占チxソバレンが塗でぜりふを残して1表る。　（映，6，捻）

　　○それから，口数がすくないのh，lllのきき：方のしっかなのが縛徴であっ

　　　た。《：交，7，SG）

　　○お二入の爽爽お誠意はsついにすべでを織き尽ナカを竜つた。《購友，6，

　　27［，，

　　○あわれ，ガン書とダソちゃんの，あさ下しいこのすがた。　《野少，6，嬢》

　　○少女誘YJ轟地方換事二二の羅名によるSbのだが，～《映，6，13》

　　○～，囲家警察義山方警察の連絡が5まくゆくよ5敢革を考慮していたが，・

　　　一一　S〈rgeA，　6．2e，　1＞

　O～ドイツ騨異の：爽持と期簿を二二の方にひきつけんとする1こあると恩われ

　　　るQ　（環勇，　5。7，　E》

　○これは互に直角に交叉した三型察率線ゐ璽蔭察中線を趨合せて～《科，

　　5，　37｝

　○デaックは，マ＿ガレット急ス岬ザソ轟，彼女等の大鎖父で大審院判婁の

と　　　　　　　　　　　　　　　（XI8）



　　　サヂュウス氏と，伯父のビーミッシュt導引を，ポロ雪質に乗せて，～

　　　〈映，6，131）

　（ra）動作・舞網を叢列しで強める。

　　○私は直ちに．捜索を始めた，～，我々の：友達ほ元より，君の元傭二｛：入達を亀

　　　頼んで，ありb凡ゆる処を悉く喫し尽した。《室，ユ2，354＞

38．士か（叢：i鎗朧詞）

◎纂物や動作・作翔驚例赤費勺に並列・列挙する。

　（イ）∈～みか～とかコの形。

O酵素を主体とする生化学酌連鎖反応であるとすると，当然酵素の生戎とか

　昏々の形質との絹蘭性とかが考えられ，～濃i，6，6》

○笙二点1ま聞接選挙方法の採購の可否で，これにほ選挙代理人の選繊みか，

　地方公共団体吏員による選挙とかいろいろあるよ5だ《朝，6，2G，葛

　（ur）⊂～とか～〕の形。

○もっとも本書全体の勲章は純粋どころではなく，「学究！の文体よりもジ

　　ャーhナ努ストの文体に近い俗臭のある屯のだということは，「巣鴨の門」

　　（肉体の門，大学の門，のあとに！）とか「巣鴨生活みたま壊」といった

　低俗な標題のつ薬方にも現れており，～《世，5，39》

○～，従って所認酵素始原体とかKti顕胞質内の条件等との粗互関係或は染色体

　　と結びついて考察する事等が～《農，6，6》

＄9．《賦島うが（接続顯詞）（終止形につく））

①轟の戒行灘建展惑硬馨嚢つかけとなった議事を擁す。　（助動詞「だ」

　にのみ接続する。順説条件。「ところ」の形をとることもある。）

○男は潜きへ床に入ったが，娘がいつ迄竜もちもちしてゐみので，男が珍い

　　て見たところが，攣る前に，大逼りを通る象が見てきたいのだと娘は答へ

　　た二さ5だ。　《断，　12，　42》

○「だけど，長官だから，ああは言って亀，母艦の帯分位いはやられる覚悔

　ほしているもんでしょ5な」と皮肉を鷺つたところが，「5ん？5ん」砲

　猫1長の返辞には，妙な貧乏ゆるぎがあったぜ。なんて不得要領なのだ。

　　《新，12，89》

○そこを遊廓にしたら金儲けになるといふことになった。その運動を察庁に．

　　したとむうが，猿庁もなかなか許さん。《文，2，65》

○さて女郎屋を始めたとεうが，町畏が反対してうるさいから，遊廓の中に：

　巡査騒主在翔〒を置Lxた。　《交，　2，　65》

　　　　　　　　　　　　　　（119）　　　　　　　　　　　とか・ところカs“



　②あ釜轟緬が無益・無記に二番亀いう纂態藷箏想させる彩ぞ，前件＆

　　後件凝藍縷回す馨。『と轟るで』に同語。（逆説条件）

　　Olヨ本はロシアに勝ったと礎うが，とても鷺記入の性質では博シア人を治め

　　　ることが轟来んといって，あらゆる方語から非戦論を説いたんだ。《交，

　　2，　78＞’

⑳．ど穏うか（接続覇詞）（（終止形につく。’まπ，形容動詞

　の語幹，体言，その他体言対当の竜のにつく。》

　◎か野にあ憲二物を挙ばて，大仰にそれ蕊否定しJ他の纂態の叙述竈

　　持も轟す拠受訴とす釜。

　　（用書1こつ《場合）

　〇二入は願裏のテニスコ｛トへ毎題出かけた竜のだ。彼が打てばとんでもな

　　　いボーールを打ち，僕はうしろへ球を拾ひに走り，僕が打てば，彼はまた笹

　　藪へrk“　一一ルを探しに駆け出すといふ商様で，ネットを撰んで相対しなが

　　　ら，プレイを楽しむどζろか，容易にお互ひに顔を見ることも毘来ぬ拙劣

　　　こきだった。　（新，　エ2，　30）

　　○アナトーールeフランスの筆だったと記憶するが，大海で難波した舟乗匂

　　　が，島だと思って鯨の背中1こ葉つかると，ホッと安心するどころか，やに

　　　わにカケをおっ始めた，とい5話がある。《文，12，3鳴

　○あれは立派な私刑だ。私は唖然とするど叶うか恐しくなった。　紋，12，

　　71＞“

　Oあれでは味方にひきいれるどころか，逆に敵の陣蛍におしやるような亀の

　　　だ。　《文，　12，　72）

　　○欝ってみる言葉の一つ一つに，深い意味があるどころか，その言葉通りの

　　意味すらあり1ましなU　’o《スタ，12，83》

　　○ところが，その彼が一年経って屯死なないどころか，自分で発見した薬を

　　　のみ始めてからは，メキメキと効果が現れ，やがて元の通りの身体に澱っ

　　たのを見て，村の人入は奇異の感にうたれずに1まいなかった。《胃マ，12，

　　63＞，

　　Cもし授溌点から自分に適していないスポーツをえらんだりすれば，その入

　　はどんなに骨を折っても，選手にはなれないどころか，かえって選手にな

　　　ろうとしてむりをするために，重い病気にかかったり，ひどい大けがをし

　　　たりして，一生好きなスポーツと縁をきらなければならない運命になるか

　　　もしれません。《聾少，12，111）

　　（体雷につく場合）

どころか　　　　　　　　　　　　　（120）



○いまや状態は変りました。海外投資の双入どころか，海外からの催金の利

　子を支払う義務を負ったみじめな国になってし震ったのです。（婦調，12，

　86）

○そこで，一州鴨を見に裏庭に出かけるが，鴨どころか，雀一匹いない。

　（文，12，25）

○実際に理窟をいう人に負けるし，公躍の席上でものを喋れないし，文章ど

　にうか名前すら満足に点けない。（文，12，63）

○どちらも大洋上の一孤島であって，ウェーキは米領，ナウルは英領であっ

　たが，こちらが占領以来，纏塞基地に準備したところであり，今は取残さ

　れて半身どころか全身不随という恰好ではあるが，とも角こちらの手中に

　こオミ曳）る。　《交，　12，　91）

○溺に生きている屯のには適胆しないと断りがついていたわけではないがs

　生きでいる限りはいかに殊勲を奏しても二段どころ愛一段だって進級する

　気づかいのないこと泣は，みんなよく知っていたok：文，12，93）

○まさに治安維持法第一条舞9一覆1こ触れる：文句になっている。これだと五年

　以下がないのだ。こいつはとをでもないことになったものだ，と思った〇

　二，三羅どころか，場倉によれば，永久にとじこめられてしま5かもしれ

　みこしVo　（、新，　12，　1（》5）

○そしてそういう蒔の忍、の内部では劣等感どころか誇らしい優越感で写れて

　いるのでした。《新，12，130）

○離乳というのは，生後七八ヵ月に，なると母乳ばかりでは，鉄その他の赤ち

　ゃんの発育に必要な疵分が不足してくるためと，今までほどかく分を必要と

　しなくなり，母乳の水分が多すぎて必要な蓋分が昇りにくくなるために始

　めるのです。母乳自身には変りなく，決して毒ではありません。それどこ

　ろか母乳のある方が，下痢したときに治しやすいのです◎　　1婦友，6，

　861）

〔～どころ（一の潜あぎ）ではない〕

○ま1こあ5か，まにあわぬか。たすけるか，死なすか。それは愛露ジョニー

　　の一歩一歩と，ジムのうでにかかっている。ジョニーがつまずいてたおれ

　　れば，男の命どεうてばない，ジムはまっさかさまに岩だらけの道1こ落：っ

　　こちて，着を折って死んでしまうだろう。《野少，12，89／／

　○もっとも本書全依の：文章は純粋どころでは鉱く，　「学究」の：交体よりもジ

　　iV　・一ナリストの文体に近い俗臭のあるものだということは，～《世，5，

　　39＞

　○ウラジオどころ⑳騒竃τ嫉鉱い。さあ！　シベリヤだ。淡畷か，三三か鱒の

（エ21） どころか



　　　…とにかく罠本｝こ霊ま避まtない。《神罰，12，89》

醗《無調ろで（接続跡詞）（1絡止形につく〉）

　oあ釜褻態が無益・無熱にi終釜か，窪たは謡い違う結果竈伸うという

　　醸農場想さぜ蚤形で，前件逡後件に擾瀕す釜。　（逆説条件。助動詞

　　　「だ」ICのみ接領する。）

　　○また，実際，気湿その他をしらべてみれば藏ぐわかることで，札幌と東京

　　　とで暑さが同じなどといふ馬鹿げたことはないほずなのだが，さて，さ5

　　　いふ理窟をこねてみたと　ecろで，；箏実，　nさ5暑さを感じないものをノ無理

　　　矢理「暑い，暑い」と思はうといくら努めてみたって，どうに屯なるもの

　　　ではな1、・。《文，12，12）

　　○許す方にして恵，普通の攻撃をやらせたところで，効果を上げないで倒さ

　　　れて行く，それならいっそのこと必中の鱒攻をやらせる方が，統帥とい5

　　　見地から眺めても，寧ろ慈悲だと思われたとい5のである。《交，12，12）

　　○問題は別のところにある。第二線機をかき集めて聴攻をやったとζうて，

　　　所詮めど億；な㌔、o　《文，　12，　95）

　　○いずれ1ま藤江聞の意志を押し付け合う為の手段に過ぎんのであるが，戦士

　　　として戦場に立てば，当爾することは食うか震われるかの慈愛であり，ま

　　　ことに陰鰺である◎負ければ尚更，勝った占ころで，夢見の悪い仕事であ

　　　る。《文，12，98》

　　○此の頃は普通の家鷹で女中を麗くことなどIS：．as易に出来ない。入口が八千

　　　＝二百万もあるのだから，いくらでも余った入がありそうなものだが，など

　　　と審っでみたところ’鴫はじまらない。結局みんなが貧乏になって仕舞っ

　　　たのであろう。《：文，Z1，9）

　　○どっちみち，職があき子の友達であってみれば，珊にあとでとやこう

　　　in　」云いがかりをつけられたところで簿れている。鋳ン，11，43）

　　○草之助はさ弓いふあどけないおしゃまな節子を珂愛いと思った。が，草之

　　　助が知った風な降をきいたと£ろT，可愛いといふことはそれだけのこと

　　　だった。　《v一マ，　11，　77》

　　○難いみなさんに向ってあの詩人が書いているようなしんけんさを以って，

　　　Hの出から疑の入勺までの時聞の儘の活動を考えなさいと言ったととろで

　　　無理でしょ5e《ひま，12，50）

　　○「この瞬聞に，アメリカの廠国垂蓑致策にたいして少しでもマサツを大き

　　　くすることができれば，臼本の共産覚くらい肉弾に使ったとこ　as　rr惜しく

　　　はない一一こういうのがコミンテルンの縁銃醜なやの方だった。」《文，、3，

ところ’で　　　　　　　　　　　　　 （122）



　59）

○少女たちが，いくら早くにげたとaろで，篤でかけつける役人たちの手を

　のがれるべく亀ない。《少女ク，3，123）

囎．撫で

〔蓋⊃係覇詞

Oあ馨幕物がフ例外Pt：　ej得ずに，他の圃般の場含と野趣の講情に属す蕊

　こと愛示す。　（「だって」に近い。）

　　○この種めいたづらを彼とて予想しないではなかったが，黙って引き下がる

　　　ことは出来なかった。　《ロマ，12，43）

　　○しかし邦子とて亀可愛い鼠子の為を思えば軍平の軍門に降ることは餓来な

　　　カ、っナこ。　　《T＝一マ，・12，　51》

　　○ワシソ5ソ大学の聞愚瀬位大学であったために州の反共立法によって超

　　　つたのだが，私立：大学とても決して波しずかではない。　《朝洲，12，17㍉

〔蓋亙〕接続助霧司　　（ギ葱冬・iヒヂ髭多（・～：つ　く　）㌔

Oあ蕊策件が，旧慣の理由にならないか，蜜たは門門di反対の結果を

　伴うむいう蕪態において，勘の筆件豊擾承す巻。　（逆説条件。助動

　詞「た」にのみつく。「たって」参照。）

　○しかし化学酌にこんな簡単なものができたとて　偲のことがあろう。それ

　　ほサブV一ルの足を普燕の方法で切っただけでほないか（～）《科，11，

　　鱒

　○こ鼠元大エ町の町並は総だおれ，否，鳥取歪市内の象の四丁が，倒れ或は

　　燃えはじめ，晦鼻嚇喚の修羅場と化しているのだ。呼んだとて晦んだと

　　て，誰が助けに来てくれよ5◎〔キン，11，97》

　○｝丸髭に昔なじみの懸外なり。これは江戸時代のll脚である。たとえ夜

　　毎に客をむかえる職業婦入であったとて，今は嫁いだ身の上，5かつな口

　　の鋤きよ登は許さないと凛然たるところほ流石に濤本婦入である。　《婦

　　画，12，55》

〔～から義でコ　（「からつて」の形をもとる。）

　○勉強は片ずけてしま5亀のではあり則せんが，唯のばしたからとて心の負

　　担を軍らせるばかり，しょうという小さなさXやきの溝えぬ聞に薩ぐとり

　　力残り，一生懸命にして予定の漸談で進んだら，それから休むなり，おた

　　のしみなりに移りましょう。　《ひま，12，55》

　　　　　　　　　　　　　　　（123）　　　　　　　　　　　　　とて



　OH：記入とい5東：亜の：交化圏の中に育った入闘が，西洋交明一それを生み

　　出した本家本元の西洋入すらがほとんどもてあま一しかけているもの一を

　　わずか≧六二紀ほどのあいだに処理し損ねたからとて，あるいはそれほどの

　　大きな恥辱でもないかzl｝しれない。　《新，12，17）

○「お兄さんと婚約したからつて，弟のあなたを愛する気持はありません。，j

　　（宝，　9増，　143）

○「あたまかずがたりないからつて，野球はやめるわけにいきません。」《少

　　6蓉ク，6，431．

〔さりとて〕

○いったん註文したからには，一一・Hも早く新澗の洋服を着て出歩きたいの磯

　誰しも入情であるが，巻のとてただ一度の仮縫ひを，それも投げやりに済

　　ませて，あとは洋服騒任せといふのでは，た5ていスマ　一一トな着心地のい

　　い洋撮の出来上るはずがない。　《スタ，12，84）

曝3．士嚇

〔1⊃接続助詞（ぐ連用形につく）〉

①ある票がら慧仮定して条件とし，それにかかありなく進行する嘉態

　　の叙述に結びつける。　（逆説条件。露語的な言V、方。）

　　○たとえば中騒における中日共産覚の驚異納な進出はソ連に．とって励に劉険

　　　をせずと噛ソ連的勢力の拡大になるのである。　練，5．7，工》

　　○時にはこの種の労鋤法規が，社会法的な性格を持ち，あらゆる腿屠条件ま

　　　でも規定する。その場合に模範となっているのはアメリカの立法である

　　が，その意図は正しくとも，単に法的措置でアメリカ的生活水準を実現し

　　　ようとすることは無謀である。　《xコ，11．1，29》

　　○築き上げられた輝かしい業緩に拘わらずラーナーの：本書は現代厚生理論の

　　集計の観を出でず，その意味において翻題「厚生経済学原理」には絹応わ

　　　しくとも，新しい体鋼の理論として窪らを主張する｝こは更に数歩の前進を

　　必要とするのではあるまいか。　《エコ，11．1，25）

　○とくに経験とい5ほどの竜のでなくとも，臼頃井芦端会議でならした舌

　　に，大いに．物をいわせて～《婦⑩，12，96）

　○また，強ひていそいで融手で愛鷺をたしかめなくともいいと考へてるた。

　　　《ロマ，12，56》

②見積りを表あす。（量を表わす副詞につくこともある。）

　○が，それ壱ま，一はなやかな購び声もやはらかな語気も，すくなくと喬，

　　英介の場合ほ，仮面といほなければならないだら5。　《ロマ，12，6◎》

とも　　　　　　　　　　　　　　（124）



○代りにソ連としては米英仏が統一ドイツの処理でドイツ人の不満を買うよ

　うになる方が利蓋と考えたのであろ5。すくたくともベルリン封銀解除に

　関するソ連の態度の急変には，そ書した置据による意図が蔵されているだ

　ろ弓。　餌乙5．7，王）

○・’一，摩直にいって，多少とも文学に心のある入には堪えがたい交章だが，

　一　（．一1｝t．7，　5，　39’2・

〔珊絡覇詞

　◎疑いや反賭の余地を全く残さなtn態度，「志ちろんjと，うけあう

　　舞持の表明。

　　Or行くとも1（野少，8増，10B”・

　　○「き’たとも。」　《：幼ク，9，Pw2’i

　　Ol構ひ淡せんと噛。．3　（人，6，27）

　　○これは二三口前沼津の有志が僕の蕨へ頼みに来たから，あ瓦舗だとも，

　　　花の金もやるし，弔辞も読ませようと，入をやったのだ。　《：交，エ2，65》

　　○「そうだとも，お父っさんの習わっしゃる通1）だよ。1《vマ，7，76》

44．ども（接続助詞）

　0「～といえども」の形で化石朗に残存。

　　○勤労子弟といえども，定盤糾高校を通じてなり，通信敦育を通じてなり，

　　　大挙へ進学することは決して不可能ではない。（軌5．6，玲

　　○もちろん，精管病者といえども社会的なシンボル（言語）を失っていない

　　　し，一般的には精糠病になってしまうと莫の創作は不可能となる。　（新，

　　　12，　3S）

冬5．な

〔1〕絡助詞

　①禁止。〔絡止形につく。）

　　○試合中，数点勝っていてもゆだんするな。　（野少，12，114》

　　○　「泣くな，　泣くな。」　　ぐ塾髪，　9，　85》

　　○「田舎猿だとおもってひとを見くびるな！」　¢世，7，77》

　　○「谷川君　まアそう怒るな」　《寄生，12，122）

　　○「そんなこと　気にするなよ」　《少女ク，12，18）

　　○「余計な事するない」　ζスタ，7，71》

　②命令。翻告。

　　　　　　　　　　　　　　　（ユ2δ）　　　　　　　　　　　　　　　どもりな



　（蓮溺罫出藍zつ　く場合）

　○「それでよけ1）や，飼いてゆきな。」　《新，10，121）

Ol坊やはよい子だ纒んねし慈……」《宝，9増，142》

○「カリ公，気をつけ怠っ」　《少年ク，11，53）

　○「俺のオーヴァとってき触。j　《：交：，9，121》

○「そのへんにあるエイヨウざいでもやっとき艦！」《Vマ，11，117》

　Or早く鰯ん癒よ」　《スタ，7，71》

　（盆令丹多につく場含）　（：女性奪用》

○「貴女，大変お鰍がお上手なんですってね，いつも窮子に醐かされてます

　　けど，今夜一つごi波露なさいな」　《ひま，10，69）

Ofどの本で亀か懐ひませんからもっていって下さいSS。」《文，9，119》

　○「御覧fS，幡i我；をしたじゃないか」　《スタ，7，71）

③感動。　（「なあ」の形をとる事もある。その場合は，感動が深く強

　V’o）

（4）感動，認嘆。

○「今R－E，こうしていたい触……」　《婦輔，10，80》

○「ずいぶん山はひどい怨～if……」　（少年少女，1◎，18）

　○「それほ，すまないことをしてしまった慧あ……。」　1幼ク，10，59）

　○「いつ頃から，足をしばってるんだろう溶ア」　《Pマ，6，68）

○ゼ姉さんも兄さんの官職についている暗に亡くなったのなら，さぞ盛大な

　　告溺式が出来たんだろ5に溶あ，も5こうい5量の中になっては，まるで

　　人情紙の如しだがらな……」　《葦生，9，23＞

〈～かな（一あ〕（離乳。）

Oだれか来ないかな講一。《少女ク，9，4e’｝

こ～がな（一あ）〕　（はっきり言うのをはばかってぼかす。または，5A

　駄への不学。願豊。）

　○「二年や，ヨ年，入生構体からみれば，擁でもないと思ふが菰。」　〈薪，

　　20，　77＞

　○「このハンモックが，飛行機だといいんだが漁ア……」　（少年少：女，10，

　　ll＞

○「このへんで花のよ5な紅葉がハラリハラリとくると詩になるんだか怠

　　ア」　《少女ク，11，ユ4》

　○「それにしても，需と口繕になった頃は，まだ閣ブローカーの蛮盛蒔代

　　で，一霞に玉筆や十万の儲けは，ザラだづたんだが鯨ア。」　（ロマ，想，

　　19＞

な （　126　）



　〔～と（その他仮定の意を衰わす語）いいな（一あ）⊃（三三）

　　○「ぼくは　グローブが　でるといい然第。」（：幼ク，10，21）

　こ～＆（その他仮定の意を表わす語）な（一あ）⊃（願整。前項の．憲略

　　形）

　　○家が建でられると腺あ。　《i資料夕山

　　○早くお父さんが濡っ彊ら鵡避。　《資料外）

　（ce）軽い辮定・蒙張。

　　○「こ配るな，らんぼうしちゃあ。」　《幼ク，9，3貸

　　○「房子は蓬琶塑して粥｝つたと愚ふ溶。」　《薪，1◎，8）

　　○「いや，やすい方がい鼠熱。」　《入，7，112ヤ

　　Orさういふファンクションを，とても果してると思ふんだな。」1女：，8，

　　　60b

　　O「さっきの　かみなりに　うたれたんだ触。」　拗ク，8，34＞

　　○「一九鐵四年まで十年みたけれど，その十年を見れば開かに初めのは5が

　　　瀬白かった線。」　《交，8，58）

　　○「今からじゃおそいよ，夕がたになって，おれたちがばかされちゃ，たま

　　　んないから捻あ。」　《銀，7，71》

　　○「だけど言動がてむだしたら，やつら行つちまうと怨5落灘。」　沙年少

　　　女，1◎，11》

　（ハ）局慧菱虚勢憲，また1ま，相手の返答菱誘う。　《場性尊用》

　　○「おや，えらく，考えこんでますな。」　《キソ，6，89’）

　　○「舗なお天気でござい褻すfS」　《　tUマ，6，69）

　　○「一体，そんなに毎露，どこへ出ていくのでせうな。」　《交，6，89）

　　○「お嬢さんにお眼にかかるのは，；初めてでしたな。」　《鷺マ，9，741

　　0「さ5です，あと九時閣です，退羅ですな湖，夜汽車っでやつほQj《八，

　　　8，　40＞・

　　○「：おい，火村，腹が減った穣あ」　《：文，7，70’1

　　0「いつだつたか，大肉需が河上君の遺稿を編集するといったときに，僕が

　　　あれは発表しない方がい」といったら，発表した：方が全貌がわかるから

　　　と，鷺がいったのは，なんの問題だったか穣。」　｛朝評，9，103》

〔の間投勒詞（「なあ」の形をもとる。）

　◎語勢竈添引引。《男性專用》（雷い聞かせるようなユユアンス。）

　　○「木ッ葉塚のキツネは落，とって竜ふるギツネでな，魏蔵さんもセドのお

　　　冬おばさんも，それから，いっぺえだまされたけど，入にゃ一一一度だって萎

　　、みせたことねえとよ。」　《銀，7，69》

（　127　） な



○「あれほな，」　と鱈ほ少年に．説漏した。　「遠くに出てみる馬飼ひたちに，

　直りの時刻になったことを知らせる旗じゃ。」　（薪，9，71》

○「出鼻はな，戊辰の戦ひで官軍に減ぼされた直路の小さな藩のことよ，黒

　菅でほ藩士は錦の御三にさからって，一人目こらず死んだ。」　《入，ユ◎，

　89）

○「いや，やっと議会もすみましたのでね，ひとつ肩のこりをほぐそ5と思

　5でな。」　　〈Pマ，　9，　74’，）

○「おれたち男が掘りに行ってfS，：女はそのあいだに先生に土器やなんかの

　ことを書いた：本を貸してもらったり，役場のなりナさんk：．eeいたりしとく

　んだ。．1（銀，7，66、

○「おい，八木鴬といってな，儂の古い学：友だ」　《キソ，10，102）

○「入生まるでわからないものでしてナ　きな子はあべ川と夫婦になりまし

　た」　　（ロマ，　12，　108）

○「あのなあ，そっちの荷物をよ，今の5ちに母屋の中二階にはこんでおい

　ナこカζええぞ。」　　《少女ク，　10，　37》

○「でもな……秋子もこの頃になってあんたのこと1ま諮めたらしいんだよ」

《婦友，　6，　74き

Orしかしですな」と警官は，　zaヤリと笑いながら，　rだからといって，こ

　んな三島をいちいち取りあげて垂国的に手配するなんてわけには，いかん

　のですよ。」　《銀，7，52》

○「はてな　このへんになげたんだが　どこへいったか……」《少年ク，

　12，　15”

総．ながら（接続覇詞）

　①ある動作・作用が継続さ翫ると三三に他の動作・作用が4回して行

　　あ飢る慕態における繭動作を接続する。《動詞の連用形にのみつく。）

　　○＝：入が話’しながらあるいて行くうちに～《野少，6，44）

　　○ソヴェト三九にも米英陣営にも組しない第三勢力としでのインドの中立的

　　　立場を出し，独立自奪の誇りを保ちながら交渉を進めよ「）と2n　nyルの苦心

　　　力こ嚢軽こ．見えるようだ。　　IX勇評，　12，　8）

　　○スでッツの夢は，ケー・プタウンの萱後にそびえるテ・・ブル霞上で雲に足を

　　　洗わせながらアフリカ火陸をにらんだセシル・ローヅの夢に一匹根通ずる

　　　ものがあった。　鞭1評，12，24：）

　　○～，酔い鳳を最も少く受け，追風を最も多く受げる1こはどうしたらよいか

　　　を糊断し落がら機を進める。（朝評，12，71》

ながら　　　　　　　　　　　　　　　　（12E）



　○一般に含風ほ膜をもっているが　これほ中心近くでは非常に遠心力が強ぐ

　　なり　グルグル廻り訟がら■二賦することになる◎　《科，21，29）

　○彼は爾拳を肉の中にさしこんでもちあげる。油っこい感じで編養は両手か

　　ら帝をたてて春の陽に輝き綜がらこぼれおちた：。　1：科，11，44，》

　○その夜　彼は謡い弟子の・一一一一入の盃をみたしてやり懸が藤　小さい声でつぶ

　　やくようにいっメこ。　科，簸，48）

　○欝ポットの四つの顔の後1＝二大きい映奪幕があり　生徒1｛｝それを見溶がら録

　　膏による貞応を聞くのである。　（科，11，54》

　○穫煙をゑ身に浴び濾が曝　心肝とを評して薪噴火欝上に30分猿弩瀕張った◎

　　（科，！1，蒲）

　○～，少年たちlm　・tラ忍うとブランコにゆられ離が豊頃翻そうに手を振って

　　笑っているe　＜ギソ，7，32＞

　○長齋とさし急いでダ腿ての窓ぎわの霧へ陣取ると，獄長格の安どんが，ニヤ

　　＝一や笑い捻が劇長書の横へ旛をしめt。（キン，21，48》

〔：居ながらに瓢鷲〕

　○～洋上濫かな気象現象や四二圭上帯の気象現象の推移を湿触がらにして　時

　　々刻々知ることができ～《科，5，37）

c腰ながらに⊃

　○熱いかゆをすすっで元気を取り亀どしたその少年は，涙懸がらにこんな身

　　の上話をした。　l資騰外）

②罵つの纂がらが綴応しない講：態⑳蓑規1こおけ蒼澗管の縷続。　《動詞

　の連用形，形容調の絡緒形，形容動詞の語幹，虚血などにつく。》

　○それに，そのとき，妙な建いきさつ麟から，由比は，その女1こよく逢ひな

　　がら，その女の『あね』芸蓄と，したしくなって，結婚した，といふやう

　　なこともあったe　（：文，7，80）

　○火いなる建設の上に．は，高き歴史の断礎なくして一挙に女：明文化を恥くこ

　　とが鐵来ないということほ，誰でも鷺5ことであり捻がら，ややもすると

　　これを等P醸二附している感じが濃いのです。　（：朝評，隠，5）

OVS祉会主義者となった貴族〃とはジョン・ガソサーがかれを評した言葉

　だ。登かなバラモンの餐家に生まれ，ケムブリヅジで教育を受けながら，

　反帯購主義闘争の騨蛍に投じたことは，蓮立ちにも近い転身の第一歩であ

　　つた。　（頼評，1．2，7）

○これをみると，本物のケインズ先生は「疋常な」高率麗灘でなく，完全雇

　罵一一働く意志と諸職を持ち蹴が瞭，鋤1ナない者の存在しない状態一の

　異現をねらっていたようだ。　（朝評，12，21）

（／29） 嬢がら



　　〈：）さらに一一嗣じボンド圏にい癩が曝，イギジス商愚の一入を患い劔って遡

　　　回したむ，ボンド圏の動揺をみて急いでこれが脱退自動の先頭に立って鋤

　　　いたの竜マラン三二だつた。《三三，12，22）

　　○わが方は何故広大な土地，多数の入戻を有しな爵観・，部隊の衣食軍費を購

　　　い得ないかというと，その三四は我々の遍渡的な斑主主襲に湊．る。1：轍鵬

　　　z2，働

　　○喉物論春であ奪然がら物事に対して：は戦衛の罎点から常に主観的に偏曲し

　　　た解釈をする◎　《朝評，12，39》

　　○野坂は，戦後，共産党は，　『紐識された労鋤餐と農i民の大辛を党の影野丁

　　　におくことができた戯とほこり編がら，しかもド世業労旧著のHリー屡の

　　　縫篠と，その確保とが多少おくれた傾きがあっ灘と述べでいる。（覇評，

　　　12，　63）’）

　　○しかしこの小説は「私」を童入営とし醸爵協，　r泓」は少しも書かれてい

　　　な㍉、◎　（3醗評，　12，　91）

　　○歌う生徒らの聞にまじって，わが子も歌っているのである。璃：捻きこえぬ

　　　離が藤，ふしは整わぬ額が曝，大きく礒をひらいて：，高らかに歌っている

　　　のである◎　《キン，叢，10§）

　　○災主導勺労紺が，今1ヨ，蝉権をと診5るようになったのは，霞らの努力に

　　　誌よること蟷が臨興は，共薩系労組霞身の，いわば落手によるところす

　　　く徽しとしないのである。　《覇評，12，64｝）

　　○体戴ばかりで一樹に零らないなどととかく評判の悪い極小カメラ舞に．小型

　　　蝋が嚇大型と大差ない性能のあるカメラを送ろうと疑塞のカメラ界疇名の

　　　知られた1酸光機が苦心を軍ねてこしらえたのがこのカメラ（～）《科，

　　　：．／，　？．5＞

　　○しかしニニ死な麟毒叱責は，一番のトpaビン。　《出塁ヨ鴛，32｝

　　○無雑点離が懸安打二寒。大銭：手ワrw1ル，なにものぞ，これはi弩てるぞとい

　　　う潟僑が藤軍にみち，試合は期待されます。　《野少，12，35）

　〔～蹴がら曝〕

　　○四重｝はいやだといってい鍮が動奄，購がたつにつれて強く蔑対する気持欲

　　　趨きて来ない。　《辮癖，12，93》

　　O米蟹1こおける学問の欝由の問題は，共産党員は困るとい5意見が一般酌で

　　　はあり揺が曝も，激師の思想調査は長か罪かといP）よわ綴本納な問題に窺

　　　心を移して来たかに．見え6eeq）である。　（糊評，12．19）

　　〇十・一一，二歳の懲：蟹少年は父にすXめられて一一tw一一熱烈な蒼い安部敦擁

　　　の説教をよくは分からぬ鍮爵糠藩聰いて慈服していた職　《キン，1エ，92＞

ながら　　　　　　　　　　　　　（エ3◎）



○～三局これら苦瓜iや危険のi多い途を妬けて，不安定ながらも遼携i愛協に．よ

　　る素式で与党戦線の強化を図るほかはないだろう《東，6．6，◎

⊂しかしながら〕

○そして，強力な顕葉が，趨諺渓を無視させるよ5に，彼らに世論調査の

　綾果さえ，方法論の名によって窺属しようとさせるのであろ5。しかし鑑

　　がら，現実を無視することが鶴何に不幸をもたらすかほ，今次の大戦で我

　我が痛感したところである。　《湖評，12，41》

くはばか蟹ながら・及ばず蹴がら・残念ながらeee．〕

○アメリカでほ波長がtw　mmの電波を発生するクラィスF　Viンができている

　　が　わが国では残愈触がら10cmくらいの亀のしか製晶になっていない。

　　《科，　21，　17》

○シベリアのエニセイ弼長窟がその窒帯への年次報告の中で，岡州にほ選濾

　　鑑がら：交鷺が非常に多いと謎轟いたところ，時の皇帯アレクサンドル三世

　　が，その報告書のその項にr結構なことだ」と註をつけたとい5この一一一9￥

　　で亀，その頃のvaシア晶晶の状態がどんなであったかが知られるのであっ

　　た。　《細評，12，7諦

○～，謡歌について亀。U抗　H戦中蟹擾党が羅趣癒が峰士気の鼓舞に使った嚢

　勇軍行進曲を，むかし圏畏覚が入戻：に．押しつけたうむ馬脳緻の三戻：主義国歌

　にとって代らぜた。　《論評，エ2，38）

曙7．激ど（なぞ・癒んぞ・なんか）　幅瑳助詞）

②例示a総踊。

　（イ）一つの羅物盤面面す墨。そ翫綴雷っ響鍵獅ず，大書。ぽに響

　　う。他の語種額の態のが讐外に雛あられ釜譲亀あ馨。　（「例兇

　　ば」の意。）

○昨薙十月購旨発行された薪制高校社会科馬教科露：「畏主盛三襲」　（上）はそ

　　の内容が反共的であるとい5ので，左翼陣営が問題視し，一部にほこの教

　科書撤圃運鋤竜ある。衆議院の委員会捻どでも共塵党代識ヒから払出があ

　　つたし，糠致組ほ直接：交絹に．撤回：方を聯入れたという。　《東，5．6，i》

○あべかわ餅餓どごくよいものです。　（婦友，6，8の

○～このフイルムを使って電送写爽溶どを応用すれば～《科，5，37》

On・・一クの切替え慮どのギャザーは，装飾釣な竜のではあら抗すがやはり胸

　の張りを菱しく見せる亀のと考えてよいのです。　（婦友，6，73》

○ワンピースでスカートが蕊枚接になっているとき蹴どは，このダ桝ツの縫

　　欝の繊がスカ削ト．の擾の線とつながる位：麗にとの襲す。　《婦友，6，73》

（131） など



○「十一代さん溶ぞほ，君，十三入もお欝窒があつで，子供が三十八入も，

　生れたっていふからね。」　（宝，7増，34》

○「シューベルトの来完成なんか大好きoj　《膏，9，35》

○「アメリカの場合なんか，伝統と1．．てノソeフ4クショソが盛んだ。．1

　　《八，　9，　98）

（m）叢べ挙げたいくつかの事糊の後に繁綾て礁翫憲総籍し，蜜た，他

　　の同種類の癒のi蟹》こめズ書う。

○容疑毒中には税務巣窟一人に対し烈入のブローカーを使ってニセ税務羅員

　にばけさせ匹トト数：万円の収賄顕していた看や，業者の税金：を納めると称し

　　て単数万円を詐取した者その趣脱税を内密にしてやると十数万円を収賄し、

　たものなどが悪質で～（集，5．29，灘

○なお贈賄側ほ会祇，古物商，飲食膚濾どを纂頭に～く葉，5．29．，盈）

○～，その一部ほ福州，中門，洩頭惹どの諸港を含む華爾の海斧地帯占領を

　命ぜられるだろうと～《策，6．6，勤

○葬常に栄養が悪ければ，牛乳や造蹟鮒などで栄養をよくしてから始めなけ

　ればなりません。　（婦警，6，86）

○あじさいや，紅樽や，巧薬や，かきつばたなど，花の険きみだれたひろぴ

　　うとした庭のなかを，～《ひま，6，54》

○盤村，一般労務責用にほ必需衣料の作業衣，下衣類，手ぬぐい，地下タビ

　などを重点醗給し，また孚拗隠丁雄産婦にはサラシ木綿，ネル，毛布など

　の必要贔を，引揚齎，生濡困窮者には簸具，毛布，洋服溶どの軍点特配を「

　行う　〈lils騒，　5．19，　猛》

○～，遍初は増資材料の齋国石湘，昭釜石濾然どが買わ2tfeのを中心に．～

　　《＝勇こ，　6．6，　芝》

○～西独の通貨改革，ソ連のベルリン封銀，繭干鰯の室籔対策，北大西洋条

　約の成立など，めまぐるしい情勢の変化の跡を麟みると，～（東，5．7，

　　王）

○一特殊の無線機器を1使えばこの正体がはっきりとらえられ　その薄型から

　発生源が熱雷か渦雷か或いは風塵癒どであることが判闘し　3点観測をし

　て察電源の位羅を測定すれば洋上遙かな気象現象や自岳勉帯の気象現象

　の推移を居ながらにして時々刻々知ることができ　台風を早期1こ発見し

　その移動経路の記録から予報を行うこともでき　また雷雨予報の精度を向

　上できるなど　資する所は極めて大きいものといわねばならない。　（科，

　5，　37＞

○「蚊や蝿落んか見ると，僕はやはり，神なんか無いのだといふ気がして来

など （　132　）



　　るんだ。」　《入，§e14》

②あ影面蕊例幽し，洩れ懇輕しめて搬券論い方。　（否定的な内容ま

　允は反語的な内容を：表魏し，もしくは，けんそんした言V・方をする

　時に用v・られる。）

　○「いずれね」と言われて披女はもう右頂天，ボーイ・フレンドのジェリイ

　　の黙癒ど忘れてしまうのぼせ方だ。　（映，6，22）

　○貧しい隠絵落ど，かいだこともない，おくゆかしい煽りが，～《ひま，6，54》

○ひとびとは階級謁立の激化にともなふ現実の混乱に晦面して，個人の誠実

　　などといふものがなにほどの力も発難しえぬことを，～《人，5，85）

　○私1ま軍国主義に灘された入々の足跡を叢そうなどという意思はもちろん持

　　つていない艇，5，39》

　○そうなったとき，世雰に平和の実現されるチャンスが多くなるので，私の

　　建築などもそうしだ機運のさきがけになれば幸せだと思っています。（lfiis，

　　6．5，評》

　○「私に舷ぞほんとうはまだわかってやしないんでしょうけれど，憧れはと

　　ても釜童し、わ」　　（婦置猛，　7，　73）

　○「強いられた結婚泓んか，したくあ1り茨せんわね，やっぱり。」（心友，7，35》

　○「いや，いや一一私，あんな詰らない園舎でなんか，絶対に生活したくな

　　いわ」　《ロマ，9，89）

48．な鞍

〔王〕係助詞（「なうと」の形を慈とる。）

　◎倒示的堤題。他によ夢癒當な亀のがあ釜か竜搬虚心が，という面心

　　醤書外に含め番。　（「でも（係）」の③に問じ。）

　　○ぼくに．蹴のちょっと雷ってくれさえしたらよかったの｝こねえ。　（資料外）

　　○せめてその瞬聞だけ然穆と，窮己を見つめ，みずからを反省する機会たら

　　　しめたいとも私はねがって：いる。　穐唇線，2，魂9》

　　○彼は自分の庇謹潔宛の手紙に，前線へ出して貰ひ幽いといふので，《何れ

　　　へなりと配属させて頂き払い，役には立たなくとも，危険な所なら侮処で

　　　も繍轟です〉と書いて，N《新，3，59》

⊂1王〕接縫助詞（（終止形につく））

　①ある動作・作用の慮後（ぽとんど圓時）に，典の動作が行あれるa

　　いう嚢態⑳表磯においで，先行動作匿添す。　（「や否や」と同嚢。）

　　○「オヤッ」彼はその都歴へ入る漁軌どきっとした風に欄闘を見上げた。

　　　　　　　　　　　　　　　（133）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なり



　　《ローマ，　王2，　79）

○鱈子は彼がまじまじといつまで亀みつめてるのが葦しくなって「見ていら

　ん」と云ふ醐彼の限に手をやってふさいでしまった。《・マ，12，78》

②あ馨動作・状態の憲蜜で他の畑作懇ず聯みいう講態の表硯におい

　で，三下の動作・状態菱示す。　（「た」に接する。）

　○彼は擬庶の上に腹逼：ひになって，枕許の煙草盆1こ煙草を捨てた櫨鞍，ぢい

　　つとその絵を見．しげてるた。　（Vマ，12，76》

〔III〕鍾立撃詞

O並列・列SS　した中の，どれか一つ簸選択愛馨慧些事あ愛。

　（イ）〔～な撃～な夢コの形。

○勤労子弟といえど竜，定麟鋤高校を通じて蹴磐，通信教育を通じて然鯵，

　大学へ進学することは決して不可能ではない。　《朝，5．6，◎

　（m）〔～な夢～〕⑳形。

○得点に大きくひびく打点EE｝X，藤村，獅上，腔当，西沢，この四入がり一

　　グ最終飾までせりあうでしょう。これは三位なの，ifi1．位まで表簸すべき

　だと思います。　些少，エ2，憩8》

〔：：大な塑罪な購

○こ5やっていままでの三鷹婦入は大癒⑳小怠鞍就職ラインでボイコットさ

　れて鞭つづけました。　《婦麟，12，97》

聡．なん℃

〔璽〕格勒詞

　①次に来器動作・悸羅1の内容謹：添愛。倒：承麟ぎ鑑，窪ぬ1ま輕しめ駕。

　○お嬢ざまはほんと5ほ，生きていたのです。それに，なぜ，人は，死んだ

　　然んで，い瓦加減なうそをつくのでしょう。　《ひま，6，53）

　②濁格の関係で次の語謹修飾する。無幌憲た捻軽視す釜気持産含む。

　○「ピンク・フラワー腺んで喫茶店，知らなし・わよ。」《費料外》

〔夏幻係助詞

◎ある譲：物差例示し，それ釜無観寒たは輕親し叡うaす釜甑山沿示す。

　○「悪いわ，無理強いするの，歌触んで気が向いた時じゃなくちゃ歌えやし

　　ないわ。」　（ひま，10，69）

　○「女にあまった歌るtsんて，男らしくないわよ◎」　《少年ク，8，33》

なんて　　　　　　　　　　　　　（／34）



懸。緯

〔幻格助詞

③翻鶴舞馨の牛蝿蕊鰹闘蘭激嚇糞の驚位・韓：置翻難解。い遊唄，

　調物の磁愛輪場羅。蜜た，羅物灘蓼在満せ懲鵬鋳。

　〇二八が，罠遡臨たいざいするつ亀匂の，みつうみ魯露ほ，その湖水のすぐ

　　そばの，膚がを灘瓢，あった。　紋，7，80）

　○その頃は，その女も『あね戯芸考も，下諏訪に，みた◎　《文，7，鶴レ

　○戦後名大では愛知蟻豊li匙墜電研究薪を設け～《科，5，36）

　Oleイツの欧灘鉱占める蟻蜂酌，経済曲地位は～《朝，5．7，鶏

　Orw，池に力残った丸太擁の橋を渡る途中，～《映，6，23》

　○～，お部麗にほあかあかと灯が輝き始めた◎　《婦友，6，27》

　○ひげの勇は砂漢の入蹴鴬テントをはって，～《聾少，6e鱒

　○～機樋の誌に立つでいるにちがいない。　《ひま，6，52》

　○梯子の糞中に横に鉄捧が通っていで，酎《キン，7，32》

　○お嬢さまの顔がy5す蘭のなか灘探：白く浮きあがったま一k，　tW《ひま，藝茅5嚇

　○その踏み貿むをとほると野わ鰻こ堅い擬製のかなたに，おもひのほか，ち

　　かくに，湖水が，（つまり，諏訪湖が，）見えた。　《：文，7，80＞

　○この便利な瞬時型の捌窒機を500k鵬以上編つた3点鱗設けて＃・W麟s

　　5，37》

　○岬墜闘に洋溝：する雲や慶は外すべて：電：荷を沸する物質讐あるところがら細

　　　　　　　の
　　（科，5，36）

　○強いて，微笑を顔に5かべよ5としたのでしたが，～（ひま，6s　33》

　○光線については光線を受ける側即ち晦陽瓢1にC蝿：が多く，一膿，6，6》

⊂～臆難い駕・轟綾齢コ

　○界雷とは　不連続颪獣おい℃冷い塞気が源い睡気の下に篤いこん都下から

　　押し上げるので上昇気流を生じて雷雨となったのをいう。　（科，5，36）

○～，さらに「閥大繭協力の最後の機会」といわれた一昨年十二屑の雛ンド

　　ンにおけ巻四圏外麟会議が決裂して以来一年麿半，～（朝，5．7，鱒

②騨敬の慧鍛表すべ妻欝欝にゆけ馨。　（「～には」　「～におかせられ

　ては」などの形）

　○天皇陛下に鑑，午前十臨三十分，皇駿を御出発。　（資料外｝

⑧鰯レ炸燭の欝あ劇灘抽象離な場蕨の定位読離す。①塗照。

　○すくなくともベルリン封i裟解除に関奏るソ達の態度の急変1凝鼠y・そうした
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　判断による露座が蔵されているだろ㌔　（庶5叢　℃

○～，予算面には，この補給金の形でのみki　1一一。いた。　（エコ，5ほエ，2S》

○～ドイツに関する諸子題にはまだ難しいことが多い。　（來，5・7，◎

○ソ連はマーシャル計幽や北大西洋条約に見る西欧灘の軍弩享的経済酌國鞍の

　　うちに，対ソ包囲戦の危険を感じているばかりでなく，～（遡，5。7，鞠

0～，つまりその死に：方が重視され，そこに究極的な鮨値判断の規準がおか

　れる。　　《二号ヒ，　5，　39》

○批評精神が鏡野から逃懸し，現翼の趣盤を遊離して，いたづら1こ悪鷹簑に

　堕してゆくことの弓ちに，ひとびとは翻入の誠翼¢）澱界を見てとる◎《入．

　」r，　85＞t，

○～，わ海）れは知性の立場に立っているのであって，～鋼1，4，濾）

○独裁慰想は暴力の誓学に立脚している◎　（東，5浦，恥

　○われわれの窺由ほ，何を言い，穂をなすべきかを，編見や構慾に支配され

　　ないで，われわれの究極の日的からする明察にもとづいて，還釈決定する

　　ところに戎立したのである。　ぐ畦，4，2鋤

○～または高位高窟にあった老入が～（世，5，39）

　○～，i裁判官のP）ち，判事：補より高い資格を要求ざれるもの監在職しfr．”9

　　は，たとえ，助法修習生の修習を癒えて：いない饗も夕これ　鴛i弁護縫＝資格を1

　　認めるべく，～《法，5，5η

〔～にあ駒

　○～予備会議の駈務は，必要な準備工作を紛え，速かに新教：治協商会議を蔓1

　　隣して異主連合政欝を成立させ，歪巾醗を統一する　UZE　猷聾《朝，6。鴛，驚

　○やはり～ドイツ統一を念ずるドイツ困畏の多望に拍車をか1えることによう

　　て軽羅一歩前にある藏独政府1登1立の気勢をそぎドイツ麟戻：の支持と期待を

　　自薩1の：方にひきつけんとする1制憲愚と患われる◎　（朝，5・7，珍

○したがって問題はソ連が今や鷲意味となりつkあるベルリン封鎖を偲晦，

　　いかなる意鐵をもって7解除するかに捲ったのである。　（朝，5．7，亙）

〔～に＆ジま馨〕

　○われわれは既に，このいわゆる内面的窮麟なしには，外から与えられた麗

　　密は，それだけでは｝毒虫の条件たるに止憲駿，～⑪1：，4，22｝

　○～，かの政治的自由も，われわれが見たような，侮でも雷い，粥でもする

　　ことが毘来るというかたちでは，単なる可能姓に継泳の，～《世，4，22》

〔～昌こおいて・おけ釜⊃

　○しかるに界川年三：予算案にお彫、てIS，これらの援助資金が公然と、予算諏

　　に組み入れられたのみならず，～《エコ，5・鷺，10）
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　○現に，申央財政にお綬馬公共土オ〈事業費の綱減が，～《エコ，5．　11，10）

④動作婿㌻襯の行あ塩釜時・場合識濡す。

　（イ）時。

　○一九四七年プ1潟鱗アメリカで塩切域来，興行成；績のベスト㊥テンに入った

　喜劇であ：る。　／／．映，6，珍）

　○～ソ連のペルリソ封鎖および西欧の蓮封鎖も十二田に1彰碁除し，～《東，

　　5，7，恥

○昭和九年の十∫仁蒋づ讃の，午前八臨叢十分ごろに，新宿を，患る汽車

　　に，慮比欲，集った◎　ぐ文，7，80）

　○他の川州i罵は離乳経過の一八で進むところでも，夏は二四疑かけるくらい

　　にしまし．itう。　（婦友，6，鐙1

　0～これは二丁地方で春のはじめによく趨る竜のであるが～（科，5，36）

　○一，解放～1星は過去三年聞1竃蟹民覚軍五百五十九万を撃減し，～（遡，6。2◎，

　　y）・

　○このほかに今年膳・国鴛｝鍮鐡不適格品の単そでシャツ7灘ズボン，はだ藩，

　　婦入子供服など約工チ万点の：放出が期待されているので，～（朝，5．　19，簸》

　○三門には池田蔵銀の減税，資産再評醸1に関する談話が繊たが～（東，6．6，

　　む

　○サ系（二〇〇〇）回向1勲ぴi黒記念があるので～敏，5．29，恥

　○みつうみ館を見ると，由比は，十三四年まへに，ここに，来て，ここで，

　　一一泊したことを，なつかしく，思ひ暫した。　《：交，7，80》

　○：工入は，くらいうち駕麹きて，毎輔，輸撮の三糸二曲の二二場にかよってい

　　ました◎　（ひま，6，52）

　○次期狸会までに民慮と民主犬ぎ圃長との閉門はあり回るかも知れないが岬

　　㌧朝，6．20，X》

○離乳賦か瓦るときは，その前に医師の診察を受けて～〔婦友，g，86》

（切場合・藷態。

　○～，普通施肥量の場合には濫に正：方形植がよい結果を響てるる。　《農，6，

　　25

　0それにも拘らず今翁一回穂か長方形植かと，騨植の度に思い迷う入の多

　　いのはどうしたことであろうか。　（農，6，25》

　〇二人は，催購醗師が欝をまわしているすきに，テントにとびこんで，さっ

　　き自分たちがかげられたくすりのつぼを，さがしだしてきました。（野少，

　　3，　43＞，・

　○～あんなに元気だった蕉二君が，庫からおりた途端に急に才5となしくなつ

　　　　　　　　　　　　　　（137）　　　　　　　　　　　　　　に



　てしまったのでt，～《キン，7，32）

○鷲中圏誕生の墾礎となる麟政治協商会議の『鰯絵解B　．．？づ嘱北平で中共，

　諸覚派団体代表再三牽凶名滲蕊の下に正式に閥かれた（朝，6．2），勤

○髄人の誠実がi軽蔑される穀会は陰滲な猜勤ゆ林立のうちにみつから亡びで

　ゆかねばならぬ。《ん5・85｝

○さきの前殿審査で不敵絡となった富公私立専門学校三三十一校のほfjiに，保

　留や未申講の商等専門学校を略せて約百プ『卜校が短期大学の対称となり，

　tw　｛’tii｝L　5．6，　X：，｝，

○第一一一・lz，中央，地方，聴諸官会計のそれぞれにおいて行政整理と蕊切りに．

　よΦ，赤宇負担を官公函丈ならびに現業労働春の犠聾に転赤しでいる◎

　　《エロ，5．11，10）

○最後に最火会派である緑風会であるが，こ鼠は全体に保守飽が濃く，先lfl

　の薗糧招宴の騒会慰労会にも稲当多数が臨んでいる（束，6，6，1＞

○次に幾田無は来蕨磯総会を開き部内一本化を期することに決定してい

　る　 《舞ミ：，　6．6，　1》

○明春の参議院選挙には，属鷹党としては入十名くらいの当選を鼠標とし，

　～　《森山，　6．20，　1）

○企團入畏1歌解放軍を擁護して解放戦争に勝利を鴛た《朝，6．20，玲

○だがディックはサック竸畢鵜も，二八三足にも，スプpaソ・レース1巴亀負

　けた。《映，6，13）

○ベルリン卦鎖解除はかくて薦欧ソ連鶴の騒交調整への道を開くものとして

　霊界に一脹の薫るさを投じてはいるが，しかし懇國外栂会議は果してその

　誌面調整に成功し，世塵の平激鶉墾にそい5るかどうか。　《朝，5．7，玲

〔晶器に〕

Otwこの年限短縮の要望と，旧鋼の高等專門学校が幽年制薪制大学の名に．値

　　しない実質をもっていることがからん懸，a冠書やむをえず二押鯛短期大

　学を生み撮さねばならなくなったのは，～《朝，5．6試》

○昨年六月十九臼，ソ連がペルジソ酉欧地区の封鎖を実施して：から約十ケ

　月，昨年衡糊を遇じて世界不安の中・bであったベルリン封鎖ほひ餌翼・

　除され，さらに「鶴大圏協力の最後の機会」といわれた一一昨年十二月のP

　　ンドンにおける颯国外粗会議が決裂して以来一年麿畢，ec　tsに再び匹1国外

　相会議の開催を見ることになったのは，それだけでも世界平灘の上から憲

　ばしいことxいわねばならな：い。　《朝，5．7，　∫》

〔～だξ綾羅・慧か鱗叢ete．　）　（全体として接続助詞のようなはたらき

　を持つ。）

に （13g）



○｛’、中共側がこのよ5な入物に協力を求めたことは初めてであるだ1量に特

　　に門門される《東，6．6，　1》

　○労働組合がこれを拒んだ物上に，祇会戻：主党閣僚の総退降が起り，それが

　結局災主々襲の激のために．道を覇く機縁を作った。　《輔，ε％，王》

こ～な瓢臆（は）⊃　（前提の網引。）

　○戻1主主義を破簸せんとする緻を発見すること線1．。　IZ選：主主義の建設はな

　　い。　《東，5．6，導

　○祉会的動物としての入類にとっては，たがいに助け合うこと離しには，単

　　なる生存も三野となるからである。　（世，禽23）

（～鵡畿には〕

○ここで何か手を貫っておかないaとには，後で始末がつかなくなるに違い

　　ないのだ。　《費回外）

⊂～に際し窯・憲っ翌ete．⊃

　○ただ，これらの問題の論議に際して癌感ずることは，～《法，5，5跡

　○～，　塞予箋菰編rk藍巴a縷Ptこって幡こ，　～　《エ＝，　5。11，　10》

〔～におい窯・おけ馨3

0すでにインフレの発展する状態の下においては，現金通貨の圃転率，決た

　　それと麗連して手形流通高，策中銀行の野川状況など多数の条件を総合せ

　　ねぽ単続1こは結論し縁ない性質のものである。（エコ，5．　21，10》

　○最近に戯ナゐソ野駒の世界的な平和運鋤屯その反映である。　《朝，5．7，

　　1＞

⑤蜜拾・翻当の塾礎i蚤添す。

　○これを一・定速度（気象台現彫の竜のでは12分に11藤転）で属転させるも

　　ので～《科，5，37》

　○～母i乳は一翼に一園以上与えて夏中は維1やさないこと。　（蛎｝友，6，86》

⑥愚作・作料⑳劉蓬す膨憲塊点eva状態。

　（イ）劉寒点・行轡驚《勝（購・人獄ど噛含めで）・需向。

　○広川畏自党幹票畏は十九熟田大阪から岡自に蕪いたが，～（朝，6．20，1》

○瓢入は，催眠衛師力泪をまわしでいるすきに，テントにとびこんで，～

　　《野少，6，娼》

　○～，くつぬぎ石の5えの庭下駄に片足をおろそ5としました。　《ひま，6，

　　54）

　○～かれが窓のぞとに眼を転ずるならば，～《人，5，84》

　○～不連続面において冷い空気が湿し・璽気の下に鋤いこんで下から抑し上げ

　　るので～《科享5，36》

（　139　） に



　　○～，もしその意味が彼らの手許に通貨が流れて来ないという意味であるな

　　　ら‘ま：，　～　（：r一コ，　5．11，　10）

　　○～建立淑の動崩が注臼されるが，～持ち込み次第でほ存党側にまわる公箕

　　　も決して少くほない《菓，6．6，玲

　　○やはり，封鎖解除を前提とした四国外胡会議再開によって対独処理をポツ

　　　ダム協定の線に引きもどし，～《朝，5．7，1》

　　○～，四白は増贅材糾の膏圏石油，昭和石独などが買われたのを申心に石油

　　株に温気カミ集中し，　～　（東，　6．6，　1》

　　○～，興行成績のペスト。テソに入った毒劇である。　〈映，6，12）

　　○～これはかえって共醤蝦の思5ツボにISま13こんでいることになり対策の

　　　貧閑を物語るものだ《朝，6．20，1＞

　　○にもか鼠まらず車楽の誠実はあきらかに限界に達してみる。　《人，5，85》

　　○今におよんであわて」二年制の短期大学を作るぐらいなら，～（朝，5．6，

　　　1＞

　　○週末に董って一部化学株に入気が再燃し始めたが～《東，6．6，1》

　瞬）成夢行く状態。結果。

　　○～中央の対外策がどのようなものになるか，非常に注目を要するものがあ

　　　る。　《：爽，5．7，　王）

　○生後八ヵ月以後になると母乳の分泌の減ることが多いのですが，～1婦友，

　　6，　86＞

　　○中等学校はすべて高校に昇籍しようとし，高校はすべて大学に昇格しよう

　　　と焦った結果，～《朝，5．6，1＞

　　〇二入ともアフリカまできて，ワソ公に5まれかわるとは思わなかったので

　　すが，～（野少，6，42）

　　○～，政府側は現在蒋総統を支持する勢力と李官船を頂く広西派との二つに

　　鯛れており，～（束，6．6，1》

　　○～政府軍全兵力は現在でも百二十五万ないし百五十万に上り，～（東，

　　6．　6，　1）

　○～枇評精神が，個入的現実を卸下するほどに昇華しきらぬため，～《人，

　　5，　85）

　○～畏主党は来月i五日総会を開き部内一本化を期すことに決定している《東，

　　6．　6，　1．〉

　〔～ことになる〕

　○～これはかえって共産党の思うツボにはまりこんでいるζと．になり対策の

　　貧囲を物語るものだ《朝，6．20，1》

に　　　　　　　　　　　　　　（14◎）



〔～になる⊃（動作に滅する敬語。）

　○「いつ頃からお会｝こに穣らなかったの」（ひま，鷺，勧

⊂～するに至るコ

○この危険感から，ソ連はベルリンの封鎖を解除し，西欧側との鰯交調整を

　　希卜するに至ったとも見られるのであって，～（朝，5，7，功

〔あ劇にかえるetc。〕

○とたんに，われにかえった二入，～（野少，6，42》

（ハ）変化。蝿蒲させる状態。

○慣れてきたら，初め一さじくらい御飯粒を入れておまじりにし，粒の量を

　　徐・婦こ増して，～蠣友，6，86》

○～，全国選挙区ほ全廃して園圃単位一本に改めたいとの意向が強く～瀞1，

　　6．20，　1）

　○高大工学部の学生四百人が花由教擾からBC級死刑者の遣書を添され，

　　「例外なく涙して」これをパンフレットに作成したという儒じがたい癖実

　　（～）　も，　～　《’9七，　5，　39》

○母と娘に扮したシャーリイ・テソプルとマサ・・イ映，6，12＞

　○：隠蔽牛酪乳（～）から始め，次第に二陪に薄めた牛乳に替え，ごく徐々

　　に離乳します。　馬齢，6，87》

○～，量によっては半身頃で二本ずつ，つま‘）糾本にふり分けると，～：婦

　　友，6，73）

○田械に漁って稻殊を正方形に配置するか長方形に醜置するかに就いての関

　　心は，～（農，6，25）

〔～ことにする⊃

○その夜マーガレットは，ディックをスーザンとの交際から解放させ様と愚

　　つたし，何となく二入だけで話したくなったのでデiックに電話をかけ

　　て，あるナイト・クラブで会う羅にした。　（映，6，13）

○～彼女はモデルだと云って，アパーートの係りの少年に，ディックの部騰へ

　　入れて貰い，彼の帰りを待つζとにしたが，～〔映，6，1211

〔～を～に〕　（「～を～にして」の省略形）

○～，クリーム色，流線型の車体と一二七二五の番砦毯手懸りに捜査中のと

　　ころ，～く粥，5．19，豆》

　○ソ連のベルリン封鎖は～を動機として行われたが，これは～をもつ一C　Wと

　　見なすソ連の報復であり，これであわよくば瞬欧勢力をベルリンから締め

　　出し，たとえそれが出来ないにしてもこれ琶種に西欧鮒に再び囚函会議を

　　開かせて対独処澄をポツダム協定の纐にもどさんとするものであったろ
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　　う。　 《朝，　5．7，　1）

　○かくして，特別会計，地方財政はその赤字奮縣実にあるいは，大引首瑚に

　　よって，縦に多数職員の際際負抵を強行するか，～〈mコ，5．11，10）

　○ひげの男は，砂漠の入口にテントをはって，迷信ぶかい土入艶あいてに商

　　売をしている催眠徳飾です。　《野少，6，41）

　○～，遍初は増寳材料の彊国贋油，昭i和石油などが買われたの崔中心に押回

　　株に人気が集中し，～（東，6．6，玲

　○なお懸賄測は会継，古物商，飲食庸など蜜筆頭にほとんど全部の業種・に及

　　んでいる《東，5．29，欝

〔～にし鷲畿（も）〕

　○～，数絵は，夢にしては，あまりになまなましすぎる感摺のもってゆき場

　　所がないので困りました。　《ひま，6，53）

　○～，これであわよくば西欧勢力をペルジンから締め出し，たとえそれが出

　　来ないIZしてもこれを種に西欧鋤に再び四騒会議を鵬かせて対独処置をポ

　　ツダム協定の線に亀どさんとするものであったろ5。《朝，5。7，1》

〔～にせよ〕

　○政治概評に琶蓋，芸循批評に琶訟，竜と電と批評とは極北の精神にほかな

　　らなし、o　　《入，　5，　85）

⑦動偉・作襯の向けられ愁隅隅の配物。

　（人笹戸謬て⑳動作・作矯の櫓手）

　○中共上海軍事：管欄委員会のスボ・・クスマソは四疑午後外回船出入問題IZ．つ

　　いて記者団に訳の如く言吊した：糠：，6。　6，1》

　○その夜’V・・一ガレヅトは，ディックをスーザンとの交際から解放させ様と思

　　つたし，何となく二入だけで話したくなったのでディックに鷺話をかけ

　　て，あるナイト・クラブで会5事にした。　《映，6，13》

　○～，鯉子匿，遠まはしの言葉で，赤ちゃんは，勇か，女か，と，聞くと，

　　～　《文，　7，　80》

　○私ほヘルム大尉その4也に厚くお就を述べ，再会を固く約してお弱れする。

　　（婦友，6，27》

　○衆議院の委員会などでも共議覚代議士から質問があったし，舞教組は鐡接

　　高瀬文相に弊誌：方を申入れたという。　《東，5．6，玲

　○見るに見兼ねたスーザンは，ボ・一　d。フレンドのジxリイに，デaックを

　　勝iたせる様に頼んだ。　《映，6，13）

○一？・一ガレットがデaックを愛しているのを察していた博士は，そこでマ触

　　ガレットに，籏行に出うと無理に薦めて承知さぜ，～《瞭，6，13》
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　○～，襲凹田も奮廃県支部に命じて候二者の整理を醗始し，～《朝，6．　2Q，

　　即

　ONeディックに鋼を宜告すれば，スreザンの心の鵬手ほ生涯癒らないか

　　ら，！｝《映，6，13，》

　○～，これら門門案は脇隣圏会に提案したいが，参議院矯猛烈な疑対がある

　　と予想されるので，～（朝，6．20，功

　○例によって沢枝君ほリスのような索早さで，車をとびおりると，木戸番に

　　話をつけて天幕をくぐり誠：けで行った。　《キン，7，32》

　○～，ゆ共働がこのような人物に協力を求めたことは初めてであるだけに鮒

　　練，6．6，萄

　（乾物に尚諺感れ趣鋤作¢磐i瑚の翻鎌）

　○～輝線の畏さは偏型板に窟わる調圧に比鑓するので～1科，5，37》

○そして生偉を舞台として母体になる物質を究明し，これに麗卜する醗韓系

　　による生化学反応の連鎖を考えなければならないが，～（農，6，6》

○～，すぐ実業につく竜のとの聞に．，その人生行賂の一．ft｝　：～（朝，5．6，玲

○離乳にか鼠るときは，その前に医師の診察を受けて赤ちゃんの栄養状態

　　を調べて亀らいましょ50　繍友，6s　86）・

○～，今秋審査にと励践って窮春から店開きをする予定という。《朝，5．6，

　　x＞

○～，畏欝党竜野府国歩部に命じて候補者の整理を醐始し7満薪な人材を選

　ぶよ5選挙薄策に四手している《朝，6．⑳，1＞

○さらに一部では，その意図ほ西ドイツを欧弼復興の支柱として再建しよう

　　とする一g・’一シャル計画に対i抗する手段とさえ見られていた。　（朝，5．7，

　　Il

O～，その「懸戦審」たちが死に薩面して仏道に入9），～ぐ世，5，39）

○～名大の金原激擾が早くから察鷺と雷雨の潮害に欝弔しで一（科，5，36》

○が，はたしてそれ捻，個入にたいする該案に固執してみるからであら5

　か。　《入，5，85》

〔～に～せ監e盤せ番eし鯵塾3　（使役の対象）

○～，たとえそれが鐵来ないにしてもこれを種に西欧側に再び凶國会議を開

　かせて対独処麗をポツダム縮驚の線に竜どさんとするものであったろ5。

　　（朝，δ．7，1）

○～，従来は中央会計より特別会計へ繰入金，勉方会計へ配付金をそれぞれ

　流し，聴溺会計には建設公債等，地方会計には二方起債等を発行せし勘で

　きたが，～（su　r，δ，11，1◎》
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〔～に漏しで・つい畷・錯しで。反しでete．　）

○～，艶々の毒悪を少くするためには，衛生や防火のことなどに闘して，厳

　　重な強欄を行わなければならない。　畿，4，22》

　○～ベルリン封鎖解除に物柄愚ソ遮の態度の急変に．は，～《東，5。7，1＞

　○～，ぼくは《批評精神》について語ってきたのだ。　《人，5，84）

　○中共の貿易代表は難論香港で米入商社筋と貿易の可能1生につき協議してい

　　る（：東，6．6，1》

　○民：衆や社会の現実に彊いして誠実ではないと診断される。　（入，5，85》

○その意味では，この教科書は薯述者の持つ志向の高さと民主主義に対自為

　　情熱の深さを立無しているともいえる。　（東，5．6，玲

　○これに対し野党派の社会党ほ元蟄絹波多野鼎会長の下に部内の左右封立も

　　このところ緩和状態を示し～《東，6．　6，1》

　○独裁思想は暴力の画学に立脚している。これに沖して山主八斗の持つ哲学

　　は平和と秩序と安企とをたてまえとしている（束，5．6，夏）

〔～li：（一も）かかあらず⊃

　○～，著巻の主潮｝豹意図にかかわら欝，～（世，5，39、

　○綴人の誠実が軽蔑される娃会は富加な猜疑の林立のうちにみつから亡びて

　　ゆかねばならぬ。にもかtS櫨らず個人の誠鑑は～〈入，5，85’）

⊂それに⊃　（接競詞曲用法）

○ここの家の主入のた虻一入のみよりだというので，引きとられてきたので

　　すが，どう考えてtl＞，夢のようなのです。モれに，こNでの生活1ま，なに

　　不惣由ないと云えばその通りなのですが，数絵ほ，やっぱり，淋しくて，

　　淋しくて，たまりません。　《ひま，6，52）

○しかし，その女は，芸者であるし，徹れに，由比；歌，その女に，感情はい

　　くらかわるくしたかもしれないが，迷慈をかけたことも，不嚢理をしたこ

　　とも，まったくないので爵．るから，『もし逢へれ1瀬などと考へるわけほ

　　一つもないのであるが，由比の『ひっこみ愚案」の性質のせみであった。

　　をれに，そのとき，妙な『いきさつ』から，由比は，その女によく逢ひな

　　がら，その女の『あね壽芸者と，したしくなって，結婚した，といぶやう

　　なこともあった。　《文，7，80）

⑧動作・作繕がなんのためぎec行あれ慕（霧困民愛轟）かの麟鮪菱回す。

　（イ）題詞終止形（動作牲名詞を含む）に喋く場合。

　○われわれは祇会の現実と，これを改叢するに必要な手段と条件について，
　　tw　tl．・1｛・1：，　4，　2mug）・，

　○では瞬蒔に出現溝滅し　移動して行く察竃源を捉える1篶ほど5するか◎こ
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　れには羅近発達盈．1二にあるプラウソ笹を灘翔ナれば解決できるとい5ので

　試作されたのがこの瞬曜題の下定機である◎　（轡，5，37》

○しかし，世界卑舞に責任ある1亀甲磐鰍は，この糞界の露大な簸賂に立って

　臨交調整に盃力をつくすであろうし，われわれは世界単激のため，その成

　功旋期待しつ鼠今後の経至ilを見穿りたいのである◎　（：朝，5．7，1），

○卵，今後のドイツiill瓢処理に甑iごイツの人心を掘了することがいよいよ大

　嫡になつで来丸のでおる。　l朝，5．7，鱒

○～〃客足〃の華奪に翫の撃，この乎の秘策を練っているので～4集，5．29，

　　恥

○一門のまと讃つた食事（酒食なら箭肇からデザートra一スまで）には一入

　一枚とする：こ韓，“c「．1．9，驚

　⊂～鵜〈一th）～（可能鷺⑳動罰〉な監、⊃

○禺るに出罎康麟竃の鳥。　鱗1麟外》

○開講：〔は趨満員，奥の方に揮し込められてしまって，回りよ5に痴降りられ

　　ない。　誕資料外》

（es＞郵講連弓形（勲作篠…嶺詞続含む）につく鵬禽。

○その二女判事のマーガレットが，彼女を愛している地方検事のトミイ・チ

　　．”ソバレンと遊びに鐵かけた後で，～ll映，6，鴛）

○続いてジr一リイが応出したので溺れを告げにスーザンを追って来る。（映，

　6，　131，

○彼女嶽ヅェイルで顔を隠し，ディックの愚親だと旧く〉て彼に面会に葵ミたの

　だが～9映，6，13＞

（ハ）〔～た誇に⊃

○～不骨絡となった高蜷薄門学校を救済する勲あに，学校教育法を改薫して

　瓢年：または三年の下期大学を設置することになった。　（拶1，5。6，導

○本予癒会議の聡会は憲速に藤政治協商会議を開き擾主遮合政府を戚立さ

　　せ，全中騨を続一・htt“せる勲赫に必獲な一切を準締することである（潮，

　6．2G，工）

○われわれは病気の流行を防ぎ，入々の災悪を少くするf　to・1：は，衛生や防

　火のことなどに璽して，州庁な強偶を行わなければならない◎　獣，4，

　鋤
⑨二二・作州⑳よ夢だ篇箏・磁来。

　（イ）勲至レ作矯の蓼穀蕊し鷲⑳漁壁撚濫騰。

○一，旦つ，前掲の最近叢力年ぎ溺にネ5ける鷲弁護：三の学麗，経罐i等の程度に

　鱈みるも，この糠準を維持すべく，～（法，5，51）

（　245　）
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O～，四大囲の協i惣乙もとづきソ連のベルリン封鎖および西欧の蓮封鎖亀十

　　＝二H｝こ，解除し，～《策，5．　7，　王）

○くらい焼跡の道を，びしょびしょ雨にぬれながら，～fひま，6，5鯵

○しかし，ラクダにはこりている二目，～《野少，6，44＞

c～によって（よる。よるとetc．）⊃

○この短期大学の新設によって，六，三，薫，四の新学制には大きな纏外力£

　認められること｝こなった。　《朝，S．6，　1》

　○～，それは，その匿標を，どこに，，ど5置くかによって決定される悶題で

　　＄）る。　　《法，　5，　51》

○～浜P蔵梱のデフレ政策への転換は，それ霞身，警切りと低賃銀，ら引動強

　化による申小企業の破滅によむ，銀行費本を救済せんとする独占資本の階

　二三収灘緻策であった。　《工認，5．11，10》

　○～だから一般の投書その他によ愚協ヵをお願いしたい練：，5．29，嬢》

○同志風紀係の情報によ愚と都内千三百余軒（～）のうち紹当数が女中に売

　春を強要し～《東，5。29，騰

○外圏軍門筋の推定によれ獄，政二軍全兵力は現在でも百ニナ玉万ないし頁

　灘：十万に上り，～《東，・6．6，1》

（欝）動作・状態を轟成する内容。

　○～，一一twの人闘が，殊に青春IUとむ蓋者また1ま高位高官にあった老人が死

　刑の宣誓を受け，万歳三唱して絞菖台にのぼってゆく一一継，5，39》

○くわしくは鮭会学者の研究にまたねばならない携一応は，生念尊露と人

　生享受の観念に乏しく，ヒ・・　一マ＝ズムの欠如にもとつくといえるだろ

　　う。　　醸辻，●5，　39》

〈ハ）比較の二二aな釜譲：物。

○～，大衆の一部の人々には新聞詑纂に似たこの文体が～《世，5，39》

○～輝線の長さは　偏向板に撫わる鷺圧に比例するので～《科，5，37》

○～，昨年に僑する璽税を憲として勤労大衆に押しつけるなど，～《エコ，

　5－11，　10．）

○～政治家1ま批評をおそれず，その存在を完塗に獄殺してみる。それにくら

　　べれば，ぼくたち回数入の文芸幾評家が～《入，5，85》

○～この馬脚弁本社などが三菱本社に比しての割安もあり買われた程度で～

　　C，ipC，　6．6，　1＞

○～，粒の濫を徐々に増して，三二こ．全粥に近くしてゆきます。　二二，6，

　86）

　〔～に蓮いない・ほかならないet£．⊃

に （　146）



　○馬上の子供たちも表顧1識｝1かそうにキャッキャツと削いでいるが，一・人々

　　々になれば正鶴甲と団じように，悲しい事情のある薄隷な子に違い獄い。

　　《キ・ソ，　7，　32）

　○～，工場でしょんぼりとしてひとりぼっちで，機絨の前に立っているに黙

　　がい明い。　《ひま，6，52》

　○さういへば，おそらくだれしも気づくに塞うい購い～《人，5，8嚇

　○～，かkる措羅はとくに予想されていたに糧違線い◎（韓，5。6，玲

　○～，もともと翫評と数極北の構神撚罎か離ら離い。　《入，5，85）

〔～にす窪ない〕

　○還貨増発のごときは，この階緻的収奮致策から必然的｝こ亀たらされる結果

　　酌現象に蜜琶ない。　《エロ，5．11，10）

　○われわれが本予算案をもってPインフレを克服するものではなく，それを

　　悪質のものに内｝掛せしめる｛穏愚婦耀いと断じたのは～《二言コ，5．薫，獅）

（誕）評価の塞準蕊獄懲麟：物。（rにとって」Q意）

　○～，鉄その他赤ちゃんの発育鐵必要な成分が不足してくるためと，～《婦

　　友，6，86》

　○（偲童の健康及福融に有声でなく，聾その労鵬が軽易である一一彗蓉解法第

　　玉十六条：一）　《キン，7，321）

　○かつて中学を鐵て鵜三等学妓から大露量へ進むためには，達iばれた秀才以外に

　　は憩い門であった◎　《麟，5．6，恥

　○～空解の欝変化　年変鞄などの連続酌な統計酌研究を行うのlex適しでい

　　ると考えられる◎　（科，5，37）

　○～匹1年鯛新制大学の餐1劇職しない実質なもっていることが～《輔，5．6，

　　1＞

○～，輩薩にいって，多少とも交学に心のある入には堪えがたい文章だが，

　　～《入，5，39）

〔～にとつ蟹⊃

　○溝iノ欝から浅草まで一挙闘の1ごライブは，強引君にとって生れて始めての

　楽しい経験だろう。　《キン，7，32）

　○ヒトラリズムやプurレタ夢ア独裁の信評者賦＆⑫℃この書が飯i曲くないこ1

　　とは紛然であろう。　《入，5，85）

○批評i家にあゆ鷲一一いやそのまへに，ぼくたち一般入にaウて一糊入の

　誠実とはいったいなに誌の饗あらうか。　《入，5，85》

○祉会的動物としての入類鵜あ鶯℃は，たがいに助け合うことなしには，単

　なる生存も閣難となるからである。　翻七，4，22》
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（＊）影雛隻＆うむ夢，作鰯鷺鍛三脚門下臨影響噌纏泌齢陵・轟潔

　轟乃。

○おもい嶺そうとすると，ぼうとして，けだるさにとらわれてしま5ので

　　す。　・’しひ§…，6，52）

　○「君瓢教わったとおりにやったけれど，だめだったよ。」　（資料外）

〔～鵜～れ馨・られる⊃　（受身閣孫¢）出ど～：ろ）

　○～羊f想三郎（五〇）さんは～鷲“竃，火歳ぐらい不瑛鳳の男にどストルよう

　　の物で脅され，～（東，5。29，瓢｝

　○紳，池に．かΣつた丸太棒の橋を渡る途中，後から來怠ヂェリイに水ヰ：へ突

　　き落された。　（映，6，i3＞

　○～，ディックはスーザン鶴薦め締れて1群暫したq　（映，6，1鉛

　○～ディックほ～，1三1を覚したスーザン1篶声をかけ磁れて，～ζ映，6，13）

〈へ）動機eきっかごナ。

　○これをわらって見ていたガン吉とダンちゃん，島震りのこっけいさに，1

　　んどはかわいそ5になりました。　〈野少，CP，興）

　○さすがの男も，出入のきもちにすつがり心をあら隷うて，～，＄ii・・少s　6，麟）

　○～，生心補助費の名目で無理矢麗轡薄ナられた少実葺の欝財に断りもならぬ

　　とい5弱点をつかれ，～（東，5譲9，恥

○～，さらにベルリン察輸の成功や践ヒ大藤洋条約の戎立に自信を鶏三めている

　亟軸側の態度を顯みれば，会議の前途は必ずし亀楽観を許すまい。　（朝，

　　5．7，王〉

⊂～ゆえ鶴〕

　○現代の批評精神は三会酌現異を暴雨・タると瞬時に，個入的現実をも纐下し

　　なければならず，それ⑱詫にこそ，ふ驚憶び郷入の誠翼が問懸瓢なってき

　　たのにほかならぬ。　《入，5，85）

　○在野法曹の一員なるが鍍に今臼甲説を説張する講家は，）・・V（法，5，51）

○既彼の実情が量りしが敲にかく規定すべしとのみ論ずる者は，～（法，

　5，　5．“

（卜）犠難。理由。（「として」の意）

　O～ガン吉は，内1野永一ムラソという珍妙なてがらをたて，ホームラン賞に

　　ラクダをもらいました1が，～《野，16，4軸

○・・一，農村，一般労務春用には必需衣料畷’喋衣，下衣類，手ぬぐい，勉下P

　　タビなどを重点配給し，～（朝，5疏9，豆》

⑩野作e作罵・状態の行あ馳方・あ国力。

　○～二少年の体はつぼめのように左右1瓢飛びちがっ蔦m”《キンs7，3飾

に （簸8）



○梯子の一瞬こ横｛嫁騨力：磁つでい瓢～《キン，7，32》

○お媛さまがふたたび箆下駄をはい鴫飛賀づたいにあるいてゆくと，dW

　　《ひま，6，54）

○これは互に，薫：二才交叉した搾藍盤i園埣蒙ミとi雛君臣；中糠を糸珪合せて20。くらい

　の清い：方殉姓をもfこせ　これ；記一・窯｝碧愛（：～）て量簾i駈させるもので　沓方

　肉から来る墜電を方海面　噸lil鋼に記録することができる。　（科，5，3噂

○～女串に売春を強騙しガ覆鑑〃の命奪にあの手，この手の桜策を糠ってい

　るので警視庁保安諏では近くs’li：1；下各1譲ご通達，極秘裏に内ていし～・1棄，

　5．29，憩

○その長さの半分くらいまで＝凝齢4Ul築さ鵜ぬい，～（婦表：，6，73）

C～，i裁懸は，身頃の中心の布1撚ご曲げないよ弓1こ＝タックを予定通りにぬつ

　てからします。　（嬬友，6，73＼

C～，結局撫は承よりの姻え溢ll｛菰持ち込み次簾では与党舜1騒にまわる公算も

　決して少くはない《東，δ．6，萄

0～，澱ましいほど駕，彼女の鼻をうつのでした。　《ひま，6，54）

○またこの欝は特に二曲主嚢のみを投灘しているわけではなく，ヒトラーや

　　ムソジニ時代のいわゆるファシズムについても完慮なきまでに鋤覇し去っ

　　ているのである。　蝋，5．6，め

OtW，地球は永遠に口熱二目現実鐙うち1こ．閉ちこめられたまMに終るであら

　　う。　《入，5，85）

　○～，細かい纒がすきま日なし1凱降量｝こめていました◎　《ひま，6，54》

〔～巷ず論い懇〕

　○数絵ほこXうからほっとして言わ雷にほいられないのでした。　《ひま，銑

　s4L”

〔～ゐ《難懲にコ

　○そのとたんに鰯れる檬なノゾクと興鵜チふンバレソと一“・reガレットが飛び

　　込んで来た凸　く映，6，欝、

　○～，その後，贋油株の一服と典に擁カミさ株売1，，中堅株買人気が台頭し殊

　　に化学株がしばらく翼われなかっただけに高圧、カーバイト，旭電化など

　　が注i…iされて莞買高も涌物の傾向となった《棄，6．6，　玲

○そのシワ四型をこの種系統庶出附罰当の強行に求め，ケイサツ施設麗係の

　　拡張のための強制密附棚i当占共に，一切の犠戦負鍍を学童の父兄そのイ幽一

　　毅地方版に転嫁しているではなし・か◎　《ユコ，5．王1，10）

⊂翫臨にす蚤⊃

　○～，犬義筑と行鋤を｛鍵齢窟巻ものは十名ぐらいしかないと思う　ζ朝，
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　　6．20，　￥〉，・

c訟《臆・認訟にete．〕　（副調憲法）

　○たし“し夏ですから警に薪鮮で上等なものを選ぶのは署5まで亀あe］ませ・

　　ん。　　《婦友ン　6，　87》

　Orw，一舗の入間が，孫に胃春1ことむi簿者または隔心高富にあった老入が死

　　刑の室嘗を受け，万歳三唱して絞着台にのぼってゆく一一《世，5，39》

○ベルリン刻鎖は舞紘ドイツだをナの聞題でなく，束西勢力の全歌甥政策にf」　ts

　　かる大嘘題であったのである。　（朝，5、7，導

　○一懸の人聞がいかに鍮きたか，またいか鵜祉会に貫獄し，あるいは害を及

　　ぼしたか，とい5ことこそ大Lsjであるのにうそれよりもその入聞がいかに

　　して憂き世からあの世へ行ったか，つま13その死に方が重視され，そこに

　　究極酌な懸殖判断の塞撃力隠δかれる。　《世，5，39）

　○そしてそれからで臨麟に40醸を闘してみる。　（農，6，25）

○父兄の賛担を轟くしつk笑際社会に早く子弟を送の出すとい5年忌短線の

　　要求からいっても，かXる措1翫ほと《戴予i慧されていたに粗違ない◎（朝，

　　5．6，鯵

　○今縫の欝本に，高評鯖神は地を払ってっいに見られない◎　《入，5，85）

　○安本発表の経済白書は，単鑑欝銀券発行高の温言のみから，インフレの進；

　　行を判断し，骨蕊年慶を逓じて，インフレ進行の鈍化を結論している◎

　　〈　＝．　：t，5．　11，　10＞

　○現に新測中学卒業生の火畢の学力低下を斌えられているではないか◎《朝，

　　5．6，置》

　○たとえば寧圏に．おける申圏典麓党の驚異酌な進鍾玉はソ連にとって別に霧険

　　をせずともソ連的勢力の拡大になるのである◎　《策，5．7，1》

　○それと醸禁に，つ轟に不安定を求めてやまぬ鯖神にとっては，～《入，§，

　　魂8》

○自評とも沿いに愛甲を感じ余って楽しんでいる駈へ，スrvザンが来て，姉

　　が一分の結入を盗んだと三山した。　《映，6，13》

○したがって封鎖とい5最亀危険をはらんだ問題が解決されても，それが直

　　毒に冷い戦争の維綾を意味するものでないことは外電の解説が伝える通り

　　で1ある。　（東，5．7，　夏》

○その踏み切りをとほると，欝鱗鴛溶い適りのかなたに，お亀ひのほか，ち

　　かくに．，潮水が，　（つ憲の，諏訪湖が，）見えた。　（文，7，80）

　○濤勲事の寧であんなに元：気だった正班君が，車からおりた途端に急におと

　　なしくなってしまつkの篤僕はオヤッと思った。《ギン，7，32》

瓢 （150）



　○時には食パソの軟かいところを細かく砕いて牛奪しに入れたパソ璽尋もよいで

　　　しょ5。　《婦友，5，86）

　○・・・…，初め一一さじくらい御飯粒を入れておまじりにし，粒の量を除々‘Z増し

　　て，次第に三脚に近くしてゆきます。　（二曲，6，86》

　○第一に，中央，地方，特別沓会計のそれぞれにおいて行政整理と菖畷りに

　　より，赤門負担を宜公鷹職員壌らびに現業労働者の犠牲に転嫁している。

　　　《エ＝，　5．11，　IG）

　○これをしも「～」といえる作業であろ「）か……まかり閥違えば，小さい命

　　は一管にして砕け散ってしまうではないか一ζキソ，7，32》

〔II〕接続助詞

　③前お曇を蓮べぜ助法の内容の叙述に接続さぜ釜。

　　○～，このような自霞の原理ほ，要するに内面的な霞由のことであって，は

　　　じめにわれわれが問題としていた，麟民酌廓串や政治白蠣宙とほ，何の関

　　係もないと考え，られるかも知れない。　《世，4，22）

　　○しかし，nd枚皮を劉ぐと，要するに，公債，地方債へのシワPtセの代り

　　に．，野冊人界生塵力や自判鷹業，中小企業，農業等へのシワ賓セになって

　　　いることがわかるであろう。　〈x　＝，5．11，10）

　　Q慰うに，萱界平和の維持は，理念だけでは充分ではない。《資料外｝

　②帯説条件。（（～もあろうに〕，212ぺ・・ジ参照。）

σ11⊃並立蜘詞

　O藩物寮母心する。

　（イ）添加・つき亀の・a野ああぜ・対此。

　　○～，山高媚に黒背広の二人の少年が梯子の繭端に顯まったまN，～《キンr

　　7，　32；

　　○ぼたんに唐獅子，擁に虎。　《費料外》

　（m）1並列・列雛・町回。

　　0「戦・争前ほ，駅の売子・が，‘‘ビールにマサムネ，アンパンにキャラメル）s

　　　と，どなって歩いたもんだよ。」《資料外》

　（ハ）動詞を璽ねで，強慧蕊あらわす。

　　○風が漁て，波が次第に高くなる。田指す初鳥はすく醤の徽にせまった。管

　　張り切って，漕ぎに漕く“e　《費料外》

　〔～には～す釜が〕

　　Orあす来るかい？」「5ん，行くに櫨行くが，何時に行けるか，ちょっと

　　　わからんよ。」　（資料外》

（　15i　）
に



〔夏V⊃終評言

　《〉惜しむ気門。　（rう（よう）に」の形が多い。）

　　○「で熟，御筆入のあなたが，もっとよく獅調べに溢ったら，こんなことは

　　　逸らなかったでしょb　ca・…・・ねエ邦男さん。」　〈wマン9，　IG71．

　　○「鯨さんも発さんの窟職についている欝に亡くなったのな6，さぞ盛大な

　　　告騰式が出寒たんだろうになあ，もう：ういう搬の寧になって埋まる懸

　　　筆勢紙の如しだからな……」　（婦生，9，23）

携．轟（船蒐）

〔亙〕二二講

　①輕い三嘆灘然欝畿禽む判欝。

　　○「いし柄灘，ちょっと見せてえ穫ロマ，6，5麟

　　○「ばか灘，あんたは一入になりゃしない詣ξ少年少女，10，63）

　　○「マア　買ったばかりのテヅクymも弓なくなし丸〔垣あきれたひζ麟倒

　　　くひま，12，28）

　　○「まア，素晴しいお部腿灘x……」翻㌔総，7騰

　〔曇餐（讃・で愛）轟〕欄投謝臆湧法）

　　○「量う離一翼濁，九粥の方で，北海道蓮は褻だ滲毒ませんの。」《膏，9，

　　鋤
　　○随嚢麟，マダムにでも綴介しておもらいなさるといいわ。」《宝，9増，

　　　烹4筆

　　○「あたし？　鵜う麟畿……aじゃ，あなたは，弼を今，考えてるの？」

　　　〈・・IIII，　12，　67＞

　　○「勉うで蜜麟，しゃべった彰sラジオをきかせてくれたりァタバ＝の火を

　　　つけてくれたり，一一定の蒔湖をきめて溢けば，ちゃんとこ販もたくし，瞭

　　　櫓汁もつくりますej《少年少女，8，鶴）

　〔～轟船（一州〉〕

　　○「まるで魔法使のおばあさんのようなかっこうだっ鳶わ蕪。」《少女：ク，9s

　　　塵2｝

　　Orえらいわ麟瓢，話にきいたけど！」《文，8，79》

　②輕い霊張，念懇四四籔措。

　　○「沢村投手ほ，挺本の生んだほんとうに緯：的な投手だと思います暴ej《ギ

　　　ソァ瓢簿，蟻7＞

ね　　　　　　　　　　　　　　　（　252）



　○「生物の場合には　憂く睡じものができてないので　入造というほうがい

　　いような気がします蕊。」《科，6，17》

　○「しかし面ll＝1いのは，フランスへ行った入がみんな霞分のいった頃のフラ

　　ンスが一嶺いいと患っていることだWhej（文，8り58）

○「いくら金持ちでも，いくら貧乏入で亀，それ相当に楽しめる世界だから

　憩。」（交，8，58）

○「’Pt　一一ヒr・・と小っちゃなパンだけですからua。」（：文，8，59）

　○ドこっちだって，爾曜娯楽版だから麟慌。」（婦劇，9，S5：／

　OI”3L’談竜，云わなきあならんとなると楽じゃないから編エ。」（婦画，9，

　86i）

　○「これを熱いた時，小生は泣いた綴。」《ロマ，6，70》

⑤同慧蕊求め墨。蓮答罷促す。

　○「ずいぶんやられたやうですua。」～文，7，38）

　○「しかし，大分僕よりお碧いんでナ滋。」（下押，9，86》

　○｛”平均風速というと2◎分聞の平均風速でしたね。j（科，9，11》

　○「哲出さん建物が風でやられる場合は瞬聞風速が問題です船。」《科，9，

　11＞

○「あなたは始めには，饗をピンゾ灘に揃へてといふやうなごとを前に置っ

　てらっしゃいました織。」〈：交，　7増，36）

○「われわれのゆく前には，パンがもっとうまかったさうだ灘。」《文，8，

　59）・

○「騰子王はかなしかったでしょ5礁。」（少女ク，6，55》

　○「あんな大彗星はめったにあらわれないでしょう蕊？」　《少年少女，＄，

　鋤
　Orぢゃ，この頃は紋下むがやかましくなって，やりにくいでせう磁。」《：交，

　　7増，38｝

○「わあ　きれちゃった　ごめん劃ζ幼ク，11，30）

　○「本≧跳こいらっしゃい轟。」（爽諺朝，　6，27）

Ol一もう，こんな1いた；ずらはしない綴◎」（費料外）

④一町・同門

Q「なにかかいてありますよ　かぎのばんこうですよ」「なんとかいてある

　訟」《少年ク，11，15）

○「どうだ綴　やっぱりだめか職」《少年ク，12，14）

Or三入の中では頻下押が戦後瓶のピッチャーだが，戦争前の野球と較べた

　　ら，今の葺鱗そのものが，昔と今と：大：分目って来ていやしないか磁ゆ」《野

（　153　） ね



　界，7，20）

○「いいバッター一が出て来たの，b　・・，それとも昔の人の按徳が向上したという

　わけカx’　a霊　o」《野臥，　7，　20）

○「なんです融，おかしなことをoj《幼ク，1◎，23）

〔亙亙〕　間投助講

。語勢蕊添え釜。または，単な蒜声のつな曹⑳ためにさし1まさむ。

○「私禽愛ということばが空の星みたいなきれい事に思われて仕方がない

　　のよj（鯖睡，7，73）

○「働漁，鷹楽学寮に入学したとき，むこう1漁一とここでお茶の開の

　：方を搬さしながら一下上級生で，僕は最下級生でしょう。」（膏，8，45》

○「それは瞭，菊五郎さんの芸がこわかったのも事案ですが，わたしほわた

　　しなりに，その入の→番素暗しい芸の発揮されるのは舞台であると思って

　　いましたので，生じっか手を阪って教えられるよりも，舞台を幾魔も幾魔

　　も拝見して，自分なりにきわめつくすのが一等いいと考えていたものです

　　から……。」《キン，10，91）

○「そして，そして……私を綴，お金持の家へ，お嫁に，やろうとしているん

　です」《ロマ，9，98》

　○「僕は澱，大衡惚れっぼくて溢，学生時代女に惚れてばかり居たんです

　　よ。」《音，　8，45》

○「この聞も皐議会で，　『賃曜嫉楽版は怪しからん漫と震●ってきた。」《婦画，

　　9，　86）

○「それが最近ヒョヅコリ韻て来て鉛，時どき見るんだけど竜，五十銭より

　1いものはないんですよ。」敏，？壊，72）

　○「もっと～も，私議身もまだまだ子供だと愚っていまして綴，こんな玩具を

　喜んで弄んでおります。」《婦友，6，36）

　○「ほんとは鉄火場っていったら丁寧が一番の主だったんですが鍋，札事の

　　はうが勝負が早いんですよ。」《交，7増，36》

Orでも私達のお友逮で認，；窪学中に結婚なさった：方が一人あるんです。」

　　《三友，　7，　35》

○「海老フライが”時価に俊る〃　で聡，それ以外の貧べ物ほ全部五十銭で

　す。」《文，7増，73）

○「実は囎，早速その目黒のアバ・・■トに窃ってから行くつもりだったんだけ

　れどつまらない議論で時閥をむだにしたらしいわ」《婦画，7，74）

○「今朝編，蕊んだにおわかれのつもりで，これかいたのよ」　《少年少女，

ね （154）



　le，　63＞

○「しかし穏，大入を材斜にしてからかうのはどうかね｝少しはこっちの入

　雄も認めて欲しいな」《キン，10，鎗3）

○「でも慈，これま饗とちがって，学狡を卒業したんだから，一度1乏渕蕾らな

　ければね」麺マ，9，8”o）

⊂轟⑳撫コ

○「轟融灘，七驚の十五驚が兄さんの誕生欝なの。」（婦朝，6，2ア）

○「認膿澱，きょう捻ね，泳ぎ競争でなくて，だれが一一・Xs長く水につかっで

　　ることができるか，その競蟻をやろう」（銀，9，30）

　○「慮の翻，本でよんだんだけど，やつらは：友ぐいするんだって……」（少

　年少女，10，12）

○「おじいさん，慮の：総s轟灘甜，たまき，お願いがあるのだけれど。」（少

　女ク，8，2盛）

Orちょいとお葺をかして　講の離　融勝目　ムユヤ　ムニャ」《スダ，12，

　101＞

〔だ；蝕・でず「融〕

○「それは，灘磁，ベーちゃんの……」《：文髭6，82》

○「葺入大繭：戦の賑やかな羅に撲拶に蔑てて蜜墨，いろいろとお感じになつ

　たことがあったと患5んですが，その見たまま，渡感したままのH本野球

　に対するお感じをs二三こ話して貰おうか……」《キン，9増，葺6》

○「とにかくτ蜜総，死ぬことなんて侮でもないことなんですよ，全くさう

　なんですよ，’・”」（［人，8，40》

○「これが’ど蜜灘，文学酌に立涯なものならまた別ですが一」《費マ，6，

　63＞

52．　ut

〔1〕絡覇講

①捧翠蔓つい駕，後続の律書が曇の捧欝鵜溺属す蕊も⑳であ器瓠薦襲

　添ずひ。

　（イ）燐有主。　（後の体書が萌の・体言の持物・属惟などの場合Q）

○ガン吉搬バットからとびだした猛Ptk一一一一ばつ1《野少，6，42）

○買入と亀互いに愛摺を感じ金って楽しんでいる断へ，スーザンが来て，嬬

　が癖分膿恋人を盗んだと盤慨した◎（映，6，13）

　　　　　　　　　　　　　　（X55）　　　　　　　　　　　　　の



の

○離乳に．かSるときは，その葡に医師の診察を受けて赤ちゃんの榮養状態を

　調べてもらいましよう。（婦友，6，86》

○～，ほのぼのと濯められた私の心は，こ5した熱い祈りの心でいっぱいな

　のであった。籔幣：友，6，27》

OH本女性の優しさ・…・・私はふっと見せられた気がして，～（婦：友，6，27）

○いま封鎖解除に徳じたソ連の意図については，薄欧翻に竜種々の趨測があ

　る。　（朝，5．7，　王）

○～，これらの点も考え，かつ瞥察の機動縫を発揮し，臨家警察と地方警察

　の連絡がうまくゆくよう改：革：を考慮していたが，～　tkl朝，6．20，1）

〇搬入は，’首をちぢめて，外套の襟を，たてた。〈交，7，80）

○博物の葉のC量が品種の近似したものについては略々近似していて，　～

　（茎幾，　6，　6》

○ふしぎ，ふしぎ，くすりのききめはたちまちです。（野少，6，43）

○～中共軍は華購の心臓部へひた押しに進撃を続けており，～《爽，6．　a

　　覇

○また輝線の長さは　偏尚板に加わる電圧に比釧するので空電の強さを

　あらわすことになる。（科，　δ，37》

○政治協商会議予備会議の任務は，必要な1鰯1江作を絡え，～，全中扇を統

　一するにある　（朝，6．20，　1》

○池閏大蔵大距が茸四年庭予箕案の特徴としてあげた第二点拡，～鋲コ，

　5．11，　10＞

○学彫上の形式を整えただけで教育の内容もこれにともなって向上すると考

　えることは’｝《蔚｝，5．6，　王》

（m）勲鰻奮・雛母物・主催麿・霊臓麿など，後の体欝の作戒行為まな

　し日岡。

Oまるで光琳のi獲響けんらんな金：寒風でもめぐらしたような，百花の唆きに

　おうそのお庭のうつくしさを，～　《ひま，6，52》

O～，ジ・1　一一ジ・サソダース主演のシリーズ物や，ヘンリイ・フオンダの

　　「：大きな街」などを演出した。《映，6，12》

○花自教授からBC級死刑者の遣書を示され，　～《世，5，39》

○例えば，前回時報第六号所載の棄京高等裁判藤の意見書滲照（法，5，51》

○～それが測町所の寵録と殆ど一致しているという報告さえある。　《科，

　5，　36，〉

○遍央には池田蔵；顯の滋税，資産再評価に関する談話が出たカヨ～練：，6．6，凋》

○同諜風紀係の情報によると～《東，5．29，斑》

（156）



○彼の話を聞き，被のハンサムな姿を見ている巾1こ，年頃娘のスーザンは～

　　（映丁　6，　12’♪

○～軍監主義に灘された屑々の足跡を残そうなどとい5意思は，～艦，

　」r，　39＞

○間近におけるソ連側の世界納な平瀦運動もその反映である。（朝，5．7，鞭

○～金飼昏地におこつでいる秘務碧員の不正事件の実態について～《東、，

　5．29，顎）

○～でロ伸マ法三1三使節大司教の野外大ミサに滲列　《朝，5ユ9，ff　）

○ころころ，ころころと，蛙の声がきこえてきます。《ひま，6，52》

○～，カチカチ，カチカチと秒針の音がきこえてきます。（ひま，6，54）

〔～のせい〕

　○～，由比のぎひつこみ患案忍の性質の世ゐであった。《文，7，8（乃

○うたたねの轡疑か，背すじがぞくぞくと寒気立っています。《ひま，6，5⑪

　○気の鰻いか，顔色がすこし蒼ざめて，～　くひ康，6，52》

（ハ）既属の胃体。　（”～に属する”の意。）

○～の改稿こついては，衆議院の選挙法三帰委員会および民痩党内の選挙

　　改返委員会の棚方で概究を進めている（朝，6。2◎，導

○畏主翼党振の苫米勉党野守委員会委員長，：鮪橋最調委員ら1ま地方遊説のた

　　め一！ッし欝新潟にきたが，～　く朝，6．20，王》

　○～，政府の揃三三将領ほいずれも偲人的利害にきゆ5きゅうとしているの

　　で，～　譲，6。6，玲

　Os，Ptit．上海軍響蝦婁∫二会のスポークスマンは～について記潔駿に次の如く雷

　　明した。藻，6．6，王）

　○～，従って，前記衆議院法溺局案が，最高戴半概の裁判富に在職した者の

　　みを挙げるのに対して一歩を進め，～　《法，5，51》

　Oby，識判勝の精御国医のビーミッシュ博i二は，ディックに粥を宜缶すれば，

　　X…ザンの心の痛手は生涯癒らないから，スーザンとディックを充分に交

　　際させて，スーザンが彼に飽きるのを待つ方が甕蚤策だと云った。（映，6，

　　13｝i

　Oさて　わが園では　名大の金原教授が早くから塞鷺と雷雨の関係1こ｝｝：掴し

　　て室鴬観測の研究を続けて来ているし～　（科，5，36）

　○東大：こ学部の学生四百人が花出教授からBC級死刑著の類書を示され，　N

　　〈・lli，　5，　39＞

　○監督のアーグィング。ライスは薪入で元来は脚本家であるが，一九繭○年

　　からRKOの専羅監督と7at　S），～　《映，6，12》

　　　　　　　　　　　　　　（157）　　　　　　　　　　　　　　の



　○サーカス闘のゴ資ツキ共と争って亀，断乎，この罪道を暴かなくてはなら

　　ない◎《キン，　7，32）

　○ディックは留守だったが彼女はモデルだと云って参アパートの係りの少年

　　に，デ1ックの部屋へ入れて貰い，～　《映，6，12）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　○～，十臼ほど，たいざいしたとき，宿量の番頭に，二三購まへに繊たのが

　　あるから，　（竜つと竜「一年ほど，休んでみたのですが，……」）と，す

　　すめられて，よんだのが，その女であった。《：交，7，80》

（エ）なんらかの関係（人間関係。数盤関係・門門掲係etc．）　の墓点

　　　となる格の。

　○～，一切の犠牲負担を単一の父兄その他一毅地：方災に転嫁しているではな

　　し、カ、o　《エコ，　5．11，　10）

　○そしてこのような：克己と欝覚の窟慮において，われわれが自己自身の主と

　　なる時，～　《趣，4，22）

　○夏の下緬は，多の肺炎と共に赤ちゃんの二大強敵と雷われます。（婦友，

　　　6，86）

　○数絵はお鰻さまのあいてをして，トランプをひらいたむ，～《ひま，臥

　　54）

　○その折両に布の厚さ⑳二二ほどの深さにミシンをかけまず。　癒啓友，6，

　　73）

　○本予寡案がその作品塞礎とする物晒に薄する折込賃銀を……三七〇〇円⑳一・

　　六穴償，すなわち六一購二円ペースという低賃銀に算定し，～《エコ，

　　5。11，10）

　Oこいつのおかげで，犬のまねをしたのかと愚うと，二人とも，くやしさで

　　いっぱいです。《野少，6，粥》

　○瓢魑池のはずれに小匿をかけている石橋サーカス⑳誌に藩いた◎　《キン，

　　　7，32）

　○～ということは，　「野鴨の門」　（肉偉の門，大学の門，齢あとに！）と

　　かr二七生活みた一まま」といった儀硲：な標題のつけ方に亀環れており，rw

　　　継，5，3））

　○：お嬢さまの膝のうえや，二七のまわりに．蔭ちるのでした。《ひま，6，騒》

　○界雪とは　不連続爾において冷い室気が凹い寮気の下に鋤いこんで～（科，

　　　5，36）

　　○自動車の中であんなに元気だった正広露が，～《キン，7，32》

　　○ふた嵐ぴ，蒔聞ξ漣釜聞のうちに洩瞑してしまったのであろ弓かゆ　《入，§

　　8鱒

の　　　　　　　　　　　　　　　（　xs9）



○さ5して，その，家と家とのあひだに藁まれる，湖水の下色の水が，海め

　やうに，，はげしく，波立ち，その湖水のうへに，荻色の雲が，ひくく，た

　ちこんでみる。《：文，7，80）

○数絵は呼吸をつめて，窓の外へ近よってゆきました。《ひま，6，δ4）

○二入が，三熟旧，たいざいするつもりの，みつうみ館は，その湖水のすぐ

　そばの，；右がはに，あった◎《：文，7，80）

○さきの資格審査で不合絡となった宜公私立専門学校三十一校のほかに，保

　留や未申請の高等専門学校を合せて約百九十按が短期大学の鴛象とな鯛

　ハ》　　《IPtj，　5．6，　王》

（款）霧在の若手・位置。

○～愛知県彌霞町の近鉄辻車高富駅で～《朝，5．　19，玲

○～気象台でも北1｝肢官らによって埼ヨ源大i回田の際海軍施設で破壊を冤

　れた察電測定器をうけついで研究が簿われ～　《科，5，36、

○中共鍛ま五月目仕購副子江河口⑳崇珍協に上騰，rw　練，6．6，1》

○さて，そのせまくなった町を，単軸ぐらゐ行くと，左がは⑳，バラックだ

　ての，長量の売店が，とぎれる。敏，7，80、

○それは，美濃大井町の知人をたつねるのが贈勺であったが，その途串で，

　上諏訪に，一泊する，といふことが，旺i比の，ひそかな，たのしい，簿あ

　ての一つであった。《：文，7，8◎》

○連含敷府の政治的塞礎ほ申共，沓二目党滅，各入民団体，奢雰の斑盆三的分

　子，幽内少数斑族，海外のヰ1圏人である　（朝，6，20，玲

○～，瓜東香港の政界軍審筋は崩壌しつ鼠ある圏1襲党政櫨｛まもはや救えない

　麟ミ：，　6．6，　宝》

○～，ワルソー⑳東歓外耀会議においてソ連の主張が再確認されが1漢を想

　起し，～　《朝，5，7，1》

○枕もとのお盆のうえにのせた散薬の袋と水ぐすり，～　（ひま，6，52）

ON，ガン吉の：左5で⑳，おかあさんが持たせてく？，　tた隠計が～　（騒少，

　6，　42＞

○～洋上湿かな気醸現象や山岳地帯の気象現象の推移を～　（科，5，37》

○～a・・一　Ptッバ西部や北大西洋の不連続繊や～《科，5，36》

（へ）抽象酌な住劫。　（”～における～”の意。）

○こ腹に論理上の欠陥はほとんどないといえよう。《東，5．6，9＞

○学制上の形式を整えただけで～　糊，5。6，◎

　　　　　　　　　　　　　　　（159） の



○一Wやがては國際間の問題となる賢があることを思い，～《東，5．7，恥

○ベルリン封鎖を解除し，ドイツ問題処理をめぐる凶灘外類会議を麗こうと

　する茜欧とソ連との聞の交渉はつい1こ成功し，～　《朝，5．7，玲

○～を終った陳毅将軍指揮下の第：…i三野戦軍鰻十万が～　《東，6．6，玲

（卜）選揮iの習習。　（”～の中の～”の意）

○このような糠を見ると，長方形櫃と正方形植との回れがよいかと患い迷

　　うのも無理からぬことである。《農，6，22）

○栄養のよい場合の離筑法の一例　（婦友，6，86）

〇五月末麗かれる賢教組全国大会はこの問題を議i題の一ツにとりあげるだろ

　　う　とし・う。　（＝舞芝，　5．6，　工》

○在野法曹の一員なるが故に今臼甲説を主張ナる護家は，～　（法，5，5｝》

○現に新制中学卒業生の大半の学力妖下を徳えられているではないか。　糊，

　5．　6，　1）

　〔～分の～〕（分数のあらわし：方）

○～，滲議院で否決されても衆議院で三分の二の再可決で押切る覚悟でやら

　　ねばならない《朝，6．20，　1》

（チ）二二の時劉・隣期。

○二二九年の十月ご十九Rの，午前八時三十分ごろに，新宿を，墨る汽車に，

　　由圭ヒ1き；，　乗った。《タこ，　7，　80）

　○～，この一作で翅七年度の書下し三三に対するアカデミィ賞を獲総して漆

　　属を浴びた。£映，6，12）

○明春の滲議院選挙には災窪党としてほ八十餐くらいの当選を鐵標とし，～

　　〈li＃　，　6．　2e，　X　lk，

○夏の下痢は，冬の肺炎と共に赤ちゃんの二大強敵と言われます。　綿友，

　　6，　86＞

　○今鷺の教育は臨昆群体のための教育である。（朝，5．6，玲

○～，現在の軍事情勢は掃討戦の三階に入っており，～　（棄，6．6，覇

○～，叢近の手数料が実質晦勺に引上げらオしているため～　（東，6．6，玲

　○従来の気象観測の結果と対照して～　斜，5，33）

　○しかし，91；界平称に貰下ある照圏外譲は，この世界の重大な鮫路に立って

　　國交調整に引力をつくすであろうし，われわれは世界平和のため，その戎

　　功を期待しつ嵐今後の経過を見守りたいのである。く朝，5．7，蟻

○またこの書は織こ共産主義のみを幾嚇しているわけではなく，ヒトラー・・”や

　　ムソリユ時代のいわゆるファシズムについても配慮なきまでに就翻し表っ

　　ているのである。（束，5．6，導

の （エ69）



②鯵雷についで，愚⑳体書が後続⑳体書の属煙に憲難山とを添す。

　（イ）性質・煙格・状態。

　○～大部分が廿二，黒才鐙千年，中には芸者を輪講けしていた者なども～

　　《東，5．29，驚

　○人工栄養，混合栄張《か泳ちゃんは，その必要がないわけです。《嬬友，6，

　　861

　0ひげの男は，砂漠の入1．二1にテントをはって，～　（野少，6，膿》

　○在野法讐の一一鼓なるが故1こ今目甲説を主張する振舞くは，明罵荘野の法轡の

　　魏に身をおけ鶴また乙論を支歩静するものにあらずと弼人力竃保障し鴛よう

　　か践法，5，5訟

　○さて，そのせまくなった町を，半鰐ぐらゐ行くと，左がはの，バラックだ

　　ての，長羅偽売店がとぎれるol：交，7，80）

　○友灘もよう鋤｝5振袖を煎た，みあげるのもまは：ゆいほど，神々しい顔立⑳

　　お嬢さまが，～　（ひ寮，6，52、

　〇二二十ワジトの電燈の1・liい笠がみえています。くひま，6，騒）

　○最近に至ってブラウン管利用の直；｝売式の瞬時型測定器が試作されている◎

　　《科，5，，36㌧

　○普通離乳の第一ゼ髭は，舅㌃湯，葛湯，半熟の卵黄からですが，～　《婦友，

　　6，86ン

　○～，その湖水のうへに，温色の雲が，ひくく，たちこんでみる。《：交，7，

　　80／／

　○～ブラウン管の螢光板にはそれぞれ上下水平　合威方向の輝線を生ず

　　る。（科，5，371’｝

○～久秋初子（二二）さんは～，ひん死⑳重字を負わされた《東，5．29，

　　恥

　○民主同盟系の文一報に．よれば翻：氏は～　（東，6．6，◎

　○簡二易i裁判｝折回鱗及びfillj検蓼の回番については，瀬野法薮方面において，こ

　　れを積極に認むべしとの強い意見があり，　（碗えば，前記時報第六廟訴載

　　の策旗高等裁判断の意見書参照）又，＄ljに，～　《法r　5，51》

　○毛附制の高校，鰻年無⑳大学を面心一律に実施せねばならぬと（・繍｛，

　　5．6，亙》

　○～，保留や鼠講講の高等専門学校を’合せで～　《覇，5。6，亙》

⊂～で⑳⊃

○～，他の条件をそのままにしての繰入金停L｛二は，～　（・・　＝，5．11，10P

O～この翼蕪井本幾などが菱ぶ祇に比しての窪獲安もあ1）買われた程魔で，tW

　　　　　　　　　　　　　　（　r61）　　　　　　　　　　　　　　　の



　　《東，　6．6，　1》

　○社会的i動物としての人類にとっては，～　母敗，4，22）

〔～と（へ。から・まで・でetc．）の）

○その夜マーガレットは，ディヅクをスーザンとの交際から解放させ様と思

　　つたし，　～　　《映，　6，　13）

○ベルリン封鎖解除はかくて西欧ソ連關の国交調整へ⑳道を開くものとして

　　世界に一脈の明るさを投じてはいるが，～　（朝，5。7，i）

　○ただここで問題となることは　この型では室中繊の銑い受俗方絢からの察

　　電しか記録されないから　極めて短時聞に繊滅し　濾滅し　かつ方向移動

　　の激しい塞電源からの墜電を逸するおそれがあるという欠点をもつことで

　　ある。《科，5，37》

　○～協定成立に．至：るまでのソ連の態瞳：の急変であり，～　《朝，5．7，王》

　○～，ここての生活は，な1こ不寅由ないと云えばその遜りなのですが，　Nt

　　《ひま，6．　52）

（切材’料。　（「～でできた～」の意）

　○濃熟玉子や卵黄だけの茶碇蒸などにして，エんくらいずつ増してゆき，約十

　　1ヨで全卵一箇が食べられるようにします。《病友，6，86》

○～，池にかxつた丸太榛の橋を渡る途中，～　繊，6，13》

　○何枚も震ねた編子や鍛子の夜具が敷いてあって，～　｛ひま，6，52＞

（ハ）数灘・順序。

　○明春の滲議院選挙には，民肖党としては八十名くらいの当選を目標とし，

　　残る二十数名の六年議員と合計して百名の参談院内勢力にしたい，～《朝，

　　6．20，　1＞

　O一曹の入射がいかに生きたか，～　《世，5，39》

○～，酉頭の馬の上にキャルマタ姿の少年少女が～　《キン，7，32》

○～，このよ5に複雑に見える問題も一つの法則に従っているのである。

　　《農，　6，　25）

　○主食は，白米を十借の水で敏かく煮て～　《悪友，6，86》

　〇二・i筆の場合をあげると，～　《農，6，6）

　○中共としては～にかんがみ現在よりも多くの外圏船が中顯に礁入すること

　　を塑んでおわ，～　練，6．6，1》

　○～，補給金を通じて極めて少数の特定大資本にのみ利潤を保証（～）せし

　　むるところの，～　《エコ，5．11，10）

　Ot“・’，若干ずつの例外を規定している（同第五条）のであって，～　　（法，

　　5，　5B

の
（　162　）



○これほどの折鶴を折る闘，嚢でいたのかと患5と，～　（ひま，6，凝

○～，その入生行路の上にどれほどの湧暗がまpつたでPt．ろうか。　鯉1，5溶，

　　玲

　○次に．，第二の，論点塊にお隔る登翻墾1暇の開題を考えよ5。《法，5，i～鷺

〔～徽：羅ま表あす賊塞た1ま不定程1捲冷語）⑳～感ないx完登＝i導定）

　○今日，驚くべきことにひと憩の政治批評家奄存在む癒いではないか。《fu

　　5，　85）

　○～，澗人の誠実などといふものがなにぽどの力点発卜しえぬことを，～

　　（入，5，85｝」

　○～，このよ5な肖瞬の題理は，～のことであって，～とは，何の縄孫曝艦

　　いと考えられるかも知れない。《・墜，4，22）

　○睡能ほ富己の淫雨の魯張以外に壌んの騒i朗ももたぬ。《入，5，3⑬

　○～ソ連にとって侮導⑲利益をもたらさ撫・状態に～　1東，5．？，鷺

（二）サ変動詞の語韓義な蕊館書（孟として出語）ぎこついて，勘の癬書

　　が，磯続の捧欝に鯛擁す釜動作内容であ馨凱鷹を承す。

　　　（「～する（したetc．）～」の意）

○吉村隊審件調査の結論で意見対立⑳滲露礁外騎胞委員会は，～i・t総5．1｛

　　驚

　○岡島守備の全政府軍は撲降した　潮，6．6，玲

　○安太発表⑳経済潮頭瓢，～　｛」E．＝1，5、11，10）

OIヨ本ハトレース協会：本社後援の函館一東京聞七霧キロ長艶蹴レース隷，

　　～ζ朝，5．19，豆）

○気象台現屠の竜のでは12分に工圃転　《科，5，37》

（ホ）形容動詞の面体彩語論に準ず蒜爾濡。

○われわれが寒予算案を屯って，インフレを克服する屯のではなく，それを

　悪質のものに内註せしめるに過ぎないと断じたのはこのことである。　《エ

　　コ，5．11，1◎》

○植物体のC量の変化とかC撤に対する外需条件の影響とかについての研究

　業撰は可成の数に及んでいる。《農，6，6》

○～，窟の僅少の始点としてほ，特髭⑳田鼠において，一定年間，特定の法

　律科賊こ関する教授又は助教授等の職にあってこれを講義研究した壽のみ

　　を規定し，～　《法，5，5エ》

○いま封鎖解除に応じたソ連の意図については，西欧側にも種々の一二があ

　　る。　《朝，δ．7，　1》

　○～，左：右薩極患i想との：対比，特に現在1における款しい独i鱗懸i想の台頭につ

（　163　） の



　いで，網田のページを捌いて注意をびえ，～　（棄，5，6，導

○しかしもっとも重要にして本質的なこと1歌これらの多搬の流通予段の流通

　最のうち，懐すます多くの罰合が，ますます少数の大資本家の予串に麟｝し，

　．v　s，／　x．　＝，　5．　11，　101，

○この輝線を特殊のカメラで撮影しこのフイルムを彼って電送写真などを応

　場すれぽ～　＝科，5，37》

○われわれは平等の立場で絹互利論，額亙緯電の外交弱係をブごぐt～＝朝，

　6．　20，　1　’，，

○これをわらって見ていたガン吉とダソちゃん，あまりのこつ1ナいさに，こ

　んどはかわいそうに．なり惜した。1：野少，6，盤、

○乳しか歓めなかった赤ちゃんも，いろいろop物が食べられるようになり重

　　／、ナこ薄よ。　（婦友，　6，　87）

○～，こ2tをべつの次元からみれば，～　（入，5，84’！

（へ、体欝についでその捧鷺が後続の鯵君の範獲レ領域を添す場舎。

○～，大衆の～部の人々には旧聞記事｝こ｛以たこの：陽平が～　C’！ill，5，39》

○～としてこの法雀の適用を受けるのは紅樹館，外食券食堂，メン類外食券

　食堂，軽飲食店（火平分の料獲歓食：癖）喫茶Jl！iのみとなる・L鞘，5．！9，め

○なお贈賠側ほ会祇，宵物商，歓食店などを筆頭にほとんど全部の業種に．お

　よんでいる（棄，5．29，獄

○本予鰺会議の聡会は急速に薪政治協商会議を礪き炭注連合政府を虞立させ

　全申幽を統一させるために必要な一切の準備をすることで島る｛遡，6．20，

　1　’／・

○～，七曜主義者，対建主義奮，’lll七二澱購級，島民党反動振を除くすべて

　の入物はわれわれの友入である（朝，6．20，1　’・／

○貧血は母乳以外の食物や造簸捌を5えていれば治ってきます。漏友，6，

　86）

○～，恐らく田擁が行われるようになって以来の古い川園であろ5。　榎農，

　6，　C．｝51）

○叉，溺に，折蓑論，すなわち，嘉分の開，一定期聞の下職者について，更

　に一定の法律に定める試験又は選考を条件として欝定すべしとする見解

　（～）もあるが，～　《法，5，51）

　（卜）　薦蘭の軽物。関与物を示す。

　　　（a）属的の譲物。（r～のたぬの」の意）

の　　　　　　　　　　　　　　　（16の



O～キャルマ一襲の少年少女が客審せ勢愛矯を振りまいている◎　《キソ，

　7，　32＞

○～獲評糖紬の．i二に1瓶罪の斧をふるふことほ～　《入，5，84：）

○このゾ連の封鎮も，牽英測必死のベルリン察翰の成功によって効果は灘ら

　ぎ，また藤塾側の独往的な薦独：響睡）雛i進によって，これを取引の鋲とす

　ることも魍難となeJつつあった。窺朝，5．7，聡

○さらに一部で臨その意麩｝は湘｝ごイツを比湿復興の支柱として再建しよう

　とする’cr　nvシャル計幽に対航する黍段とさえ見られていた。く朝，5．7，1》

○～陸悔軍では航室作戦の費料を煙るため～　C．科，5，36”

○～，さらにr四大闘電力の最後の機会」といわれた一1乍年｝・二月のロンド

　ソにおける四澱外報会議が決裂して鋭来～　ξ：韓，δ．7，◎

○いまな縁それを臼己の行動の基準としてみる露意識家は，～（入，5，85）

○批評家攻撃の低劣な矢弾が，いまなほさかんに放たれてみる。　て入，5，

　85｝

○申ざんは如才なく，すぐ立上って外嵩の支度をはじめた。｛キソ，7，32》

○；新中騒誕生の基礎となる馨微漕協商会議の予餅1会議は～　1、朝，6．2◎，1》

○～，さっき肖潤たちがかけられたくすりのつぼを，～　（聖油，6，”，3’

○枕もとのお盆のうえにのせた敬薬の袋と水ぐすり，～、ひま，6，52i

O瓢入は，～，縮議の練糸莫購（剃｝1場！こかよっていました。1：ひま，6，52’》

　（b）”に隠す馨”⑳愈。

○民主主義の教科欝　二野，5．6，1）

○そのディックと云う織家が，スーザンの通学しているハィスクーールで，絵

　⑳講難をすることになった。（峡，6，12）

○吉材隊事件調寮の轄論で意見対立の滲院在外間胞委員会は，～ζ朝，5。！9，

　夏驚

○～纂一一線税庚の汚職寓件のyでほなどについて～　藻，5．　29，膨

○～，それに附聾して輪思入補給金の恰度が生れており，～　《エコ，5．11，

　lO’1），

○統一ドイツ⑳解題その他について～　《東，5．7，玲

○磯勝発行高の増減率は，インフレの一一つの重要指標ではあるが，～《エ

　コ，5．11，10》

○むずかしい仕事の手飾罫をおぼえてし玄うと，～　くひま，6，5Z》

○赤ちギんの夏の離駐の心鴛　ぎ：婦友，6，85＞

（チ）　周格の三二で修飾す懲。

　（a）嗣じ内容蕊違った語で表競して縮びつ縫悉際のつなぎ。

（　165　）
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　Oそ’こに御主入藤テイラー軍曹が入っで来た（）ξ嬬友，6，貿》

　○その為に，スーザンのボーイeフレンiこのジanジイの気を悪くさせたりし

　　　た。　（麺夷，　6，　13）

　○監広島アーヅィング・ライスは心入で一法，6，12》

　○～，資格問題を，難論宮，検察嘗及び辮護づこの三者に共通して考えれば，

　　～｛法，5，5！）

　○痴話婦人の三子の原欝｝のながい，ながい紐になって，～　《ひま，6，25）

　○・一v，農村，一般蛍鵜者用には必需衣麟の｛ノ1三業衣，下衣額，手ぬぐい，地下

　　　タビなどを重点配給し，～　《朝，5．19，塒

　　○～痛い引幕のてっぺんではハシゴ乗りの曲芸が始まっている◎《キソ，？，

　　○”w，高等裁判断長官叉は判事⑳職に在った港をも加えるべく，～　　1法，

　　　5，麟

　　ぴ》三時観測を行えば～ジρ当らない天気予報，、の悪評を除くことも単なる夢

　　　ではあるまい。《科，5，3ア｝

　　○一三このような問題は，どちらがよいかとい5回忌ではなく，霞然条件や

　　　弛の栽培灸件等の裁培環境に薄しどちらが適応するかの問題である。儂，

　　　6、聯
　　○一・・一一，一・＝二七＝二蹴の轡弩を手i懸りに～　棚，5．19，i亙）

　　○～，予算麟には，この補給金の形でのみ嵐ていた。《エコ，5．11，10｝

　　○それならば，小説i家融名において，あるひは実践家の餐において，限度を

　　　知らぬ繊評糀神のうへに断罪の斧をふるふことは～　（人，5，84＞

　　○それこそは，一己薩業界において旧く少数の鷲大独占資本のみの救済のた

　　　め1回目生麓」と「企業合理駕」の名の下に強行しつつあるところの～

　　　C：r一　：A　，　5．　11，　le）’v

　　O～，生活補助費の旧劇で無理矢理押付けられた少額の催財に～（東，5．29

　　　灘》

　〔～訟凱難のン

　　○いわゆるプ貸レタジア独裁と結びついたところの共騰主義は～民主主義と

　　　1諺i三論に違った自盛を持っている。練：，δ．6，玲

　　○今や，油躍大蔵大乱のい5とζ愚齢「ディスインフレ予纂」とは，～《エ

　　　一ll，　．r，．11，　le）1，

　　○・・t，すべての入々が究極において求めている占むろのものから，～ぐ鶏

　　　4，　22＞

　C～蕊の⊃（「～という」の意）

の　　　　　　　　　　　　　　　G66）



○～，属国選挙区は全廃して府県単位｛本に改めたいとの風尚が強く検討中

　である　《朝，6．20，1》

○簡易裁判所判事及び副検事の両養については，在籔法曹方面において，こ

　れを積極に認むべしとの強い意見があ‘），～　（法，5，51》

　（b）旛示：代名調その目指寂する語につく場合。

○ここの家の主入のただ一入のみよりだとい5ので，～　《ひま，6，52、

○ただ，これらの閃題の論議1こ際して痛感することは，～　ζ法，5，51》

○そしてこのようなものが，ソクラテス以来，トマス・アクィナス｝こおいて

　　も，デカルトにおいても，またヘーゲルにおいても，それぞオtの仕方で見

　出される，輿の鐵由の原理なので～　《世，4，22》

○～，膚の標準線と問等叉はそれ以上の資格を認めるものについては，～

　　《法，5，51》

○そして以上の事柄は同化作爾即ち光合成とつながりがあるとされている。

　　《農，6，6｝

　○～葡1記の協定が威敵したことは～　《東，5．7，王》

○～，一lll．っ，前掲の最近ヨカ年聞における新辮護士の学歴，経歴等の程度1こ

　鑑みるも，～　《法，5，51）

O空電発生の原困としては次のものがあげられよう。（科，5，36》

（り）形式名詞に接続す釜場会。

○今疑の教育は圏畏全体のための教育である。（朝，5．6，1》

01例として，施肥料との関係に就いて農林雀農試北陸支場の試験結果を挙

　げると第1表Aの通りである。《農，6，25）

○～，中共としては欝下のところは軍事行動に忙がしいが，～　（棄，5．7，

　　1）

○即ち漫林1砦では，：普通肥料区でも少胆精華でも正方形植の方がよい結果

　　を示し，～　《農，6，25》

○ブVレタリア独裁の下では，存在しうる政党はただ一ツ，爽産覚あるのみ

　　である◎《東，5．6，玲

○～はここに解除され，さらに～の開催を見ることになったのは，それだけ

　　でも世界平職の上から嚢ばしいことといわねばならない。《朝，5．7，1》

③述語が連体形で終る飾（「～の～する⊂活用語診断彩〕†体餐」の形）

　の孟語。菊艶語罷還す。（「～が～することjp．16，エ9参照。）

　（イ）主語

　O夏は劉賜の弱る時期，：食物のいたみやすい輩飾です。《婦友，6，86）

　○～，すでにインフレの発展する無恥の下においては，～《エ＝，5．11，10》

　　　　　　　　　　　　　　（167）　　　　　　　　　　　　　　　の



　○～陸海軍では雛作戦の資斜を縁るため欝電測窪の研究を続けていたぷ

　　実効の上らぬう曝に敗戦となった両案は一己に知られていない。《科，59

　　36）

　○～，わが罵今後の法曹界の池りつくべき難糠と，現在おかれている地位か

　　　らそれへの距離とその道程とを，～　〈法，5，51）

　○そのディヅクと云5画家が，スーーザンの通牽しでいるハぜ⑨スクールで，

　　絵の講演をすることになった。《映，6，12’i

　O植物の葉のC蟄が晶種の近似した慮のについては駅々近似していて1，・・W

　　葦1農，6，6｝

　○～，この前期論に対しては，けだし，口入も異論のないところであろうtl｛s

　　～《法，5，5鈴

　○～繧局これら淵瀬や危険轟多い蓬を避けて，不安定ながらも連鐵愛勤iに．

　　　よる形式で与党線の強化を園るほかはないだろう’．棄，6．6，1）

　○下痢しやすい夏と，下痢の重くなりやすい離写卿iが重なるのですから，離

　　蹴は秋まで延せと君われる傷心もおわかbでしょう。／婦友，6，86》

　○～，形式だげ整ってもひどく内容の費弱な熟数列制痩が黒来」二るのであるcr

　　　（朝，5．6，1）

　　○それから，m数がすくないのと，　rlのきき：方齢しつかな融が特微であった。

　　　ぐ交，7，80）

　　○～，紫の跨のついた彊かい號，一　《ひま，6，52）

　　○～，花の喫きみだれたひろびうとした薩のなかを，～　ζひま，6，54）

　　C～，まるで光琳の豪老けんらんな金屏風でtl＞めぐらしたような，百庇の嘆

　　　きにおう篭⑳お薩のうつくしさを，～　《ひ震，6，5齢

　　○ドイツの欧甥に占める蟹事賄，維濟的地心はマーシャル案に見るように戦

　　　詠いよいよ縫認されて来ている。　1・，1朝，5．7ア劫

　　○千鶴子のいない入生1ま，どんなたのしいことがあっても心の底から笑えず

　　　～《ひま，6，52．

　（es）；瞬母語

　　○いひぬけ⑳たくみな批i垣越ことつで，いったい魑入の識実といふ亀のはど

　　　こに賭けられてみるのであらうか。／／t入，5，84）

　　○「お茶の欽みたい八はいませんか。」（資料外）

　④結びつけられ憲畿つ⑳鯵言のう当，後潜が動詞の連溺形窪たはサ変

　　動詞の語幹とな釜体感（孟kしで漢語）の場合。

　　（9）動作の露語。

の　　　　　　　　　　　　　　　（la8）



　○曜彼女はモデルだと云っで，アパ・・■トの係りの少年に，ディックの部曲へ

　　入れて貰い，彼醐1葡を待つことにしたが，～　（映，6，12’》

　○～，ディックの黒入りを止める為に，～　乱映，6，13》

　○～陳氏らの綴蛾の滞i鼠は毛沢東主席の招き’により中共地区を観察するため

　　である（戴，6．6，工）

　○ラジオ気象学の芽ばえ　尋睾，5，39’1

　0～穴搬は博薫陶雀型によ．って～　：1資，5，3蛉

　○～，その薦に医師。診察を受けて～　（婦友，6，86、

　○～，鉄その．地の赤ちゃん灘発育に．必要な野分が不足してくるためと，rw

　　《踊：友，6，81’1

　0夕囲軍事筋の雄i定によれば，政膨軍全藩論（S＝～　棟，6，6，王》

　C＞～1罫畷灘灘をぞ二｝＝えば雷爾　奮風　不連続達涙の移勤を知り～　．科，5，37》

　（：）～，特に現n蕉に．おげる鷲しい独戴思想の台頭に．ついて，一当のページを鶴

　　いて注意をびえ，～　ミ東，5．6，1）

　○しかし，われわれとして最も注tli　iせねばなら厘賦のは協定威立に瓢るまでの

　　ソ連の聯繋の急変であり，～　（束，5．7，王）

　○地：方躍付金の減少をこついても岡様で，～　（エコ，5．11，10．1

　0f・…t，それが護ちに冷たい戦争醐細結を惹際するものでないことは～猟，

　　．r，．7，　YJJ

〈91）動悸の客語。

　○～崇明島の露領により張轍蘇蜜ξ敦中共軍のこ罫中に1ξ齢した柔棄，6．6，1）

　○～，lli下i｛ll踵になって㌧・る第一点ほ全瞳区⑳廃三1二で～　遡1，6．2G，玲

　○｝i乍三六タi封づいヨンソ連がベルリン爾欺地区の封鎖を実施してから紛1サ月，

　　～　ぐ頓，5．7，1》

　○～，家へ漏ればたった一一入の諌の，”i㌔ヒ才の青春娘スーザンの監督もしな

　　ければならない。i・”映，6，1銑

　○～，民縁覚も賓・府県支；部1こ命じて候捕奮⑳整理を殿始し，～　〈朝，6，2◎，

　　1’〉

　○あるいは東欧におけるチi・一的分子⑳騰厩に力をそそぐためと見ている溝

　　きもあるが，一’　鰭勇，5．7，恥

　○～，妻子に辞する愛憶の表現に涙をそそぎ，～　世，5，39》

　○ディックは撃ったが，禽獣の実行を断れば飛を受けねばならないのでtW

　　《映，6，13）

　OaVsヤミ主食をつかった一一’切の加工品め製造，販売を～　t”朝，5．19，塒

　○一tt…3，ケイサジ鑛ll驚3下城嵐張のための強制寄附野駆と夢誓に，　by　《＝n一＝，

　　　　　　　　　　　　　　　（！69）　　　　　　　　　　　　　　の



　　5．11，エ0》

　○現に，r＄1央財致iこおける公共土フに事業費の創減が，六・…三制関係の建設費

　　をゼロにし，～　《一Y一：，5ユ1，10）

　C～，特溺会計においても難設公債の発行を制限し，～　《エコ，5．11，10》

　○～，これ1ま昨年玉門のメーデーaス欝紳ガンで毛沢東串共主席が新政協会

　　議の関催を餐1嘱してから一年ニケ月ぶりのことである《朝，6．20，亙）

　○ただ，これらの問題⑳論議に際して痛感す’ることは，～　《法，5，51》

　C～，この状態で結束してゆけば野党勢力の建直しが可能であると観測して

　　　㌧、る　　σ褻二，　6．6，　∫）

　○～，il’　ug一一g旧：万入の菅切りをやり，～　《エコ，5．11，20ts

　〔：～の～L（動詞蓬；爾彩，サ変動詞語幹瀧語）＋体鷺⊃

　○～低俗な標題のつけ方にも現わており，～　〈．’！1’t：，5ユ39）

　○前身頃（～）の時局　騰友，6，73》

　○それから，鐵数がすくないのと，口のきき：寒のしっかなのが，特徴であっ

　　　た。《：交，7，80）

　○～，i数絵1ま，．夢にしては，あまりになまなましすぎる感欝の秀ってゆ者場・

　　　研がないので～　くひま，6，54．）

　　C～，繊i奪制大攣に．落第した学狡の開脚鑛としか受取れな1くしで～《朝，5．6，

　　　1’1・，

　　○殊にこの交渉が，國連の米ソ英仏代表の努力によって成功を見たことは，

　　　世界平和の維欝機關たる困際連合にとっても極めて意義深いことであっ

　　　ナこ。　《｝i勇，　5．7，　1》

　　○ヒ｝こうリズムやプロレタリア独裁の魑膿i番にとつでこの書が画白くないこ

　　　とは当然であろう。練，5．6，玲

（ハ）動馨の謁警語。

　　C～とは欝う1ものの，金のほしさよ。（i資料外》

⑤！’ようだ””ご蕊L”で璽け釜場合。

　　○この原理は次のようである。《科，5，37》

　　○～，最：～も盛んに響く試験が行われたのは，明治40年代のことのよ5であ

　　　る。　《農，．　6，　25》

　　○弼によって沢枝君はリスのようなi薫早さで，軍をとびおりると～　《キソ，

　　　7，　32］

　　○中共上海軍事管欄委員会の7wi　一一クスマンは四臼午後外国船繊入間題につ

　　　いて記着旧に次の如く雷明した。《東，6。6，1》

　　○～検察庁法第一八条一頓三愚ないし，i裁判箭法第四二条一項六弓及び前舞

の　　　　　　　　　　　　　　　　（170）



　のごとき規定が設けられていると解すべきであろ5◎繊，S，51）

○通貨増発のごときは，この階級酌1膣奪致策から必然麟にもたらされる結果

　的現象に．すぎない。ξエコ，5．1王，エ｛））

口玉二｝並立勧詞

。並列・列雛

○「あんたは，恥じベッドの上で，可愛いいの，池入には渡せない⑳って，

　　無斑に央婦約東をさせた女を亀5お忘れになったの？」（ロマ，9，1e7”i

〔：～の～ないの⊃

　Or汽車の振動に身をまかせて，いい気持でいねむりしていたら，綱だなか

　　ら，ふいになんだか落ちて来て，イヤとい5ほど頭に盗たった。痛いの痛

　　く稼いの，すつかbねむけがさめてしまったヨ。」〔資料外〉

⊂～のなんの（ぞ）⊃

　○「そんじよそこらに．あるッて代物じゃないの，古いの癒んのッて，とても

　　年代物なんだから，すぐわかってよ，えSも5今騰は朝ッからお弁当ご持

　　滲というさわぎなんだから一」（キン，10，101》

　○「きっと，誰か，色男でもこしらへて，そいつと患歩いてis；，先生の所へ

　　伺ったの溶んぞと，いい却減な，アリバイを作ってみるに遽ひないんで

　　す。」《交，6，89｝

〔王∬〕　準体助詞

①爾需の蓮体形に霧iしで，曇の下書匿体書a隠じ資格にす蒼。　（意味

　上は，形式名詞「とと」「ものjetc．に鍔じ。）

○これとともに購復期に入った敗戦ドイツ囲民の三下が高まるのも墨然であ

　　って，今後のドイツ問題処理にはドイツの人心を肝管することがいよいよ

　大切になって来た：の矯ある。（輔，5．7，王》

　○～われわれとして最も注艮せねばならぬのは協定成立に蚕るまでのソ連の

　　凹凹の急変であり，その爽意である。（東，5．7，鱒

○～難しい問題に畿醸する⑳は朔らかであり，～　《東，5．7，1）

○～塞鷺の嶽変化　年変化などの連続酌な統計的研究を行5のに適している

　　と考えられる。（科，5，37》

○～，従って，賄記衆議院法鋼筒案が，最高裁判駈の戴糊熱こ在職した看の

　　みを挙げるのに対して一歩を進め，～　《法，5，51》

○～，それゆゑにこそ，ふたたび欄入の誠災が問題になってきたのにほかな

　　らぬ。《人，　5，85＞

（　171　）
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○とすれば，あすの不安定のほうがけ。ζの安竃よe）も災感をおびて存在づ”る

　　といふのも，けっきょくは，安定と不安定とのあひだの二日関係におけ幽る

　不安定姓を感じとることなのである。（入，5，8醸

○僕は身うちに憤激の血が遽流するのを覚えた。《キン，7，3㊨

○～，あとはごく霞然に澱い溝すのが特徴です。《婦友，6，73㍉

○ところへやってきたのが，催眠術師の弟子です。1：野駆，6，43》

○それから，口数がすくないのと，Ptのきき方のしっかなのが，特徴であっ

　　た。ξ交，　7，8σ’

○それは，美濃大井町の知入をたつねるのが縛的であったが，その途中で，

　　上諏訪に，…饗する，といふことが，由比の，ひそかな，たのしい，17iあ

　　での一つであった。《：文，7，80》

〔体雪＋の⊃

　○瓶要懸閥は二十二時騰ヨ：分で職前のより約十時悶遽かった　　鱈弱，5．19，

　　II’i・

○また下痢の申でも離乳期のほ特に璽くなりやすいのです。《婦友，6，86》

⑧鋼引回と結びついで，根拠のある読明，理由の提繊，回想，轟重判

　断，強調などの慧を蓑あす。

（イ）　⊂～のだ，～のであ番，～のぞす〕（「ん」の形にもなる。）

　○～，サーカス団ではこんな無残なリンチが平然として行われているのだ。

　　《キン，　7，　32＞，

　○どうしてこんなところへ私が来ることになったのだろう。《ひま，6，52》

　○～，決して氷淡絹容れざるごとき諸説の対立紛糾を来すことほないよ5に

　　，慰うので淺5る。髪法，　5，　51）

　○この輝：線の傾きによって方向が示されるのであみが～　～科，5，373

0母上にはそれが堪えられないので露つた。（婦友，6，27）

　○～，Cの生成及び移動の状態を推定する箏が出来るのであって，～　（農，

　　6，　61s

　Oそれは祇会全体について亀，岡じように考えられてよいのてはないか。

　　ぐ罫t，　4，　22）

　○それどころか母乳のある方が，下痢したときに治しやすいのτ雷。（婦友，

　　6，　86）

　○下押しやすい夏と，下膨の重くなりやすい離乳期が：電なるのτWから～

　　鞍続友，6，86》

　○口絵は，こころからほっとレて言わずにはいられないのτしね。　（，ひま，

　　6，　54＞

の （　172　）



　OHがくれかけてきた：のでしkう。〔ひま，6，54》

　○「自費か，公費か｛3：，こっちで決めるんだ。」《新，10，106、

　○「簿幾ヴァイ2リンをひいてる陶で畜って？」（少女ク，11，93》

（ua）⊂～のか⊃

　○なぜそうなるのか。ぐ聾，5，39〕

　σ一体，ラ㍉スインフレーショソとは穂を意i瑳ξするのか？《エコ，5．11，1の

　○ところで，ぼくがこれまで語ってきたことi±，たんなる《幾評家の篇神》

　　にすぎぬものであったのか。汰，5，84）

　○しかし二人は，どう毛、たら術がとけるのかわからないので，～　　《竪少，

　　6，　tf4）・

　○こいつのおかげで，犬のまねをしたのかと思うと，二人とも，くやしtt・’C“

　　いっぱいです。（野南，6，43）

　○然らば何が反共的」で「一方的」であるのかとしいて捜し求めるならば，
　　一v　g．．T／ltr，，　5．6，　i　N，，

〔1Vj　絡助詞（（骨体：形につく／）

①辮定の気持菱重く蓑環する。（女性的罵誤｝

　○「そうそ，あんたにえ）げたいものがあるの。」沙年少女，10，62）

　○「一一あたしね，これから先生のところへ行って，さよならしてくるの。

　　一」（少年少女，10，63、

　○「厨子王の正道は，佐渡をたずねまわって，と5とうおかあさんをさがし

　　だしメこの。」　｛1少女ク，　6，　55、

　○「筑紫へ使をやったけれど，その時に，も5死んでいたの。．．1《少女ク，6，55》

　○「襲）たしがわるいの」〈”一マ，12，1◎9㌦

　○「ううんたいしたことないのjtkひま，12，29＞

　OIXiL，帰るわ　何もたべたくないの」〔婦友，12，1◎1’“

○「お父さんのおっとめのつこうなの」（少年少女，10，621，

　○「あいにく11：FI3で繊張中ですの」㈱生，12，　i22ン

　○「そうね一関西，九粥の方で，北海道迄はまだ参りませんの。」（音，9，3蟻

。～のよ〕　（女性賊虐｝

　○「クリスマスに，はいつも，くつしたぶらさげてねるのよ」（少女ク，12，19》

○「今の頭髪の閃題だけでなく，家の中で口宙吹いちゃいけないとか，鼻唄

　歌っちゃLiけなVNとか，　さうし㌧蕊家も濠）るのよ。」ごスタ，　6，16》

○；『お買物よ，5ちでは月給がはいるたびになにか・一一一’つ買ってもらうの訟」

　　《スタ，エ1，90P

　　　　　　　　　　　　　（173）　　　　　　　　　　　　　の



　○「いえ，あなたが，可笑しいのat　」ぐi迂，12，67＞

○「でも私鼻力ぜだからにおいわかんないのよ」くひま，11，．29）

　○「ほんとのサソタクローースじゃないのよ，だからね……ね，ね」　《婦瓦

　12，　53｝

○「いま，赤ん坊が生れたらしいのよ。」煽顧，7，74》

　○「安寿と厨子王の話から思いついたのよQ」《少女ク，6，49）

○「私は盛岡ぐらい迄は行きましたの孟。」｛鳶，9，34）

○「ふしぎとあたしでなきやあだめなのま」馬蝉ク，12，16》

②質問・発問。

○「どこへいくの？」《少年少女，10，63》

○「チミちゃん，ほんとに行っちゃうの？」く少年少女，10，62》

○「偲が悲しいの？」〈’IM：，12，78）

○「ねえちゃんまだ詩はできないの？」〈少：女ク，il，15》

Ol”主にどういうものをお読みになりますの。」沙年少女，9，35）

　○「皆さん，どういう風1こ．して，お嫁iさんを探iしていらっしやいますの？．」

　《婦友，10，40）

○「纏縫は何の座談会ですの？j《スタ，8，163

　0「劔故ですの？」《音，8，45＞

○「それから厨子王はどうしたの。」沙女ク，6，55；t

　O「アラッ丸子さんどうなさった⑭」《ひま，12，29）

野3．のマ（接続助詞）（（連体形につく））

　O原因・理由、・根拠・蓉つかけなどi蚤あらあす。前件と後件とが，原

　國e結果，蟹た雌理由・耀結の関係にあ馨凝とが，書あば蓑環巻の摺

　定によらなく’：f　ig明らかな嘉翼であるような蘂態。従っで，その条件

　としでの独立牲は，「から」よ緊も溺い。「から」と蓮っで，「のでだ」

　「のでです」のような使い方のないゆえんであ愁。（言置法によ）｝「の

　で」で結ぶことはある。順説条件。）

　○出に近いのZ’，叢開はひどく暑いが，凌は四度がさがる土地だが，それで

　　　もむし暑さカ§残った二〇　（人，　12，　13S》

　○が，あんまり働いたのて私はとうとう病気になってしまい，畑に．も細にも

　　繊ることができなくなりました。く婦生，12，60》

　○白い切下髪が単分隠れるくらい，黒い大きな首巻を慈から贋へ巻いている

　　CO　T，顔も下単分は唱えないが，しかし，その顔は，よく見ると，眼鼻立

　　ちがきちんと整って，非常に晶のある顔をしている。1婦生，工2，242》

ので　　　　　　　　　　　　　（174）



　○周霞に沢山，カフェができて襟子が分らぬのて，その辺の女たちに由田の

　　庸を訊ねると，みんな僕の眼つきに．恐れをなし，逃げたり店に拶腿んだ1）　re

　　誰も欝を利こ「」とせぬ。《新，12，エ2》

○血判が中々かたつかないのて，暇をもて余して簿蹟のやうに遊びにくる。

　　〈’tw，　1？一，　57＞

○みんな甲板に繊て，なんとかとい5歌（インターナシ1ナル歌のこと）を

　　うたって，波｝L場の入たちに手をふりました。私はその歌を知らないので

　　i歎っていました。《婦生，12，61》

　○鯛えば，ドイツのi翼例ではこの最低水準が淡坑夫に保謳されなかったのr

　　出炭摺iが低下した。（エコ，12．21，　8》

　○＝二十嘩の八月十三日の叢ごろ，ちょうどお盆なのて，私ほ織をついたりし

　　て墓参りの支度をしていると，班長さんが，　「暴畏が押しよせてくる，遽i

　　難の秘意をしろ」と部落を叫んでまわりました。｛婦生，12，52》

　○内廓も売れるが外地向の：方が採箕がよいのて，チャンスを狸っているわけ

　　である。《エコ，12．11，37）

　○彼女は覇き手が増えたのて’，皆んなの顔を一とわたり見て露葉をついだ。

　　《入，　12，　57》

　○他の連中がざわつくのrr，懸守は薫をあげ℃「職縣してるのかljとしか

　　る。《人，12，125》

　○表では巡査がかえ．ってきたのか，板張りをあるく靴の意がしていた。呼び

　　にきたので行ってみると，巡査が十・人あまりも蟻：務をとったり雑談してい

　　た。｛入，エ2，13心

　○暖め℃竜効果がないところをみると，やはり禽鵬のようでもある。かえっ

　　て暖めるのがわるいか竜知れないのrr，カイロをとって医者の来るのを待

　　っ六＝o　《人、，　：L2，　エ37》

　○月があるのT，雲の流れる速さがよくわかる。ζ入，12，138》

○喫茶唐の菓子やスミなどが問題になるのrr’，近く薪しい規鋼を禺し，ヤミ

　　主食をつかった一切の加工晶の製造，販売を厳禁する建前で逮営をさせる

　　《寧通，　5．19，　玉i）

　O自動車の中であんなに元気だった正餌君が，箪からおりた途端に急におと

　　なしくなってしまったのてわ，僕はオヤッ，と思ったe《キン，7，321

0しかし二人は，どうしたら徳がとけるのかわからないのT，頭から水をザ

　　フ㌧り！／解語，6，44）

〔～というので⊃

○昨年十月購H発行された薪鯛高狡社会科屠教科譲眠主主嚢」（上）はそ

　　　　　　　　　　　　　　　（175）　　　　　　　　　　　　　ので



　　の内容が反興的であるというので，盆論陣蛍が品題視し，…部にはこの教

　　科葦聯痢運働もある。《棄，5．6，1》

○ここの家の主人のた虻一人のみよりだおいう⑱τ，引きとられてきたので

　　すが，～　ltひま，6，52’）

○これには最近発達途！二にあるプラゥン管を利島すれば1昏輩決できるbVうの

　　で試作されたのがこの瞬時型の測定機であるQll科，5，37》

○隠宅だからと云う⑳τ，来るのに忽びないでいるのか……。　編生，12，

　　1181，，

　○毛皮は他の小動物に，比して飛びぬけて高配であり，高率に圃転ずるという

　　のT，ますます有望視されていますから，飼育内職としてご研究ください。

　　（洋生，エ2，2王21

　0踊癒の要人たちは圃答白書を需かなきゃ，というのて，台灘の欝介聡に謂

　　令をあおいだところ，やがて三二から撫令がきた。鯉：，12，13）

〔あ憲夢～ので⊃

○夕方などよく二階の墨撚こもたれて，久吉と，英子ほ歌った。シューベル

　　トの：鰻樹などを，ドイツ語で歌うのであった。あ蜜鯵魔々聞かされるの

　　て，彼もあとでは文句を覚えてし玄つた◎藍人，12，お61）

騎。のに

　〔1〕　接続助講（（蓮体形につく））

　◎懸味内容の衝突する（寛い蓮う）窮がら襲，麟鑑朗・辮照的1こつな

　　ぐ。　（予想と反対の結果に対する意外・不二の気持をこめてQ逡設

　　条件。、

　　○～，蔓レ『夜の＝二時：近いのに妹がいない。（映，6，12－！

　　○画して相続税の税率は断鴛税の税奪iよりも低いのを常とするが，シャウプ

　　　勧皆では所鴛撹の最高税率がi．liiilf．％であるのに継承餐の最高三三は五千万

　　　円乙丸○％に達している。傷コ，U．11，働

　　○遣憾なことは，かかる大改革が行われんとしているのに圏晟の大多数がそ

　　　の三春を黙噛していないの饗ある。《＝＝　＝，韮．蕪，鱗

　　○さらに驚くべき楽実は，アヵハタ記者以外は一般翻業se？lll’　は勿論，鮭会薪

　　　開の記者さえも入場を認否され，篠聴席には朝連の入団が約三樋一名も入場

　　　しているのに，地元圏鉄労組に鴛しては民1苅系だという理撫で二枚の鰐聴

　　　券しか漢さず，東京地区凶万の紐合員に紺／〆鰐証券をわずか三枚しか罰当

　　　てず，来賓鰐難犠と亀赤一色にする作戦であったen《覇評，聯，　eT3》

のに　　　　　　　　　　　　　　（176）



　○研究窒ではああみ欝隊にま建んだ《腿獄工場では　イソオイゲノールを純緯に

　　多澱に作ることができないのであった。《科，難，盤》

　○ゆのは臨まれλゴ慶覧の一入嬢で，他人の膜には高峰i秀子のヂほチャンにそ

　　つくりらしい。病躯で織そうも思っていない《製鴛，轟翻の勧で，知らない

　　女学生にサインを求められてびっくりしたことがある。tJキン，叢，126｝

　○この：奨大な金が投ぜられたのに，英国の圓復ほ甕だメドがつかないし，薪

　　な危機を招いているのは，労働党内閣の社会主義経灘こよるものだとする

　　のである。．，キン，質，146）

　○そこへ・今度隷ボンド纐下げに従ってインド連邦でルピーを切下げたのに，

　　バキスダンでは涼しい顔をしているという異変が趨った。）く高評，12，8》

　○肩罪の判決がおるまでは，犯入だか，罪入だかわからない欲ずナご。黒か露

　　か，と議論がやかましいのに，なんとなく，麿罪ときまつノ：こようなあつか

　　いをすることは，法治源にあるまじき行き方である。．1朝評，12，43｝・

　○では何故に我々は，浮野が可態であったのに，抗共が不擁能であったか。

　　（覇評，12，a6鳶

　○共鷹党は集籟i独裁で酒店治力が強いので，反翫の場合’に収める能力も少くな

　　い◎中央は七十万人の区域をもって，十がの兵の衣食，軍費を賄っている

　　のに，わが方は蘇大な土地，多数の人民を擁しながら，部隊の衣食：，軍費

　　はなお不足である。書弓1詳，12，28’／

　○聾i徳太子はわが畷古典デモクラシr・・の進歩酌先覚齋だった。i新憲法下に．他

　　英雄の欝病は紙讐からも切手・からも追放ざれたの鑑，太子独り百円札，千

　　馬繋に残されている翫以だ6〈：文，ll，69）

　○「ねえ，武智さん，わたしの彼氏，わたしがこれほど懇ってるのに，ちつ

　　ともわたしのことを患ってくれないのよ」誕新，7，14》

　○「この前は讃詞だった磯〉に，今’度はオ三鯛だから判りに．くいです．．KWf，10，

　　91　））

　○一鯉の入聞がいかに生きたか，またいかに．祇会に貢獣し，あるいは害を及

　　ぼしたか，ということこそ大切であるの撚，それよりもその入問がいかに

　　して憂き世からあの粒へ行っkか，つまりその死に方が重視され，そこに

　　究極的な緬催判断の塞準がおかれるQ七匿，5，39）

　○イタリー・は運動や学薇の方画で《）世界に注爵されるような藩論をあげてい

　　乗ずoH本でil），湯jll，朝永，両博士や露橋の嫌な入を評している鈴に，

　　映画はどうして，こう馬鹿らしいのでしょうか。ζ交，鷲ア83）

⊂～菰いうのに〕

○竜う覆恵9暗近いおいう鍛に研究窒だけは電燈が浴えていない◎£科，鍍．

（　177　）
のに



　　49＞

Olx月だ熱・うのに　嚢夏の汗を流しながら二丁こ麗三宮庁を廻っic　ig酒

　　をのんだむしなければならなかった◎（科，11，聡）

　〇十月購一鷺の策窟は妊天気であった。秋になったみい条搬鋤爾1藩か1り際っ

　　ていた今年，始めて天高しの鷺であった。1メ濃，難．捻ジ騒》

○察の認める舘礪適正伐採鑓：は欝三五ナ万石，これi二繰臨ナる能力1恕一万玉予

　馬力癒いうのに，親腐能力IS；これに罪する蕊閾下力もある◎費源からいえ

　ば轟然設縮の五翻は遍剥になるわけだ。鋲窪，11．1，23》

tt濫ifばいいの1ζの

○四十，六ントの立派な男子が，鳶趨潔いい鰯瓢撃「燃漏う少しで憲兵隊に

　引張られる処だった」とかr俺は軍入達にノ〈ジバリ歎ひたい事を歎ってや

　　つた」とか「下乎まごつけば，命が危かった」とか，響意気にやに憾がっ

　てるるのを見ると，つくづく頼むに，足らずと歎ふ気がして：くる。（：交，賢，

　7e＞

〔鶏　絡勘講（瞳跡形につく））

①慰あざ釜結慰惹懸す膿あ響ら顔切れ鹸不薄蹴瓶捲。囎：簗の粟た奮瓢

　鹸うらみ。

　○「つまんないの◎ロシヤ語なんて知ってなきゃ劇い！、藤鵜◎短らないって

　　いえばい玉の駕。ねえおにいちゃん」纐，8，39｝

○「おおせっかくこころざしたのに……」（少女ク，12，18）

○「けっこんまえまでそんな失脚なこといわなかったの1穏　　麺マ，ta，

　　le8）

○「な一んだ，鱈が買ってやったのか。せっかく憲を二で離る翼験をしてゐ

　　た⑳に，」《宝，　8，　69》

○「偲瞳で亀そんな風に激って下さればい鼠鈴に」／／，ひま，エ0，69》

②蹴紅釜無捲，つめよ釜無下。（皆野・欲求をすてきれすに。）

　○「いらないよ」　「アラあげるのに」｛嬬友，鴛，39＞

○『ど5してさ，おとうさんのお：友：だちな偽に？」《銀，8，40》

Orそれどこちゃないですよ。策京鷲ゆ5が：丸燃ラ’になってみるといふ醸魁

　　《入，9，呈3）

　○「婚約餐講志でいらっしゃいますの罵……」《キン，　8，2｛踏

　Ofだめじゃないか。せっかく，5まくおいつめできた融に一一」藍幼ク，

　　7，　5X＞

のに （　178　）



瓢　⑳み（翻鋤講）

o畳瀞縫鵜限定愛慰慧続叢撫麟㌔

　○鐘方，濠すます少数に灘i串する寛大独露費餐嚇ミとその代弁春勲みが，現霧

　　流趨通貨のうちC！）いよいよまナます翻倒嚢趣旨》を独翻し，豪驚な溝費醗毒

　　を取離しでいる◎｛／二“：・：z，5．鷺，／掛

　○それこそは，一一．一A般産業罪において極く少数の灘：大独占資寒帰みの救む鞍のた

　　め「i集霧ε鑑産」とヂ奮：業鳶難イ矯の名の下に強行しつつあるとこ二ろの澱族

　　獣狩，中小商工業噺への負ま麟擁壁であ蓼，解　く：1　・　＝t，5．鴛，10》

　○～，司漁修習生の修鰐慶終えな㌔・，雛に簡易裁鯛籏判審又1無1験事配る鞭

　　みに」ヒっだ鷺庶，一　（法　5，5め

　○またこの書は特に三親三鉱義藤みを批欝藝しているわけではなく，ヒトラ…や

　　ムソリ鞍瓦撲のいわゆるアァシズム腰ついで報完灘即きまでにltwSljし巌っ

　　ているのである9（叢，き．6，玲

　○一，ゆ国入には惹嘗奪：蹴癖が黄ヒ鮫的少いことをみると，こ¢）蕪：取八の妻ii海

　　は儒敦齢みを以てしで拡説騨しえなし　・oぐ縫r．9，3傘》

　○～従って歯数を提供する鷹としてこの灘1難の簸灘を受けるのは臓難＃醜食

　　勢食堂，メン類外食券食堂，軽欽食騰（大部分の事理軽食癒）喫茶店灘み

　　となる《朝，5．k｛，慧）

○安本発表の経済由露鵬単に爲銀券発行i｛llの愛戯融から，インアレ¢礁

　　行を鋼断し，～　《凱コ，5。11，鐙）

　○プ篇レターjア独獄の下では，存在し総る政党はた黛一ツ，共産党ある藤融

　　である。《東，5．6，驚

　○既往のi直冑が然ijしが故にかく規定すべしと膿み論ずる者は，立瀧膏の灘

　　意と肖標とを持たない亀のである◎《法，5ア騒》

　○もちろん予算繰に庵お亀てむき細み入れられることなく，いわば影の喜霧

　　となっていた。た～3，それに附随して輔繊入補総金の鋼縫が生れてお脅，

　予算薦には，この輔絵金の形での融嵩ていた：◎〈一Tua　＝ひ§．葺，鎗）

　○～極めて少数の特憲大館本にのみ利潤を保証（赤掌を補壌）せしめると礁

　　ろの，鷺火独占資電の敵策にほかならない。←コ，5．11，珊

〔～のみならず⊃

○この欝盤1体の梅厩，壽概引例，たとえsおよび懲懇が極めて：公正ですぐ

　れていることはわれわれ繍融嬢曝蜜一殿に認められるところである。〈東，

　5．6，夏）

○が，それなくして灘入は生きられぬ融融献嚥蜜，社会亀震た，それなくし
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　　て存在しえぬであらう。ξ入，5，85》

⊂のみならずコ（接続詞的用法）

　○われわれは既に，～，外から夢えられた薮1籔宏，～，窮由として欲満足な

　　ものでほないことを見た。掠みならず，かの政治的自由も，～，環実には

　　成り立たないことが知られるであろう。雛，4，2鱒

5s。櫨（係助詞）

　①題騒菱提示L，藪蓮の範霧凝三崎す愁。（「引参照。）

　（9）w・・t般的愚物に回する判驚⑳嵐題簸鍵承愛蚤。

　　○ゆらいソ連の外交政策は実利本’il’i’：で島ゐゆt’t棄，5．7，

　　○今賢の教育櫨騒民全体のための教育である。．1朝，5．6，恥

　　○帝田主義者，封建主義者，官僚労資階級，醗民党罠動瓢を除くすべての入

　　　物ぱわれわれの友入である（朝，6．20，1）

　　○普通離乳の第一歩櫨，重湯，葛湯，嶺熟の郵黄からですが，～（婦：友，6ク

　　　86＞，

　　○学二上の形式を整えた穿けで教育の内容もこれにと亀なってll℃1：すると考

　　　えることぽ大いなるあやまりで削る。（朝，5．6，ズ

　　○二二にi薮って旧株を正方形に醗i霞するか長方彫に配羅iするかに就いての関

　　　心門，恐らく田植が行われるよ5になって以来の古い問題であろ5。《農、

　　　6，　25＞

　　○しかし，近代災聖主嚢はもこ漁や「ワずマール」ではない。嘱ご，5．6，　1》

　　○畿評精神1ま，なるほど現箋；を癌否する。《入，5，S5＞

　　○機能は欝已の性能の仲張以外になんの疑酌ももノこぬ◎1こ入，5，84》

　　○アメリカンeプレジデント・ライン祉長ジu～ジ・キリオソ氏は三購夜災

　　　京から蝿燕したが，中共とのこんこの貿易賦非常に．楽観できると次のよ5

　　　に述べた《東，6．6，1）

　　○批評精神が新開のぞとにたって，時弊を粒畷暮酌に認識するといふこと

　　　獄，これをべつの訳元からみれば，より以上に蒔聞を実感するといふこと

　　　になるではないか。《入，5，8む

　　○儀入の誠案が軽蔑される歓会1叢陰滲な猜疑の林立のうちにみつから亡びで

　　　ゆかねばならぬ。《人，5，85）

　　○現代の批評精糠は流会的現契を卸下すると嘱望に，鰯入酌現異をも卿下し

　　　なければならず，～《人，5，85）

　　○現実のうちに深く根を張っでるない投評精神は一一実践から遊離した批評

　　　精神は一それなら，このさい撒蔑酌に処断されねばならぬのであら弓．

は　　　　　　　　　　　　　　　（18e）



　　か。《入，5，84＞

　○もしぼくたちのうちにこの機能の寒露が中螂してしまったならば，地隷鑑

　永遠に亜熱帯悪難鍵のうちに閉ぢこめられたまXに絡るであらう。　《入，

　．r），　85’；“

〔～譲濾（命題・定義の主語を：表わす。〉

○共産主義饗のいうプ獄レタ／）アの鞍裁とは実は共産党の独裁である一

　　《東，5、6，置）

○さて　墜電と綜大気串の放電現1蓼乏によつで発生する璽波であり　無線工学

　　では”雑黄”としていやがられている。〈科，5，3の

○～，一群，現行裁麹所法によれば，「擁法修群生の修習を終えた者」ゐは，

　すなわち，聡事購書命の費格条件”ε凄．1）（漏灘酒三条），～〔法，5，51＞

○さういへば，おそらくだれしむ粟つくにさうみない一一一そのやうな不安驚

　性と鑑断案，例の劔づけされたポ交窯であり，裏がへしにされた安：竃で

　　はないか，と。《入，5，8殿

○今・や，池罵大蔵大剛のいうところの「デ4スイソフレ予算」とば，インフ

　　レの階級趨艮撫政策とデフレの階級翻懸薙嫌とをかねそなえたところ

　の，＝二電に勲御せられた繋恋政策にほかならない◎《＝．　r，5．11，1◎）

○政治批評にせil　“建徳畿評にせよ，も2　il．と幾評とは極北の精屈ミにほかな

　　らない。〈入，5，85》

○批評家にとつで一一一いや，そのまへに，ぼくたち一・Wt人にとって一樋人

　の誠実とはいったいなにものであらうか。《入，5，85）

　○いや，それよりも前に，そもそもインフレ酬ショソゐ揺，現段階に．おいて

　側を意昧するのか？醍エロ，5．11，1◎》

（切特殊な異簿蘭撒纂物，濫ゐ轟ン麗前㊨感の・注連の曝の。特旨の限

　定欝尋によつ駕黙黙疑れ寵も⑳などに関す釜調籔の孟題差等塾す憲。

　（現前の竜のe既認伽もの）

○写爽は闘行致院長《東，6．6，王》

○左端ぽブラウン管指欺器（科，5，37）

○部量のなかは，かなしみのたし“ならない気配で一一ばいになりました。　（ひ

　　籔，6，54）

○鷲中畷誕生の基礎となる新政治協商会議の予傭会議は髄｝づL疑北平で中共，

　諸党派団体代表葛三十踏名参卸の下に正式｝，　．Bf：jかれた，毛沢東申共主席ほ

　醐会に当む『承寸評会議の麗会は急速に新政治協商会議を塞き鉱主連会政

　府を成立させ，全寧醸を統一させるために必要な一切の準備をすることで

　ある』と述べた《輯，6．2◎，鶏
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○議近よく冤かける劉替えのとごろに．ピソダプクをあしらった竜の嬢，ちょ

　つとの搬い方で響際よくゆきます試織演，嚇，器》

○…孕晶晶，誌記標準糠賦シ既に裁判腺張及び検察庁法によつで記章されて

　いる…線としで禽理論なものと考えるが故に，減たに下めるべき弁護士費

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　餅　艦の水準亀これと一一一致せしむることが適轟であ！｝，～纏も5，5！）

○とこみで，ぼくがこれま個品っできたこと獄穿たんなる《批評家の生神》

　にすぎぬ亀の讐あったのか。ζ人，5，34》

○ところが，こ鼠に述べられでいるよ5なこと繍三門の多くの門々ではもち

　ろん，鍵本でも終戦いらいずでに一般知識入の聞ではほとんど常識｛ししで

　k、嚇ことがらばか聾饗ある◎嘱ξ，5、6，：蓬）

○大阪塀筋懸回る一｝銀欝正編ムごろ女事務穀二入を鐵動車で襲い，銀行から夢1

　殿L顕ばか謹，の現金釣六万円を強奮したギャング引佐購があ跡，タリー・ム

　総，瀧線灘の車体と一瓢七1二五の番号を手懸ξ）に．捜査寧のとごろ，一｝一七欝

　二三舷織・単ごろ愛知県彌富町の返鉄電皐彌富毒馨で愚警海部襯刀懸員がギャ

　yグ鱗四隅を薬鐵ll，聯動箏は君近の筏剛ll堤防に夷郵肇すて転あった《朝，

　蕪．齢，蓋）

09一アッ，ジreプが疑る。三線勢車だ，トラックだ……jと録画嚢勤車の助

　寧激に．つッ立ったま繁〕鵬鴬は盛んにはしゃい饗いた：。一◎緑欝窟動車嬢

　籔露六区の雑轡を黛けで，瓢箪濾のはずれに．小脇をか1ナでいる石橋サーカ

　スの前に解いた。《キソ，7，3？，）

○礁旧訓アツ甲州◎三界遠総野｝求人にくわわっ℃きたガソ吉は，内蜂ホーム

　ジンhい5珍妙なでがらをたで，；y・・一・ムラン賞にラクダを竜らいました

　が，ゼのラクダがあばれ出して，ダンちゃん亀うと臨，みごと砂瑛の寧へ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　お　　ホ　ふ‘穿瀬とされましitesラクダ1識遠く△走難さり，四脚はと5と5まいごに．

　欺・っ℃しまい’まし丸偽《鮮少，6，殿）

○：簸川入幾は解放軍を擁肥し℃翼巴戦墾に勝利を篠た，解放軍ξ婁過虫三三年闘

　に鰍戻臓軍玉欝張嘆づ織万を撃滅し，いまや醗半川軍田川三規，参i三川町軍のす

　べでを帰せて三三鷺十万入箭後しか残っていない《朝，6．20，亙）

○溺二二盤麟旧人の大立湯島叢二三以下三洋申懸八代表一行は香港から海路

　ンく三品由で艶葺鋼ヒ平に墾記した，墾紙；らの今謹の聡鰯醸毛沢棄主席の招き

　鵜よ1♪申共六区を観察するためである（東，6．6，夏》

○濾緯大蔵大駆は曲る難騰睡賢のi衆議院本会議における予算演説の中で，廿

　韓年度予算案のこ大特徴として次の二点を力説した◎～o池瞬大蔵大臣が

　糊膏年礎予論点の幽幽としてあげた第瓢点嫉，いままで予歯面にあらわさ

　れていなかったr援雛資金」が今魔ほ予算顧にハヅキ穿饗をあらわtte：

（　！82　）



　とである。〈＝＝，5，2／，鶏》

○かって嘩攣を畿て蔑等々風力・ら大掌へ遜むた：めには，選ばれた秀才幽幽に

　を瀞ξい門であった。顔弓大学へ選む途繍瓜くあけられでいる。纈，5．6，

　鱒

（蕊定のA・霊A公）

○竜ちうん，ぼくは蜘騨凝神の纒北を考へてるるのた。《入s5，鱗》

○従ってわれわれ繍，笑際の凝会生活では，綴でも好きなことを書つたE］，

　したのすること轄綴寒ない◎《世，鑑，惣》

Qそこで彼如濃チュンバレソとディックのアパ・・1・へ行った。鋏，6，12）

○しかじ二入嫉，ど5したら衝がとけるのかわからないので，頭から永をザ

　プージ2鐸筆少，6，鯉）

○ひとびと綜効果のために，い懐やそれを鋤画して喝かまわぬと考へてるる

　のであらうか。《八，5，85》

○ともかく大衆は蘇ヒの指摘によって「輿産霊当時の感糟を忘れ」戦犯蕾に．

　冷淡だったことを恥ぢ，～解1：，5，39》

○母上は器再演入を許されたのであった◎（婦友，6，27｝

○それに，つくづくと眺めれば眺めるほど，お嬢さまは，5つくしく，けだ

　かく，しとやかなのです◎（ひま，6，54）

○稼川斑鐵党幹事長fS－1づし鷺詩賦陵から閥江ξに詠いたが，箪：中で滲灘議員

　選挙法の款距，滋藤の滲議院選挙対策および警察畑鼠鼓正問題などに．つい

　で実のように語ったζ覇，6彦0，玲

○：z．ヴァジト濠綿縮樵このソ連の態度の変化を期して決窪的な一歩を踏出し

　た臨のといい，Ant嬢ご，5．7，玲

○魏意趣呼吸をつめて，憲の外へ近よってゆきました。《ひ鳥6，δ4）

○そのとき，由比綜，＝二膏づL麟であった。《文，7，80》

○難ヨ広滋麟頚をしかめると，一」ン＝ンと藪をした。《ギソ，7，32）

○鋤によって沢妓君はリスのような素早さで，車をとびお看）ると，心癖番に

　話をつけて天幕をくぐ残段けて行った◎《キソs7，32）

（旛示謡⑳ついていみ通》⑳）

〇二年制の短期大学が出来るなら，：脂血樋の高校を二年延長し，旧藩｝高専を

　繊すべのに，した：五年欄の高等学雛濾繊来でよい。これ繍決して大局酌に六

　三三糊の建前を崩すことにはならない◎《朝，5．6，覇

○一幅の査問がいか1こ生きたか，またいかに密会に面し，あるいは害を及

　ぼしたか，ということこそ大劉であるのに，それよの恵その入間がいかに

　して憂御世からあの墨二へ行っ丸か，つまe｝その死に方が重視きれ，そこに
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　娩極的な無値四三の蘂準がおかれる。こうしtr態痩鑑今なお欝本入の間に

　つよく残ってし・る力三，　～　《邪雪：，　5，　39）

○またこの書嫁聴に共産主義のみを翫判しているわ1ナではなく，ヒトラ・一や

　ムソi）ユ蒔代：のいわゆるファシズムについても究講なきまでに塁ヒ判し玄っ

　ているのである。《東，5．　6，恥

○この研究灘936年頃イギリスのW・ワットらによってはじめられ，現在で

　は・）（科，5，36》

○一体このよ5な購羽振，どちらがよいかという多事ではなく，～迄農，6，

　25｝

○が，事実は，このや5な機能主義巻にとって，効果が達せられるといふ購

　態はおこりえぬのである。それ嫁なぜであら弓か。：．人．5，8㊧

OSV，すすめられで，よんだのが，その女であった。その女i蜜，芸名を，鰻

　子といった。その鯉「薪櫨，そのとき，二’トー歳であった◎！交，7，80）

○こkに挙げた2駄種蛾糎矛tも串生種で，一W（農，6，25、

○そして以上の事柄葱薫化｛な：三等即ち光取成とつなが匂があるとされている。

　　磯，6，6、

C～が（その健の接競助詞）ラ認れ（その飽の指示譜）は～コ

　○ソ連のベルリン封鎖は鱈欧糊の茜鞍通まを弾車を勤機として行われたが，む

　れ1護米英仏鋤の茜鮭鱒1麟封鴬i二｛’lfをもってポツダム脇定違反と見なすソ連

　　の報復であ1♪，～i（：朔、5．7，驚

G最後に鍛大会汲である爆風会であるが，む》は全体に保守色が濃く，～

　　《東，6。6，罫

　○こうした罫引は今・なお鶏本入の聞につよく残っているが，と：のメン撰舜攣

　　イはインテリにおいては，思葱の純纏性ないし観念塾ilへの好みと獅接に総

　びついている。ぐ世，5，35’、

○もし今田，批評家たることの不幸があるとす1｝Llec，態れは現代のB塞のWh

　毅社会人のうちに，そして敷：治家や科孝巻のうちに，銑詩家が生きてみな

　　いからであり，さらにかれをより以上に不率にざせてるるものがあるとす

　れ懸，適れ揺仙のなにものよ1）屯小説家や詩入のうちにそれがないといふ

　事実であるといってさしつかへあるまい。乱ん5，85：！

○～，訂しその意味が彼らの手許に遜貨が流れて来ないという意瞭であるな

　　らば，癒の惹う揺箪懲嫁e：大多数の勤労等温には先刻生じでいる。《エコ，

　　S．！1，　10h，

○～，esから外へ懲こなって｛、kF，　itか，出なかったのかわからないほ島ms“y

　　とし℃嚥靴出隅」凹い捧躍ったの隠す。《ひま，6，54》

は （　X8tl　）



〔～器憂は⊃

○それこ癒は，一毅睦業雰においで恥く少数の鷺大独占費塞のみの救済のた

　　め「集中財産」と「企業合理化」の名の下に強行しつつあるところの戻族

　産業，申小商エ業膏への負麺転嫁であ軌～鋲物5．11，10》

⊂～鍵㌶ゴ菰奮縁＝き

　○践郎県教纒の雛臨藍1護「文部灘局を告訴し，黒白のきまるまでは使わせな

　　い」と淡；羨したとかこきせ煮しとか伝えられて：いる。鳥棄，「」．6，　L

　O通貨燐自縛瓢と奮蚊，この階級瓦版奪政策から必然的にもえ二らざれる結果：

　　的現強にすぎない◎（工第5．鷺，！0）

葛～⑳（錨義）は～で勘愁コ

　○しかしひわれわれとして最も注賛せねばならぬの嫉協定戎立に至るまでの

　　ソ連の態度1の急変て幽鐙，その爽意て蕗懸。（束，5。7，王〉

　○～，そのうち，もっとも漆貝をひいた⑳は，いうまでもなく，　「米圏対1ヨ

　援助見返資金／持重会1ぎ｝・」であ愚。魂ユロ，5．11，1011・

　○～織局勝った鰻菰ディックだつテこ。、！映，6，131

0マーづ∫レットは彼を二十年のJfl　l’；．し．ようと愚っている中に夢巡査に連れら

　　れて入って来た誠》嫉スーザン灘。1映，6，13：）

　○心1配になる鱒1鵬妹のようにして一諦にくらしでいた予鶴予のことてし勲。
　　ル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さ

　　糺ひま，6、52）

　Oi麟比が，そのとき，“，i：諏訪に．一醜しよう，とおもったのぱ，その時から十

　　三瀬六年まへに，その町に，たいざいしてみたをりに，片繊ひをした女に，

　　もし逢へれば，と，かんがへたからτある。（文，7，80＞

　○然しそのことが多くの八に．よって強く意識されるようになったの嫁，恐ら

　　く疋条植が薯及してからew・acと中外われる。援込，6，25’）

　（りただここで陶酔に．なる鵜と．は　この灘では室呼1線の鏡い受イli方向からの空

　　電しか記録されないから　極めて短時闘にU．1現し　溝減し　かつ方向移動

　　の激しい空電源からの藍ミ電を逸するおそれがあるという欠点をもつことτ

　　おみ。〈科，5，3？》

〔～菰蕊（嶽誓いはず・ウ姦繁etc．）1まない⊃

○決しで氷炭相容れざるごとき諸説の対立紛糾を来すことは落いように思う

　　のである。（法，5，51＞

○一結局これら苦橘や危険の多い途を避けて，不安走ながらも連携愛協によ

　　る形式で夢党戦鞍の強化を隈る縢か1菰ないだろう　／／東，6．6，工〉

　○そんな綜露綜離いwぼくは《批評糖麗舞》について語ってきたのだ。　く人，

　　δ，鋤

（　185　）
は



　○われわれは：交部書や著舞奮の薦を詩つウ軽雛繍鑑いが教科書としで発表～蟄

　　れたことを憲ぶ。練，5．6，9》

　○しかし，その女は，芸肴であるし，それに，自国は，その女に，醸情はい

　　くらかわるくしたかもしれないが，迷；惑をかけたことも，不襲理をしたこ

　　と蚤，まったくないのであるから，『魂、し濫へれ1灘などと考へる劇雪は

　　一つ切離いのであるが，由比の『ひっこみ思案避の性質のせみであった。

　　（文，？，8①

⊂～総ど～1ま准い⊃

　O薫磁一問のじぶんの幾聞で，二：入でかきこむ食事鎌ど，美堕しいもの櫨慮

　　磐籏凹んでした。《ひま，6，52＞

（ハ）客語・舞象語二二羅みし鷲蓬：聴す釜。

　○また愚乳獄一鷺に一三以上遵えて二二は縄やさないこと。（三友，6，86）

　○するとスーザンは，ジ轟夢イの二丁萎はきっと三等に違いないわ，とばか

　　り，あつさらディックの二四忘れかける。ζ映，6，13）

　○私は軍蟹主義に毒された人々の足跡を残そうなどという意思は，もちろん

　　持っていない（世，5，39）

　○下溺しゃすい夏と，下嗣の重くなξ，やすい離乳期が重なるのですから，離

　　乳旧歓まで延せと賓われる理1∫蝿おわカ、りでしょう。（婦友，6，86｝

　Q今度の税務羅の湧購・件摘発は今後も継続的にやるつもりだから～譲，

　　5．29，醗

　○～，田鰻入には丁丁難重癖が比較良く」少ないことをみると，このEli本八の姓

　　陶慮盤教のみを以でして：は説囲しえない。《世，5r　39）

　○三下問題になっている第一点は発國区の廃止で，盃踵選挙区櫨全廃して磨

　　漿単位冠本に工めたいとの意尚が強く検討中である（朝，6．　20，鳶

　Oしかb？ぬい止り慮決して返し錯にせず，ミシンの一方の糸を抜いて二本で

　　しっかり結んでおきます。（吟友，6，73）

　○脇上のこのダーツ鉱吏むの位籏に陶けて臨線にぬい，～繍友，6，73）

　○また，検察宮の方藤においても，検察庁法一一入条三項による二級検事は，

　　たとえ醐綾箏の5Jl身で，修習生の修習憾終えざる亀のiこついても，前記標

　　準線と岡等価値として扱5べきでほなかろ5か。（法，5，5三）

　○～，これら改正案擦臨疇国会に．搬嚢したいカζ，滲議院で猛烈な反逆がある

　　と予想されるので，～（朝，6．20，1）

　○～，μミ東香港の敷三軍壌：筋は崩回しつXある霞目党政権ぽもはや救えな

　　い練，6．　6，1）

　○～われわれは，実際の祉会生活でほ，癬でも好きなことを言っfeり，した舞

は
（　X＄6　）



　　すること櫨撮来ない◎《世，4，22＞

　○～，劉底i薪らしい教＝欝舗慶：を充契発展さぜ’ぐゆくこと櫨；できない◎　《朝，

　　5．　6，　i＞

〔～は怖れ董）

○そしてわれわれのそのような努力を防げ．すべでの入々が究極に．おいて求

　　めているところの亀のから，八々を遠ざけるような身無智や気まぐれや我

　　ま憲にもとつく書背嬬，強くむ敷議題聾しな1ナればならない饗あろ㌔

　　ξ匿，4，灘2、

○～，この標準線に及ばざるもの綜，すべてむれ幾否凝すべきものと考える

　　次第である。倣，5，51、

　○～，魑また，簡易裁判断割1：汲び｝轟蟻1・錘1櫨，ともに聡し籔除外すべきものと

　　考える。（法，5，5豹

　○～についでは，鶏法修蟹生の修翌を絡えな島・，鱗に簡易裁判研判事又は斑瑳

　　検事たるのみに止った響は，右の風下標準線に及ばざるものとしで，すべ

　　て，むれ麟1麺iこ扱うべき亀のと考える。（法，5，5玲

②轟構⑳異な虚器ゆ（膿た捻葦戸以上）⑳判鵬簸爆獲港せ鷺灘魔す器

　風合爾巻の霊題襲舞照酌に提承す轟。（rも」滲照。）

（イ）〔～は～，～隷～。）の彫。

　○～，政濾：軍全兵力は現在で竜駕＝ニナ五万ないし翼五十万1こ．Lξ），そのうち

　　欝芳綜本二甑にあり，残騨濠含灘に集写している《東，6．6，導

○噸鰹鍵はすべて高校に昇絡しょうとし，翻較聴すべて大学に罫描しat　5

　　と焦った結果，形式だけ整ってもひどく内容の費弱な新教育欄慶が緻浮上

　　るのである。《朝，5．6，玲

○なおダーツの折は，罵と掌瓢羅トはr繋駕鰯へ，灘畿下に返します◎（婦友，

　　6，　731’）・

　○前港ぱ受講機と暗転ドラムの1彗記装置からなり　後難船濃方向性を装った

　　墜直線を使5灘転型と瞬時型がある◎く科，5，37）

○塗壁は，白米を牽倍の水で軟かく煮℃裏漉にした環境重湯から始めます⑪

　　～。翻霞：物は，卵黄壱箇から始めます。（婦友，6，＄6）

　○申湛んは如才なく，すぐ立上って外掛の支魔をはじめた。震鷹饗の欝綜

　　一一心配した程のことはない。嬉しそ5に二饗二繋笑っているではない

　　か。（キソ，7，32》

　○滲議院議員選挙法の敵証については，衆議院の選挙法改血委員会および驚

　　霞覚内の選挙法改蕉委員会の両方で研究を遜めでいる，鍵下問題9　：．なって

　　いる簸一点綜壼蟹区の廃翫で，壼國選挙区は羅庶しで磨猿厳位一塞に改め

　　　　　　　　　　　　　　　（187）　　　　　　　　　　　　　　は



は

　たいとの意購が強く検討中である，第瓢点ぽ出漁選挙：方法の採懲の可否で，

　これには選挙代理入の選轟とか，地方公共論語吏員による選挙とかいろい

　ろあるようだ，纂三点櫨選挙運動取締1ヲの緩篇で，党や斎立候補春の運動

　をもっと自由にしkい〔：朝，6。20，玲

○農村，一澱欝務慧懸に嫉必需衣料の国恩衣，下衣頬，手ぬぐい，地下タビ

　などを輩点醒給し，また乳幼尭，妊i墾婦に綜サラシ木澄濫，ネル，毛霜など

　の必要晶を，引揚慧，盤渚困窮暫に獣二品，毛獅，洋脹などの重点蜷配を

　行う（朝，5ユ9，恥

○～，特別鍵議・に嬢建設公品等，地方露欝・に嫉地方趨債等を発行せしめでき

　たカ：・，　～　（エコ，　5．　11，　10》

○即ち農林1隔て拡，普通施肥料区でi｝，小肥区でも正方形植の方がよい結果

　を示し，醜臨1號τは全くこれと反対の糊ミが見られる。儂，6，25）

○肥凝要緊については窒素が最も関係が潔く，加黒・燐酸も多少関係する。

　光線についてt＄1光線を受ける側即ち向陽面に，C量が多・く，一般に光線の量

　に比｛翅し，叉波長とも関係する。（農，6，6）

（鳴）く～1ま～だが，～は～だ。〕の形。

○霊嫉おいかわらず紙くi垂れていましたが，雷われた適り，雨憾止んでい

　た◎曳ひま，6，54＝1

0～，多少とも交學に心のあみ入に1ま堪えがたい文章だが，大衆の一部の八

　々には新聞記事に似たこの文体が却って親しみをます作月捲なしているこ

　とに．注意しなければ：ならない。ぐ世，5，39）

○第二二に，横のシワヨセそのもの臨，極めて深刻になったこと，従価｛ま中央

　会計より特刷会計へ繰入金，地方会計へ配付金をそれぞれ流し，特別会計

　には建設公｛高等，地方会計1こ口地方起債等を発行せしめてきたが，本畢麗

　案編成に憲たってぱ，一一一見それとは逆に特溺会計1こ簿する繰入金の檸止，

　地方会計への配付金の半滅をやり，面恥会計も独立採算制をとらせて，中

　央財政と形式的に縄回し，したがって，中央より地方，特測へのシワorセ

　をやめた：ように．，見ぜている。《エコ，5．11，10）

（ハ）⊂～はもちろん，～遇⊃の形。（むしろ類似したものの対照）

○ところが，こ製に述べられているようなことは世暴の多くの国趣ては奄ち

　うん，臼本ても絡戦いらいすでに一般知識入の聞で｛±ほとんど常識化して

　いることがらばかめである。糠，5．6，玲

に）潮面語旬が「は」以外の形で表現さ痴るか，または，全く表現

型劇遠いない場禽。（対照語筍が，「も」で提題されるときは，結果

として，慕情の類似し疫ものの対照となる。）

（　IS8　）



○マーガレッいターナは麗しい女判廓：さんだ。裁縄既マrは由積する事件を

　i裁き，象へ醗れ鷹たった…入の妹の，ナ・七歳の菅春娘スーザンの鵬督もL

　　なければならない。「蕨，6，12）

○共薩党ぽ各晦県…名の惚：選をド1指して猛運動をすると思うので，選黎党患

　各戸賦支部に命じて候補者の整理を路醸し，溝萩な人材を1盤ぶよう選挙乾きf

　策に着手している〔朝，6．20，1》

○が，それなくして澗入ぱ生きられぬのみならず，融欝懲蜜た，それな：し

　　て）iFSL一ゴ｝：しえ｝～段で要」らう。　ぎ：入，　5，　85）

○ヰ闘報告を行うという理事会の囎禽琶獄承認されたが，報管讐の内容につ

　　いて再び意見が対立ヂ1．づ£誠の委呉会にはかることになった：孟朝，5。19，if　tt

O料飲店ぽワク附で一応再9」／／iの運びとなったが従来取締漁騎から余り電蕊さ

　れていなかった旅館業潔が監掘のスキに乗じて再閥の声と典に斜王響誌，待

　合等軽飲食店と両様享楽獅の要溌に進鐵　．粟，5．29，蟹、

○また下痢の中でも離窺期の恥く墾に．重くなりやすいのです。1帰友，6，8⑤

○璽の離孚L嫉なぜむずかしいか1婦友，6，86）

○政出軍全兵力は現在でも及『ニナ凱万ないし百黒鼠万にあり，そのうち翼万

　は本土にあり，残1，は台灘に三二している，本二ll二にある政府軍のうち約寧数

　　ばかなt）良い装郷を持つでいるが，統牽の禰はゼv”だと見られる，棄，5．6，鳶

○一部嫁著者：ビタミンCと酵素イ乍用（台北農林学会報笛五巻，箪＝二号，昭

　馴16年）に述べた。1舞，6，6）

⑧動作・作99などの行あ：乳番薯態（劇烈誘修飾語）の提示。

（イ〉条件⑳提添1。（rては」の形。）

　（a）その都農の条件の提：；添。

O赤ん坊の着姿を，ときどき，のぞきに来ては，二：二＝する◎《資料クD

　㈲蒼：定の語簸箏噛す器条件⑳蝿：：添：。

○健康そうにみえていても，病みあがりのお嬢さまに，疲訟少ぎがあって父，

　元へもどるようなことがあっては大変だと，激繕ほ，気が気でほあり婁せ

　　んでした。くひま，6，54）

〔～ではならない⊃

○サーカス鶴のゴPツキ共と争っても，断乎，この非道を暴かなくて轍なら

　　詠い。《キン，7，32）

○いや，鐙嶽の火であっては然らぬはずのものではあるが，，～〔入，5，85）

O～，一般の大学に軍戸翻のほかに二■il｛制を主とする短期大学を認めねばな

　　らなくなったことは形式醜な六…三編を金科王条として墨守してきたこれま

　　での方鈴こ一大反省を求める亀のでなくて「は艦ら融。螢麟，5．6，玲

　　　　　　　　　　　　　　（189）　　　　　　　　　　　　　　は



窪ζ

（ca）；藩態（「～としては」「～に開しては」「～においては！etc．）

○璽電発生の原礪として賦次のものがあげられよ5◎斜，5，36》

○夢にして鑑，あまのになまなましすぎる感情のもってゆき場瞬がないので

　函翰ました。《ひ襲，6，5嚇

○警察制度の激蕉に醐して綜，葡臨会のころ全騒地方自漕体の代表から，地

　方警察費が高額に，上ξ）維持が癬当顯鷺整であること，二方警察は惜契がから

　み悪質警窟の罷冤も思うにまかせないという事情を聞いた《朝，6．20，

　玲
○いま封銀解除に応じたソ遮の意図については，西欧郷に亀種々の徳註灘力：あ

　る◎（朝，5．7，　至）

○～詫肉博出は，建C級戦犯に艶しては，その践銭と刑の執行臼時の他に，

　蛮く不必要と思われる犯入のiil身塊と遺族の佐所三脚年齢までくわしくし

　るし～雛，5，鋤
○縫：方は肩ダーツと跨じですが，一一ヵ所でたくさんつrk　Xず，量に訟ってぱ

　灘身畷で二本ずつ，つ蜜り凶本に．ふ1）分けると，体になじんだふくらみが

　出ます。《婦友，6，73）

○～，著責の主観釣三三にかかわらず，客観朗効果においてぽ彼等の足跡を

　残そうとしたことになっている。愛糖，5，39》

○～，本予箕案丁丁に薦たっては，一見それとは1重に塒濁会計1こ対する繰入

　金の停出地方会計への珊付金の半減をやり，～〈・＝　＝t5．11，10）

○社会釣動物としての入額1巴とつて櫨，たがいに助け下弓ことなしには，単

　なる生存も三二となるからである。雛，4，22）

○～，中國入に．は遣鷺璽重癖が焼較的少ないことをみると，この羅ホ入の性

　絢は儒教のみ避以てして慮説明しえない。徽，5，39）t

（ハ）二二詞につけて，強慧のひy響菱こめ蕊溺潅。

○疑の考えの底1巴は実は教育薙限短縮論が横たわっていた。｛朝，5。6，1）

○旧記には池賜1翻：員の滅税，贅薩再評価に麗する談話が出たが～藻，6．6，

　f｝」’A

Oでは瞬時に礁環満滅し　移励して行く窒電源を捉えるにぽど「）するか。

　t科，　5，　37》

○しかし，ラクダに嬢こ脅ている：工入。（壁量少，6，4・1）

○数繕は，こXうからほっとして書わず綴傷いられないのでした。　《ひま，

　6，騒）

○「墜童福轍法」が施行されるという御隣勢に蓮行して，サーカス鼠’ご櫨こ

　んな鰻残な努ンチが平然として行われているのだ。《キソ，7，3鉛

（　19e　）



○ただここで問題となることほ　このi型蟹螺璽申糠の鏡い受一方向からの籠

　電しか寵縁されないから～《科，5，37＞

Oi翫内閣は「戦争内閣」であって監翼々瞭徹底的に戦う決意で為る　ζ策，

　6．6，勤

〇二入と亀アフリカま饗きて，ワン公に5まれかわるゐ綜患わny“　2？　Nつたので

　すが，rw（野少，6，魂2》

○戦後丁アメ野馳か感轍，ガリオア（藁領塊救淡）費金その穂が来でお穆，

　rw　〈」＝　一：r，　s．　x！，　le］）

○彼らは上になむ下になり勢乏白の毛の解きがたい蹴になりながら，猟師た

　ち幽蔭はだんだんに遠く，絹の方へ織だんだんに描く，移っていった議ダ

　イ，7，58），

○も軒一麿，勧蓋野馳大きな声で呼びますと，「ほい◎」と，低い，しぼりだ

　すよ5な声で，返塞がきこえてきました◎《ひま，6，§4＞

（二）露欝猿教綴のごときは「文部霧巌続を門訴し，黒窃のきまる甕τ賦佼わせ

　ない」と決議したとかさせたとカ・伝えられている。1窟．5．6，鶏

（xx）蔑獺・翻詞醜修飾譲艦豊綾騒灘濠。

○欝太の問題が趣がて賦圏際闇の隅題となる購があることを患い，～鱗ぎ，

　5．7，　1＞・

○隠に綜食パソの軟かいところを細かく薄いで牛響むに入れたパソ粥もよいで

　しょう。（婦友，6，86）

○今は撮G照の製作鎧達i蕎となった編入ドアリイeシェリイの製作にかかる

　一・九濁七年穣：作調，十巻《映，6，エ2》

○一一きっとい讃頃は，二rl場でし，kんぼりとしてひとりぼっちで，機械の擁

　に立つでいるにちがいない。（ひま，6s　52》

○～，いまま矯予算瓢にあらわされでいなかった9”援助費金」が今壌櫨予算

　職にハッキリ姿を匿》らわした：ことである。《エ・コ，5．難，1◎》

○テーラーード（男仕立）や堅い線のシャツブラウス以外のボタン乳は，婦入

　蹴の場合雪月は颪鰐1に整えます。（婦友，6s　73＞

○とすれば，あすの不安定のほ5がけふの安定よOも実感をおびて存在する

　といふの竜，けつ董よ《は，安定と不安驚とのあひだの相互爆弾における

　不安定性を感じとることなのである◎《人，5，雛）

○監督のア・・一ヅ，fングeライスは麟入で鷺楽嬬脚寒察であるが，～《映，6，

　12）

○～、現金通貨の麟転率，また，それと圏連して手形流糾弾，市中銀行の貸

　韻状溌など多数の条絆を総合せねば灘総に嫉結論しえない盤鷺の亀の愚あ

　　　　　　　　　　　　　　（191）　　　　　　　　　　　　　　は



　　る。〈エコ，5。11，1◎）

　○～，：文Ci鐡も趣：璽酌に獄種属の特殴によるのであつで，～（農，6，6》

　○ウ”ストでダーツと禰じ意味にギャザーをとる場禽鑑，脇鞍から約瞬セソ

　　チ入1）に，その分量によって四7漣ンチの礫に寄せてとります。　（婦友，

　　6，　73iji

　O離乳にかkるときぱ，その前に医師の診察を受けて赤ちゃんの栄嚢状態を

　　調べて亀らいましょう。（婦友，6，86：，

○～，弁護士の資格条件に関して馬私は・僅少の｛PtJ外を除くの外ぽ，これ

　　を，裁判官叉は検察官となる資格を有する者に限定し，～｛V？jc，5，5葺

④藪蓮語菱提：承臥，否定の慧味の語謝孚なつ鰯，嬰の範職叢限ウて⑳

　強い否定醜叢張1を蓑あす。

　（獄詞助動翻の遼罵形につけ轟爾法。）

　○それ1ま批評家のものでもあり，科学者のものでもあり，小説家のものでも

　　ある一一ましてや一：交芸投評家の竜のとか選られ獄せ漁ol入，5，8如

　（灘語骨変動罰に撮入旧る薦法。）

　○～，洞党は民自党とは絶対合同ぱし穗いと声崩している反面，閣外脇力の

　　態変を依然降してはおらず，～≦束，6。6，鎗

　（海多門露；警連刷｝ヨ…多ixつ｛eる潮ヲ芸。）

　○～，結野並1は水よりの例え通1）に持ち込み次第ではび覚鰯に§iわる公算も

　　決して少くは蹴い（束，6。6，町

　（「て」に接し，輔助罵言に続け愚翔法。）

　○～，不：安定な状態を求める批訴精神は，かならずしもそれとカへはること

　　によって，それを安定にみちびかうといふ効果を意識しては蹴武い。入，

　　Jr，　84＞，

　O～，団覚は戻1自党とは絶対合岡ほしないと声明している反面，閣外路力の

　　態産を依然崩してぽおら雷，～s：東，6。6，1》

⊂～で櫨ない）

　○しかし，近代民主主義はもはや「ワイマール」では固い◎．1爽，5．6，恥

　○またこの書は特に共産主義のみを灘と等しているわけては糠《，ヒトラーや

　　ムソリユ時代のいわゆるフチシズムについても完辱なきまでに損：判し鷹っ

　　ているのである。／t　9；s’一，5．6，範

　○～’ρi当らない天気予報，、の悪評を除くこと亀単なる別て揺慮働叡いむξ科，

　　5，　37）

　○母乳欝身に．は変りなく，決して雛て櫨慮鞍裂煙ん◎（婦瓦6，8麟

〔：～で1まないか⊃

は （　192　）



　○正広君の方1涛一一心醗した難のことはない。嬉しそうに＝コ：＝　＝．笑っ℃い

　　るではないか。《ギン，7，32）

○それは祇会杢体についでも，購じように考えてよいのでば線いか。継，曖，

　22》

○もし，一部の入々からこの敦盛君が「一力的」と見られるならば，それは

　　この著述者が餐楽の教科雷に薯1き右なアイマイな表現を使わず，弱鍬と糞正

　　瀬から取り翻み，極めて糠桑に真翼を断定して、、・る点で嫁菰かろう蜘。

　　（東，5．6，鶏

⑤護歩。（r～はする測「～てはV・るが」「～ではあるが」etc．の形／

○ベルリン封銭解除はかくて蘇欧ソ達閥の畷交調整への這を槻くものとして

　　世界に一脈の函るさを投じてはい癒が，しかし顯薩外縮会議は果してその

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う　　圏交調整に成功し，世界の平勃希望に．そいうるかどっか。鱒1，5．7，翌》

　○鷺銀渉発行高の増減率は，インフレの一つの軍要撮標τ嬢凝巻が，すでに

　　インフレの発展する状態の下において1ま，現金通貨の図臨率，また，それ

　　と関燃して手形流弓馬，電燈銀行の貸娼状況など多数の条魯を総会せねば

　　単純には藩論しえない挫質のものである。《エコ，5．　ll，1①

　○思想はもと竜と行動と癬互関速をなすものであって，いかに美しき思想も

　　実現しえざるかぎり夢て譲轟ってむ「思想」ではゐ＝い。無二，5，39）

⑥i縷続詞の彊調（「またはJrなV、しは」e｛二C．）

　○～薪劔大学の犠…査で本旨繕となった高等専門学校を救済するために，攣擾

　　激育法を敢正して二年無心綜窯年の短期大学を設置することになった。

　　（朝，5．6》℃

　○それに．とって効果的で浸，るといふことは，徳の物体ないしぱ現実のうへに．

　　いかなる効果の亥1印を押しえたかにあるのではなく，～《入，5，84＞

〔あるいは・竜紅くはetc．コ

　○～，従って藤糖i環始源依とカ・細胞質内の灸件等との相互関係或は染色俸

　　と結びつけて考察する瞭二等が必要となって来るのであって，～儂，6，6》

　○かくしで，特灘会計，地方鱈政はその菰宇を口実に蕗愚いは，大量首切に

　　よって，縦に多数職負の蟻鞍鼻鐡を強行するか，も島《ぽ，地方財敷の場

　　合に特に顕著に見られるように，地方税を大幡に増徴し歩あまっさえ天下

　　り強鵠酌寄附金麟薮1こよって，広汎に地方民全般の犠戦負憲1こ．シワ撰セを

　　はかるかであろう。《エコ，5．11s　10》

翠〔一あゴ（話し書葉で，こう発書盛れ，会話文で，こう書かれること越

　　かなりに多い）

　○「ぼく轟，そのXj，あの5……」ξ野少，8増，49》

　　　　　　　　　　　　　　　（193）　　　　　　　　　　　　　　は



○ぼそいつ諮，ど5も，よわったなあ……」《：交：，9，ILO》

（）、「それ講おどかしでなく，ほんとかも矩れないよ。」《婦友，6，騰

○「いくら警視庁だって年がら卑中大物種（ビジク＝ユース）力沸．る筈掌あ

　りませんよoj《宝皐7増，61》

緊7．ば（接続助詞）（（仮定形につく〉）

　①豪成立の纂がら薮成立した曝の臨飯定輪，順酷な結粟に認す轟篠件

　　とする。　（仮定の願説条件。）

　　○～，デ1ック1こ遡を宣浮すれ霞，スーザンの心の偽手は生涯娠らな㌧、か

　　　ら，～《映，6，13）

　　○馬上の争供たちも表面は朗らかそうにキャジキャッと騒いでいる力三，一’一　fN

　　　々々になれ！潔湿疹；君と濁じよ5に，悲しい事欝のある藩幸な子に違いな

　　　し、o　《キソ，　7，　32）

　　○これに対し野党嶽の社会党は元農粗波多野鼎会長の下に部内の左魂鐙立竜

　　　このところ画聖の状態を示し会期末の騒会1面争億全窟公，懸字，農林職級

　　　全二等の支持を受け，組織労働階級の満足を煮たと確窪しているので，こ

　　　の状態で結束してゆけ慰野党勢力の建直しが欝能であると観測している

　　　糠，　6．6，　1》

　　○～ハナマタ60が出れ臨瞳計からみてもレv－rsの呼；心となる．〔東，5漁9，薇）

　　○～，マッチ盛大の食パンに上質の天然パタを塗ったものや・（あれ鋸薄靱

　　　のチーズを添える）～《婦友，6，86》

　　○（いけないッ！　このま娼寺がたてば魏分亀，和子もおしつぶされてしま

　　　51　それに火でもついて来たら！）《キン，l！，961｝

　　○麗昆祇会全体が絶えず教育開題に関心を持たなけれ癒，到鷹断らしい教育

　　　鰯度を充実発展させてゆくことはできない。《朝，5．6，◎

　　○持続時間は1／100秒程慶であるからオシvグラフでも硬わなけれ蝋波型の観

　　　測は難しい。（科，5，37》

　　○それで従来に，亀まして厳藁：に藍島品たることをi証明してからでなけれ曜

　　　國家はその責睡上これを国昆1こ礎供するわけにはいかないe（科，IZ，36》

　　○～など多数の条件を総合せね獄単純には結論しえない性質のものであるen

　　　《エコ，　5，11，　20》

　　○～，さらにかれをより以ま二に不幸にさせてみるものがあるとすれ嶽，それ

　　　は他のな｝こものより電小説家や詩入の5ちにそれがないといふ事実である

　　　といってさしつかへあるまい。《入，5，85）

　　○第二の賜題すなわちs前任地における登撮翻限の可習1象，なおさら，理

ぱ　　　　　　　　　　　　　　　（194）



　　論の1瑚昏夢轍鳶い⑪7灘L℃tt歎策の博論饗あるとずるなら醸，それは，そ

　　の縫撰を，どこ二に，どう難く：聾瓢よって決定される鞍懸饗ある◎1＝澄で，5，

　　f　／．’1，，

　○…都の入たちの灘1欲逃求が，猿の人々を不幸にしPその生活を翅難にする

　　としたなら獄，われわれ爲その利欲至騒求を密漁に鋼算したξ，，喪た時に隷

　　禁痒しなければならない恥礁勘らう。ξi癒，魂，2麟

　○縢艮：窯癬の教育瓢晒する鍛心が警：1諜為た≧5諺ξ，i撫白鷺ξご本i慧の魂を打ち蔦

　　むことができるのや凱細、・1韓，9S．6，葺　　　　　　　　　　こ

⊂感ぬ～ば〕

　（＝）＆熱一部の人々からこの敦稽警がヂー一：方釣」と見媛tるなら擁，それはこ

　　の薯廟堂が従張㊨頴讐灘：izr．特窟なアイ㌣ぐな表鶉を使わず，職代と莫蕉纈

　　から蘇り綴み，櫨め頑i塀曳欺τ等欝を断窯している点でほなかろうか。1：璽，

　　5．6，玲

　○我々欝磨・の今職徽激；げる認識ぺ鷺；誓ほもとより肝要であるが，友邦も率難

　　の武力による世界侵寒1冬の野心，闘鵬の諸要素及び申チ察の超維量的超歎撒1｝㌻

　　反乱準段などを身分誌ξ難鯵曙〉ことが肝要である。e、多瓢，これを認識しな嫡

　　れ賦，罫擁灘の誤ぐパ決’i鞠ダ轟○蟹1響璽家以外の照嶽の典隅の誤鼻）1ご賊南変罫、署

　　能暁がある。ζ趨言響，鴛，鍵、

　○も騒働くた：ちのうちに諜の機鶴の濡勤力二道翫してしまったなら鷹，地獄轍

　　永遠に照熱意的薦欝のうちに閉じこめられたま襲1こ．終る懸あろう。　f入，

　　5，　sr」＞

　0が，晦瓢さうだとずれ慰，ひとびとはそこに際隈～もなく紳ぴあがる鋤評精

　　稗の循製論怯を驚いだす蝦にさうみないe《入，5．8鯨

○臨騒殴疑れ総放饗性琴凝款子綜それぞれの地方へ降ざするだろ％
　　／／．fi，　i｝，　11／，　30），

　○やや離れた神戸i雷タトに　篤い第二＝峯二嚇の獄設が燈まむ　癒齢戯功すれi潔騨

　　鳳リンの工業化はそちら矯鋒われる予黛饗あったe〔科，1Z，魂勢

　○嚇t．”設計奮た：ちのこの考丸が蒙雛騒されれ獣　こうした戦闘燧の操縦士は

　　直讐敵爆1騨饗の際な煽ること露えなく　レーダretaと闘連して動作するこの

　　勘合が敵醗髪発溢し　霧≧険童でやってのけてし震弓だろ50較科，鷺，56）｝

〔｛・蒸澱ド）ぱ3

　0研究籔の遼r・勘衡夜91曝すきごまでも鰯ろうとしないことを彼は知ってい

　　た驚擁難姦葱悪くしなけれ畷襲あいい◎あれが叢い科学鑓たちの習春の糟

　　熱hいう愚のなの潜ろ％弊｝，1／，総》

　○なにぶ鳶愚貰1が懲×慧驚篇鉦いう趨．小型なので　5んと引き伸ばすと雛．子

　　　　　　　　　　　　　　　（　rlg5）　　　　　　　　　　　　　　ば



　　の荒れが潤立：ってくるがライカの代罵をさせようなどという火それた考え

　　零え持たなければ素人でも手軽に使いこなすことができよう。ご：科，12，

　25’h

Oこれにくらべると　掩藪に，よる観測は　正確な蒔刻巻えわカ・れ1ま　ごく手

　軽に行えるし　しかも子午環観血に劣らない精鱗度で月の位置を算出でき

　　るから　広く実施されているのである。：1科，！！，3！’｝

○母の口説を見さえすれ獄多美子さんはどんな話でもすぐわかる，難唖学校

　　購代一一年間の，命がげの訓練の結襲であったb（キン，11，／021i

⊂～ば～ぼど⊃

　○しかしその愛情の底には，愛すよ融こなれ獄なる醸ど，ゆりを：友子に．取ら

　　れまいとする重犯心も高まって楽でいたのではなかろうか◎（ギソ，11，

　　134ts）・

　○つくづくと眺めれば眺めるぽど，お嬢さまは，うつくしく，けだかく，し．

　　とやかなのです。《ひま，6，5瞬

○一一つめぽ，つむぽど……一楽しいね（・午ン，／1，15｝

〔～ばよい3

　0普通のもの矯あれば　レ：　一一ド盤の中心よリノ評し先に針先が偉羅するよう

　　にピックアヅプを取り付ければ飢・。嬢｝，！／，⑫

　○調整をするにはできれば周波数レ：｛ドを用いて　膏質を吟旅すればよい

　　のであるが　これがない場合ほ＝普議の管楽器のレコードでもよい。　（科，

　　11，　42X，

　○天然色テレビ受胸痛は普逓のテレビ受信磯に傭単た転換1提をつげれぽよい

　　のであって　その受信機は天然〔f！、テレビは勿論黒内テレビも職差に受信で

　　きるよ5｝こなる。農産，11，55＞・

〔．一・uなけ叡、ばならない・～；ねばなら罐eec．〕：i

　Oところがマウスなどを腸チフス菌で殺そうとするたらば　その腹駆内に数

　　倦願とい5数を注射しなければ穣らない。（科，11，33、

　○～，牛駄や造血齋1などで栄養をよくしてから始めなければな鯵ま煙ん。

　　（婦友，　6，　86、

　○現実の5ち｝こ深く根を張ってみない批謀精神は一一案青藍・ら遊離した批評

　　精神は一それなら，このさい徹底的に処断されなけれ1菰然らぬのであら

　　うか◎《入，5，841，

　○くわしくは抵会攣春の研究にまたね慮ならないが，～で匿，5，39）

　○舗入の誠実が軽蔑される社会は陰滲な猜疑の林立の5ちにみつから亡びて

　　し母）力斗職雑ミならぬ。　（入，　5，　85）

ば （　196　）



⊂～と言灘ま～⊃

　○「まあ，歓が深くなって蝦纂がいなくなった：のが，淋しいといえば琳しい

　　ことのひとつだ。」（キン，難，？3＞

　○～，ここでの生活は，なに不1量i由ないと爵えばその通りなのですが～《ひ

　　まッ6，5211

⊂ああよ《ば・やや隣すればetc．〕1

　0ソ連のベルリン釘鎚1諏獲欧鮒の1｛奮独遜貨改革を動隣として行われたが，こ

　　れは栄英仏鰯の野馳三政階樹立＝；．二｛乍をもってポツダム協定違反と見なすソ連

　　の報復であり，これであわよく1ま瀬欧勢力をベルリンから締め嶺し，たとえ

　　それが鐵来なしこにして魂）これを種｛凱西畔塗に．ヤ写び四騒会議を開かせて勝闘

　　処躍をポツダ遍寮定の線にもどさんとするものであったろう潮，5．7，玲

　○ただ，これらの岡引の論議に際して痛感することは，論者が，ややもすれ

　　ば，今後の，将熱こおδ¶る弁誕乏マがいかにあるべきか，またあってほしい

　　かといういわば将来論，』理想論と，現在の弁護士ないし弁護一1：：会一ある

　　いは，も一一一つ巧くいって弁護！噛｝臓：一の現状がこうであるから従って，

　　これをこうしたら，とい5現在論，現笑論とが，探り上げられる呉体問題

　　を異にすることに，：父は，これを論ずる入の立場を異にすることに，甚し

　　く亀卜させられているということである。1怯，5，51）

　○蜜かの海軍え獄，小さい禽は一騰こ，して郷けISScってしまうではないか一

　　《キソ，　7，　32ン

○ゆ共としては疑腿艦舶の不足にかんがみ四聖よりも多くの外窄船が中学こ

　　ldl入することを蓬んでおり，必票とあれ国外騒船をチャーターすることも

　考えている鱗芝，6．6，1》

　○私はどちらかとい允ぱ．職業柄フランス語の方が馴れているのだが，劉さ

　　んは，まるで母躍語のように流暢に英語を饒舌っていた。《キソ，11，76）

○調整をするにはてきれ1ま周波数レ＝　一一ドを用いて　随一を吟味すればよい

　　のであるが　これがない場合は普瀬の管楽器のレコ・・一ドでもよい。　（科，

　　1ユ，42）

②前おき。（立欝の根物や内容の前ぶれ。）

○運転手の視界についていえば注意して設計すれば両蟹とも大差はない。

　　〈‘科，11，ま9》

　○溺の習葉でいえぽ，ある地点｝こ立てた環異の錯疸：線（これは・一毅に1象地軸

　　と交わる）との闘の角度が遜直線編差なのでみる。（科，11，32ン

　○聖母的にいうならIXこのソ連の変化が寧共にどのような影響を及ぼすか，

　　中共としては難下のところば軍毒行動に焚しいが，雑本的なものにおいて

（1　！97　）
ば



　纏ばれて：いるソ違と寧共の腿係からし礁二i暴遍》醤タ機ξがどのような毒のに

　なるかPt鱗三塁に．注i購を要ずるもめがある（）〈薫，翫7，亙）

○発聖断出力からいえ蝋藷醗7S一鎗鮭羅：：艀難魔で　満鍍状態噸！講力幽ξ，

　！10k竃程縫の事鞭重量におさえないと　睾翻乱翫繍速ブ，　登籏プllで不灘含が

　鎚る。《科，x2r　20）

○鋤寸翰締が｛獣類のぞとにたって、時1衛をも塗闘的にL誌議する証いふこと

　綜，これをべつの夢φ綜から見れ観，よ熱丈鳳雛轡欝1を実！燕する鵡とになる

　　で・はないか。（入P5，84》

○私をしでいわしめれ蝋，論奮が，越し隠り，一したり，～し九参する弓庭

　を去り，虚心に｛．・・と，～と一とを，・・．Wし撫がら譲鏡1づ曙〉ならばt決して…

　来すこと｛さないように患うのである。ζ演P5、5鴬．

○そして切要なこと1鉱　欝本てきの羅食1凱あたっ鴫賦蕪竃饗求め〆嚇｝1糞無縫を使

　講ずる方が涯：しいということが立証された点である嶋即ち鷺本の：☆二瀬鷲み

　れ麟　外睡の観灘結果は簿か閥違っでいるといえるのである。　（科，難P

　鋤
○獲ξ蕎すれ嬢ギ争なソプラノ甑下呂なソプラノに　点手なナノt／一ルは上手な

　　テノ”，一一ルに鷺を蒋現するそういう機緋をよい膏質の㌶蓄なり受信機という

　　わけである◎（科，鷲，39ン

○．博廊によれ賦　危1｛灸の跨《鴎は欝分の盈グラムぐら1，の小さな載子で

　6（）ないし80k灘の速さ饗繋んでおξ）　ここれがぶつかると翻鉄1滋影詣き1こし燕

　発するe（科，難，52）

○～s赤い星ssによれ薩パフチヅァ＝イゼとい5飛騨：ll．：が　ソ連で綾窟藻覇三さ

　れた：ジcr一ツi・機で試験飛行・に蔵齢したのが心魂蟻携で凌、るという。　（1科，

　　Ix，鋤

　○外騒憲事麟の推定によれ醸，敷：府軍全兵力は貌麗でも嚢戴煮レ万に烹り，そ■

　　のうち胃万は塞土に．あ勃，残りは奮灘に．集回している（：戴，6．　6，恥

〔～な齢ば・調い蔑醸⊃（話題の提示）

　○疑主主義とい5ことば熱劔岩蔵れ亀が知っている。しかし馬主血義のほん．

　　と5の意馬を知ゲぐいる人が，どれだ1ナあるだろうか。（東，5灘，辱

　○塞能町な愛悩絵軽ばそれ瓢動蓬勿も持っている。避騰のま二の愛晦ユそ入闘の

　　八勝らしい尊さなのだと……しかし，その理撚三の冷さほいまのゆく｝には堪

　　えがたかったe（キソ，3．2P　13蕩

　○このように．寅然膵臓を蓮iずi欝麟曝癒その数に極めて謹かでその鋤鞍iを雛す

　　ことがわかる◎〈科，三1r　38》

　○ところ懸ユ伊．一力夢瀬の寧の縄が選鉱漉になったり　薬贔1こ惑こった琴するか

讃‘ （x1s）



　　急い灘竃　それは勿論その主三分であるシオールである。これ溶ら1ま緯脳

　　忌i油の中に2鋼も含まれている。（科，11，喋4）

c欝あば・濁漁ばetc．コ（謂詞醜粥法）

○もちもん予算瓢1におもでむき紐み入れられることなく，いわぽ影の存在と

　　なっていた。ぐエコ，5．11，10）

○さらにそれを焼算酌にま嵐旧するならば，ソ連としては危険を件5山険を敢

　　えてせぬほうが鶏謹に．とつ脳ぐ二半であるという弓勢判断に旧いたのではな

　　かろ5か。彊ゐ沈獄，中層におけるゆ三共騰覚の驚異酌な進轟はソ連にと

　　って溺1こト董険をせずともソ目的勢力の拡大になるのである。《東，5，7，1＞

〔しからば・なぜ撫わばetc．］（接続詞的心高）

○～新制篇回申会科教科霞「驚国主劃　（上）はその内容が反回的であると

　　い5ので，左翼陣激が闘難視し，一部にはこの教科謝数闘運動もある。～。
　　　　　　　　　　　　　ぱ
　　然ら顧侮が「反共的」で「一一一方的」であるのかとしいて捜し求めるならば

　　一1菓，5．6，五》

　○～，かの三三酌霞酸も，われわれが見たような，偲でも旧い，何でもする

　　ことが鐵来るというかたちでは，単なる可能性に止まり，現代には曇り立

　　驚ないことが知られるであろう纂醸擢なら賦窟二一が口際にこのような自

　　醗を行使したならば，それほ甥るところにおいて．入と人との二三（beEum

　o凱滋囎気。◎ntra◎manis）を引き回し，その結果は兇悪な腕力家が勝利を占』

　　めて，多くの姜良な人たちが，その圧綱の曽ドに霞目を失い，全くの奴隷に

　　なつでしま5と考えなければならないからである◎継：，壌，22）

　○それは批評家のもので亀あり，科学潔のもので亀あり，小説家の竜のでも

　　あり，生活者のものでもある一一憲し℃や一交芸蜘評家の亀のとかぎられ

　　はせ搬。櫓れ離ら嶽，小説家の嶺こおいて，あるひは実践家の名におい

　　て，限魔を鷺らぬ批評精神のうへ1：断暴の斧をふるふことは許されぬはず

　　だ。《入，5，84）

○撰騒域は，アハハハと笑いだすのである。簸う鴛え感，先程から何の縮だ

　　ろ5，と不審に思っていたのは，蝦纂の縮だ◎（キン，11，70）

③巻つかけ・根拠・理由などみな馨勲作・作土ま，後件に懸す釜条件

　轟して提：議す馨。（既定の順説条件。）

　○門を出ながら振り返れ啄，木立の隙聞を透し，各病棟の灯が何かをさ鼠や

　　くよ5に静かに．ゆれて：いる。（婦友，6，27》

○そこでレーーダーで壁の二合濾そ5な層を見付けて突入したが　この雲中の

　　猛烈な上昇気流のため木の葉の如くほんろうされ℃i飛行機が室；中分解をし

　　そうな慧い饗鹿，つたが　5一δ応後にはこの雲をやっと抜けて気洗の静か

（　！99　） ば



　　な限寧に入った◎見れ螺上にIX全然雲がなく　ギ方には毒；度80Gmくらい

　に汁臨雲を亙った溶積雲があった。《科，11，28）

○「お千世さんが既処に履る纂を米沢町のお父ッさんが知ったらどんなに御

　立腹なさるだろ5◎それを愚5と気がつまって瀬も咽を通らないよ」と，

　悲しげに薫を翻れれば．おチ世はわざと荒っぽく，　「どうしてお師匠さん

　　はそう気が弱いのだろ5，震父ジさんが偲を云お弓と構わないじゃあり褻

　　せんt，」（キソ，11，23》

O「いいえン竜う出て行きますよ」と，男の＄を娠切ろうとすれ賦，　「おい

　　お千’lt｛lj　「え？」　「好い撫減に．しねえか」《キソ，1！，24）

○先生の商事にも強い感激があった。かえりみれ賦永い六年であった◎　（キ

　　ン，21，10絵

　○それにくらべれ蝋，ぼくたち十数入の：交芸鋭評家がときをり小蔀事象の憤激

　　を買ってみる事実は，むしろ慶賀すべきことかも知れぬ。（人，5，85）

　○鋳づけされた不安定は裏がへしにされた：にすぎぬ。とづ一れば，あすの不安

　　定のほ5がげぶの安定よ｛3も実感をおびて存在するといふのも，けっきょ

　　くは，安定と不安定とのあひだの絹互関係にオ3｛ナる不安黛臨を感じとるこ

　　となのである。（入，5，8勧

　○覗在までに8発も原子爆弾を爆発させた費斜を集積しているアメリカであ

　　ってみれ曜ソ連の爆発を知ることほ歪極容易なわざであったと思う。窺科，

　　ll，　30；，

○どっちみち，野面があき子の友達であってみれぽ，瀦にあとでとやこ5と

　　云いがかllをつげられたところで知れている。（キン，葺，4驚

　○私は劉さんが癒差す，その額の方を眺めてみた。央妻の写莫である。そ5

　　云われて見れ購，弼処となしに今の彌影を宿してはいるが，契は先程から

　　眺めて，親戚の入の写真とばかり思い込んでいた。《キソ，11，76》

　C憶えて見れば，臓の絹違よりも性の相違の方が大きい。（キン，11，3鋤

○できてみれ球何でもなかったようである。それはいつのまにか整備されて

　　来た：もののようでもある。：｛科，11，50）

　○とすれば，お計ちゃんの存；窪があらためて認識されてくる。あまりに，お

　計ちゃんを無視しすぎた穗がないでもない。お計ちゃんだって，まこころ

　　川すじであれ嶽こそだ。《キソ，11，46）

④あ器条磐が異あ醗ば，いつで巻あ9｝順当な結果が生ずるというよう

　な場合の条件菱織す。（習慣i，反覆心事；象など。）

　○御覧の篭り，傑甑今だに独身だ。まあ，単農，三翰灘鐵という処だろうね。

　　繍きたい時iニ…一，二枚の絵を描いて，それに旧きれ麟雀闘の手入れにあか

ぱ
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　　ないとい5ふうだ。《キン，1ユ，73》

　○たいていの入は一有名入も無名入門一三，四十年一つ段窮をやってい

　　れば，型の如く功威り名遂げて引退し，ご隠勢になり，有名入の場合ほい

　　つとはなしに｛r忘却の海；譲へ抑し流される。《キソ，11，88）

　○鐵際績婚をすれ獄，一人は他の・一一一人の圏の思想や習慣に従って生活しなけ

　　ればならないと思う。告ン，！1，33）

　○貧」醸歌愚乳以外の食物や港血測を与えていれば治ってきます。《嫌友，6，

　　86’，

　○この誘超電罵を増干して1ブラウン総；の編張板に．かけれ感　ブラウン管の籔

　　光板にはそれぞれ上下水∫1詰合撃方両の輝線を生ずる。（科，5，37》

　○ヅ齢謡ス風の1毒除け（細し㌔叛をすだれのように鎖1にならべてヒモでつなぎ

　　閉じれば板が重なって鍵光を遮断し開けれ鷹隙閥から光華泉の入るよ5にし

　　たもの）のような格好の新しいメガフrtンが　アメリか爵饗学会に．賄費さ

　　オした。　（孝心，　1／，　53：ノ

　○普遜のヅユニス風籔除の形では音を焦点に集めることは出来ない。しかし

　　その陶板の形を少し変えてやり　全体が平べったい円板となるような彩に

　　切っておけ獄音波を集束させることが嘆きる。（科，21、53）

○以上のよ5な方針でワクチンの無害有敷なことを証ゆiできることになる

　　が　これは実はその一劔であって　ワクチンの種績がちがえぽその手段は

　　著しく違ってくるのは当然である。（科，葺，38）

○かようにしてABの閥隔をブラウン管の受難画で尺度で測れば気球の反醗

　　耐量までの廼：距離がでる◎（科，11，27）

　○源子爆発（AtOinic　exp三〇S三Qの　があれ慰　閃光が走り　放射線を放馨し

　　爆蹴を発生することは　諏轟と長綺で経験ずみである。｛科，11，3◎》

⑤副馬：醸：含量列談す篇。

　○しかし，子供にとっての「母の胸一一」ほど，暫斐な憩いの場訴はない。

　　こユには裏切られる心灘毒なけ矛し螺追立てられる不安もなかった。《キソ，1

　　1！，　130＞

難＆　1調か鱒（戸越講）

　①数璽匿藩；す語に肇い鴛，掻どあい。およ＆の程度を示す。

　　○そ5いうとお嬢さまは，盤の上を踏んでいないようなかるさで，すっと近

　　　寄ってゆき，薬びんを亀って腰ってくると，半分嶽かむ入っていた號習い

　　　ろの画くす13を泌さに．してPt繊先から庭へすててし『まいました。　《ひ驚，

　　　尊，鋤
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②い勢い野趣譲鑑囲いec，範職禽嫌纏轟限懲。

　○ところが，こkに述べられているようなことは世葬の多ぐの国々“奪はもち

　　ろん，羅本でも終戦いらいす響に一般知識人の闘ではほとんど常識麗して

　　いることがらばか鐙である。（東，5．6，珍

　○離乳というのは，生後七八力織こなると母乳1灘㌔瞬では，鉄その他の赤ち

　　ゃんの発麿に必要な成葺が不足してくるためと，今董でほど永分を必要と

　　しなくなり，似鯉の水分が多すぎて必要な嚢労が摂りにく畿なるために始

　　めるのです。（婦友，6，86》

　○～，盗のスーザン億益々彼に熱を上げて，まつわりつく詐鞍だ。（映，6，

　　13’，

〔～ばか撃ではない⊃

　○ソ連はマーシャル計画や北大酉洋条慈勺に見る西欧働の軍事的経済的窪撚の

　　うちに，対ソ’勉遜戦の危険を感じている獄か鯵℃煎く，さらに西欧資本憲

　　義国の景気後退を予想するところがら，その景気闘窪窪として西歌側がい

　　よいよ軍備強化をほかる亀のとみて，戦争に紺する不安慈を強めている。

　　綱，5．7，エ》

　○～，この極北をめざす窺評精糠ほ，たんに幾評家の恵のである螺かのでは

　　沸く，致治象の亀のであ匂，科学春の亀のであり，小説家のものでおξ，，

　　生活者のもので～Sある。《入，5，85）

⊂～ばか撃か⊃

　○それが今度はぴたりとしゃべらない響か鯵欝㌧認めはひた隠しに隠してや

　　がんだ◎（入，9，6》

⊂～医籍か難い蕊コ

　OFそんなに遊ん罫ばか鯵いないで，すこしは勉強しなさい◎」（資料外＞

C～ばか購釦（接続助詞的嗣法。）「た§それだけのことが原因となつ

　て」の意。

　○労働継合がこれを短んだ蟄駿に，社会戻主党閣僚の総退陣が趨り，それが

　　結局昆童秘義の敵のため1こ道を開く纏縁を作った。（朝，6．25，1》

③い窯に毒～しよう亀す釜状態懇卜す。

　○すっかり荷づくりをして，運び出す獄か鯵になっている。《資料夕闇

⊂～んばか窮（「～ぬばかPJの形も使われることがあるようである。）

　○損乎は蒼をかたむけて，まことに本禁門なおたずねだといわん1齢噂の顔

　　をする　／l朝，6．23．導

○盤に額をすりつけすめつけ，号泣せん蹴禽噸の詑びかただうたe（蜜，12，

　52’u”

ばか琴
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〔｛・義ばか墾〕

　○するとスーザンほ，ジェリイの軍服姿はきっと素轍に違いないわ，と区か

　　鯵，あっさりディックの事ほ忘れかける。《映，6，！3）

　○講趣会議というような三二二二題を軽々しく取扱い，それも臨会踊会寧は

　　野疏に，遠慮しでか回し，閉会となるや持つ℃いたみ1瀬噂に一三の敷：略的

　　覚測甥疇饗三三謎な醒斑　凱あらぬ夢をいだかせた脅する　（韓，6，29，灘

④～　識繋闘麟畿い状態嶽蝋愛。

　○大阪堺筋で去る十繭漏蕉午ごろ女事籏澱＝二人を難動草で襲い，鋲行かジ）引

　　鐵した1灘噂の現金約六万四を強奪しデこギャング鐵誤払があり，…■（朝，

　　5．19，獲》

欝．鍍認櫓ぐ維澱1講）

心強い蟹驚。　ヂ～な潔す懸曝⑳か，羅燐礁～凱ない」の気持。　ξ動講

　の朱然形に附く。⊃

　○「助けてえツljと，家の下敷きになった喜斐子さんは驚を限り1こ，呼び，

　　カの限1）欝分の体を臓しつけている物を噛しのけようとするが，動かぽこ

　　勘，否，膚購に深く喰い入った説iは益i々圧泌を撫えてくるのだ」　（キン，

　　！1，96）

　○かうなると女亀掌骨も粥りっか嶽門脇，茶山は渋茶一杯も目ししぶって，

　　まだ彌らぬかとi灘まぬばかS）のつれない仕舞に打って変1フ，rw　（新，3。

　　！33》

嚇．へ（櫨鋤講）

①田作・難民嚇醸歩も乳齢方向・噂角。儒標。）

　○～，巾共軍IS；雲鳥のむ臓部へひた欝しに進繋を続けてS＄　e，，　tW（東，6．6，

　　◎

　Otwダーツの折は，騰とウェストは中央蜘1へ，脇は下に返します。（嬬友，

　　6，37》

○～，乾溜は呼吸をつめて，窓の外へ近よってゆきました。《ひま，6，54）

○その湖水のはうから竜，その方へむかってあるく二入に，つめたい風が，

　夢ぐきつけタこ。　《女，　7，　80：）

○～鶴は，粥をばたばたやつで庭の方へ飛び立ゲごゆきます。《ひ宏，6w

　5姫
○岬，w一’ガt「ッ5を飛行機の方へやらせる。《映，6，13）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　き
○ラクダは遠く践走誰さ《）、ご．入はと弓とう奮いごになつ℃しまいました。
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　○浜β蔵梱のデフレ政策への転換は，～　《エコ，5．11，1①

○ベルリン封鎖解除はかくて洒欧ソ遮闘の国交調整への道を開く亀のとして

　　県界に一脈の明るさを投じてはいるが，～《朝，5．　7，1》

　○～，その発想者は，死によって行動化への責任から完全に凝れている。

　　ぐ恥，5，39）

○～，恐らく，こうした統糎性への瞳れと無関係ではないであろ5。藍電，

　　5．　391

②動作・作璽の向けら翫る稲手・対象b

　O心墨りへ霜話で働いたが～　（映，6，12）

　○～，こ瓦に．いられる男の：方々（～）｝こ1ヨ本女性への希望を聞く。《婦友，

　　6，　27／」

○・V，したがって，労働者の大量追切への犠粧転籔の一猛でなければならな

　　い。《エコ，5．11，10）

　○～，地：方会計への配付金の半減をやり，～《エコ，5．11，10）

③動作・作驚の帰着点。（「に」に比べて，どちらかと調えば，帰着点

　に到達するまでの経過をより強く：示す。）

○ディックは，’・7・一一ガレツトとス・・ザンと，彼女らの大伯父で大審院判事の

　　サデュウス疑と，伯父のtf　r一ミヅシュ博士を，ポロ自動車に乗せて，ピク

　　ニッタの羅的地へついたa《映，6，13）

○裁判駈では両撫する事件を裁ぎ，家へ煽ればたった一人の妹の，一y七eeの

　明春娘スーザンの監督もしなければならない。《映，6，12）

　○そこで彼女はチ＝ンバレンとディックのアパートへ行った。《映，6，12）

○ディ・ク1瑠守だったが彼女はモデノレだとXって，アパートの係りの少年

　　に，デKックの部屋へ入れて貰い，～《映，6，12》

　○お嬢さまが，部屋へあがってくると，～《ひま，6，54》

　○一一たん魔へ下t3よ5としたお嬢さまが～《ひま，6，5鱒

○～おくすりを逆さにして，畿先から庭へすててしまいました。《ひま，

　　6，　52）

○～，ダンちゃんもろとも，みごと砂漢の中へふりおとされました。．《懸少，

　　6，　41）

○依然チェンバレンは優勢だが，池にかXつた：丸太棒の橋を渡る途方後か

　　ら来たジェリイに水中へ突き落された。《映，6，13）

〇二入が話しながらあるいて行く5ちにど5やら道をまちがえたらしく，と

　んでもな、、・ところへ出てしまいました。《野鳥，6，44）

○どうしてこんなところへ私が来ることになったのだろう。《ぴま，6，52》

へ
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○今資大学へ進む途ほ瓜くあけられている◎嗣サi，5．6，玲

○～，大学へ進学することは決して不可能ではない。（覇，5、6，玲

○～小学校を幽て上級中学に進むものと，高小へ行ったり，すぐ実業にっ

　　くものとの聞に，～（朝，5．6，1）

○～その入聞がいかにして憂き難からあの糠へ行ったか，～雛，5，39》

〔keろへ⊃（接続詞納用法）

○ところへやってきたのが，催眠露鋼1の弟子です。《野少，6，43）

〔～がら～へ⊃

○～，rsから外へ声になって出たか，描なかったのかわからないほど，～

　　《ひま，6，52）

　○～，現在おかれている超去鉱からそれへの距離とその道程とを，一・《法，5，

　　orll，

　○形の教育から質の教育へ　（覇，5。6，玲

醗．ぽど（副助詞）

①おおよその分量・程慶を示す。（数盤を表わす譜，「こそあど」，etc．

　につく。）

　○その時から十五六年まへ，由比が，はじめて，下諏訪（その攣ミは，その女

　　も『あね』芸者も，下諏訪に，みた。その下諏訪）に，行って，十疑ぽど

　　たし、ざし、したとき，　～　 ζ交，　7，　80）

　○その折P』に布の厚さの二倍1まどの深さにミシンをかけます。（婦友，6，　73’》

　○無数の折鶴が璽なって：糸で釣るされ，すみからすみまで埋もれてみえるく

　　らいなのでした。これぽどの折鶏を折る聞，～　《ひま，6，5㊨

　○～ンその人生行路のま二にどれほどの明暗があったであろうか。醐，5．6，鳶

　○可愛い彼女のうちに，これ罎どもしっかりと，地iこ足をつけた考え方が潜

　　んでいたのかと，渇を瞠る思いである。脇友，6，27》

②ある姦がらを挙げ，それによって，動作や状態の程度ま示す。

　○が，政治的実践性に縛られた批評精神力葺，彌入的現異を卸下する黛どに昇

　　華しきらぬため，～　《入，5，85）

　○おくゆかしい早りが，闘い体臭ととげあって，憐しい縢どに，彼女の鼻を

　　5つのでした。《ひま，6，54）

　○口絵は，そうたずねたつもりでしたが，口から外へ声になって出たか，禺

　　なかったのかわからない罎ど，繊たとしてもそれは，低い声だったのです。

　　《ひま，6，52）

　○～，みあげるのもまばゆいほど，神々しい顔立のお嬢さまが，Pt（ひま，
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　　6，鋤
⊂～嶽どの瓦器はない）

　○鐙獣勲の方数一心配した程の批と1濫蹴㌔嬉しそう｝＝＝＝m＝笑ってい

　　るではないか。《キン，7，32）

⊂なに（不定称の語）樹影⑳～晦な鶴毒

　○門人の誠実など臥起薫ど⑳ことでも飢㌔《八，5，85）

　○ひとびと1灘二級対立の激化にと竜なふ現実の混乱に直面して，鷺洲の誠翼

　　などといふものが懸に醸どの力曝発揮せ融こどを，身にしみておもひしら

　　されてみる。（人，5，85＞

②穣慶凝臨癒す懲墓準蕊承す。

　○離乳というのは，生後七八ヵ月になると羅孚しばかりでは，鉄その他の赤ち

　　ゃんの発育に必要な威分が不足してくるためと，今までξ薫ど水分を必要と

　　しなくなり，母職の水分が多すぎて必要な養分が撰りにく鼠なるために鹸

　　めるのです。（婦友，6，86）

⊂～繕i《ど～はないコ

　○働いたあとで，ぐつた臼と疲れて家にかえってきて，三二一三のじぶんの

　　貸瀾で，二入でかきこむ食纂醸ど，羨味しいものはあ鯵ま鯉轟でしたa

　　　¢ひま，6，52）

④嘉がらや状態⑳程塵：の蔑二尉齢臨例し三三れ鵜二二す閣下が豪パ轡

　　状態が禽一二給。

　　○人間というものは，金を竜うける獣霧，けちくさくなるものだ。曳資料外》

　⊂～ば～醸む⊃

　　○それに，，つくづくと眺め；れ麟眺める機慕，お嬢さ襲は，うつくしくeけだ

　　　かく，しとやかなのです。《ひま，6，54tt

62．藤で（義血講）

　①動作・轟がらの棄蟹及ぶ鳶膿箏，劉選⑳i終点蕊承す。

　　（イ〉場飯。

　　○二人と竜アフリカ憲てき鴇ワン公に5球場かわるとは愚わなかったので

　　　すが，r・w　c，fjl・Y少，6．，顧）

　　○なにVN一つ，こX寵τ嫁きこえてきませんasζひま，6，5壕

　　○空電源Dから出る電波をA豫£の8点で講職に測定すればABCの開係か

　　　らD蜜篶の騨雛がわかる。自転斗，5，35》

　　○調用の方日雀醤蕊響。（資精外）

　　○購読御希蒙の向ほ，係畿τお申繊でください。《資魁外》

まで　　　　　　　　　　　　　　（2・oδ）



ヂ～から～霞で⊃¢の歯冠はキ鍵通詞の代理。）

　○溝の欝から浅草震で一難尋閥のドライブほ，正身君にとって生れて始めでの

　　楽しい経験だろう。《キン，　7，32：）

　○～数絵が矧・から庫のILiゆ方を凝ったすと，無数の折ぞミ勤ミ重なつで糸寮

　　釣るされ，すみからすみ窪剛纏もれてみえるくらいなのでした◎　：：ひま，

　　6，磯
（ur）疇期・期隈◎

　o離乳を秋震τ延し㍉ぐよい場合と悪い場禽と島ξ｝ます雛（婦友，6，86）

　○池雛大蔵大臣が昔匹1年縫予算案の特徴として：あげた猿二：：点は，いま蜜鷲予

　　算顕に』あらわされて瓦・なかった1一援助資金」が今魔1歌予算獺にハッキリ黍

　　をあらわしたことである。（諏賞，5．1！，垣）

　○～，一般の大i学に心魂湖のほか1こ二年鋼を主とする短期：大学を認め一こ迄ばな

　　らなくなったこと綜形式朗なプく三側を金科：董条として闘守してきたこれ蜜

　　丁の方針に一づく．風省を護ミめる亀のでなくてはならぬ。（朝，5，6，邸｝

　○しかし，われわれとして最もi宅琵｛せねばなら試主のに脇定成立にi5Σるue　crの

　　ソ蓮の事事：の急変で島り，その真意である。《棄，5．7，：［　”，．

　○覇受賞教父のごときは「：交部軍馬を韓寵し，黒懸のきまる裏て“は使わせな

　　い」と決議したとか零せた：とか伝えられている。（棄r5．6，工》

　O「そしてこの窮しみの灘に我々兄弟はダ巴ぬ憲て仲よくしょうと擁度兄弟愛

　　を誓ったか解らんゆ」《藩，9，73〕

⊂～窟で鶴〕

　○次期1黙会蜜て凱斑霞と鞍接三犬嚢涯との合糊｛歌あり得るかもしれないが，～

　　（輔歩6．　20，玲

　（つrゆっくり出来るつも（，だった；ナど，三三瞬準野望鷹蠣らなけりゃならない

　　のよコ《買隣6，56）

　cい鶯蜜で媛》コ

　（つ数絵も，なぜか，霧分で～もわからない泣目しそうな気持で，お躾さ寮とむ

　　かいあったまま，いど》寵て懲じっと黙｛）こんでい馴した。（ひま，6p　5嚇

　C）藤織は，まる矯光琳の豪華けんらんな金騨風でもめぐらしたような，百花

　　の砕きにおうそのお庭iのうつくしさを耳書院窓の障子をあけ，青異をちり

　　ばめた交撫こ肘をついて，いつ塞て商，いつ驚℃懇，海鏡と眺めているの

　　でしたQ《ひま，6，52》

　⊂～から～嚢で〕（との場合，格助詞の代理。順序：の：陽合を含むas）

　○夕方，5時か5う8瞳憲τは，電熱器を使わないで下さい。《費；糾外》

　○前菓か藤デザートコース裏で　（朝，5ユ9，麗》

（　237　）
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（ハ）程慶・隈度。

　○その長さの半分くらいまで大体同じ深さにぬい，～《三友，6，73）

　○サi系（二〇〇〇）五口国に日黒記念があるのでここはタビトの独占場，ミ

　　ネノマツがどこまでゆくかというレーnス　《東，5。29，璽》

　○～，臼己の性能を極限にまて展開しえたという手ごたへそのものの5ちに

　　ある。《入，5，8む

〔～までにコ（程度のはなはだしさを表わす。）

　○またこの書は特に，共産主義のみを批判しているわけではなく，ヒトラーや

　　ムソリエ時代のいわゆるファシズムに．ついても発慮なきまτに翫写し虫っ

　　ているのである（束，5．　6，1）

⊂～窪で魯3（程度のはなはだしさを表わす。）

　○「あなたほそんなに蜜’ご竜ぼくの霧を思って下さるんですか。」（資料外）

〔～までだ・～窪ぞのことだ⊃

　Or’夢竃した：ら，一二てしま5ま’ごだ。」《資料外》

　Orそんなに高いのなら，買わないまてのこ　th　es。」《資料外》

〔～まぞもない・～までのことはない）

　○～，わが党も共薩i党とはあい容れないことはいうま’ども隷い雛勇，　6．20，

　　1）

　○～，そのうち，もっとも注闘をひいたのは，い5まて奄溶く「米国対疑援

　　助見返資金特溺会計」である。《エコ，5．11，10》

⊂どこまで〕

　○あんな票を鷺うなんて，どこまτず5ずうしいんだろ5。《資料外1・

〔あく憲ぞ⊃

　○ミスタ・テイラーはあくまTも彼女と共1こ鰯病し，健康の勝瀦を露でから

　　本i当の結婚をするのだ……と，まる一力年病院で働きながら彼女の盗快を

　　待っている。《一曹，6，26》

②極端な二合（心理酌極限）を挙げで強調臨，弛の場合濠欄外に晴添

　　する。（「さえ」参照。）

　○ところで花自博士は3C級戦犯に対しては，その氏艦と遡の執行1三｛縛の徳

　　に，全く不必要と思われる犯入の出身地と遣族の住漸：旧名年齢窯℃くわし

　　　くしるし～　（’靴，　5，39）

　○しかし，すっかり馬のつもりになっている催眠弓師は，馬のくせ竃窯あら

　　わし：，あと足でポカリヅ三《野少，6，鋤

　○あの入こそ，夢；にSU’r待った私の興野，と「）つと｛」した彼女は，講演が終

　　　つた後でデEックを綴え，嫁労をモデルに使ってくれないかと毒撰んだ。

まで　　　　．　　　　　　・　　（208）



《嘆，　6，　12》

欝。懸

嘩〕　係翻講

①罵類博しで典雀：す記号の単寧謙。

（イ）井溝の類鍛し”購噸　いくつか⑳婁物幽，互いに欝類⑳癒⑳蕊し

　　でああせ提下す愁。（〔～も～も，コの形。「は」参照。）

　　（認）孟語。

○その頃は，その女嚇『あね毒芸者奄，下諏訪に，みた◎〈文，7，80）

○全く撫も涙画ない怪しからぬi謡である。ぐキン，7，鋤

○しかし，その：女は，芸者であるし，それに，霞比は，その女に，感縫はい

　　くらかわるくしたかもしれないが，迷惑をかけたことも，不義理をしたこ

　　とes，まったくないのであるからr　『蓬〉し逢へれば」などと考へるわけほ

　一つもないのであるが，rw《文，7，80》

○この新しい教育剃縫を生かす悉殺す画闘属の熱意一つである。（朝，o「．6，

　　1＞

　（k）客語・鼎言語。

○こんなに寒いのに，淡商まき毒買えないんじゃ，やりきれないな。　／費繕

　外》

　（c）副詞醜修簸譲。　（慕態の提題）

○～，むずかしい仕欝の手：概麟をおぼえてし憶うと，数絵にとって商，千鶴

　争にとっても，働くことはそんなにつらいことはありませんでした◎　（ひ

　ま，6，52）

○父兄の負担を軽くしつつ実際祇会に早く子弟を送り繊すという年限頬縮の

　要求からいって癒，はたまた現実の高専諸学狡の内容からいって懲，かか

　る措羅はとくに予懇されていたに相違ない。乱朝，5．6，鵜

○即ち野島1愚では，普遜肥料区で馨少肥料区で憲正方形植の：方がよい結果

　を示し，～《農，6，2δ）

○だがデaツクは，サック競走にも，ニニ人三三足に歯，スプーンeレースに毒

　負け六こ。　《映，　6，　エ3ン

○そしてこのようなものが，ソクラテス以来，トマス・アク4ナスにおいで

　愚，デカルトに瓢・て懲，またヘーゲルにおいて軌それぞれの仕方で見

　轟される，輿の鐵損の雛理なのであると考えられる。継二，4，22）

儂）劇籔⑳類織㌫たいくづ趨の寧ll欝謹共霧潜せぜ表醗ず蚤場合に，

　　　　　　　　　　　　　　（209）　　　　　　　　　　　　　も



　　　そ翫ぞ翫の霊題籔互いに回忌⑳嘱のゐ臨噴二二す愁。　（⊂～も篤

　　　～も～〕の形。「は」参照。）

　○全点が食べられる頃になれば，マジチ籍大の食パンにま二質の天然パタを塗

　　つたものや，　（あれば癒瑚のチーズを澱iえる）ごく軟くi煮た上質のうどん

　　動よく，餅暢軟かく煮で少しずつあげまず。（嬬友，6．86》

　○雨奄降るし，風竜吹く。《費繕外》

⊂～瀬（｛ま）～，～態～〕（接続詞e接続助詞で結ぶ場含もある。まず，

　　ある事がらを提出し，次に，圏様の：蕪情のものとして，第二の慕が

　　らを提示する謡い方。）

　O塚巴麟」要素をこつ㌔・て‘宏窒素が最も昌馨係カミ潔く，撫1塁．⑳燐酸th多少齪§賦する⑪

　　縷，6，6》
　○戦後，アメリカからは，ガリオア（占領埴救済）資金：その趣か来ておの，

　　昨年からイロア（占領地経済復興）費金というファンド愚来るようになつ

　　た。　《エコ，　5．11，　1◎）

　Oが，それなくして偲人1ま生きられ蹟のみならず，社会臨童た，それかくし

　　て存立しえぬであらう。《入，5，85》

　○ガンちゃんぱ，さっそく，つぼからくすりをつかみだナと，むくむくうご

　　きだした催眠卜師のかおに，プーヅとふきかけました。ダソちゃんもここ

　　ろえて，おかしな手つきをしながら，～　Qee“少，6，43〕｝

　Oお嬢さまが，部屋へあがってくると，択鶴たち梅，我を争っでかえってき

　　て，～《ひ襲，6，5鱒

　〇二年鰯の短期大学が禺来る癒ら，三年制の高校を二年延長し，旧註高専を

　　横すべ瞬こした菰年制の嘉言学校竜蹴来てよい。（繭，5．6，玲

　○依然チェンバレン嫉優勢だが，池にかかった丸太擁の橋を渡る途巾，後か

　　ら来たジェリイに水中へ突ぎ落された。叉他の父兄動学生達にそれぞれ妨

　　害されて～　《映，　6，　13》

（ハ）代蓑酌提承。

　　（a）一心の語を雛げ，それ竈代表朝す釜纏のすべての場禽軽愚む

　　　　させ釜。

　○いなかから，いきなり大都会のまんまん中へほうり出されたんじゃ，西商

　　東岡わからなくなるのは，あたりまえじゃないか。ζ費耕外）

　○この案には，だれ奄かれも賛成するにちがいない。詞藻外、

　○どこ奄かしこ竈｝，どうだらけ。《i費料外》

　　（b）不定称の出品語につ書，欝定⑳語臨曝点して壷二三定蕊あら
　　　　あ1夕。

も　　　　　　　　　　　　　　（21◎）



　○測距主義といもことばならば灘紬力欄っでいる⑪しかし，属主童戯のほ

　　んとうの意鎌を簿っでいる入が，どれだけあるだろうか。1棄，5．6ア恥

　○～，醐懸の聾羅鞘将撫流噸離臨綴紬騨曙にきゅうきゅうとじぐいるの

　　で，｛《東，6．6，夏）

　○～，この二丁論に鍛しては，けだしs劔人曝異論のないところであろ勤も

　　～《法，5，5！）

　○赤ちゃんの体重と硬と元気の有無とは，離獣が正しく行われでいるかどう

　　かを泳す簸もよい指針ですからいつ置旧をつけでいてください。　幡姦茨，

　　6，　87i

　Oしかし誰鶴も典溢なことは穿翼下にやるということです。《婦友，6s購

　〇九年制義瀦戯育の機会均等は戴八に憲保証されねばならぬ。《覇，5．6歪鋤

　　（¢）不三門⑳搬輩語，霞臨は鍛・分灘耀盤魔識添す譜に欝嚢螢驚

　　　の語義辱路臨鷲畿徹驚驚簸あ曝痴劉。

　○しかしながら，このような欝窪iの原理は，要するに内薦駒な欝慮の菰とで

　　あって，はじめにわれわれが購｝題としでいた，闘炭麟i鷺由や政治納i雛1塞と

　　は，何の蘭係垢離いと考えられるか目しれなし・。姫，4，鋤

　○ひとびとは階級：植立の激化に説亀なふ現実の混乱に復回して，毒焔の誠爽

　　などといふ亀のが蹴1袖幅鑛》二品発揮しえ雄ことを，身にしみてお禧ひし

　　らされてみる◎《入，　5，8鎗

　○しかし，その女は，叢響であるし，それに，懸沈は，その女に：，感門門い

　　くらかわるく1．たかもしれないが，迷惑をかけたことも，不嚢理をしたこ

　　と竜，まったくないのであるから，縄し逢へれば』などと考へるわけは

　　一つ奄闘いのであるが．由比のLeひっこみ恩案』の性質のせみであった◎

　　（：文，7，80）

　○今鷺，驚くべきことに鞭急瞭鈴敷：治繊二二轡存在し蹴いではないか。《ん

　　5，　851

　0極北には現災の翫』か献蔭感存在し醸い～　《入，5，85》

　○天井や床の闘の訴鶴Vb？，一胴奄みあたの蜜開閉《ひま茅6，54）

②轟：幡の類麟した纏⑳藩物の箒趣籔曙紫監，類揮1潔盤器形で，轟懇轟

　物議提添す懲。

（一E’）甕縢の譲物が，既無瞼も⑳，蜜たは畢素餐瓢臨癒の蕊麟餓で勘

　　盤器四二然飢
　　（me）野饗。

　○そう雷われると数絵屋，ついその気になeJ病気でもないお襲さまを病入あ

　　つかいにするはたの人達の：方がいけないのだと思いました。《ひま，6，5齢

　　　　　　　　　　　　　　（211）　　　　　　　　　　　　　　熱



　○数輩もあとについて庭に出ようと腰をあげようとしていますと，～｛ひま．

　　　6，　54）

　○御主入がアメリカの方だからだろう，英語がなかなか達潔で，それも大き

　　な強i象だろ5と恩50（婦：友，6，26）

　○それに，そのとき，妙な『いきさつ選から，由比は，その女によく逢ひな

　　がら，その女の『あね』芸巻と，したしくなって，結婚した，といふや5

　　なこともあった。《：交，7，8傍

　○蒔1こは食パンの軟かいところを細く砕いて隼乳に．入れ六ンくソ粥奄よいでし

　　　よう。（嬬友，　6，　86》

　○棄大工学部の学生四百入が着陸教擾からBC級死刑者の遣欝を示され，r働

　　外なく涙して」これをパンフレットに作成したとい5恥じがたい事実（M

　　六七頁）も，恐らく，こ5した純糧性への瞳れと無冠係ではないであろう。

　　（’壁ヒ，　5，　39）

　○ここに挙げた2品種は何れも中生種で，穗数の中席な品種であるが試験の

　　結果も岡一の傾向を屯っている。《農，6，25》

　〔～｛もあろうごこ〕

　○「入もあろうにあの乱暴者｝こタテをつくとは，震勇よっぽど度胸のある男

　　だね」（資料外）

　　（h）客語・封象語。

　O～家へ帰ればたった一入の妹の，十七歳の青春娘スーザンの監督もしなけ

　　れζぎならなし、o《映，　6，　12》

　○これらの点も考え，かつ警察の機動性を発揮し，嗣家警察と地方警察の遼

　　絡がうまくゆくよう改草を考慮していたが，～《綱，6．2G，め

　○そして生体を舞台として母体になる物質を究閣し，之に閣逸する酵素系に

　　　よる生化学反応の連鎖を考えなければならないが，撃方内的西子としての

　　遣縁子の問題も考え合わせる必要があり，吏にご5いう見塊からも種々な

　　外的因子換外すると環境条件による変化等も追求しなければならない。

　　　膿，6，6》

　○～，私ほ，前記標準線は，既に裁判所瀕及び検察庁法によって採用されて『

　　いる一線として合理晒なものと考えるが故に，新たに定めるべき弁護士費

　　格の水灘悉これと一一・lxeせしむることが適当であむ，　Nと考える竜のであ

　　　る。　ζ法，　5，　51）

　○なるほど，二寸禰㎎年度予箕案ほ，一応，一般会計から赤字公債を携除し，

　　復金鷹発行をも停［ヒし，～《＝コ，5．11，10）

　○～アメリカではこの方法を引きつぎ　レーダーを竜憩えてハリケMン（含

も　　　　　　　　　　　　　　（212）



　　風）の進路を下ったが～（科，δ，36》

　　（¢）副詞醜修飾語Q　（事態の提示）

　ON，それだけ饗も世界平和の」二から喜ばしいことといわねIQ’　2£らない。殊

　　にこの交渉が，薩連の米ソ英仏代表の努力によって成功を見たことは，世

　　舞平勲の維持機関たる照門連合にとって馴駆めて意義深いことであった。

　　《薩蓼歪，　5．7，　1）

　○それは証会：全体について竜，同じように考えられてよいのではないか◎

　　ぐ嚢1＝，4，22）

　○ここにおいてもわれわれは，われわれの霊いたいと思5こと，したいと患

　　うことを，そのまま震った二り，したりすることによって，われわれの自由

　　が現実になるのではなかったことを，あらためて思い出してみなければな

　　らない。ぐ世，4，22）・

　　Oここでも栄英仏が難しい聞題に灘瀬するのほ明かであり，～（東，5．？，

　　導

　O～，そのため覚内にも委員旧名程譲：の警察鋼度改革委員会をつくり，成案

　　を鴛て臨勝協会に提出するブぎ針である（朝，6．20，◎

　○光線については光線を受ける欄即ち夕陽面に超：が多く，一般に光鞍量に比

　　飛し，又波長：と輔§塗する。濃，6，6）

　○その湖水のはうからも，その方へむかってあるく二入に，つめたい風が，

　　吹きつ壱ナ敦こ◎　（文，　7，　80）

　○今町の税驚壌の汚職審件ほ今後：も継続的1こやるつもりだから～ijl；，一，5，29，

　　欝

（切場颪⑳嘉物越，なんらかの繋当な額域に含ま瓢るものとしで含蓄

　酌1こ提：承す蚤雌愛で，偲ゐ翻様であ番かは，はっき9と示さない形。

　　（当然・順当の結果を凹く題得の提示，周知・既知の話題の提示，

　などの：場合が多い。）

　　（践）平語。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　○ドイツの欧甥に占める軍事的，経済的地泣はマーシャル案に見るように戦

　　後いよいよ確認されて来ている。これとともに．回復期に入った敗戦ドイツ

　　騒艮の寵信が高まるの暢当然であって，今後のドイツ問題処理にはドイツ

　　の人心を杷握することがいよいよ大切になって来たのである。翻，5．7，

　　王》

　○このような結果を見ると，長方形穂と正方形植との何れがよいかと思い迷

　　うのも無理からぬところである。《農，6，25》

　○長：い中麟の内戦硲いまや急速に絡結に近づいている　敏，6。6，1》

　　　　　　　　　　　　　　　（2！3）　　　　　　　　　　　　　　も



〇六細濁の頂点をなす購奪欄幽立大攣の審養癒ほぼ完τし，禽格した六十八

　　i鱗舗大学がこの穴鍔ごろから発蛾する晃込となった。（｝繊5．6，恥

○認の薪綱大学を法的に裏づけする翻立挙狡設鐙法梅騒会に提：滋された◎

　　（蔚1，5．6，恥

　○これに対し野寺海iの蛙会党に尤麹重1薮多野欝絵長のギに部内の：霊右対立奄

　　このところ緩聯の状態を激し～，縄博労鋤階級の満足を縁たと確信し’Cい

　　るので，’》ζ菓，6．6，璽》

（～臨いい麟⊃

　○ヂ獣勲を驚をこ行くの買いいが，あの人ごみのことを考えると，ちょっと＝二

　　の澱をふ蜜ざるを得ないネ。」（資欝外》

〔：～窯鼓略臨馳蹴いコ

　○次期三会繁でに．羅漢と驚主プぐ蝦蟹との倉購はあ嬬馨る幽愁しれ鉱臨㌔が，～

　　嬢纏，6．2G，亙》

　○それほ1鐙懸の甥御納な概念であると言って1もよいか懲知畿癒臨㌔継：，婆，

　　鋤

⊂黛醜も⊃（副詞的扇法）

　○強い℃，徽笑を顔に．うかべようとしたのでしたがン歎離竜欝のあたりが不

　　1塊然に．ひきつっただけのことでした。《ひま，6，52）

　　（轟）西語・懸象語。

　○下痢しやすい憂：と，下癖の重くな鞍やすい離聡期が箪：なるのですから，醸

　　製億秋まで延ばせと霧‘われる理由奄おわかむでしょ50｛婦友，6，86＞

　○こうすれば夏の離乳囑安心してでき蜜す◎（婦友，6，86）

　○また　吹雪や風塵一これは糊地勉方で泰のはじめによく耽る屯のである

　　が一も電荷をもつ徽織子が運動するものだから　これらから塗磁が発生

　　愛ること懲容易に理解されよ5◎（科，5，36｝

　　（er）翻野駆舞修飾語。　（窮態の提示）

　○したがって闘題はソ連が今や無意味となりつつあるベルリン封鎖を｛頑聯，

　　いかなる意図をもって解除するかにあったのであるcrいま封鎖解除1こ臨じ

　　たソ蓮の意図については，蓉欧翻に囑種々の観測がある。《朝，5．7，鶏

　O嶽覧仕怯に恵ど5やら慣れて，商内竜やや跨滑化し，～《東，6．6，玲

　○”・Wハナマタ6◎が鐵れば時計力taらみて曝レースの中心となる《東，5．29，

　　叢》

ひ嘘結い鼠懲etc．　）（湛えめな主張琶表わす。）

　○その意鎌ではpこの激科書は著述者の持つ志fi］の蕩さと災i叢劃一に，対する

　　鷲熱の潔さを立誕している嘉奄い熟轟◎隻東，5．6，灘

も （21の



○これはひとつの束纏であり，再帰の制限であると晶晶禿られ愚。《壕塗，《、

　鋤
　○この危険感から，ソ違はベルリンの封鎖を解除し，酉欧｛期との国交調整を

　　蹄航するに至った轟玉織嚥瀧轟のであって，～（朝，5．7，玲

｛～鷲曝訟い⊃（許容の蘇を表わす。）

○それは職由の古典晒な蠣念であると嘗っ℃亀訟いかも知れない。雛，4，

　　2？“〉

　○われらに．かわって裁判されているのだとい5気持ぐらいはあって口幅いの

　　でIXないか◎ぐ駄，5，39）

③轟憲墾騒立た絵臨のや極端癒思いがけ論轟倒器提承す器こみ1こよつ

　て，麓含潜：乳懲領蟻が驚劇に艦で及ぶ＆いう紋張の慧味あい澄表競

　す釜。（rさえもjrすらもjrさすがの～も」の意を表わす。）

　O貧しい聯立など，かいだこと奄ない，おくゆかしい熱1りが，嘗い体臭とと

　　けあつで，痛ましいほどに，彼女の鼻を5つのでした。（ひま，6，54）

　○昨年十月三十臓発行された欝1制高校幾会科用教科書挿注主嚢」（上）は

　　その内容が反共的であるというので，左翼陣嚢が閣題視し，rd部にはこの

　　教科書臨画運動亀ある◎練，5．6，三》

　○容疑瀞ドには税務讐貴一入に対し潮入のブP　一一カーを使って＝セ税務碧員

　　にばげさせ騰欄臭万円の1獣賄をしていた者やン業者の税金を納めると紘し

　　てヨ素数万罵を詐欺した者その弛脱税を内密にしてやると十数万円を収賄

　　した者などが懇質で大部分が＝二十二，三歳の青年，中には芸者を身急けし

　　ていた暫など輪ある棟，δ．29，灘》

　○中共としては漁囲船舶の不足に．かんがみ現：窪よりも多くの外心船が中国に

　　峰入することを塑んでおり，必要とあれば外出船をチャーター一すること奄

　　考えているく東，6．6r　1》

　○～，その時における稻国論鍍…相以下七，八餐の連立派の動面が注目される

　　が，岡覚は畏窺党とは絶対合岡はしないと声妬している反面，閣外協力の

　　無記を依然崩してはおらず，織周雄は承よりの例え通りに持ち込み家笙で

　　は与党鋼にまわる公算も決して少くはない《東，6．6，玲

　○鍛会的動物としての入山にとっては，たがいに助け合5ことなしにをま，単

　　なる生存も鋸難となるからである。《世，4，22》

　○この便利な瞬li捌Q測定機をδ00km以上隔った点に設けて二二を密にし

　　て同時観測を行えば雷爾　台風不連続線の穰鋤を知り　’1当らない天気

　　予報’，の悪評を除くこと晦単なる夢ではあるまい。《科，5，37）

　○さすがの男も，引入のき亀ちにすつかむ心をあらためて，・畷聾少，6，顧）

（215） も



　○みあげるの幽まばゆいほど，神々しい顔立のお嬢さまが，～《ひま，6，52＞

　○：大：入でさえ口脇を損うごとが多いのですから，敏感な赤ちゃんの矯腸ほち

　　よっとした異常に毒すぐ影響され，忽ちギ痢を減しでしまいます。《嬬友，

　　6，　86｝“

④叙述議慶擾摩し蒼露⑳慧の誕続瞥激っ鴫彗解毒蕎定酌霊張隆藪あす。

　○～タ屯5見尚豊喝し獄いで，～机を積み上げてみた◎《枇，12，53）

　○お嬢さまの顔が，うす圏のなかに沃割く浮きあがったまま，でをさしうつ

　　むいn，懲磁心し鯨いのです。（ひまシ6，54、

⑤おおよ畢の程慶融倒添。　（推量・疑間などの意味の語が後競する。）

　〇二十メートル懲あろ弓かと思われる高い天幕のてっぺんではハシゴ乗むの

　　曲芸が始まっている◎（キン，7，3飢

⑥強調。

　○われわ．れは絡戦後余りにも形式的な改革だけにとらわれて，実質酌な内容

　　の充契を忘れてしまった感がある。《朝，5．6，鯵：

　○これほど亀しっかりと，塊に足をつけた考え方が港んでいたのかと，蕎を

　　瞠る思いである◎鯖友，6，27）

　○ミスタ⑪テイラーはあく1｝iでも彼女と共に闘病し，喜劇の勝利を得てから

　　笠当の冠婚をするのだ……と，まる一一力年病院で働きながら，彼女の全快

　　を待っている。纐1：友，6，9“6”／

　○～，生活捕助費の名Hで無理矢麗押イ鰯舶られた少額の糖財に断珍毯ならぬ

　　　という弱点をつかれ，次々にヂン底1こ追い込まれている《東，5．29，欝

　○～，ひとびとはそこに．際眼もなく紳ぴあがる投評精神の循環論法を塞いだ

　　すにそ「」いない。｛入，5，S4・

　○～スーザンに愛想をつかされる鎌にと，年贈斐もなく馬鹿な学生みたい

　　な恰好をしたり，態度をしてみせるが，～　（映，6，捻）

　○～，細かい雨がナきま懲なしに降りこめていました◎（ひま，6，54＞

　○一繕局これら苦悩や危険の多い途を避けで，不安定ながらも連携妥協に

　　　よる形式で与党戦線の強化を図るほカΣはないだろう　（葉，6．6，玲

〔～ぷ蟹靭

　○中共としては購蟹船髄の不足にかんがみ現在轟瞭竜多くの外謹船が中国に

　　引入することを望んでお！｝，～　（東，6．6，勤

　○竜つとも宗論全体：の鶏肉は純粋どころではなく，r学究」の文体＆磐轡ジ

　　　ャーナリストの交体に近い俗臭のあるものだということは，～　《世，5p

　　39）

　○そのようなことからして室電源の位置決定ぶ⑳臨むしろ　室電の碍変艦

も　　　　　　　　　　　　　　　（2x6）



　年変化などの連続麟な二心的研究を行5のに適しでいる2考えられる。

　　《科，3ア37》

○いや，それ、鱒懲前e　：．，そ竜そもインフレーションとは，現段階において

　　何を二歳：するのか？　《：x　＝，5。覧，三〇）

　○さらにソ騰綜復興途上ぜ訂瀧鱒為戦華壷怖れている。きi遜，5．7，轟

　Oua・sさらにかれ奪よ難以烹にフ幾識こさせているものがあるとすれば，それ

　　慧櫨のなにものよ1）曝小1二丁や出入のうちに，それがないkいふ壌笑である

　　といウて1さしつかへおるまい。《入，5，8s》

　○といふこと瓢、かれ隷懲果に＝たいする訟雛嚇，鎌i饒にた：いして忠実だとい

　　ふごとになら識だらうf）“o《入，5，継》

　○そして1そのような鷹瀞1で蓬）、｛多くの入々にとつ℃は，たがいに闘徹してい

　　る義雛魯，む1．ろ助けになると考え、られるであろう。，ξil島　4，£31｝

ζ～三三論らず：二i

　Oそしてそれからで1も既にL憩年を聡じrごみる。それ鶏も拘蔭郵今回斑方形櫨

　　か長方形植かと，職雛の度1陶懸ひ迷ふ入の多いの1・Sどうしたことであら5

　　か。翼農、6、Cl15）

　○鑛入の三田が軽蔑される祉会樵醸｛墾な嚇疑の練立の5ちにみつから亡びて

　　ゆかねばならぬ。獣愁爵聴瞭》曝奮二二の誠実はあきらか1こ限界に．達してゐ

　　る。《入，5，8溝

こ～1認癒二日＝〕

　○しろ5ζのぼくらに紘，鋼底灘らない世界である隷魯轄ぷyトバクとい5

　　ヤクザ晒蝋姦が、鷺塞の斑主化の成長をむしばんでいることだけは確か饗

　　ある。曳資料外｝

〔：～旗《臨蹴い＝｝

　○～、わが堂も共目覚とあ㌔・；姦れないこと嫁い5寵で臨躍い　　（朝，6．2◎，

　　亙）

　○ずでに周知のように艶瓢：十鰻年度の総合予算には，沢山の堤寺撰会計が設け

　　られているが、そのうち，～もっとも湛三難をひいたのは，いう蜜貿曝触く「栄

　　國対薦援助見返資盈特溺会計」である。《m・es，5。鷲，10）

〔やや曝愛寵ば・蓋曝す恐撫etc．　）

　OtWsこれらのi題題の論議1こ際し℃痛感することは，論薔が，膿や輪蜜れ羅

　今後の，将来における弁護士がいかに：．あるべきか，また，あってほしいか

　　といういわば将来論，理想論＆現荘の弁護i＝ヒないし弁護士会　　あるい

　　ほ，もう一つ購くいって弁護二＝記蒲｛1度　　の現状がこうであるから従っで，

　　これをこ5したら，という現在論，現実論とが，採り上げられる具体問題

（滋り 鼻
熟



　を異にずるごとに，又は，これを論ずる人の立場を巽にすること1こ，慈し

　く混線させられているとい5ことである◎斐法，S，5玲

○昨今の田本には，ゐ噛蜜轟と物質のために豊野を顧みないような浅薄な女

　性がいて，そのために本≧蚤に純愛から嶺発したもの亀，不糠な亀のと闘違

　われる恐れがある。（経緯，6，鋤

［　1夏〕　捜続鋤講

　O聴聞麟な，窪たは難醜な髭覆撃畿表ゐ愛。（「とも」　（接）の②に同、

　　1））（形容講の連用形につく）

　　○今夜は，遅く軽薪宿駅到着二十一隣と，家を撮る折，晃積っていた。（薪，

　　　3，　10｝，

　　○この調子で降り続けば，今夜の雪は，少く鵡十センチは積亀るだろう。

　　　債糊着）

鱗轟の（絡勒講）

　◎不感・図郭・うらみの慧豊こめ，理由藤滋べで反ば《し，訴蔑，あ

　　蜜える気持。「だっで」　「で憲」癒ど蕊呼灘す雛賦繁移い。

　　○「だって，貴方と最初にお属にかXつた縛，これを蕪てるたんです臨の⑪」

　　　《wマ，　10f　19）

　○「だって，とぶのが，ぼくのしごとだ竜⑳。」　（幼ク，9，2鯵

　　○「だって，くやしいんですもの！」　（少年少：女，10，12》

　　○「だって，私やはり塞淺に愛してみてくれる入とでなければダメだといふ

　　ことが，つくづく分ったんです磋》膿」　ξロマ，6，喚9》

　　○「でも荷賑＄んのお兄様はお簿：いんでず奄⑳毒　（婦朝，6，26》

　　○「こればっかりはイヤよ……私にとって過婁め思い撫がこ竜つた融です奄

　　　の」　く婦生，9，X23》

　　○「コーヒーをぐいとのんで，ドーナッツをぱくぱくとやってそれで，億い

　　　さよ5なら，なんです癒⑳。」　《少女玖，6，40）

　　○「ほら，ちゃあんとあなたのお菓子も運んで来てゐますも⑳。」　《入，1◎，

　　1鋤
　　○「こんなときには，貴鴬を韻りにする外，どこ～も頼って行くところないん

　　です態の。」　《ロマ，6，49》

　　○「：貴君なら，私の気持よく知ってみて下さるんです噛のね」　《urマ，6，

　　婆9》

翻．噛の撫（晦んか）（鋒勒講）

もの・ものか　　　　　　　　　（228）



o馨難く反獣《し，盤つば饗野営愛勢。　（．反語。）

　○常夏のインドから来たばか臼なのに塞くないことがある噛⑳か，負け惜し

　　みだらう，とだれしも考へたらしいが，tW《：文，12，1毒

　○たとえ緩春ではない襲で星〉，物理科学を奪孜した研究家が馬丁なぞに負け

　　てなる轟のか。　趣マ，k2，劔う

　○そして，その行為が，もうこの家にいてやる…魏》かという意志をいよいよ

　　決フ詑的にしていっ編（キン，11，138）

　○それは愚に曝するかぎり穂の癒もない事災だったのだeその二大な努力の

　　裏にどうして憎しみなどある翻励・。《キン，11，1鋤

　○「なにが，おかしなことがある懲　en　de”oj《銀，8，27》

　○「いまごろふぐめんしでもまにあう噛のか，こんどは，にがさんぞ」　沙

　　年ク，ll，羅）

　○「死んだって彫る商のかG」（少年ク～9，27）

　○「うんsやろ5！負ける奄ん灘・」（銀，8，30）

　○「薬の金がいる解解か，おぬしはそれを心醜して薬をの裏うとせなんだら

　　うが，そんな気兼ねをするで死にた5ならあね」（人，1G，87）

　○「出るもん爵、◎テングさまなんて，この世にいる幽んか。」　（銀，7，65）

　○「じょうだんいいなさんな，灘の申まではいれる癒んか。1《少女ク，3，7ゆ

〔：～臨～臨～曝のか⊃

　○「痛いもへち襲鵡ある噛鋤・の演場外》

嚥⑳（ん）ですかゴ（丁罐諏）

　○「だれが来る癒鱒ですか。」　《少重ドク，6，43》

　○「あってたまる徳灘て蜜磐㌔」　（少：女ク，9，殿》

○「マルポにゆける晦ん贈鋤・。」ぐ1駕9，1◎1》

総，，曝⑳で（磯》ん’urP）（接続顯講）（（連体形につく〉）

◎野鶴・理掬謹あ勢あす。（「ので」に近いが，いくらか張V、。順説条件）

○「おじいさんのやつ，死んだと憲っていたおまえが，たったひとりの孫の

　　お震えが帰6てきてくれた海軍てsあんまり5れしくてね，毎区おまえと

　いっしょに遊ぶのにむち痴5になっていたものだよ。」　ζ少女ク，8，24）

　○「私，踊れませんの……ダンスなどとは懇のない雛叡こ，ずっと育って滲

　　りました叡ゆτ・・…ヨ《キン，8，2◎》

○ド亀つとも，きょうはひとりだけ，兇のがしちゃったがね。あいでが，か

　　け足だった商轟霊。」　《少女ク野3，61》

Olあんまりい瓦お天気な臨ん℃，つい浮かれちゃって。」　（ひま穿10，63》

（器攣） もので



瓢嚇⑳獄曝（獲i続勒詞）《絡止形につく））

o黛轟睡疇ゆかけ蕊なつ鷹，講：の成行蓉藩大饗蹴轟：にな馨，薦いうよう

　な蕪態におけ箒飯定⑳条誓蕊添す。（順縁。）〔未歯形の語を受ける。）

　○その話も，もっともなことだし，うっかりことわろう鵡搬熱嚥絹手をおこ

　　らしてしまいそうな意気ごみなので，北覚のおじさんはこころよくその厚：

　　惹をうけとったのであった。　（少女ク，12，23）

　05つか｛’）：克琶さんに澱をきこうも⑱鉱磁後で梅ちゃんにひどい摂に逢うか

　　ら，気を付けなさいよ二言生，2，40）

　05ちの子供が外へ出て，下の階級の心心を覚えて来ようもの然ら，お懸さ

　　んが喧しく訂並してみる。　〔文，12，8釣

　○ところで，こんな呉合に，1華他の生命を軽視する連中でありながら，あな

　　たが暫し，彼等1こ洵って，懸しい戦争のおこる表紙挫を語6でもしよう癒

　　齢癒ら，あなたの翻玉も抜いて臭れんず勢ひでいき‘）立つのですから，不

　　愚慮です。　乳薪，2，58）

臆　癒の⑳（接続野際）　（（連体形につく））

oあ馨蕪がらの四魔・戴立豊一応容認・譲回し，黛れに臨かかあらず

　　響麓》蕪がらが轡篠・鐡立す蕊纂竈霊彗叢：臨よ整みいう蒙：態に叙愛懲麟

　盤：e後件Ut．　es続。　（逆説条件。）

　○さてパザnvを謡ま来た～演恥側にも買わないで余興まで見せて幽き，マリ子

　　ちゃんにあきれられるとシャクだから，一通り平げて，おひるのサイレン

　　と共にスダ＝うお家に矯りました。　《ひま，12，69）

　○侮か土気振作のとき，　‘‘倒死葱戦……”とか書いたことがあった。あとで

　　剃下の某部隊に達絡に行った時，そこの指揮官が，〃これは讃が起案した

　　のだろうが、殊死とはど5いう意味かね〃とi訊ねられた。書きは書いたth

　　⑳⑳，さてそう改豪って臨かれて見ると，はてそんな雷葉があるのかなと

　　軽しくなって来る。　《：交：，12，97）

　○やっと立ちあがりはした壷のの，その男はまだまつ習な顔色をして，息を

　　きらし，足をぶるぶるふるわせている。　（野蛮，12，89）

　○男は，そうはいった懲⑳の，瀧購に，立ちはだかられているので，どうす

　　ることもできない◎　《少年ク，12，42》

　○リスアニアは滲加を承諾した竜のの，なぜか代表は送って来なかった。

　　　《鵜島X評，　12，　77）

　○メタルがいtSときex　＝　・一ルを助け，　：　一一ルがいいときはメタルを救い，＝：

ものなら・ものの　　　　　　　　（220　）



　　名；は～羅：の内幕で持ちつ季竃…たれつの採算でやつで来た懲の弼｝i二心かなめの

　　本家が潰れ，役負竜現業調』疑も一本より二本がええということに傾いた◎

　　t．・lx一　：，t，　1／．　1，　3iO，

　（：〉「さわぐな。よくあることなんだ◎侮謄もありゃしないよ」といった毒⑱

　　の，敢めて残忍な意慾を持蔽す樽士の頬から，いくらか色が失われた。

　　（油墨，12，XO4）

　○それほど苦労して磯額の翼迭をやってみた毒齢pa，併し杉山域；がその勉位

　　に．あった場合と，どれだけ，軍部に対する近衛氏の希望が充た電れたかと

　　いへば，それでも，だめだっ六このである。敏，駕59）

　○はたせるかな，第～繕戦には静思六で勝ち，銘二防戦にほ十二：二対三三で穴敗

　　したが，この決勝戦1こ：．i3：第一購の総攻撃｝こ一挙嬉点をあげ，いま第七磯

　　に二二点をゆるした轟齢儂，この得点を守って，その寮まおしきろうという

　　のである。　（野少，12，112）

　○男は笑顔になったも⑳の，ひどく，あわてて1いた：c　（少年ク，！2，麗》

○飛行機ができてから，久しく懸んだ潜水艦町鳶が認llilほともかくも直ぐ発

　見できる窃のの，夜閥はどうにもならないというので，どこの滋；軍で意そ

　　の方には随分苦労した竜のだm《東，7．7，鳶

○こういう伊野を考えてみると増税よりも減税の方向にすすん←巻いる喬の

　の，聞題の重点は租税の軽減よ1）も瓢竸の合理化に存して1，　・る◎　《エコ，

　11．ll，　7）i・

○小門類子も，：友子も，こうなって行ったのだろうと，～足とびはなれて患

　　う6のの，却ってそう懇うことが一一つの購承となって縛ってくる。氏婦懸，

　12，　1021＞

○ひところ籍聞が諮き：立てたので，当局竜放っておけず，武装警富まで繰出

　　したが，追うやさっと滴1える懲のの，野宮のいない燐を旧す褻して灘：分と

　かNらぬ闇をこ，ハヅタ，バッタの商売を始めるのだから，どうしょう琢な

　し・o　　じ交，　12，　35＞

r～ような曝⑳の〕

○ああ，何ということを雷5のかと，君は思う。ヒステリbだと恩って1しま

　　えぽい瓦訟う然魯のの，そう思お5としても，鷺’われた煮出が顕に引つか

　　xり，需はついドキッとしたり，腹を立てた魯，コソ蓋生と思った駐す

　　る。　《スタ，12，83）

○偶々著述家や縫会逓；動家の社会であったからよいkう菰亀の弩購識酌な鷹

　畏の樵会はこ5い5入聞を第　　入前に瀬溺させるかど5かさえ分らな
　Li．　（，，Wr，　12，　dne｝

（　222　） ものの



　〔～＆はいう亀のの⊃

　　○大多数の級友と岡様殿下も同じ学習院の高等科に進級されるとは籔う偽碓

　　　の，やはり此の卒業式は殿下の生涯にとって～つの段階を粧えた黙を示す

　　　標であります。　（：交，三1，2◎》

　　○なんときれいな美人捕いとばいう奄のの，このおれが聾するほどの姫はご

　　　ざらぬ。　疹：婦画，12，52）

s9．嚇のを（接続助詞）　（（連体形につく））

　◎うらみや不箏・不繭・反ばくあ蓄いは搭しむ気鐵蚤濫め鷲前轡艶撮

　　鵡し，後件に結びつ謄釜。（逆説条件。）

　　〇三十七の大二郎君に，まだ二十で，ネソネェの千鶴では，少し年今がちが

　　　5よ5だが，懇愛に隼令はあるまい。あれほど双方が一心こめて思いつめ

　　　ている懲の臨まとまるものならば，まとめてやりたい……o．1’　Ptマ，12s

　　　73｝

　　○只今申上げたやうな，崇高な種馬の露何者＝と，極端な対照をなす者に，ま

　　　るで隆1分では死ぬ心算もないのに，仙入の思惑を気にしたり，うっかり軽

　　　はずみの挙に出たりして，生きてみれば何かの役に立つ暢の醤，侮の役に

　　　も立たずに死んでしまふ無数の入潮があります。　（新，3，56）

　　○文学者とは侮んでありませ5か？　あ蜜艦こも罐々，それは気に入られよ

　　　うと苦心する人であります。専ら自ら信ずる漸を書いたらよささ5な奄の

　　　毯，それは需かずに，人の気に入るだらうと儒ずる所を書くのでありま

　　　す。　t／新，3，54）

　〔～癒の⊃（絡助詞的用法もある。）

　　O「長い将来です商の，一暗諦めて親の雪う通鰻こ服従していこうとい5気

　　持になっても，長い聞にはきっと不満が出て，後悔すると思いますわ◎」

　　　毛」ξ誌友，　7，　36：〉

70。や

こE〕接続忌詞（1動詞の終止形につ⇔）

　oあ釜動作e作事が行あれ馨蕊同暗1篇，弛の勲韓が層あれ鶴場食，藩

　　件と後件藻結びつけ蚤。

　　○しかし，t’trデaジアエは第一・球を打って三墾ゴロ，輝輝，おうと，それを

　　　つかむ亀三塑ふんでモーションはやく二髄へ球をおくって，蜜た亀みご

　　　となダヅル。プレーに酒寧はピンチをのがれましたO　（野少，12，40）

　　○つづくニニ盤のロディジアニも，オ｝ご　・一ル監督の左腕が大きくまわっている
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　　のを配る鞄すばらしいスtt”　一vドでi離開をこえて本門へとびこみ襲しだ。

　　ζ福野，x2，23）

　○松岡町は，ふりかえって，両手をあげ，じっとぼくたちを見わたした。そ

　　して，一岡の気がそろったとみるや，さっと，指撫捧をふξ，おろした。

　　《少年ク，／2，37》

○火船俸事直前，彼女はプラスチックのハンドバックから小篇を出し，停車

　　したと見る簿ア懸るで專門隆のような素早さで，しなやかな虚腕にプスッ

　　と細い小さな錯を回した。　《：交，1島s9）

〔：～やいな轡コ

○「ようし！」とこたえる随い落や，ふたりの警宮のたくましい偉あたりで，

　　たちまち，がんじょ5なドア～もメリメ1］とおしあけられてしまいました◎

　　《少女ク，3，62》

　O……耀づ越ill紀に．入るやい然癬，タンゴという名四で，ブ＝：ノス⑪アイレス

　　の街頭や，カフェ｛から，全世界のひとびとの胸に流れでいった膏楽，t・v

　　《嬬饅，12，10の

（II〕璽立助詞

O謡物籔叢鯛・難羅愛器。　（餓鴛まだは体書対i当の電のに隆る。）

　（～簿｛鋤～や～や一磨無）

○盆鞍懸肉の回想が太陽の直麟によって湿ま1，～（科，5，36》

　○しかし牛乳無為羊獣が撃に，入らなければ，～《婦：友，6，86》

　○これは固燕陶生はいけ震せん。　吟友，6，86）

　○われわれほ文部賓簿著作習の薦を持つつもりほないが，一二棄，5．6，1》

　○ヒ塾ラリズムやプT”レタリアの独裁の繋奉潔にとってこの書が鷹導くない

　　ことは当然であろう。錬：，5．6，め

　O～，華燭や乗ゆ講の高等専門学校を岬《朝，5．6タ島

　○お嬢さまが，蘇醗へあがってくると，折鵬たちも，我を争ってかえってき

　　で，1お嬢さまの膝の5えや，疲隊のまわりに落ちるのでした。　《ひま，6，

　　54）

○これに対して入権や覆霞を云々するのは，i”’i《世，墨，22》

　○～，社会を破滅嘩・混乱から守の，”》att，4，22》

○～Pしたがって，恣意簿舗箆噂我意がた鐙現実酌な敷果の魯こよって見の

　　がされてみる実状であってみれば，～《入，5，85》

○われわれは法律や習織や肌儀の許す範囲内において，rw《世，4，22》

○一，無智麟気まぐれ癖我ままにもとつく留行は，～《枇，曝，22》

　　　　　　　　　　　　　　　（223）　　　　　　　　　　　　　や



（鞠や一意璽）

○喫茶店の菓子融スシ捻どが問題になるので，t…《朝，灘9，欝

O単熟慮争摩卵黄だけの茶碗蒸総どにして，rw敏薄友，6，36》

○監督のアーヴィソグ・ライスは新人で元来は脚本家であるが矛一九瀬○年

　からRKOの専属監督となり，ジョr・・一ジeサンダース主演のシリーズ物

　や，ヘンリイeフオンダの「大きな街」鯨どを演催した。《映，6，12）

○～」隼乳塾造魏湖稼どでtJ：き養をよくしてから～1婦友t　6，86）

○あじさい簿，紅椿簿，適薬簿，かきつばた蟷潔．麓のi災きみだれたひろぴ

　うとした庭のなかを，無数の臨い紙鶴がとびまわゲぐいるふしぎたあむさ

　まを，i数絵は，びっくりして眺めていました◎　《ひ嶺，6，54）

（～瞭一絶して～）

○今までの気象学は御承知のように　源湊：や湿燦　敏齢て風向　風遠などを

　地球上の数多くの灘候所で叢測し　無取による気象電報はじめ昏種の通信

　機関を動員して互に通撮し合って気象要素を集めで天気予報を出している

　のである。　（科，5，36）

　（～や一簿）

○あれ簿これ塾と，いろいろ考えてみたが，どうしてもわからない◎　《資窟

　外》

〔簸亙⊃終夕講

　③麗誘・無爵。（勧誘の場合は，未来形に，命令の場合は命令形につ

　　く。）

　　○「煽ろうやj　l：野少，9，69》

　　○「よっちゃん，遊ぼ5飼　《ロマ，7，74｝

　　○「お前の親爺尉漫なんて，翻接酌にお誌の虞惚れじゃないか，よせ砂いゴ

　　　《キン，エG，io3　’）

　②誠嘆。（編手へとも自分自身へともつかぬ方陶に，V・はば，そっぽを

　　尚いて，まだは，軽く舞い嫁す：気持。）

　　○「まあいいや，しっかりやろう」　《籔少，8蟻，鴛鎗

　　○「つまんないや　ペビちゃんにあけ£よb）」（少女グ，x2，17艶

　　○「矩らない入と会ふの爾奮！駅さい灘」ζ：文，6，豊9》

　　○緯メナないや」　｛少年ク，難，15》

　　○「これじゃやきゆ5はできない簿」　ζ少女グァ篇，鷲》

　　○「それならおもしろい樽の」　く少年少女，欝，葺》

　　○ド麓ちょろい亭主だな　斑ちゃ㍊緯）れない継震　慧警茂，蔦欝1

や　　　　　　　　　　　　　　（繍の



○「歩けない三三fとほ遊べない摩」　《ロマ，17，74》

σV〕問題助詞

①呼びかけ。

○「そら，5さちゃんや，朝ごはんあげよ。」　《少女ク，9，40》

　○「一郎や，ものをたべすぎるくらいからだに悪いものはないんだよ」《銀

　S，　28’．1・i

　O「丸子黛おつけものだしてちょうだい」　，：ひま，11，29》

②副詞について，驚聖画張め馨。

○ひとびとは敷果のために，いまやそれを麺棄してbtか詔まぬと考へてるる

　　のであらうか◎　ラ曳，5，85》

○一森は，またも無進退に購する思ひで，扉1：ilZ，釘附1ナになった　勲マ，

　　12，25ン

　○そうはいうものの，ビヅチャーにも，でき，ふできがあります。まして

　　癖，この棄難対抗のような大試合では，繊てくるバッダーも，掛てくるピ

　　ンチ・ヒッター一　bl　，いずれおとらぬ角蝉旛ぞろいということになると，ピ

　　ッチ・il　・一の気づかれが出て，ふだんの力が繊ないことがあります◎《野瀬，

　　12，　54）

　○不思議な胸さわぎがし六二。一一もし癬？　彼女のアタマの中を．その一一wa

　　「瞼の母．1の映駿が走馬燈のように去来した。　趣マ，12，72）

　○その名は永久にアメリカ野球史に，アメリカ自民の胸にとどまって，あと

　　につづく選手にとって，かならずやよき模範となることであろう。《野少，

　　12，　56’｝

79。やら

〔亙〕副助詞

　◎疑問の慧菱表あす蕪｝についで，不確かな纂物であ釜こと幽示す。

　　○芋をふり顔をゆがめてなにかPJI一んでみるがなんのことやら分らない。《新，

　　　12，　68）

　　○急進分子だけが「天下鋼を倒せ！」ということを云いだすのですが，一般

　　　には，何のこと亭らさっぱりわからない……。　（婦磯，12，90》

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　⊂～はどこへやら⊃

　　○嘗ての強が‘）やプライドぱどaへやら，今は二箇の大福餅に心を動かされ

　　　るのであった。　噺，12，10窃

　〔どうやら）

　　　　　　　　　　　　　　　　（225）　　　　　　　　　　　　　やら



　〇二曲が話しながらあるいて行くうちにどう趨ら道をまちがえたらしく，と

　　んで亀ないところへ出でしまいました。鱗少，6，鱒

　○ピエロは，ど参黛ら蕪つけがすんだ。次ぎ嫁「停鹿物語」の主役，移鷹の

　　バンビを作らねばならぬ◎　1：少女ク，i2，33）

　○そのめしたき嬉，どう櫓勝，一・相まえになったころ，大略にはいったの

　　だが，　～妙年ク，12，62》

　○明：方から爾はやんで，護う栖ら今購は少しは暗れ聞のみえそ5な麟でゐ

　　る。　《「9f，12，124）

〔何やら⊃

　○鋳やら，誕iめかしい玉葉を残して，生仏はちゃ5ど脊膏のあた（3に灘楓で

　　竜生えてきたやうに．，うきうきと竜谷寺の方1こ帰っていった。　《：交，鴛，

　　115＞

　○月の魔徳……そうか，この森に不思議があるとすれば，あの遍しい御三

　　や，この漏しい泉や，それQこ．何やら秘密めいた小曙い木立など・・…・それら

　　が入を幻想の世界に誘5のだろう。　監ひま，玉2，12》

　○この生仏が村道を窟足袋にフェルト　’fiの雪駄，袈裟の紬の中に珠i教をつ驚

　　ぐりながら，飼やら行ひす蜜した顔で歩いてゆくと，～〈文，12，縦｝》

〔いつの憲にやら〕

　○私はこの歌が幽きで好きで，粥だか，今まで，幾分でも知らないうちに，

　　配分一入で心のすみに湿めておいたものが，一慶にこの歌とと悉に堰を燭

　　って潅れ出したように，歌うことの奮びをつくづくと感じながら，紳び繍

　　びと，今までの窒想に描いた寮xに，心のま鼠こ感簿のほとばしるま玉

　　に，身体中を熱くしていつの間に辱島手をあげた鞍，足踏みしたりしてe

　　心から融けこんで激っていました◎　《スダ，12，37》

〔～とやら3　（はっきり欝わすにぼかす。）

　○小野中尉みやらに製斗討で引取って貰ふことにきめ，心静かに朝の読羅に

　　移るのである。　《：文，12，111》

　○曾て霞ケ浦ではパイロットの採罵に．適盤検定a癬頓をやっていたe　《交汐

　　12，　89＞

　○私は当時学生の指導富であった飛行長のPt　ll　．三郎中佑を想い出す。大兵贈

　　満，柔道六段占尋らで，見るからに劇央の風貌であったが，～紋，12，

　　sg＞

　O最初の第一圓は侮でも失敗しでtWrl：rに転落したとかい5のだが，海から溝

　　　い上ると，ひるまず，すぐさま第二図をやつでのけて，無事黄艦に二一し

　　　たとい5ので，当時の艦縁長官が褒賞したと簿らの話が残っている。《：鵡

やら　　　　　　　　　　　　　（226）



12，鋤

嘩〕藁意顯講

。蘇物羅勘瓢鳳醜蕊撚講す愚。

　○それ厳でに亀，慎察恥曝，昧二二残存兵力の救鎚蹴転に，寄々潜永艦は懸聡

　　されているが，悉く溝患不明となっている。　く交，12s鐙0）

　○これが幽幽に震った鱗’誤戦の號筋であるが，その準備期聡に，いろいろの

　　入達が視察や懸個癖や臨で，蹴沢斜地を　訪れ，象亀を激励していた。《文，

　　12，　100）・・

○お雛さまは，おどろぎ櫓晦，うれしさ櫓ら，はずかしさ矯，夢心地でし

　た。　《少：女タr鴛exo3）

○～s今年はどうした風の吹きまわしか，約二遡蘭ばかり前から，おせじを

　激うや嚥，おがてる撫騒すかすやth，いろいろと．手をかえ繍をかえ等して

　いたって製鋼勢力沁やのあたt．に，と5とう○○毒殺復興蟻築理念バザー・

　入場券お一入一紋眠脅タイマイ拾円也というのを二枚おしつけてしまいま

　した◎　《ひま，22，嚇）

○あくろ“’1．魯三雛はs重々からとどいていた騒球ミ齪のしらべ墨感，かるい偉

　操などをして瓢ンデ4シ欝ンをととのえた一行は，いよいよナ鋤H午後，

　後楽園球場で勧練潔をおこなうことになりました：。《野少，12，16》

○浅妻船は三年物，禿1瀞送馬一年，それから雲譲舞踊やら，和洋舞踊，入れ

　替り立替りあらわれるゴメンメンはすごい豪華版でおめXのさめる様な美

　しさでしたわ◎　（ひま望12，68）

（：亙簸〕終勒講

。懇簾簸働か愛◎

○その顔をぬっと賄勝から，つきだしで，「おうい，めしだよ5。」　と，嘩

　　ぶと，乗趨鼓は5んざS？してしまうのだ。一きょ5は，どんな慈のをく

　　わせる趣輪だが，ときどき，患いがけないこちそ弓がある◎　《少年ク，

　　鴛，鋤

　○これ亀手幾年前ののんび参した時代の話だ，今櫨年をとったのか，銀婚式

　近い妻を連れて互ひに灘をi乗はふやうになったが，さて結婚式など挙げぬ

　　　　　　　　　　　　　ド　我々，いっから数へて銀婚式になるの串嚥とこの闘も菖をひねった亀ので

　　ある。　《蕊，鷲，怨）

？黛．よ（絡懸講）

（227）



　◎強調の慧味を表あす。

　（イ）断定，書い張る，唄い聞かせ引算拷で念差押す。

　　○「あら，もうお眼覚めに．なったの？まだ八疇よ。」　《☆マ，10，1鱒

　　○「自重車で，玉分ぐらみの…Sy”：3包よ。」　（新，6，89）

　　○「大いに君達の監本的入権は奪目するよ。」　《キン，10，103）

　　○「むしろ国内で，この晴黒時代を過してゆくことの方がよっぽど苦1い

　　　よ。」　《人，9，5）

　　○「それだけで，念仏も稿辞もいらない9。」《新，10，7》

　　○　「ブぐ丈夫だよ」　　《スタ，　7，　71》

　　○「こればっかりはイヤよ，……私にとって過去の患ひ出がこもった品です

　　　もの……」　（婦選，9，123）

　　○「ここだけの話ですけど窟子さんに云ってはii鵡よ」　噺，7，14》

　　○「あのマダム，炬燵の中で僕の手を握りしめて離さなかった盆。」《新，7，

　　　13＞

　　Orあの：方は大学の先生で，グレキア文学を受け持ってみなさるフランス入

　　　だよoj　　《新，　9，　72》

　　○「二十分ほど前に，瀧田：先生に．呼ばれて，向ふの書斎へ行ったっsa’　（），ま

　　　だ滞って来ないんですよ。」　（人，10，105》

　　○「も5いいと思って；水からあがってきてもすぐまたあつくなるの

　　　で，また出かけるのでしょうよ。」　（幼ク，8，15）

　　○「雷葉つきでも分りますよ。」　（ロマ，9，107）

　　○「批の中は，そう勝手気儘にはなξ，ません9。」　《ロマ，9，106＞，

　　○「ロシヤ語を知ってるからat。」　ξ銀，8，3緯

　　○「篶，自動車に気をつけるんだぷ。」〈i新，10，76》

　⊂～のよ⊃　ビ女性専用）

　　○「東京へ行ってお父さんと一1課こ生活するのを楽しみに擶って来たのに，

　　妾てが外れたって泣くのよ。」　《新，7，11）

　　○「だから，嫌になつちゃふのよ。」　《新，7，14）

　　○「今山でにも，なんど島から逃げだして正太さんところへ行こうと思った

　　かわからないのよ。」　《ロマ，9，98）

　　○「ねえ，武智さん，わたしの彼氏，わたしがこれほど思ってるのIZ　，ちつ

　　　とも思ってくれないのk。」　《新，7，14＞

　○「大野さんの十八番が幽たから今翼はお酵ひになったの凄，きっと。j

　　　《宝，7増，16）

　　○「でももう今田は，お味喰を買ふお金：もなかったのk。」《ロマ，1G，19》

よ　　　　　　　　　　　　　　　（228）



Qr盆入のお許しをもらひまして，ちXつとここまで足を9ばしましたので

　　すの盃。」《ロマ，9，74》

〔～鷲よ〕　1：女性専罵

　Orさう，二月ごろま饗はたっぷりかかってよ。」　《人，10，10㊨

　Orあなたは大学の研究蜜にゐらしったはうが似合ってよ」《宝，9増，143）

　○「そんじよそこらに，あるジて代物じゃないの，古いのなんのヅて，とても

　　年代物なんだから，すぐわかってよ。」鮮ン，10，101》

　○「お聞きになったら，なるほどこれが詩入といふ者かとお思ひになって

　　よ，　きっと。」　《宝，7増，14）

　ぐ）r通やく｝こでもなって，ちょうほうがられていて孟，きっと。」　《銀，8，

　　381＞

　or妙子さん，きっとあたしがすみれの花をしのぶ草：とよんでいることにさ

　　んせいしてくれてよ。．｝《少女ク，6，49》

　O「あの玩の5蝕こ行くともっとすばらしくて超　《ひま，7，66》

〔～ことよ〕　（女性専用）

　○「髪の毛がこんなに濡れてることよ」　《入，10，101）

　Orでも，あんたのねうちのあがること濫。」　《少年ク，7，56》

　○「いいのよ，いいaおよ」　《婦朝，6，26）

　○　「身1｝らしくなしxecとよoj　　《少年ク，　8，　33》

〔～あよ⊃　（女性専用）

　O「でも馬入だから，きっと函るわ凌。」　（婦朝，6，26》

　Orお金は時々まとめてきれいに下さるわよ。」　《室薯7増，14）

　Orえ　X，貴方が買っていらっしゃらなければ，ないわぶ。」　《ロマ，10，

　　19｝，

　○「だってこの鋤，三寸二分だったわよ，計ったら。」（スタ，8，16》

　○「麗子ちゃんが泣いてみたわよ」　（新，7，11》

（切）疑問の慧を衷あす語と呼応しで，疑問の慧に相手竈なじる気持を

　添加する。

　○「膝ぐらゐが何だ訟。」　（文，8，82》

　○「なに言ってんのよlj　《文，6，82》

　○「ま，なんですよ，この子は……。3沙女ク，10，34》

　○「何処へ行くんだよj　《スタ，7，71》

　○「あら，どうしたのよ，有吉ちゃんも：友杉さんel　・…・・」　《宝，7，73｝

（ハ）命臨依魑の当院を少臨強める。（動詞。助動詞の命令形，ま允

　はン命禽。禁止の助詞rな」に接続する》

（　22・9　）
よ



　○ギおい，あがれ毒ミ⑪」　《新，8，T8）

　○「鈍めるなんて購わずに，考え礁しでおくれ編」　二鱗友，6，5鋤

　○「考えて竜見ろ激。」《交，7，7X）

　○「つまらない：取むこし苦労をしないで，棄あ待つでらっしゃい制　《銀，

　　7，5舞

　○「およしなさい孟」　《スタ，7，71》

　○「それに，あれごらん＆，ほら」　（少年少女，X3，69）

　○「けれど亀お婆さん，よくきいてください鵡」　（宝ぎ7蟻，灘鋤

　○ド今夜おいしいシチュー作るから弗乳頂載激。」　ごひま，3，6G》

　○『早く帰んな蓋」　《スタ，7，7野

　○「そうい5な濫。」　《キソe7，23）

（識）藁筆・嵐寛墾。（意志を表わす助動詞rう」　ドよう」につくeb

　O「朝めしくったら行こう菰。」　《銀，7，7轟

　○「フジ子7このお5むは，かわいそ「］でぜ〉だれかにさし上げて行こ5編」

　　く少女ク，1◎，33）

　○「そのひまにお勢てにげよ5編」野路少女，憩，蓋鋤

　○「ビフテキをたべよ5k」　噺，6，蹴

　○「さあ3藁葺いxかげんにして飯に．しよう書記　（八，9，㊧

　○「軽子さん，早霞に．行き蜜しょう蕊記　（購鋤降7，驚）

　Oi’n高議は，らくな話でいきましょう訟Qj　（嬬脚，9，跳》

魯曜耀よ・～で譲〕　（連立形につく。助動詞「なV・」には，絡鳶形に

　ヂでよ」がっく。））

　Orきk　うカ、ら？も5しをボらく驚…って濫。」　醗勘，　7，　74）

　○ゼ筆欝と厨子王の講？お亀しろそうね◎講じer・s⑪」　妙女ク，6，魂9》

Of：やここへ衝と名前をかいでっ℃劃4婦i甑7拶欝
　○「弼で亀いxから来電鼠◎」　《ひま，＄，6鶏

　○「おねえさ：寮，お食；箏にして編」《x　一2“，6，欝）

　○「ねえ，亀5翼さんなんで歎わないτ翻」（ひま，7，総》

　○「そ5かんたんにおと5さんをころさない翌編」　《銀，8，3鍵

懇、義蓼（絡趣講）

①鋤stW　・・情態鵬閣愛聯郵貯齢準準・暴飲廉懸愛。

OtWe戴三宮のうち，旧事補畿鯵高い費繕を要求されるものに窟職した者

　　を鼠，　～　《法，　5，　51》

○蕩獲時欄は二十ご時闘五労で戦前の漉磐約十時問撰かった鞭、5．：鰍叢》

よej （　23e　〉



　○～，夢が環暴論讐純簿であの5るよ弓に。　《世，5，39）

　○「ふうん，写爽畿鯵総麗ぢやないよ。」　《世，i2，72》

　O「しかし，：大分僕蕊鯵お著いんですね。」　（脚継，9，86）

　○「ロマンチックで，たのしそ5で一私の室想した菰鞍すばらしいところ

　　だわ，璽気はきれいだし，おいしい愛器もはあるし・・…・」1ひま，8，60》

〔～よ鱗震・～よ蟹曝⊃　〔強意的用法）

　○亀5　一nc，葡轟鯵は大きな声で呼びますと，～《ひま，6，54）

　○「街顕でメータクを拾5孟駅譲，ずっと経済的です」　（婦生，6，墨2》

　○「閉めて鷺に聞かされないで竜，それくらみ知ってるがね，一入ッliって

　　竜のは，ど5したって多少年齢孟⑳櫨おくれてるんだ。」　（：交，6，82）

　○中共としては肖圏船町の不足にかんがみ現在孟瞭亀多くの外国船が中国に

　　娼入することを鍛んでおり，～糠，6．6，f）

　○そしてそのよ5な圧捌で竜，多くの予々にとつでは，たがいに翻争してい

　　る訟む魯，むしろ助けになると考えられるであろう。《世，4，22》

　O「職業栖，お顔菰⑫懲歯なみの方が気になりまして……」㈱友，1G，40》

　○「いやだわ，私，家を継ぐなんて一一伯母さん，世の中が変ったのよ，家

　　孟鯵瘍入闘の方が大壌だわ」馳マ，9，88）

c～よ繋か癒〕

　○「おかあちゃんのおかお，ミツurだいすき。」　と，ミツ＝ちゃんは　と

　　て竜　密じめに　い5のです。　「そ5お。」　と，おかあさんが　にっこ奪

　　なさいますと，「ええ，ええ窃とっても。」　と，ミツコちゃんは　力をい

　　れて，　「おかし農賜暇，おたまご盆鯵か態◎」　（幼ク，2，34）

②轟広帯物臆つい鷹述べ愚際，鰍較嚢外⑳馨洗い鑓燃した語菱添す。

　　（「～に比べてむしろ～」の意を表わす。「よ）｝も」の形をもとる。）

　○「しかし，僕孟の，翁の甑5が，いくらか，寛大らしいな。」《文，7，821

　0「あんたは趨物よ鯵洋服の方が似合ふわ」　ぴマ，6，54）

　○「糟糠鍛，纏をおや魯なさい。」　（婦友，7，52）

　○「無闘心というよ簸千僧の農村経営が，その必要を認めないのです。」《キ

　　ン，7，88）

OFこりや，私が二戸施工童でしゃべる潮路既れを見ぜた方が，よっぽど生

　縫に：敷くと，懸ったff　」　《映，8，22）

○そのよ5なことからして空電源の位置決定孟靱奄むしろ　寮電の匿変化

　　年変化などの連続的な統計的研i究を行5のに適していると考えられる。

　　《緊斗，　5，　37》

　○慮つとも塞書壼体：の：交：章は純葬どころではなく，　「学究」の文体よ⑪奄ジ

（露3め よ9



　　　ヤーナリストの交体に近い俗臭のある竜のだということは，～《鴛，5，

　　39）・

　O一個の入門がいか1こ生きたか，またいかに社会に震獣し，あるいは害を及

　　ぼしたか，とい弓ことこそ大切であるのに，それ＆の奄その入間がいかに

　　　して憂き世からあの世へ行ったか，つまりその死に方が璽視され，そこに

　　突極朗な煽純判断の基準がおカ、れる。　《世，5，39）

　Oといふことは，かれは敷果：にたいする訟雛竜，機能にたいして忠契だとい

　　ふことにならぬだら5か。　（入，5，84）

　○とすれば，あすの不安定のはうがけふの安定蕊⑪も案感をおびて存在する

　　　といふのも，～《入，5，84）

⊂穂よ聾翻

　○さらにソ連は復興途上何蕊瞭輪戦争を編れている。　潮，5、7，1》

③位置・酒間・程塵など七つい零下雰罷立蟹，黛劇⑳一方の範囲艶総

　　凝しで選べ釜際，二丁みな釜語菱回す。

　○いや，それ激鯵亀前に，そもそもインフレーションとは，現段階において

　　侮を意昧するか？《エコ，5．11，10》

　○「先生よの諭にだれか獲本でロボットつくった入がありますか？」　《少年

　　少女，10，48）

④否定の慧⑳語蓋呼慈し駕，二三以外の臨のを否定す釜慧を表あす。

　　（この特殊の場合としてrほかない」に続く用法がある。）

　○「どうするって，東京では門門が見つからないから，当分こちらで暮らす

　　訟の仕：方が癩いのです。」　《鮭，8，78、

　○「どうしても融脚力鞭かなかったら，仕方が溶いわ，お店童ヒめるよめ一」

　　　（癖温帯，　6，　58》

　○「それはそ5か竜知れないがね，だっで修ちゃんが駄鼠なら，斐徳ちゃん

　　に類る孟駅まか菰いんだからね」　《vマ，9，88）

　○しまった。と思ったが亀うおそい。なん万人の申から，あの少女をさがし

　　だすことは，思い亀よらぬことなので，おしいけれど，あきらめる£駐ぼ

　　盛、癒爵、つた一《少女ク，3，78）

　○「やはり今麿も，平屋啓んへ御無心を鷺ふよ駅灘・に穂方があ⑫憲世《

　　わ。」　《入，6，27》

　○「なんて申し上げるつたって，旦那さまが，惜物の入の妻鱈だって，傍膚

　　って律れていらっしゃつたんだもの，旦那さまの仰言った通りにして置く

　　　農鯵纏魏綜いじやないの……」　（婦生，6，堪0》

　○「この石段道識瞬畿か縦霊，山の暦へ行く道が離いのよ」　《ひま，7，66》
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　⑤動作・奪耀の鷲空域坐雛瀦・塞織。（文語的な善い方）

　　○左酸黎シiV　一りわテムプルeケイリー・グラント，マーナ・ロイ，一・人

　　鷺いてハリイ・ダヅxンボート，ルディ・ヴァレー。《映，6，13）

　⊂～よ鰯～へ〕

　　○～，冷腹は亀央会計孟瞭特別会計へ繰入金，地方会計へ配付金をそれぞれ

　　流し，～や篇：，5．難，iG：）

　　○～，したがって，中央激鯵勉：方，特別《‘のシワerセをやめたように見せて

　　　いる。　（工繋，5．雄，10）

　⊂臨拙よ騨：〕

　　○お嬢さまの壁床は，と振返ってみましたが，亀と蕊の夢のことで，そんな

　　　ものがあろう筈あり衷せん◎　llひま，6，54》

　　○薬鱗の世｝話は為と盈⑳，氷嚢のつめかえ，岡三の始末までなにもか竜ひと

　　　りなので，眠る暇もなく，～《婦生，2，5蟻

　⑥翻詞華穰法。

　　○～，患来れば，これを常に．よのよい生活に導くために．は，～《世，4，22）

　　○～，さらに．かれを孟⑳以上に不参鯵に．させてみる亀のがあるとすれば，～

　　　曳入，　5，　85）

7爆．あ（終勘講）

　①誕の内審鵜ついex，鞭《鰯長ず釜。諏嘆の慧は，かな夢薄れ，むし

　　愚・表魂読やあらげ，譲るみをつけるひび蓉i皇持つ爆舎が多い。

　　（女性導廟

　　O　l戯歌つき一リオδ鐘斥く〕づ一るわoj　　《ξ産，　9増，　143）

　　Orおうちのお手つだいなど私たちでできることをして，その上であそんだ

　　　らいいと思う命。」　沙年少女，7，66》

　　○「おさかなが，すいすい泳いでいるわ。」　（宝，9増，141》

　　○「いいPt，そうなったら，私，霞分で働くから」　鍾マ，9，88ン

　○「いや，いや一私，あんな詰らない田舎でなんか，喚呼に生活したくな

　　いわ」　（宝，7増，89）

　　G「いやだわ，私家を継ぐなんて一イ白母さん，世の中が変ったのよ，家

　　　よりも入闘の方が大事だわ」　《宝，。7増，88》

　○「あたくしもはじめは珍らしくて，よく歩いたものだけど，いまでは見馴

　　れてしまった勲“」《ひま，7，66》

　○汀なんだか…・の’おかしいですわ，ねえ，ふふふ…“弓漏幽，8，54）

　　Ol情たとひ麟1送り頂けなくっても，私，ど5にかやって行きます釦」《入，

　　　　　　　　　　　　　　　（233）　　　　　　　　　　　　わ



　　　6，26渉

　　○「だって，仕方がありませんわ。」　《貿マ，10，一　19）

　⊂～あ諏〕　（女性專溺）

　　○「わたし亀ひつぼるわ訟！」　《少年少女，10，13）

　　○「だれだってつんできたくなるわよ。」　（少女ク，9，殿1

　　0「いいわ孟，いい釦蓋。」　《少年少女，1◎，60）

　　○「い鼠え，そんなことない船難」　《交，6，82）

　　○「女に逓）まったれるなんて，男らしくないわ孟。」　（：少年ク，8，33》

　　○「おかま）さん，あんなこと迷儒だって，先生がおっしゃったわよ。」　《少

　　　女ク，エ0，35》

　　○「糾うお友だちはみんな帰っちゃったわ盃。」　《少女ク，10，32）

　　○「だってこの聞，三寸二分だった麟，計ったら。」詠タ・＆16ン

　〔～幽船（一え）⊃　（女性專用｝

　　○「畿℃も長男だから，こまるわ灘。j　《少年ク，7，57》

　　○「ですから，あんなにノソキらしく遊んでばかりみて，行末が案じられる

　　　わ訟」　　《新，　6，　88）

　　OI一聾…毛妙華も，　あわせてやっていただきノこし・わ孝。」　譲驚画・7・74）

　　○「入の誕生って，厳欝なもんだわ制　（婦晒，7，74＞

　　○「まるで魔法使のおばあさんのようなかっこうだったわ翻。」　（少女ク．

　　9，　42）・

　　○「お歯黒の蚊って凄いです；動翻，雀三さんej　鰍，8，76》

　　○「強いられた結婚なんか，したく＄．　S）ませんわ轟，やっぱり。」　《嬬友：r

　　　9，　35｝，

　　○「社の方の輿さんが，お見えになつ一C：V・kって薮潜訟允……」囎生・

　　　6，　41；，・

　　○「えらいわ蔽毘，導きいたけ時どlj　《文，8，79》

　　○「すてきだ加編允！」　《少女ク，9，42）

　　○「よくいらっしゃい繁した；わ轟荒」　《懸，7，13》

　②読響・驚蓼などの気持蕊襲あす。

　　O石を持ち上げて見たら，いるわ，いるわ，こんなにたくさん，アリがいる

　　　とは思わなかった。　《男手外》

　　○降るわ，降るわ，一面の銀世界だ。《費麟外）

蔦。羅（格動謁）

　①弛鋤雛⑳蟹牌・作灘⑳羅艶・羅灘i。

を　　　　　　　　　　　　　　（234・　）



　〇六…三｛微洩醗かに，全國畏に教育の機会均等の途瞳醐いた㊨　《朝，5．6，鞠

○続いてジェジーとチェンバレンが捨てぜejふ麗残して表る。《映，6，

　　王3）

　○一■／h”，蕉門櫃の：かがよい結果轡亀たらす場舎と，それとは反謝の腸合とが生

　　L’：る・．磯・6・25）

　○サーカス國のゴ1＝ツギ典と華っても，断乎，この葬道機暴かなくてはなら

　　ない。　《キソ，7，32）

○それに反してチkソバレン数歪藩繍に勝ってメダル燈貰い，鼻叢々だ。

　　《映，6，12）

　○二人は羅醗ちぢめて少擁蕪の襟鞭繋たてた◎　《文，7，8の

　○お嬢さまは，ふと顔蜜あげてpちっと数繧磁みつめました。　《ひま，6，

　　54）

　○すると催眠盤獅は，いきなり，へんなくナりを馬入にふきかけて，～瀞

　　少，6，鶴

　○貧血は懸筑以外の食物や造血側帯与えていれば治ってきます。　《鱗友，6，

　　86＞

　○次に，第二の，前妊城における登鋳i鋼限の問題醤考えよう。　《法，5，51》

○堤憲主義響置旧せんとする激盤発晃することなしに驚主演襲の難設はな

　　い◎　《東，5、，6，勘

　○幾譜精神は，なるほど現箋i轡箆糊する◎　（入，5，S5》

　○～このフイルム魑使って鷺送写爽など饗応罵すれば　潮・纏こ変化ナる墜鴛

　　の実髄キヤツチすること輌能である。（科5，37》．

　○父兄の負欝懲軽くしつ鼠舞際社：会に～《朝，5．6，鱒

　○巾共軍は五月兜鑓揚子江河欝の崇嗣凝｝に上陸，六月二撮崇窮票城轡占領

　　《棄，§．6，笈）

⊂～凝曝｝

　O」imアメリカではこの方法を引きつぎ　レ帥ダー麗簸無えでハリケ～ソ（含

　　風）の進路を測ったがtW《科，5，36》

　OtW，その鴛説はひとIJの実際政三密懇虎職しえないではないか。　《入，5，

　　gs］g

　O概評精神が階下のぞとにたって，聴聞四四室闘的に認識するといふこと

　　は，一《入，5，84》

　○～，奮凶年断鍵案は，一応，一般会計から赤掌二二を緋除し，復金籔発

　　行凹凹亭止し，一《ユコ，5．11，10）

〔～漁～せ懲de蕊鷺懲⊃　（使役の助動詞「せる1　「盛せる上参照。）
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○数回が腰をうかせて，おもわず止めようとしますと，お嬢さまは，はじめ

　て笑顔蓼ほころば魑て，～《ひま，6，52）

　○～スーザンは，ボーイ。フレンドのジェリイに，ディック工学たぜ愚様に

　頼んだ。　《映，6，13）

○本予備会議の醐会は急速に新政治協商会議を開き贈主連合政騰牽成：立さ

　　電，全中国統一産させるために必要な一切の準傭をすることである（朝，

　6．20，　Ih，

⊂をしで～しめる⊃

○私讐していわしめれば，～《漁，5，61》

⊂～墓～数る。ら劇る⊃　（聞接的受身。助動詞「れる」「られる」滲

　照。）

　○～有川三郎（：五〇）ごんは～，現金三千需，腕時計，背玖上下薯はぎとら

　　冒した　《東，　5．29，　】翼）

○～，ほたらく階級は通貨箆奮われていたのである。　裂エコ，5．11，10）

○～，その一部は福二，膿門，値増などの野守を含む華南の海捧地帯占領牽

　命ぜられるだろうと～（束，6．6，　1》

〔ン～　　（璽力作性の名言司）　　義…する二1

　0～溺に疑駿肇世ずとも一《東，5．7，玲

　○以上のよ5な判噺影寄ると，～9vft’｛：，5．7；1）

○本予備会議の開会は急速に新政治協商会議を開き民主連合政府を成立ざ

　　せ，全中国を統一させるために必要な一切の準備蓼蜜ることである（朝，

　　6．20，　1＞

　O～明春から議醐き蜜宣る予：走という。《朝，5．6，　王》

○こくりこく1，と屠睡砂をしてから，はっと気がついてみますと，～《ひま，

　　6，　52）

　○霞比が，そのとき，上諏訪に一泊しよう，とおもったのは，その時から十

　　五六年まへに，その町に，たいざいしてみたをりに，枠懸ひ愚した女に，

　　もし逢へれば，と，かんがへたからである。　《文，7，嘆0｝

〔～ま～とする（として）〕

　○～，さらにこれ蓼機として世界二分難がますます深まることになるか，～

　　《舞ご，　5．7，　1》

○これに反して民主主義の持つ誓学は平職と秩序と安登と壷たて設えとして

　　いる。《東，5．6，　1》

○～，繊年深大学牽動かすべからざる原蜀と当る考え方にとらわれた～《朝，

　5．　6，　1）

を （236）



○～，一一般の大学に四年忌のほかに二矩温順主と蜜ゐ短期大学を認めねばな

　　らなくなったこと13形式白勺な六三三制瞳金：辞｝玉条として問比してきたこれ慶

　　での：方針に一大夙賓を求めるものでなくてはならぬ○《朝，5．6，王》

○～明春の参議院選挙には，昆露党としては八十名くらいの轟四日目標と

　　し，　～　ζヰ場，　6．20，　1》

○～大二1・t，がこれ蓼本業とし，～練，5．29，N》

〔：～を～にする⊃

　（り～，ベルリン路銀解除愚塞にr蓼るソ連の態度の急変が～《東，5．7，王）

　○子供たち蓼幽々喰い物にしておいて，～（キンプ＼7，32）

○～公共土木事業費の削減が，六・三二関係の建設費壷ゼロにし，～（エ

　　コ，5．11，10）

O～，他の条件轡そのままにしての繰入金鯨；止は，～（エコ，5．11，10）

〔～を～に3　（「～を～にして」の省略形）

Oy，蓮初は増資材料の帝国石油・昭禾；i石油などが買われたの壷巾心に石油

　株に入気が集中し，～（束，6．6，1》

O～，これであわよくば西欧勢力をベルリンから締禺し，たとえそれが描来

　　ないにしてもこれ四種に酉欧剛に専び四眠会議を囎かせて対独処鍛をポツ

　　ダム脇定の線に．もどさんとする竜のであったろう。《1朝，5．　7，　1》

○～，クリ・一ム色，流線型の車体と一二七二訳の幽閉を手懸りに捜軒廊のと

　　ころ，～（甥，5．19，li》

○かくして，特別会計，地方財政はその赤面轡口実にあるいは，大澱盛切に

　　よって，縦に多数職員の蟻高台撫を強行するか，～《エコ，5．11，10》

○なお贈賄働は会祇，古物商，飲食店など轡筆頭にほとんど全部の業種に及

　　んでいる朝芝，5．29，皿》

○ひげの男は，砂漠の入口にテントをはって，迷儒ぶかい二1二人山あいてに商

　　売をしている三隅旧師です。　《五二，6，41／

〔～を見る・～菱めぐる就。．⊃

○～，こkに1再び四圏外根会議の開催毯見ることになったのは，それだけで

　　も世界平和の上から喜ばしいことXいわねばならない。《輔，5．7，1》

○殊にこの交渉が，顯連の米ソ英仏代表の努力によって成功邊見たことは，

　世界平和の維持機関たる国際連合にとっても極めて意義深いことであっ

　　た。　《朝，5．7，1》

○ベルリン封鎖を解除し，ドイツ問題処理轡めぐる匹i困外山会議を開こ「）と

　　する西欧とソ蓮との聞の交渉はついに成功し，～糊，5．7，王》

〔～匿もって。～を艮して。～をi麗じて就C．］
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○したがって問國まソ連が今や無意味となのつ＆あるベルyン三二を飼時，

　いかなる意図惣みつて解除するかに，あったのである。《朝，5．7，玲

○～，ベルリン封銀および二二鐡ほいよいよ来る十ご縫奮三って解除され，

　鰻国外相会議はこ1十三臼パリで開かれる。《朝，§．7，玲

○～，これは米英側の西独政府樹ゴ乙工作罎奄やてポツダム協定違反と見なす

　　ソ連の報復でPt」　eJ，～《朝，5．7，1）S

O～われわれは，殺入や放火が許されないこと慶喝って，これを旨磁の制限

　であり，東纏であると呼ばなければならないであろうか。　〔批，4，23）

○エヴァツト回外絹はこのソ連の態度：の変化麗回して決定的な一歩を踏出し

　　たものといい，～（東，5．7，玲

○～，昨年後半期蕪通じて世募不安の中心であったベルリン三二はこ扇こ解

　　除され，　～　《朝，　5．7，　亙》

○～，インフレーションとは，財政薇二曹て権力的に圏罠大衆から贋騨し，

　補給金艶逓じて極めて少数の特定大回本にのみ利潤を保証（～）せしめる

　　とごろの，互大独占資本の政策にほかならない。（エコ，5、11，iG）

〔～簸～（サ変語幹漢語）中⊃

　○～単∫川三郎（五〇）さんは嗣区箆1前町一七一旧き麿遡紅中，～，環金：三三千

　　円，腕時計，門門上下をはぎとられた《：漿，5．29，雛》

○中野税i二野の汚職拳：件｛豪口囲中の衆院考査聴i慰委員会は～《東，5，29，

　　醸》

〔宍蕪竈蕊懲・醗謹攣う・気巖《毒らす磁¢。〕

　○一t夏は特に大灘密と勢，～《二二，6，86》

○師範単三などを無理簸して隔年制の挙芸大学にしなくても，～《覇，5．　6，E＞

　○～，折鶴たち亀，隔月鱗ウてかえってきて，～《ひま婁6，52）

○二入は催眠旧師が罵慶憲船しているすきに，～《野少，6，43》

　○翌露ビ…ミッシュ博ま1はディックを訪れ，彼が二三の「s＄件で気獲聡ら轟p

　　飛行機で譲に出る察を知った。　《映，6，13＞　，

　○～沢枝滋はリスのような素早さで，草をとびおりると，木戸番に慧醤つ緯

　　て天纂をくく勘i蹴けて行った。　《キン，7，3鯵

　○～，i薮のスーザンは益々彼に黙謹上姪て，まつわりつく評砂だ。（映，6，

　　13｝・・

　○～スーザンに盤態二つか辿れる醜ことe年記斐亀なく馬鹿な蟻生みたいな

　　翰b鉦をした参，態慶をしてみせるが，～《駿，6，13：｝

○～，三三三二灘糠謝且ってついに見られない。　《入，5，＄§）

　○これは聴殊な專門麟蕨箔置蒋を要する恵のとして簿む鞭蔑蹴いとして転

を （23g）



　　一　（／iFS，　5．6，　I　l

②臨鰭に二月性些欝ぴ施慮動詞⑳翁醜・騒撰。

○上海抗血地区一帯の掃討謹終った陳毅将軍指揮下の第三野戦軍凶十万が”w

　　（JgLr，　6．6，　1＞

　○気象台では東京（大気偶）福爾　札幌に幽暗の予程で工事密急いでいる。

　　《科，　5，　37》

③葭蹴煙の動作（移動盤の愚の）⑳行あ劇釜壕撚・隣。

（イ）経路・舞台。

　○くらい襯の道後，びしょびしょ雨にぬれながら，数羅1は，千鶴子と一纒

　　に趙伏していたあの蟹闘に回りついたのでした。　（ひま，6，54）

　○ガンちゃんとダンちゃん，思わぬ凄件から愚わぬくすりを手に入れ，痴そ

　　わったとおりの道壷，il）との野球場さしてもどっていきます。　懸少，6，

　　44）

　○さて，そのせまくなった町蕊，半町ぐらゐ行くと，左がはの，バラックだ

　　ての，長猛の売鷹が，とぎれる◎　《交，7，80）

　○依然チェンバレンは優勢だが，池にかkつた丸太捧の橋壷渡る途申，～

　　（映，　6，　13）

　〇挿入と屯アフリカ蜜できて，トワン公にうまれかわるとは慧わなかったので

　　すが，ふtぎな術にかけられて，すっかり犬になったつもりで，そのへん

　　筆ほいSlわってい解す。　《野少，6，鋤

　○花の嘆きみだれたひろびうとした薩のなか影，無数のif－1い紙鶴がとび玄わ

　　つているふしぎなありさまを，～（ひま，6，5心

　○その踏み切り憲とほると，わり｝こ瓜い通¢のかなたに，おもひのほか，ち

　　かくに，湖水が，　（つまり，諏訪湖が，）見えた。　（文，7，80”1

　0～，自動車で箱根，鎌倉壷へて横浜へ，～《瓢5．19，恥

　○～，亀はやただに購買力低下とい弓生やさしい状態遊とおりこし，～《エ

　　＝，　5．11，　10），・

（ee）義塾。

　○例によって沢枝君はリスのよ5な素早さで，車籔とびお9ると，～《キ

　　ソ，7，32）

　○下職九年の十月ニナづL疑の，午葡八蒔三十分ごろ1こ，新宿麿，出る汽車

　　巻こ，　磁圭ヒ1裏，　乗った。　　《交，　7，　8◎）

　○下闇鐵ながら下り返れば，～《婦友，6，27》

○かつて小学校密出て上級中挙に進むil）のと，～《朝，5．6，玲
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○かって中学蓼出て高等学校から大学へ進むためには，～《朝，5・6，玲

○掴人主義の亡璽がぼくたち轡虫ってしまった今口，～ζ入，5，85）

（ハ璃動性の動作・作用の行あれ番賭問の魑。長淫。

○そしてそれからでも既に40矩轡闘してみる。　（農，6，25）

○～池のみぎわほ，かきつばたがいま邊盛りです。　（ひま，6，52）

○戦争中の，あの苦しい何年閣か轡，よくもまあ，がんばり通したものだと

　　自分ながら感心することもある。　《資料外）

④墾象語格菱示す。（普通は「水が飲みたV・」のように，「が」とある

　べき所。）

　○～，われわれば敗界平和のためその成功を期待しつ瓦’今後の経過薯見穿り

　　たいのである。　潮，5．7，1）

を （24g）



第二部助動調



1．　う

①慧志岡岬おす。　（四段活馬の動詞，勒動詞の「ます」の未然形につ

　ぐ）

　（終止形）

Oifフフンきな子さんにオーバー翻醤ってうんといわそう」趣紘鳳85）

○次に一番多い葡身頃の打合せに作る場合を取1｝　．1二げてみましょうe：婦諺疋，

　　6，　73　ie

　Oどこのお嬢さま？と，聞き薩そうと思いましたが，～ζひま，6，5鋭

○私は軍臨主義に毒された戸々の足跡を淺そうなどという意志は，～雛・

　　5，　39’｝

〔～うとす釜⊃

　○～【些i濁外濠会議を開こうと畜愚西歌とソ連との開の交渉は～延朝，5．7，1》

　○容観駒効果においては彼等の足跡を残そう，e　したことになっている。ξ臨

　　5，　39’t・

○一一7fデaジクほ夜蓬く擶宅して着換えをすまし課濾を一・杯やろうあした

　蒔，饗を覚したスーザンに声をかけられて，彼女が来ていたことを短って

　　薙警し・た。　《映，　6，　13）

○ド送るとそれがまた生きるようなことに．なったり，投手がそれを防ごうと

　　していろいろの手を用いるので，いい貫毒なら球を選ぶ，ねばった方がい

　　いですj鰯；少，7増，6》

○「安くあげるお稽古ですね……ど5して，あなたほどの人が菊五郎に薩接

　　夢を取って貰って教わろうとしなかったのですか。」＜キン，10，91＞

②勧誘漫表あす。《①に岡じ》

　（絡止形）

　○「さあ，みんな帰ろう。」《ロマ，6，63》

　Orぼくのうちでおもしろいことをしてあそぼう」《幼ク，11，30）

　○「さあ，しまっていこうぜ。」（幼ク，7，53）

○「さあ車内討論会をはじめましょう。」《少年少女，7，65、

　○「ゆつくbのぼりましょうね。」《ひま，7，66）

〔：～うでは（じゃ）ないか〕

　○「やろうじ轡ないか三」《：文，7，7◎）

Olそれじゃ，これから運動場の方へ出ていっしょに．遊ぼう髪や癩い燈・。」

　　〈少女ク，7，32＞

亀
つ
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㊥推量・想像菱蓑わす。欄書に蕊擾につくよ夢亀，rであろう．i「だ

　ろう」「でし濫　Nな謬の影の露が多く周いら：乳釜。）　t四段活胴の

　動詞，形容認形容勤詞，助動詞の「ます」「です」「楚」「たい」

　「ない」「だ」「ようだ」「そうだ」などの未然形につく。）

　（終止形）

　○この機会に金篇を湯疲されれ1ま，糞の興味更に借合するものがあらう。

　　（竈，8，恥

　○すくなくともベルリン封鎖解除に関づ珊るソ遽の態変の急変には，そ5した

　　判断1こよる：意図が蔵されでいるだろう。（菓，5．7，◎

　○1’一1ヲv．liに描たきりで嶺てないんだから，梶岡が繊るということは決定的

　　でしょう」｛野壷，7堆，！3’

　○……購独処置をポツダム協箆の線に，もどさんとするものであったろう。

　　《朝，5．て，鳶

　○～，この源期論に対しては，けだし穂入も異論のないところであろうが，

　　～　ξ二澄ミ，　5，　52》

　○「絢うに薪夢順があるだろうからねJ《婦薩，7，73：1

　（連体形）

　○勿論，わが園の爆守的三子の1雛こ占領麹局に対する反感が比較的強いであ

　　ろうことは侮入も容易にこれを想像し得る。（法，5，巻頭鷺’）

〔～うとす釜⊃（動作・作溺が実現の寸前に：ある三態を描写する暫い方）

　○数1ヨ来の暖かさで，梅の花が今にも麗こうとしている。《資料外》

〔～うと（が），～うみ（鮒～窪い為（が），　あろう凱とかある・まい

　ことかetc．3

　0「しかし……，本人がどう患いこもbe，それと実際とは叉溺だろう」《交，

　　7，　71）

　Or新畏法だろう占なんだろう傷俺は，金畏珊三流にやって行くんだ。」

　　（婦生，6，43｝

〔～う臨のな劔

　○その話も，竜つともなことだし，5つかりことわろうも礫癒必相手をおこ

　　らしてしまいそうな意氣ごみなので，蒲見のおじさんはこころよくその摩

　　意を5けとったのであった。砂女ク，12t．2鈴

　○「うっかの克己さんに買をきこう晦の怠ら後で梅ちゃんにひどいt3に逢う

　　から，気を付けなさいよ」鱗｝生，2，40》

〔～うに〕

　○ヂでも，御下入のあなたが，もっとよく御調べになったら，こんなことは

　　　　　　　　　　　　　　（243）　　　　　　　　　　　　　　う



　　趨らなかったでしょうに・・一・ね工邦男さんeJ・避マ，9，鎗ゐ

　　○「姉さんも兄さんの宮職についている時に．亡くなったのなら，さぞ盛大な

　　　鞍懸式が出来たんだろうになあ，竜うこういう枇の覧llτにたっては，まるで

　　　事情紙の如しだからな…・∴1．楽髪鋲，9，231，，

　　○～，相手もあろうに，配球党に．色嶽をつかうと1赦，余l／に滑総なカリカチ

　　　ュアであると，八はいうかも知れない。（朝評，9，2激

　④疑魍・質聞・反語の慧味を震あす。（「うか」の形か，疑隅詞議曝応

　　する形か。）（③に訓じ。う

　　（終止形）

　　○また，楡察官の：方面においても．，検察庁法一八条三三による＝二級検事ほ，

　　　たとえ副検事出身で，修碧焦の修霧1ま終えざる承のについて畢），前記標準

　　　線と同等価値として扱5べきではながろうか。tt法，5，51＞

　　○師範栄校などを無理をして四年制の学芸大学にしなくても，この二年脳の

　　　短期大学で4噌分こなされていたのではなかろうか。《覇，5．6，P

　　O二｝一睡ー1・ルもあろうかと思われ為喰い天幕のてっぺんでほ～《キン，7，

　　　32ノ

　　○しかし赤ちゃん1象肥ってきたでしょうか。｛婦演，6，87）

2．ご《を蓬

　①ある嘉物が他の譲：物に似てい馨という慧味薮蓑あす。文語的な雷い

　　方。　《体鷺に助詞の「の」のついたもの，用書および文語系の助動

　　調「ざる」「：たる」「なる」などの連鰍形，または，更にそれ蝕¶が」

　　のついたものにつく。》

　　（連用形）

　　Oドストェフスキp・一にtNてくる莞笑婦ソ一中ャの聡く，スタンダアルに出て

　　　くる侯欝の娘マチルドの獺く，傲撮であれ。（スタ，6，2｛）｝b

　　O～，あたかも現世に於ける嬰囑の鋤く，甚だたよ1）ない存在である。f［fkFe

　　　8，　12ts

　　（連体形）

　　○私をしていわしめれば，論者が，ことさらに理想論を今直ちに翼現すべし

　　　と強調したり，いたずらに過玄識こ低迷したり，現状論に掬泥したむする

　　　態度を翻り，虚心に，わがii藪今後の法響動の辿りつくべき週標と，現在お

　　　かれている地位からそれへの距離とその道稚とを，比較考引しながら論究

　　　するならば，決して氷炭相容れざる瑞aき諸説の戴立紛糾を来すことにな

　　　いよう1こ思うのである。礁，5，51）

ごとき　　　　　　　　　　　　　　　　　⊂2婆4）



　②内容i餐蒙潔す墨膿詞藻表あナ。あ雛霧物露他の購物に等しいという

　　溺係。文語納な書い方。（⑳て洞じ。）

　　（連用形）

　　○～早生種で分藁力は鹸くて穗の小さい農綜1号と，陶じく早生種であるが

　　　分弾力は霧くて穗の大きい北陸纂号の試験纈走を挙げると第1表Bの郎く

　　　で第1表Aの場舎とは著しくその趣が違う。《農i，6，25＞

　　（連体形）

　　○大学教擾については，司決擁生の修習を終えたか否かとい5規準をあて

　　　はめること自体が無意鎌な，その規準」城上のものと認めるが故に，二級換

　　　察宮の任稲資絡に関する餓察庁法第一八条…項憲号ないし，裁判勝法第四

　　　：二条一項六号及び凶賊前段のごと糞規定が設けられていると解すべきであ

　　　ろう。㍉法，5，51＞

　③例添の鮮味畿表馴す。弾機晦裟惨い方。（①に同じ。》

　　（連用形）

　　○家長の権威の叩く、法によって基礎づけられた縢習一L又は道徳上の権威。

　　　く法，5，43’

　　（連体形）

　　○搬議院の委貴会などでも共巖党の代議士から質問があったし，翼敦紐は颪

　　接高瀬文粗1こ撒闘方を串入れたという。出溝県敦組のごときはr文部当局

　　　を告訴し，黒｝｝iのきまるまでは使わせない」と淡議したとかさせたとか屡

　　　えられている。《策，5．6，玲

　　○硬貨増発の罵と琶は，この階級的収奪政策から必然蘭にもたらされる結果

　　　的現象にすぎない。i．：mコ，5．11，10）

　　○卜えば，大学教授のむと蕾については，前記餐法案ともに，いずれもこれ

　　　を積極に肯定するのであるが，～《法，5，5工》

露．譲鶯愚

　①使役の慧味を表おす。《上一段活罵・下一段活用・力行変格活用の動

　　詞の乗然形につく。）

　　（未然形）

　　○この投書が度重なると院長は大使館を介して投書を止めさせよ5とした。

　　　噺，12，48）

　　○どうして泓に羅本に．生活しながら，鷺寒駿画を殆んど見ないで来たのかと

　　　X」i舞え惑i　twら遷しました。　（ひま，　X2，　77）

　　Ol掴奥さんを入賊礁ふれ盛琶まいとして，樟脳を入れて，し寮ってみる家薩

　　　　　　　　　　　　　　　（245）　　　　　　　　　　　　させる



　　ま」　《多審友，　7，　52》

　G翻1形）

○そのうえ，船の中にある食物の名を需きならべた紙を出して，ほしいもO

　　に．○をつけき世，それをたべさせてくれました。《少年ク，12，9銚

○赤ちゃんが満足するま饗充分に食べ毒世てください。｛婦友，6，87）

○久慈捕手は，その調子だ，とはげましながら，なお凶管玉球つづけざまに．

　　投げき世たが，～く野少，エ2，82）

○手楢はたて仏事たい。然し，かわいそうでならない。《薪，12，92）

○貴下は多少ミステークされるであ¢ましょ5◎理嵐を述べ盛磁ていたぐき

　　まつ『o　《三三＝，　12ン　36）

　（絡止形）

○職職さん邸のメ轟ユーは出策るだけ欝本のものとs変らないものを食べ塞

　世愚といふ事を主眼とし，ヨ三度の食甚野卑を主食とした。《新，12，嘆0）

○たとえば，露曜籔に解離係りの方で諮妓を集め蕊世るというと，瞥備隊の

　：方では，臼曜は外へ轟ることは罷りならぬ◎俺の方では送ってゆかん，と

　　いう。これでIX　H本入は外へ出られ難せん。鱗曇画，12，89）

○久慈捕手は，その調子だ，と1まげましながら，なお鰍球五球つづけざ撫こ

　下げさせたが，手をあげて投球をやめ港当為と，くるりとまわれ膚して，

　　すたすたと監督のところへかえって来た。（騨少，12，82、

　（連形体）

○・・wそういう人たちに退屈を慈じ童琶愚事は禁物一t・す。《ひま，Z2，18）

○つま参米屋に下駄を買って黒いと命じたむsスキー彬の馬蝉の購入等一・切

　倉切の璽を弁じ蓮世巻のださうである◎（新，12，29）

○これを臓曜擬の夕飯1こ．食べ慈せ凝っけです。これはほんとうに喜ばれた。

　隻婦画ア12．91斗

○小うるさいお客さんだと，洋服li廷に悲鳴を挙げぎ轡蒼やうでなければ，真

　　に洋服道のシキヰをまたいだ紬士とは欝ひ難い◎（スタ，12．84）

　（仮定形）

　○そんなきたない～もの，早く業て竃煙ればいいのに。乱資料外》

　（命令形）

　○あの男には，あそこの棚を見惑琶為。｛Q資繕タド

②動作を薦回す釜三味蕊蓑あす。《①に同じ♂

　（未然形）＝＝〔させられる〕の形◎最透はあまり使われないようである。

○思えば千有余年の聞，端疋な，おごそかな御頻には悟り切った静かな微笑

　　をたた：えさ琶られ，私共がひたむきに愛借を覚える御畿なのでございま

婁せ蚤 （　246　〉



　　、す。賢料夕F）

　　（連用形）＝＝〔させ給5〕の形。最近はあまり使われないよ5である。

曝．晶晶

　O打濾⑳慧味瞳表あす。文語的な雷い方。　《動詞，形容詞，文語系○

　　助動物の「たる」「なる」などにつく。）

　　（来然形）

　　○聞か餐らんとしても，隣窒の話し声が算について離れぬ。（費料外）

　　（連体形）

　　○椥，この標攣線に及ば潔愚ものは，すべてこれを否定すべきものと考える

　　　次銘である。（法，5，5℃

　　○～，単に簡易裁判翫判事又1ま捌門下たるのみに止まった奮は，霜の共通擦

　　　準線に及ぼぎ恐ものとして，すべて，これを二極に扱うべきものと考え

　　　る。《浩，5，5蛤

　　○～，玄た，検察官の方織においても，検察庁法一八条三項目よるX級検事

　　　は，たとえ劉検事当身で，修習生の修習は終え仰るもの1こついても，前記

　　　標準鞍と問等洒値として扱うべきではなかろうか。（法，5，52）

　　ON・・，いかに押しき思想亀実現しえざるかぎり夢ではあって亀F患想」では

　　　な、・o　《拳ヒ，　5，　39、

　　○私をしていわしめれば，論者が，ことさらに理想論を今薩ちに爽現すべし

　　　と強調したり，いたずらに過三論に．低迷したり，現状論に拘泥したりする

　　　態変を去り，虚心1こ，．わが国今後の法曹界の越りつくべき獄標と，現荘お

　　　かれている地位：からそれへの距離とその道程とを，比較考量しながら論究

　　　するならば，決して氷野絹容れぎ愚ごとき諸説の対立紛糾を来すことほな

　　　いように患うのである。（法，5，51》

　〔～べからざ釜〕

　　〇六三義務教育は何といっても動かすべからぎみ二品教育の基底である。

　　　《垂罰，　5．6，　1》

　　○～，四年捌大学を動かすべから琶る二二とする考え方｝ことらわれた巴倒的

　　　な意見の前に～《朝，5．6，玲

5。　しめ愚

　①使役の慧味を表あす。　（動詞，文語系の形容動詞，文語系の助動詞

　　の「ざる」「たる」などにつく。）

　　（未然形）

　　　　　　　　　　　　　　　　（247）　　　　　　　　　　　　　ざる・しめる



　　○第一一に指摘せらるべきことは，法範縢は震のように展湖をとげしめられる

　　　ととも｝こ，　’一　〈・蔓ミ，　9，　30）

　○他の侮「入」によって亀鯛限されたり，その支配を一面晒ならしあられる

　　　ことがない。霞張，9，29》

　　（連髄彩）

　　○～，従来1ま中央会計よ臼特劉会計へ繰入金，地方会計へ醗布金をそれぞれ

　　　流し．醗捌会計には建設公績等，地方会計には地方趨縫等を発行せし勘て

　　　きデこ力三，　～　《工饗，　5．11，1◎》

　　（終止形）

　　○われわれが，本予鱗案をもって，インフレを克服するものではなく，それ

　　　を悪質のものに．内註せしめみに過ぎないと断じたのは～《エコ，5．11，iO＞

　　（連体形）

　　○～，補記金を遡じて極めて少数の特定穴資本にのみ利潤を保証（赤字を補

　　　属）せし醗為ところの，～《エコ，5．11，沁；

　　○「過重な諜貌は土匪二二計画を水泡に難せしあるやも知れぬ……ζ工翻，

　　　8．11，　321｝i．

　　（仮定形）

　　○私をしていわしあれば，～決して引舟相容れざるごとき諸説の対立紛糾を

　　　来すことはないように思うのである。（法，5，51）

　②翻心籔鱒敬す馨慧味蕊表あす。言詞の未然形につく。：二

　　（豪然形）瓜〔しめられる〕の形。最近はあまり用いられないようであるe

　　（連用形）瓢〔しめ給5〕の形。最近はあまり勝いられないようである。

s．せ蕊

　①使役の慧味艶蓑あす。〔罎段活厨・サ行変縞活矯（「信ずる」「論タ

　　る」の類を除く）の動詞の来然形につく。）

　　（未然形）

　　○「四部当局を告訴し，黒樹のきまるまでに使わ世ない1（東，5．6，亙》

　　○「それをねえちゃんにいわ琶ようなんて，ズイプソずるいじゃないの。j

　　　撫，7，37》

　　○一，売春させられている女たちは～傑，5．29，鶏

　　（連用形）

　　○マーガレットがディックを愛しているのを察していた薄士は，そこでマー

　　　ガレットに，旋往に描うと義理に薦めて承知さ煙，飛行場に行った。《映，

　　　6，　！3’n・

せる　　　　　　　　　　　　　　　r248）



　○「泓が東京へ掛でいたら朋子のお母様のこと，みすみす死な世はしなかっ

　　た壽っ」　《蝋il生，　9，　23）

　○「突然お飼いして，本当に．お騒が圧して申訳ございません」《世，12，72》

　○その為にス・・一ザソのボー（・フレンドのジー＝リイの気を悪くさ世たりし

　　た○受映，6、！3、

　Oi一瓢竜記田さ魑て．戴きます」（嬬友，7，52》

　（細し形）

　○～，近く無しい規灘を欝し，ヤミ主食をつかった一畷の講和工品の製造，販

　　売を裏三i禁ずる建前で運鴬をさ琶愚（拶三，5。19，If）

　○「年増を泣かせ愚とはすごい腕だ。」ζ新，8，83＞

　Orでも，おこら琶巻といけないわ。．1《少年少女，10，膨

　○「一体菱を早播さ懸轟からこんななのだ」（農，エ2，10、

　Olしかしフランスの安飯田っていふのはおいしいものを食は世盛ね。．！〈交，

　　8，　59“｝z

　（連体形）

　Ol馳今の穴阪の女は，家のFll．了には趨変らず鷲ながらの伝統があるけど，一一歩

　　外へ患たら近代約な生濡がす”C・t＝始rk　”ている，その矛盾をうめること，

　　調和さ懸轟ことが難しいですね。」喫婦友，7，34：ノ

　○～これを一つ詮速度（～）で簡｝；糞さ琶轟～もので～ξ科，5，37：1

　01声を出さ壷巻のはどのよ5　1こしてt？」（少年少女、10，47》

　○「本予備会議の樋会は急速に凝政潰協商会議を露き畏主連合政府を成立さ

　　せ，全六境を統一一w一させ愚だめに必要なr－depの準備をすることである」（朝，

　　6．20，玲

　○・｝スーザン1まボーイenツレソlt’のジxリィに，デ4ックを勝た琶ゐ様に，顧

　　んだ。髪映，6，！3ノ

　（仮定形）

○縦来の観念からして，女は子供を鍮む機籔であると，婦凸面酌な処置を

　　以で騰兜調蹄をやって来ましたが，私にいわ世れば，その考え方は根本的

　　に聞違っでいると愚うのです。」《キソ，7，89＞

　（命傘形）

　○「ひと遜り喋るだけ喋ら鯉ろ」《窯，9増，55）

②動悸鎧灘敬す釜慧味を表あす。《①に岡じ。）

　（：乗然形）＝一：〔せられる）の形r簸近はあ玄り使われないようである。

　O～戦死奮慧：醗の欄｝1叢に繁濫を艦める身でゐら慧られるから～く文，X2，1G8）

　（遷綴形）隣ひ纈翁う〕の形，最近はあまり使われないようである。

（249） せる



7．量うだ（を豊です）

①嬢態，すな幽搬，「～訟いう繊蕃だ。jr今1鑑～も～す馨よ肇蹴糠峯だ。」

　激ど⑳懇：糠隆i蓑あす。「競うです」は，丁寧な言い方。《動詞，助動

　詞の「せる」rさせる」「れる」「られる」の連用形に，また，形容

　詞，形容動詞ン助動詞の「たい」「なNA　llの語幹につく。また，　rな

　いjrよい」につく時は，「なさそうだli「よさそうだ」となる。）i，

　（未然形）

　○あの入，いかにも縫野物う鷲凸う。（三尉外》

　○あの人，じょ5ぶ聖うτしょう。（費料外》

　G朗対形）

　○そうおもうと，千宮田がかあいそ5で，おもわず鵜糊しそうになるのでし

　　た○《ひま，6，55》

○正取君の方1ま一一心配し爵F暖のことはない◎嬉しモうにニコニ潔笑ってい

　　るではないか。（キン，7，32）

○健康難うにみえていても，病みあがりのお嬢さまに，守れすぎがあって又，

　元へもどるようなことがあっては大変だと，～《ひま，6，54）

　○馬上の子供たちも表函は朗か絶うにキャッキャッと騒いでいるが一人々々

　　になれば蕉広磐と岡じように．悲しい事情のある簿幸な子・に違いない。　《キ

　　ン，7，3鋤

　○「pマソチックで，たのし謂うて一私の室帯したよりすばらしいところ

　　だわ，塞隻もはきれいだし，おいしい牛i乳はあるし……。」（ひま，8，6G）

○値段が今夕うでしたので，買いませんでした。《資料外》

　（絡止形）

○「傑作がほ玉来貰うだj《嬬画，6，55》

　○「四望に．いわれ聖うだぜ◎」《露国，9，69》

Or誤解ぽかりではなさ竜うだな1」《膏，10，2の

○「おかげで，さっき懐でのモヤモヤが一度にフッ飛びそうτ蜜よ」《室，9’

　増，40）

　（遮俸形）

OFどこか強聖う稼チームに申しこんで，大いに試合をやったらよかろう。，」

　（少墜落ク，6，k”1／，

○「髄無界的な水一ムラソ王になの匙う蹴んだからな。」《少年ク，9，41）

○「もうそろそろ退院でき簸うで電のよ。」（資；瞬外》

　（仮定形）

そうだ （　250　）



○「灘が降りそうなら，かさを持って行けばいいじゃないか』亘養料夕D

⊂そうね，そうよ，をうもない〕（語幹嗣法り

○「フソ，中黒蔓入の秘話か……醸白勤うね，これエv小説？」〈世，12，

　　7Sl，）g

O「でも菊池さんは，京子ちゃんを先生の方へとられて了って，靱だかつ

　　まらな聴う磁化《人，10，三〇心

　○「どうやら詩ができ’鰹うよ卦1少女ク，エ1，！5）

　○「今賦，一一一一eSlがふり塗う劃（少年少女，10，δ9＞

　○「生きていることは耐えてゆけ聖う喬落い気がするのよ品（婦朝，10，80）

　○「一寸試合がはじま匂勘うも慮⑳蜜轡《が。」（ロマ，12，f）＄’・

②伝羅，すなわ犠，r～蕊いう嘉（議）だ。」の二三続蓑あす。鋤詞，

　形容講形容勤詞，助動詞の「せる」「させる」「れる」rられる」

　「そうだ（様態）」「みたV・だjrたV・」「な、（」「ぬ3「だJ「たゴなど

　の絡止形につく。）

　（連用ヲ影）

○インド〕に一番似でいるのは浅草だ絶うで，　「雑然と物を売っている商入達

　　の姿に淡：いノスタルヂァr・一■を感じる」（新夕遡）諾うτある◎　（新，12，

　42），

　○私の夫も籔坂参三！疑に入党を蓬められた慕がある勘う・ごある。　（新，12，

　22＞，

○僕は深繊久彌君1こ鎌倉へ住むよδに説きすすめたが，物緬が高い穂うemp

　ないかといって開き入れぬ。（新，12，2鱗

　（fgrl：形）

○その上ii廷尉は近衛さんが湯河原で露分で書かれた亀のだセう2S。《交，12，

　5c？”）

○侮でtl＞，ソ連を頼りにして，ソ連に鑓らなければいかぬ，というよ5なこ

　　とを申上げた穂うだ。（文，12，53）

○近衛とい5人ほ聴き上手だigうだから朧されてはいけないと思のたけれど

　　竜，そ5ではなかった。（：交，12，49＞

○一晩歩いたのに，捕われた勉点は，駅容勝から僅か八キロのところだった

　竜う丁蜜。衝養幽，i2，89）

○長窟が赤城艦長二代，済二二沖で，発艦させた飛行機が，嵐にあってすっ

　かり行方不明になったことがあった聖うで蜜ね。《新，エ2，89）

○長途の籏をつL“けた象は，白昼の雑踏を遜けて，深夜の東京をしずしずと

　上野鋤物園へ歩を運んだ櫓うな。噺，12，42）

（25X） そうだ



　〔そうよetc．⊃儲幹用法）

　　○「その上にすみれの花をのせてあったモうよ」《少女ク，6，55）

霧．ゐ（だ）

　①動作・藤野が過去1こ行あ瓢た（経験菱含む）という慧鎌襲表あす。

　　（動詞，形容詞，形容動詞，助動詞の「せる」「させる」「しめるj

　　「れる」「られる」「なV・」「ます」rたV・∫らしい∫そうだ（様態）j

　　Fようだ」「だ」「です」などの連用形につく。）

　　（未然彩）

　　○～，たとえそれが出来ないにしてもこれを種に西欧側1こ再び闘囲会議を開

　　　かせて薄野処麗をポツダム協露の線にもどさんとするものであったろ5。

　　　《墓騒，　5．7，　王》

　　○「若い時始めてモデルに来てもらった時でも，今齪，興奮はしなかっ彊

　　　ろう。」《女諮画，6，54》

　　○「いま，おおかみが，ここをに．げていっfろう，どっちへいったか。」《幼

　　　ク，10，40）

　　（終IL形）

　　○薪行政院長閻鋤1；将軍は四臼台北で申央社：記者と会見，新内閣の：方針を次

　　　のよう1こ語った練：，6．6，王》

　　OあるHのこと，彼女は，ナイト。クラブで趨った嘘嘩の事俳を扱っfe

　　　《映，　6，　12）

　　○最初彼：女の母上はこの結婚に強く反1対された。（婦警，6．26》

　　○広川災霞党幹事長は十九難罰大阪から岡山に藤い允が，～《朝，6．20，i》

　　OFあの人の全集は残らずよんだ。」《宝，9増，133）

　　（連体形）

　　○ここでわれわれはかって天野一商按長が二年欄の前期大学案を擾唱して敗

　　　れfこことを，盟い起す。（卓月，5，6，　1》

　　○殊をこ｛tge株カミしeSt’らく買わ謹しなカ■っitだけをこ～　σ1芝，　6．6，　王》

　　○「沢村投手ほ，二本の生んだほんとうに偉大な投手だと思いますネ。」くキ

　　　ン，　9増，　117）

　　Ol宇宙の大きさは，二十億光年だということを読んだことがありますが，

　　　どうしてはかりますか。」《少年ク，6，52》

　　（仮定形）

　　Of水薗魂0ア・・ルに僅か0．2kgの劇｝（窪中から撒布したら魚や蟹がたくさん

　　死んだ。」《科，8，57）

　た　　　　　　　　　　　　　　ぐ252）



○行けと嘗うから行ってみたらば，誰屯いなかった。て寳糟外》

②動作・二丁が発了または雲現する懇味を表あす。④に岡じ。3

　（未然形）

　○勧作に取忌）かかってから一一一一一ヵ月単もたつのだカ・ら，もうそろそろでき上っ

　　知ろうと思うσ《費料外》

　（絡tE形）

　○この新鰯大学を法的に裏づけする圏立学狡設置法も騒会に．提職された◎

　　《ユ罰，　5．6，　1、

　○ラジオ気象学という言葉が散見し描した。（科，5，36）

　○この短期大学の新設によって，六，瓢，盃，凶の新学制には大きな例外が

　　認められることになつit。き鴇，5。6，王》

　○この危険感から，ソ連はベルリンの封鎧を，解除し，西欧側との国交調整

　　を解除し，函欧州との誠交調整を希旧するに．灘っ彊とも見られるのであっ

　　て，～綱，5．7，鷺

　（速体形）

　○われわれは絡戦後余1，に亀形式朗な改革だけにとらわれて，契質的な内容

　　の回暦を忘れてしまつ食感がある。（朝，5。6，王）

　○～，ここにやむをえず二年捌短期火学を生み撮さねばならなくなつfの

　　は，皮肉な現象である◎（朝，5．　6，玲

　○したがってベルリン封鎖がソ連にとって何等の利益をもたらさない状態に

　　なつfn場合，禰餓ここだわらずそれを捨てることは職こ不思議ではない。

　　練，5．7，1》

　〇二年制の短期大学が出来るなら，三年制の高校を二年延長し，四二蓬縛を

　　横すべりにした五年鯛の高等学校もU／来てよい。鋼，5．6，玲

　○学制上の形式を整えただけで教育の内容もこれにともなって向王すると考『

　　えることは大いなるあやまりである。《朝，5．6，熱

　（仮定形）

　○～，全席の頃になつkら果汁から，おろし林檎に移しましょう。　《三友，

　　6，　871

　0しかし二入は，どうしfら徳がとけるのかわからないので，～《野少，6，44）

　○下痢もしないのに体重が増えぬようでむたら，それに食餌の量が不足しで

　　いるのです。（婦友，6，87）

　○母が凹きつけて尋ねたらば，あれは風ですと答えましょ5。《資籍外）

⊂～たならば⊃

　○一部の入たちの利欲追求が，他の入々を不幸にし，その生活を圏懸庭にする

（　253　） た



　　としea　f＄らぼ，われわれはその利欲追求を適≧慧に鋼諭した｛），また時に．ぽ

　禁li：しなければならないであろう◎三二，4，22）

　○もし，ぼくたちのうちにこの機能の活動が申1ヒしてしまつ麺触らぽ，～

　　《人，5，85｝

⊂～たらよいeいい〕

　Orそこで今欝は，すでに織婚生活を鴬んでみる八達や，これがら結婚しよ

　　うとする人達のために，この夫婦問の性格の根違はどう解決しどう識訂ざ

　　せ愈あ蔑いか，といふ点に就いて，両先生からお駕ひしたいと存じます。」

　　《スタ，10，82》

　○「おうちのお手つだいなど私たちでできることをして，その上であそんだ

　　らいいと思うわ。」《少年少女，7，66）

③一作・作罵（窪たは，その織票）が継続して存窪する状態にあ釜晶

　とま蓑あす。「でい器」「てあ釜」で麗蓉換え蚤晶とがで自認。《①

　に同じ。》

　（連体形）

　○両氏の考え方は当時旧翻傷狡を撮存するものと疑われ，醐年制大学を動か

　　すべからざる原劉とする考え方にとらわれ彊圧倒的な意見の前に，敗れた亀

　　のであったが，～亀朝，5．6，王ン

　○一連のまとまった食指（洋食なら前蘂からデザーートコースまで）に｛＊一一一入

　　一枚とする。《輔，5．19，丑）

　O多少とも文学に心のある入には堰えがたい交章だが，大衆の一部の人々に

　　に薪聞記薯に似たこの：交体が錦って親しみを蜜す作罵をなしていることに

　　注意しなけれ1まならないa《輿：，5，39）

　○この便利な瞬時型の湖定1機を500｝く鵬以上隔っ彊3点に譲：けて～《科，5，37》

　○～，池に力瓶っ彊丸太棒の橋を渡る途中～（映，6，13）

　○したがって封鎖という蝦：も危険をはらんだ問題が解決されても，それが藏

　　ちに冷たい戦争の終綾を意賦するものでないことは外電の解説が伝える通

　　りである。《東，5。7，　王》

　○～，母乳，牛乳のような蛋白質と脂肪に温んだ食品を滅らすのですから，

　　～　《婁膏｝友，　6，　87》

④確認・一高。（誕嘆の気持縷含む綴まがあ篇。）（①1で嗣じ。津

　（終止形）

　○ヂ良ちゃんは今年いくつだっ彊っけ？」《ロマ，6，65》

　○「私，臓らないのよ，あなた事どこだっ彊かしら」《ロマs9ア89》

　（連体形）

た （　254　）



○ここにおいてもわれわ卜しは，われわれの書いたいと思5こと，し忘いと懇

　　うことを，そのまま醤’つたり，したりすることによって，われわれの自由

　が現実になるのではなかったことを，あらためて思い黒してみなければな

　　らないがコ世，4，22）

　○それほ亀ともとかれらにとって対岸の火ではないeいや，対岸：の火であっ

　℃はならぬはずのものでほあるが，箏劉ま対辮の火でしかながっ勲のであ

　　る◎廷入，5，＄5）

　○ところで，ぼくがこれまで語ってきたことは，愁んだるく翫評家の精・陣ト〉

　にすぎぬ竜のであったのか。入，5，84’

〔艦（勤・菰）多型た，ああした，～みいったαcの

○「愛の灯よ！すべての入の心に竜鰐るく輝き，私の灘ってゆく健康と1彗霞

　　の継界に，di刻も早くお瀧りになることが“’d，：cきますように・・…弓一一辛翼

　　の訪閲で，ほのぼのと湿められた私の心はこうし彊熱い斬｛｝の心でいっぱ

　　いなのであった一一｛婦：友，6，2驚

　○代りにソ連としては米英仏が統一ドイツの娘理でドイツ人の不講を買うよ

　　うになる：方が利益と考えたのであろ））◎すくなくともベルリン封鎖解除｝：二

　　闘するソ遮の態度の急変1こは，をうし彊判断による意図が蔵されているだ

　　ろ5◎鱗も5．7，1》

　○ヂあれは密窒トリックだけだが，全体のトリックの～駅烈しfものを作つ

　　て，そしてその下聞を見つげようという，遠：罪な計磁をノこごていろという

　　豪っけ。」　《宝，　10，　66）

　○それにも狗らず今侮正方形穂か髪訪膨獺かと，田横の魔に患ひ迷ふ入の多

　　いのはどうし衆ことであらうか。膿，6，25き

　○亀つと亀塞書全体の文章は純粋どころではなく，「学究1の文体よりもジ

　　ャーナリストの文体に近い俗臭のある亀のだとい）］ことは，ド野鴨の｝男」

　　（肉偉の門，大学の門，のあとに！）とか「三下生活みたまま」といつ津

　　低俗な標題のつけ方にも現れておむ，～《挺，5，39）

　c）「．～，身体のひ玄な時は大抵＝二十五興行のニナ爲翻｛立，虻しい蒔…でもi蕉51

　　聞は，今信はこの席，明難はあの席，階下で，二階でみいった風に，鰹資

　　艦を変えて樹勢いたして居匂ました。」《キン，10，9簸

9．だ

①羅定・指定⑳驚昧縷外回あす。判鰯辞のを絶蓑麟な梅の。　（体欝‘，準．体

　助詞，その他体欝対当のものにつく。たN“し，未然形・仮定形は，

　動詞，形容認助動詞の「せる」「させるJrしめる」「れる」「ら
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れる」「浸」「たい」「ない」「ぬ」「らしい」の絡止形につく。｝

（未然形）

○「おや，なんて1小さな花だろう。」《幼ク，9，鐙》

○すくなくともペルリソ三二解除1こ麗するソ遼の態度の急変には，そ5した

　判断による意図が蔵されているだろ5。《東，5．7，鞠

（連馬形）

○武智さんだったら，留置場へでもどこへでも行くつも奪だつたわ。」噺・

　7，　13｝，

○第三点は選挙運動取締りの緩和で，党や宵立候補者の運動をもっと離繍こ

　したい《朝，6、2◎，1）

○今Bの教育は圏疑：全体のための教育てある。窟僚だけの教育て亀なく，教

　育者だけの敦育てもない◎（朝，5．6，玲

○いや，薄岸の火τあってはならぬはずのものではあるが，事実は欝岸の火

　てしがなかったのである。《人，5，8麟

Orあッ，碧：様でいらっしゃいますか。」《婦友，9，37》

○「……すると前から，さういふことには興味をお持ちになってみたわけτ

　？」《スタ，8，52）

○いや，それ以上に驚くべきことに，たとへそれが存在しても，その嘗説は

　ひとりの実際政治をも左賓しえないてはないか。く入，5，85x

（絡止形）

○愈々呼物の野物物競走だ。《映，6，13）

○食べるものがいっぱいだったんだ竜の。《ひま，6，55）

○御：主入がアメリカの方だからだろう，～1婦友，6，26》

Orこれほ計数管だけもって来たので何も反応しませんがちゃんとした装鷺

　だとジャーとなりま一ずよoj（季斗，8，11）

○そ5だ。お医者にかかるお金なんかあるほずがない。　《ひま，6，55）

○「どうだ，この門端の艶は。」《i新，8，85》

（連体形）

○で亀，この1お嬢さまは，いったい誰訟のだろう。延ひま，6，53）

○「～侮しろキウリの出荷は短期聞捻ので，てんで瓢荷造まですると，キウ

　リを作る暇がXa127いのです。」濃，6，59》

○一二鍵の訪問で，ほのぼのと湿められた私の心ほ，こうした熱い祈りの

　心でいっぱい触のであった一一ξ婦友，6，27）

　（仮定形）

○二年目②短期大学が出来る然ら，三年獅｝の高校を二年延畏し，1日鋤1蝿専を

だ （256）
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○温言腸でおづ、呂塑勝嚇愚盛議論1ξ融購繭銘誼：婦

　　友，　6，　2ε，

○「蹄2でわ濾銃よ誘賜4の瀦で＿…，おや，訪・熱曝）妙
　　年ク，！1，15）：／’／／／’　t”’煎∵1ヒ冥・いり：癒鯨蝋し瓢弦きレ瞬鰐駅：手

めテ融・屍紡鷲践姦・享鹸を鵬働最り瀕季鍾兜蟹纏臨
　　セ影けとほレ紡藩あ萎乎蕊b父論詰馳1・露㌻曳・ヅゐ凛眠臓卜

○帥高子厭然囑の銅じだとい弛とにな。てい鱈から，き志野

　　定義でいえば人エ溢℃ノ彊誌聴涯蔽雪瘡’：詫だ逢う毒蔽合義ぜ楚あやな

　○「ええ，だ綾どなかなかそうは行かないでしょ。楓少年少女，嚇こ§6掛

　○「いえないのζ沖つばりわカ・つぞ渥幽瞭巨群環嫌だきん磁翰げ

　　るから，ヨべんまわってオジギをしなさい。．．］＜銀，7，37》　　　／．、　．．．tt．　．、、，，　／，lt

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　紘凄＝議　　鵡秘
　○「だって，くやこ．いんですもの！．1《少年少女，玲，11》

姦計聖雄爾門跡三関を襲覇∵￥漣塾β1趨蓬蓬礎繁ぢ磯菟蓼de騒紙》

　○これは普通，：盗灘こ寸法を註し℃努蠣綾嚢1∫鞭鴇趣li魂液瞬癬縞iしセ：幽い

　　くらか狂いが轟ますから，～繍：友，6，73》　　　　　　繕寵．津〉

　○われわれ甑蝋蕗ぎこのい窒～ゆ為内廊萱平曲なも1鉱ほ，1曙外茄ら蓼戴ら雅氾懲

　　認馬それだ抄で三管の条件たるに比抽，舳としては濡離隔あで
　　はないこ盛を箆iた欝姻：；晦糠鋤張、：｝訊1“1：ぶ野晒内こ⇒轄こ玉鍵ざ叩◎・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぞ灘の離鶉老藤廓戯嚢，・三二三戸蟄．1謬詑画引馨母畿ぽか暴で1漫済鉄その悩め赤ち

　　ゃんの発育に必要な等分が不許してくるためと，灘ま緒ぽど豪秀期年要と

　　　　　　　　　　　　　　　G嬉轡1＞　　　　　　　　　　　　だ敏



　　しなくなり，母乳の水瘡が多すぎて必要な養分が樋りにくくなるために始

　　めるのです。1婦友，6，86》

　Ol－実は私の家は医者で農業もやつでいたものですから，私虞身中学の制網

　　をかぶって国の草を取りました。それが今羅屯爾，訴で蹟の草を取ってい

　　ます。これては五入の子供より七人の子供の方が右難いにき＄っている。」

　　《キソ，　7，　88）

〔～じ初（睦は」のつづまった形。）

　Ol三月三三日じゃ策北の方はまだ雪があって全国で催しができないから五月

　　EBl＝したんだってさ。」《少年少女，7，65）

〔～で1ま（じゃ）ない〕

Ol陳知子さんIS．，僕を儒じて雌へきたんじ韓いんだ．バキン，8，2G》

　○「アメリカの場合にはそうじ轡悲くって，小説を読またい人がドキュメン

　　トふうのものを読むこともあるのじ轡然いでしょうか。ji入，9，98）

　○「いxじゃないの，他に誰も聞いてやしないわ，～。」〈ひま，10，68）

　○「やろうじgetsいかt－1《文，7，70》

②間投助詞的用法。

　（土止形）

　○「それは，だ，お前がいけないんだよ。」《文，6，82　ii

　O「・’・…さう思ふならば，だ，需には，まつもって，自分良身のことで，屯

　　つともっと気をつけなければならない点がある筈だぜ」《文，6，82）

〔だね〕

　Ofそれは，だね，べ一ちゃんの・・…’j《：交，6，「82）

③間投翻につけて，自己の態慶菱きあだたせる。

　（絡出形）

　○「イイイーだ！］（少年少女，1◎，11》

10．たい

◎願望・希望の慧：味をi褻あす。《動詞，助動詞の「せる」rさせる」「し

　めるj「れるJ「られるjの連用形につく。）

　（未然形）

○さぞ会いたかろうと思うと，ふびんでならない。《費料外》

　（連用形）

○｝，侮となくご入だけで話しiくなったので～ζ映，6，ユ3》
　　　　　　セ
　○「いや，いや一私，あんな詰らない蟹‘舎でなんか，絶対に生活したくな

　　Lsわ」　《vマ，　9，　89》

たい （258）



Orいや，死にたくはない，勿論，誰だって死にfくなんかないんですよ。」

　（入，8，40＞

○「それで，お父さんのいる北海滋にはやくかえり彊くて，夜，ふとんの中

　でなきました。」‘：少年少女，9，6⑭

○「だカ｝ら一一度象5会し・し索こ煮、つた。」　《菊翻ミ勤，　9，　86）

　（絡止形）

○明春の滲議院選挙には，驚肖党としでは八十名くらいの豪選を欝標とし，

　残る：＝＝十数名の六年議員と合計して蕎各の謬議院勢力にし沁い，」㍍朝，6．

　20，　Ii・

09しかし，生き匁いけれど到購即きられる濠）てのないどたん場の気持，そ

　いつがおそろしいんですat　bj（入，8，4σ1

0「僕も幸福になり彊いし，康子さんも幸福1こしてあげたいのだ。」（キン，

　6，　84ts

O「今ra　一一／B，こうしでいfいな・・…づ《舞膏朝，エ0，80）

○ヂどうせ，この車も，近く献納するんだから，お名残のに，一一度，飛ばし

　でみfVよ」《婦警，9，36》

　（連体形）

○「じつほ，今夜わざわざ来ていh－L“きましたのは，あなたのお嬢さんです

　な，お嬢Rcんのことにつきまして，その，お耳に入れたいことがありまし

　て一」（宝，7増，268）

○ギそうそ，あんたにあげたいものがあるの。」《少年少女，10，62

0「楽をしiい気持なんて，澱勧から持って粘りませんの。」《入，6，26、

○「行きf“んだけど，まだ一慶も行ったことがないんだ」　《脳少，8増，

　95）

○「音楽で，センスとよく云い震すが，i」r．ンi・に理窟では駄擬ですわね，妻

　　しなんか，密分で歌い礎い様に歌っているんですが，それでいkんですわ

　t議」　《趨レ，　10，　27＞

　（仮定形）

○行き烈蝿ば，かってに行け。駿口外）

〔～たが釜⊃（語幹に動詞を作る接羅語ドがる」のついたもの。）

　（未然形）

○「あの娘が，表から入り歪がらなかったからですJ（宝，7，10．）

　（連期形）

○では，サダが漏・S）　f　rb’・つてみると思ったのは，自分の思ひ違ひであったの

　か一《蜜，7増，44》

　　　　　　　　　　　　　　（259）　　　　　　　　　　　　たい



　　OFes　6きり物の見えた人だと思ひますカ㍉非常に掌び離轡，知rり煽ゆ

磁謬蝉繊獅のあっ轡と聯九陽堕、
　　○叉レフリーにしても労働墾係の軍質を理解しないため，成るべぐi当事蒼の

　　　欝廉納解決に任せるのがレフリーの任務であることを忘れて，やたら．に簾

　　　を欧きナこがe・《法5・・．Y．

　　（速体形）

　　○もちろん灘のやうな，漁醗ミで灘てる男が箆彊縄芝籍ぬら，お駄

　　　そ見辿はつく。《宝，9増，a4、

　　（仮定形）

　　○そんなに食べ彊がれば，どんな母親だって食べさせずにほいられないと患

　　　います。（資料外》

饗警、た懲

◎指定の慧味薮欝》す。文諜紘書㌦甥。群言翁よび沐鷺対当のも

　　のにつく。》

　　（未然形）、

9避難鷹驚鷺1轡にも麻騨鍬
○醗聯騰製欝華即く聯職

　　く遡形）．

　　6なにゆゑつひに霞己批判畑えぬめであら5か。仇．6，86／i．”　”　’”’

　　○苓さう、賦輝国避てなほ芸壷塚娚5るためド1騨弘満い
　　　魁唾・とや潤だ・帆騨：
　　（連蜘影）

　　樋齢末家の瀦を求めるに当り浮聴軍姫即納熱るこe’s．一く，
　　　嚢解髪萎＞iミ次｝こ交渉した。　《JSC，　8，　43）

　　○笹野批評駄祝と㊧禅がある≧棟ば酒瓠5・　85＞’
　　○～，単1嫡嗣裁判所判事：職編琉検勢焔のみに止った巻ほ，右旗撃墜準

　　　覇鰍肥るゆとしFぢて・これ補旗拗㌣もの跨焔・
　　　≦：泄ミ，　5，　51x｝

謄よぞ蜜

　①籔定の鷲味に讃手の聞手に慧す篭撒慧・丁寧冬の加あった彫e’すな

たるボです　　　　　　　　　　　（26⇔ジ



　識ジ鑑、rだ」の丁灘体。《・館鷺，準体助詞，その他，体認対i当のもの

　につく。た霞！，乗然形は動認形容詞，覇動詞の「せる」　「させ

剤rゆる」「鵬茸ら鵬コ「た」「た司「ない」「三軸回
0絡呈と灘τ，ま鳥越止形は，形容謁助動詞のrた⊥rたV・」陰窺

　Vbj　rぬ」「らしい」の三三形につくe》

　（未然形）

○「その入は，5んどうの，せんしゃてしょ5。j　iigjク，7，5◎）

Ol’どうずればいいのn’しぶう。」・｛；訂jク，7，23『「

○「しかし赤ちゃんは肥ってきたでしょうか。」（婦友，6，＄7》

　G朝」形）

○オ5もい設けないよろこびにはずんだ声壷でした◎《ひま，6，55）

○しばらくは抱きあったまし，口も利け’ません“C’　した。《ひま，6，55）

○「戦争が絡ってすぐ，乳母と二入で広い満洲を放浪しはじめた蒔からでし

　たの。」《下生，7，虞5》

○「学生時圏からとてもオペクが好き’こして，藤陳オペラの「椿姫」を見た

　のが最：初てした。」＜斉，6，36㌧

　（終止形）

　○そのほか豆腐や，納豆をつぶした亀のなどもよい食品で富◎（三友，6，87）

○南瓜やじゃが芋の裏漉，トマトの汁もよいのTすが，便が少しゆるむこと

　　もあ参庫す。嚇瓦6，871’

（）　「一およしなさし、v　～もう塞㌧・“C‘r蓼’よ。－l　Lwマ，　9，　エ07）

　○「その草野という家，いくら探iしたってないんですもの。j《宝，7，73｝

○「冬がきたからで9。」（少：女ク，7，湘）

　○「……どう‘ご蜜，大抵成功なさいましたか，貴女がおやりになってみて？」

　　（スタ，8，52”’

　（連体形）

　OF何故’ど蜜の？」《黄，8，45＞、、

〔なんですか：〕（闘投詞朗用法）

○陶で貌鄭大融れでζ熱〕ますから・こち臆さ・ば杯案内で
　　・・・…　」　《華童，　12，　72二｝

Qrでもね識んτ蜜か謙子が髄じゃないようなんですよ・」（tw・・10・・124）

〔です⑱・tの（接続言；舶勺常法）tt、　　t／

○「恥やゆ軒・・nZ　’一　＝．・嘆蜂しkr6．そして主にドダリードを

　　やbました。修学途中で亀って動員に三られ，その他外人教師がいらっし

　　やらなくなりましたので其の闘，浅野千鶴予先生1こも，一寸おつきしまし

　　　　　　　　　　　　　　（2δ1）　　　　　　　　　　　　　　です



　　た。一一で蜜から欝然蕎薬の麗朗は，｝r　dツものをi多くいたしましたoj

　　旛，6，29）

○「ぼくは戦争前からずっと長いことやって来でいますが，絡戦後の一年ぱ

　　それほどでもなかった。けれど竜虫年から今年にかけで，ぐっと打撃が上

　　って来ている。で蜜から一ティームのピッチャーは，八入ぐらいいなくち

　　ゃ足りないのじやないかと難いますねQ」（野舞，7，20＞

②聞投節詞藻用法。

　（絡止形）

　○「そこでて蜜，ふしぎに思う霧があるのですが。」《資麟外）

　○「しかしで番，なかなかそうはいきませんよ。」（費料外）

〔二「ご’すぬ　etc噺＝〕

　○「これがで蜜編：文学的に立看なものならまた別ですが一」《Ptマ，（3，

　　63）’1

　0fしかして田螺」と警’言は，＝ヤリと笑いながら，　「だからといって，こ

　　んな事件をいちいち取りあげて全濁に手配するなんてわけには，いかんの

　　ですよ◎両鑓氏が餌，五Bしたら帰ってくると肖分からいってるんですか

　　ら疑わしい筋は一つもありません。つまらない取りこし苦労をしないで，

　　tr’凄♪宇藩ってらっしゃし、よ」　〈銀，　7，　52’》

　○「今渡1水原さんが，入露ぶりにシベリヤから煽られて，そのまま後楽隅の，

　　：麓入火映戦の賑やかな欝に挨拶に毘てτ雷皐，いろいろとお感じに．なった

　　ことがあったと思うんですが，その見たまま，薩感したままの疑黍蜀多球に

　対する郭感じを，最勧に話して擬おうか……jt／キソ，9増，黛6）

　○「とにかくて富轟，死ぬことなんて何で屯ないことなんですよ，金くさう

　　なんですよ，～」《入，8，狙、

欝。軽い

　①離籍の愈味凝蓑あす。《動詞，助動詞のrせる」「させる」「しめる」

　　段しる」「られるGの未然形につく。：1

　　（豪然形）＝r一一一なかろうjという形は，同意の「ないだろ5」という形

　　　があるために，あ回り使われないよ「）である。

　　○紙会学とか経済学とかにかんする論交だったら，ロシヤ共産覚の霞詑長が

　　　執筆したとして竜溺に奇異の感を夢え愁かろうが，習語及び雷藷学にかん

　　　する論文だとV5のだから，たれの職こもfe　K’ごとならず映るに梱違ない。

　　　・こ資料外》

　　（連用形）

ない　　　　　　　　　　　　（262）



○赤ちゃんはお腹一杯になれば：盆べfSくなるのです。（婦友，9，87》

○これから生れる短期大半は，鮒銀｛揮1大挙1こ落第した学校の救済策としか受

　坂れえ柔くで騰白くなし、o　《覇目，　5．6，　王》

○師下野校などを無理をして四年翻の学芸大学に．し録くても，この二年糊の

　短期大学で十分こなされていたのではなかろうか。備，5．6，1）

○馳しか飲め怠かつた赤ちゃん竜，～《婦友，6，87）

（絡1｝二形）㍊「ないで一1の形も，便宜：上，ここに含めるo

O心蟻りへ鷺謡で訊いたが行方が判らない。《映，6，12）

○圏畏祉会金体が絶えず藪齋闘題に麗心を持たなければ，到底新らしい教育

　鮒慶を充鍵発震させてゆくことはでき訟い。《朝，5．6，1）

○三三冶協鍍会下成は現；窪のところ早急に契現されるとは見受けらオしない

　くiiiijl，　6．20，　1）

Ofおとうさん♪早く滞らないと，ことし愁また寒くなつちゃうよ」　《銀，

　8，39）

○われわれの肖「魏は，何を雷い，何をなすべきかを，偏見や情欲に支配され

　然いで，われわれの究極の欝的からする闘察にもとづいて，選択決定する

　ところに威立したのである。（批，4，22）

（町回形）

○一通りの愛槽でほ到底でき囲いことである。（嬬友，6，26》

○ところがこの無限嬢縮の要聡と，旧欄の腐等：轡門挙校カミ囚年制薪制大学の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　名に｛直しない災質を亀っていることがからんで，～（麟，5，6，1）

○鴇鵬が：食晶に慣れないため1ご下痢することもありますから，～㈱友，6

　87）

○～，助からtsいのは，はたらく：た衆である。《エコ，5．11，10）

○～，物質のために貞操を孕み然いよ5な二三な野駈iが～（婦：友，6，26、

（仮窟形）

○圏畏雛会歪体が絶えず鍬育問題に．二心を持た然ければ，到底新らしい教育

　鋼慶を充実発展させてゆくことほできない。《朝，5．6，1》

○持続隠閥はt／漁秒程慶であるからオシPtグラフでも使わなければ波型の観

　測ほ難iしい。《和ト，5，37＞

○「大学を繊白ければ損だからつて，勉強しでるんです。」《薪，10，77》

○「党ら蹴ければお金に漏るわ」《婦生，9，24》

○「一一眼に見えない亀のですヨ，見えもし菰ければ聴こえもしない，牛に．

　赤い痛を擬っでみせるとか，小心な女を懇鳴わっけるとか，さ5いふんぢ

　やない，投射なんだ。」《窺，7増，241）

（263） ない



〔～にす蘭融部費や准悲母興な魁¢tc・⊇：∵，　漏

こ：ごQ蟻駕攣露地ζ遮昏儀導、¢≧階糠蘭讐三智策か幽挙奪興的にも拝らさ回る結票

　　酌現象1騨奮轍㌔（エコ・5・11・≠黛》．齢　∴㌧∵：i，∵、・昌＼、、

蔀老舗期零含支季導犀黙と羅卸ζ…灘斥ζρ金騨賦為勢騨かも襲覇感銘｝：炉・犬

　　麹聴溢泌凋残導亥為亀ρ1讐1墾ぐ削四かなし窪灘5i姻・．野掛黙

　○～・これは特殊な専門的簿蜥饗育蜜要す馬も勾ζ嘗て轡掃墨郵∴ζ、誓で

　　も・～《朝5楽馬≧二・1∵・　…∵ビ・．、＼…ド．＝、，∵．，

　○「とち・うで、・嫡無憂r嫉が轟轟％だ・バぢ輿・、．法器一

資曾τ・照お：画μ副馬1§輯鞭獅！！『｛勲鎚脅郷㌔。外∵臥繊∴、㌧

　○～・うれし黛噸拷、聖：ぐ鰭饗う郷，な？’『きまし・軽、1ひま・6・．　・：『弩》

　9驚譲鮮津養坐ぎ働で群轡搾㌔㌔隅β陣∴黛、、　　、、

・駄臨この鱒で・漁・・そん鵬・ご・を軸畑町儲
　議焼肉｝？允r蒔きど㍉7し1引戸、．．tt　、　tt＿tt／t亭ド、、：．．．、

　〔～なけ翫ぱならないe重。．⊃　　　　　　　　　　　　　　　“．．

」ρ簡燃鶏勉・癖1塁鞭1や．も賦課本鱒騨テ換露繕う層琴境奪｛牛ドキる変

一ゴ｛購灘灘塾釧ナ烈郷や慈舞い瞬∵臥◎無・1旨唾．レー，ンぴ．沈

　○現卿5ち1幽く漁戸・鱒韓’齢騨騨概堪鱒囎1鱒腿断
　　されなけ戴慮煎らぬのであらうか。《入，5，8輪
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に　　パ
　○～蛋白質と葺髄露量を拝菊瞠蓉すρ雫言か弼，，蓄（『ゆに々やもの堂あ

t：ゾ；ぜ離懇望鯵、曽壌撃轡・轡藤壷ii8窟・ヅ・∴愛．1．1・、／tt＿．．．、，

　○～・・照臨瞬匝興1噸騨を剰雛繕轡騨舟蛤回
転鰯7》一富頃ミ∵い∴．，＼ζド，い鴨、想：、、；∴　、∴：∵t／

　○サーカ咽の伽ツキ共と争っても断乎・この蓼賊を暴か燃露髄

　　ない。績烈7尋3》，，t、．∴・∴＿㌶，1／二．∵　、，1．、、

9髭菰灘蘇蜜ア鱒・～等附解轡2“糟隅だ

ギ9：F『…鮒ζ髄『もな1㌍さ『『i響遡津τ騨騨撫㌻な鱒移駐て響取ρ1『郵

　　脚脚琴鱗轡騨瞬鞭勲剛胆騒幽魁鵠
艇藏隠ぺ噺ゴ疑：一論難厨，∵◇脚厨蝿・コ認，嘱1．・、
〔～な1娘ばよい樫いい⊃　　　　　∴1．瞬：i，，　．，t一，：1：誓｛｝

　q恥静！総出傘撫論意壕、ρ漏壷ρ霧雪熊翻鷺廼で茸う」
　　　（ロマ・6・婆9＞　　憾翫説、距楓擦…必謡：ご♂鰍隔ジき

鵡㍗晦《餐毒齢㍉斗・訟タ翻：二．∴1詩、沈圏．、1虞蒲∫・㌶、、・、

5q「弓れ穿や、あ、づ？にへをやζわ塗鰭鰯、講糟癖。」《幼ぞ弓9㍗、23》

　○「しんぱいし　salくても轡よ・購干斉〃・」融毅・．71，鱒，

な黛玉　　　　　　　　　　（3餐9、



　　○「よかったら，いろんなお話をしながら，……私，無理に踊ら熔くてもい

　　　いんですもの……，悲話を，t’agいなヵミら，私の方の用件の済むのを待って

　　鮎いい終ナ璽」ζキ・・8・．2・》

㊧勧誘・袖幅め気持をとめた質臨毎懲味を蓑あす。《⑳に減じゆ’

　O「v’・らら’し．やらない？”，i（霧詩罰，6，27》

　Ol”・今鷺，一一しょにかえら獄い？」（少年少女，1◎，58》

　○「家によってくれない？」《少年少女，10；⑫

〆：辞籾随レ罫れ事終轡秒ちi9・　59！、
　○囁舟臨め凍寒づけて下さら激い？」麺マ，’6，65》一’

⊂～ないか⊃（⊂な＞Dに比べ，’した手め三三や柔ちかさが薄い∂

　　○「澱長，食は怠いか。」《新，8，8σ1　　　　　　　　　　　　　、

　○、「ラ起き鵡L、爵｝oj　（薪・　8e　＄3）

　囁○「その鼠を僕にくれなびか。∫《入，6，10ヂ

　○醗孟）に1泌らず誘うから，乎謹っ’そいてくれないか記《キン、t8，20》

　○「ひCtつ，鴬から話してくれ捻いか？」《キン，6，84》

雪鰹寵餌勲鏑rρ形で騨嘩購わ
　　qr麺郷瀕の画ル母ら⑳か編網噂1・》
　　○「だれか来捻も、鋤Mなあr－03《少女ク，9，40）

9鵜膨欝獄つと婚電1ま岬がでてこts　L’　abs

　　O「そうねえ，まじないをい6て戸をあけたら）’ねむりにんぎょうがで

　　　て菟沿いかしth・」，，（幼ク∵10121）　　　　，、，

○恥糊嫡堪1魁即んρ縮さ榊鮮賄三
三．激る

む鮨定の：懲瞭竈表あす。文語飴な窟い：方6　（体需器よぴ体書対当の1も

　ρ押鯛噸輪ξ．199　　　　　、、＿．．／t
　　（未然形）

　○技術とはたんなる小説作法ではない一誠実に生きる方法めごとにほか離

　　餌尋r噸・第β6㌃へ　．，・／t／t、、き

　○～，一応朗瞭にその解決の方両を示しでいる6妾れのみSSらず，これより

瀬頭ミ融嘩騨！！陣酬㍗礪三惑勲よ15，r，槻弓
．ρ成魚牽油蝉千？㌧こてさネ歌・、τ晦画吻L、一．，．

　　（遮用形）
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　　○それこそ，予予酌行漁に厳か懸鯵ません。《費隅隅》

　　（連体形）隣「～という～」「～にある～」などの：意昧に用いられる。

　　Oしか篭》に潔来醤掌的枇界観露勺な原陽なもっこの顛商を大搬化する要素とし

　　　てy艶リスト澱そのものの巾に千早薫圏説癒患屯のがあったとい5ことが

　　　一一一　（，pa？，　1，　38＞

　　α1〈醸甑麟鈴木先ゑ琵に一箪啓滋。横料外》

　　（叙：這ま形）

　　Ol”爽紗午が八噂閥十五分蜜までに死んでおれば，猿子ほ不利，それ以後熔

　　　れば薇八十魔の奪鉱織です。ゴ《鰹，9増，62》

驚。轟（ん）

　①欝濾の懲味密嚢廓す。《動詞，形容罰，助動詞の「せる」「させる」

　　rしめる」rれる」「られる」の未然形につく。》

　　（遼用影）

　　○敵治家は撫糠おそれ麟その檸在を難に黙殺してみる。（人，5，85＞

　　○～，それはこの藷述蕾が從来の鍬男猫に特有なアイマイな蓑現を使わ蜜，

　　　覗伐と蓼類旺顯からjl駒綴み，極めて萌快に～《策，5，6，1》

　　○「それはこの願僕の姿がすつか硬元気がなくな参，・食慾もすすま蜜，何と

　　　なくいらいらして来たのだ。」《野望，6，55》

　　Olそうです，研究斯は終戦をまた凱あの復活祭の夜を牛後として三脚上

　　　壊滅してし寂っでいたのです‘jftlrStSt，8，36）

　　（蜘｝二形）

　　○機雛は鷲挺しの蝋能の仲張以タトに＝なんの目的ももたぬ。《人，5，84）

　　Q域上のような判断勘すると，ベルリン封鎖解除を離にするソ遮の態度の慧

　　　綴が極蜜にも彫蟹を：及ぼさないとにいえ搬。《嬢，5，7，工》

　　○～ただし夕燭船に対しでは中圏購閥の貨審輔送1灘絆され翻　《策，6．6，

　　　王》

　　O～無理矢理押村けられた少額の儂財に9fi　ljもなら轟とい5弱点をつかれ，

　　　｛げ《｝簑：，　5．29，　］皿〉

　　（逮体形）

　　○ガソちゃんとダンちゃん，患わ搬野洲から患わ轟く：lr　1）を季に入れ，｛哩《騒

　　　少，6，嶋

　　○さらにそれを世界的に拡大するならば，ソ連としでは危険を伴う闘険を敢

　　　えてせ搬ほiが鐵薦にとって麿利であるとい5轡幌糠翫に纂いたのでほな

　　　かろうか⑳環，5．7，工》

漁　　　　　　　　　　　　　　（266）



○帽謡扇測楚の研魔を続けでいたが講座の．しら誘うちに敗戦となった事実ほ

　一般に知られでいない。《科，5，36＞

○いや，対摩の火であってはなら磁はずの感のでほ凌）るが～《人，5，8覇

○素語の国論は備ら瞭ように。　鱗春笈，6、871

　（戴驚形）

　○～，多数の禽件を総合せ轟ば単摩屯には織醜しえ酬い嫉蟹の臨の懸轟るes

　　t・’，，，．　＝，　“r．11，　10＞

（～離せん〕

　○赤く変身して：も，霧はあり驚鱈んQ〔婦友，6t　87》

　○硬水淡素ばか脅の食餌饗罵》赤ちゃん1票臓みし，下荊もし寂懸ん。　｛婦霞，

　　6，　S71｝

　○～，ひどくならない5もに．必ず購療幽幽けなけktばいけ嘘せんゆ　乱病友，

　　6，8偽

　○ただし斑ですから特に新鮮で上簿な屯のな選ぶのは欝5までもあり蜜餓

　　ん。《婦友，6，＄7》

　○「構ひ霰琶んと亀。」《入，6，27》

　○数絵ほ，zE＞う勲爵：っでいることができ蜜鋤んでした。《ひま，6，5鯖

（～ねばなら1織etc，〕

　○新らしい革ぶくろには，新もしい灘を盤ら麟鳳然ら搬。㈱L5、6，　X》

　〇九雑卜書務激瞥の機会均簿は縄入に．亀保灘され臆鷹稼らぬ。〔覇，5．6，1》

　○くわしくは歓会学潔の研箆に謹た澱ぽ然騰鉱覧・が，～騨t，5，39》

　○～形式的な穴……三鋼を命科礁条としで圃嫁してきたこれまでの方針に一・火反

　　劣を求める竜ので麟くて櫨鉱ら紬◎（朝，5，6，1》

　○～，懸人的海台をも㈱下し融けれ鷹然ゐ雷，～〈入，5，85）

〔：患あず，～⑳み額勢ずetc，コ

　○見物人が思わ雪撫1び声をあげた瞬闘，～《ギン，7，32’》

　○高義被会ゑ：体が羅蔑蜜撒麿開題に騰心勘持たなければ，到鷹新らしい鍬育

　　舗度な充爽発展させでゆくことは幽きない。《覇，5。6，1＞

　○「他人が発部，いや塊球上の入關が一人残ら蜜死んだっで，俺ほ死なんゆ」

　　（sc，　7，　71＞

　○「いや，あと半農建1う雷，節句驚での約東です。」《ロrd，9，89：・

○そしてそれからで屯既に40年；を目してみる。それにも拘ら蜜今爾班：方形穂

　　か長方形櫃かと，田櫨の慶に思ひ迷ふ人の多いのはどうしたことであらう

　　かe（幽6♪25》

　○「私は勿輸溜ま憾ん趣懸：敬するが，それに鱈藤雷櫛岡鱈の入物に滝敬服し

（　2G7　） ぬ



　　マおる・」鋼評，19・1Q3》，，

○一軸ならい蜘ら雷・鞠恢復衝一個ρ燗が・～珊嘩瀧受
　　捗～牽贈鮮の騨ってゆく樋｝鯛r・39）
　oところがこの年灘嚇の要塑≒・IH’ltslの粥；事門三四四三班三三の

　　名に値しない笑質をもっていることが添らんで，ここに簿竃壷允雪こ二年制

　　短鰍学輔導さねばな塗くな？たのは三三三三である・鵜
　　5．　6，　1）

　○が，それなくして零丁は生きられぬのみ松ら蜜，社会竜また，それなくし

　　て存立しえぬであらう。《入，5，85》

○「どうか緯か咳7」（禰・β・聯

〔ぽかなら巌etcj

　Q織鯵弊即ζ躍何んとかレ鱗iデたいが～」舟生・12・⑳
　○全く血も涙もない怪しからぬ話である。睦ン，z32）

　○その夜只ならぬ音を立てて鼎って来たワーガレヅトとスーザンを見た伯父

　　のビーミッシュ博＝ヒは，～《映，6，13》

　○～，と13わけ中小商工業者が積極的にこの運動を推進しているのは誠に無

　　騨晦ρ蹴あるが・～繍6・　16・王）

〔～ずに⊃

　○「でる㌻慾先もゆ郵・・と？ぜんいなく樋などとい潮はこ繰で

　　r度鱒力｝？栖ぞ砕こと軽れや人で儲んぜん細ませんので～」
　　（銀，、．7，52》

　○「騨、騨ずらしが・〈・腕騨で蝿・マい恥のなら・ma・Y・iもくれ

　　雷にとってゆくので，時計は家の申にかくしマおいた。」《少年少女，9，

　　65｝

　○「よけいなことをいわ劃ζ，帰れ」《銀，7，、55》

②〔～ません？〕9Z）形で・勧誘依韓爾気持のこ6？た三間竈表あすe

ρ隆恥もう少し貸して恥・て戴け飽ん？」蠣友6，・　57》

　○絡点で陶省灘のilかえ漸宿e＝つくと，瞬茶をのみま齢？」，　tや

　　解さん瀬・た？騙事・6・54》．、

　〔～ませんか，～ませんかしら〕

　○　「ネッ　た裏映し、ま母ん露、」　《ロマ，　32，　98》

・9嘩《、でれ・木工所のX“＊・世話職難んかし・s」　（3Z・，9，　SO》

a6・’・・　・一＄sうだ（ふうです）；．

鱒薔郷触に鱗状御・ある・～ζし・う辮燭る蕊嚇

ふうだ　　　　　　　　　　　（2δ8）
　ttシ



　　ような慧味菱表あす。〔こ（そ・op；ど）んなふうに〕〔～いうふうに

　　（な）〕の形で競いら劇ることお多し｛。翻言の連体形につく。）

　　（連矯形）

　　○筋も些碑風ir・やれたりで購嫌せん三三転2・1瞬
　　○「それはどういうふう’（t違5「きしょうかん」《婦生，2，188》

　　On一・、入厩に一とい嘱もこれか削1鋼か～鵬◎％1》
　　（織ヒ形）

題蹴蝦鯛髄難しお」欝欝
　Q隣あい闘うなものρ肺です才・・叔新1・1町

○鰍鵬1甥醗轡鞭1轡騨τ欝
欝。べし

　◎当然の慧味菱表あす。文語触な書い方の残存。（動詞，助動詞叩「せ：∴

．1羅臆繍撮鰯癬聡警叫騨
　　（未然形）＝「べからず」め形で，耳塞の憲床を表わす61’・

　〇六羅義務教育は何といっても動かすべ迩らぎみ國斑教育の塞底で凌）る。

　　《蜷5・解》．
　燵膨）、．、

　○果して然ら鵬裁翻官めうち，判事補よ6高い三三を要求される蓄のに在

　　職た鵜た野司麟灘嘩陛言え・峰山者；∵ご拡弁
　穫燐腱騨μく謎？丸灘己審理洗鯉案が遮蔽繊の裁
　　糖に興し鰭曝を挙弊α・観て渉雛あ・融三冠三叉
　一圃脚騨鵜た髄も戦苓べく詠たジ三郷の方面におにも・
　　検察庁」菰条…三…項によ15二級検婁ほ；’～，前記糠準線と岡三点点として扱

　　5べきではなかろうか。舷，5，51）　　　　　　　　　4

　0～，且つ，前揚の最透履歴勺澗における新弁護土の学鷹憾歴等の程度に

　　鑑みるも，この標準を維持すべく，維持して可なりと考える臨めである。

　　ζ法，　5，　5Z）

　　（絡止形）

　○～，論鷺が，ことさらに理想論を今直ちに実現すべしと強調した軌～

　　《法P5，き1）　　　「’　♂　　　・♂　　「詰　　　口
　○～更に一定の法律に定める試験5ζは趣考を条件として一舞歪すべしとする見

　　　　　　　　　　　　　　（25曾プ　　』　　　　ベレ



　角皐（｛u・）蓬｝あるカ㍉　～《ミ侵ξ，　5，51》

○～叩一ガレットは，ディックに対しでスーザンと菱際すべしと，云5磁

　令を下した。《映，6，13）

　（遼体形）

○今臨驚くべ灘ことにひとりの政浩幾解鍮薪浮在しないではないか。《入，

　5，　Ess）

Orそうしてこれからのわれわれの轡楽羅鋤としでもどうして報歌劇は盤に

　するべ奮癒の噂あると思います。」《籍，6，26）

○～，新たに定めるべ盤弁護：七費格の水野もこれとnd致せしむることが適当

　であり，～《法，5，δ1》

○～株儀にはこの｝ヨヨ井本祇など力唱縫本社に，比しての劇安もあり買われた

　灘慶で，特にみるべ琶影響亀町＄なかった　《東，6．6，玲

○～，わが睡i今後の法蕾界の辿のつくべ奮藍1襟と，～《湛i，5，5鱒

署8・瓢・

①測定納慧志牽嚢あす。（四段活動の動詞，助動詞の「ます」の絡止

　形，四段活罵以外の動詞，助動詞の「せる」「盛せる」rしめる∫れ・

　る」「られる」の朱然形につく。》

　（絡止形）

　○ざすがに私は霞分の莫迦正濾が欝惜しくで，何故私亀一番いい藩物を藏て

　　来なかったのかと患うと，妙に気が沈み，それをお友遼に気付かれ震いと，

　　心の中で焦っていました。．《ひま，12，25》

　○すると｛ノ1榮｛勅がきて，まだ一鐵の定量の仕箏を遮照していないので滞す

　　蜜いとし鴫　9’この属本人たちほ，怠け潔で，一一鷺の仕纂を遜平していな

　　いから彌っちゃいかん」という。《婦画，12，90）

　○階弓長は長官の顔を見まいとするのである。見るのほ卑屈である。噺，

　　12，　8S’）

　Or輿さんを人翔にふれさせ畿いとして，灘脳を入れて，しまつでいる察羅

　　！」　（郷友，　7，　5盆》

　○具体的な冤哲人の謝はさし障りがあるから雷ふまい。髪薪，12，2鈴

②否定的推難謹1袈おす。⑫に同じ。）

　（終止形）

O　～tlwaらない天気予報1、の悪評を除くことも単なる夢ではあるま駐⑪

　　斜，5，37＞

まい （270）



○～，会議の前途は必ずし屯楽観を許すまい。嘲，5．7，王）

　○「今難「やに擦本図を仕上げませんと，恐らくこれ亀明鷺までほもつ憲いと

　思います。」《宝，8，37》

　○「白陽の大倉のボールIS，とても打て蜜い。」ttt少年ク，エ0，1纏

○「絡戦後，男女の風磯がすたったとはE｝aせ，何も，そこまで灘予を模倣ず

　　ることもあわますまい。」《文，6，89》

〔～う（よう）と（が）～まいと（が），あろう轟とかある窪い凱とか〕

○織が照ろうと照るまいと，どちらで竜かまわない。談料外》

　○「起きようと画きまいお，おれの勝乎だ。」《費藤野》》

筆9．ます

◎無手の閣手に対す釜丁曝な気持の嚢蔑を示す語。《動詞，助動詞の

　「せる」「させる」「しめる」「れる」「られる」の連朋形につく。》

　（未然形）　：興せん（ぬ）｝〔ましよう〕の形でのみ用いられる。

　○「心にはかげながら，あれっきり，御無沙汰致して厨りますが，淡して，

　戦時中からの御恩を忘岬したわけではあらま世ぬ。」〔文，6，8鯵

○千鶴子の声にはまちがいあわ驚琶ん。《ひ懐，6，55》

O元気のない赤ちゃんはありませんか。《婦：友，6，87｝

○「近くですし，木工衝の方へお世話願えませんかしら」敬：，9，90》

○次にnt番多い前身頃の打禽せに作る場合を取り．ヒげてみましょうol鎌友p

　　6，　37＞

○「さア，おばちゃんといっしょ｝こおんもで遊び憲LS5」餌俘，6，70》

　（連朋形）

○＝二野が話しながらあるいて行くうちにどうやら道をまちがえたらしく，と

　んでもないところへ出でしまいました。纏；少，6，44》

○乳しか飲めなかった赤ちゃんも，いろいろの物が食：べられるようにな参戴

　　したオーa◎《婦友，　6，87》

○「音楽学校は始めからでなく遺墨期から入りましで二年後は卒業でした。」

　《音，6，27）

○「では，避妊薬公認につきまして厚生雀の一一丁閏断雲から始めて頂きまし

　　よう。」《濃霧画，　7，46》

○「そのころ背のとても高いおすも5さんで，出湖嶽文治郎という人がいま

　　してね。」（少年ク，9，40）

○「はじめまして。」《婦：友，6，36》

（　271　）
ます



　　○「篠ってましたゴくひま；エ0，69》　　’二　　　　　一い

　　（終止形）　tt一．1；’　・　　　「tt／t♂・1・一．ニ…、、

　　Oこけると翌翌のよいピソタ・クが錘擁上り認σ蝿瓦6∴73妻∴

Q黒瀬騨進出醜索餅轡轡r野飼
9灘熱讃ll騨r下綱軽邑騨〕『∵午▽時

　　O「私の修学時代と痒しますと；皆様と少浸かわらでお虹ます6」暗，：6，・

　　　27｝

　　○「1まら，ちゃあんとあなたのお菓子も運んで来ていま蜜亀の。」《入，10，

　　　104＞

　　（連体形）

　　○薩臨いたし欝ごとば，㌦使い雪をよぐ巌退る．とい舜．とですね討蠕瞬∴

　　　7，’46＞＼ビ．　：．’・一：、1’1’．・、：：t1．tt・∴1∴・、

　　O「～契1ま1この子の父に，この子の生長ぶt」を一蝦晃ていただきねいと

　　順じ纏めが，麹ゆ～ゴξi貯ユ2ヂ72kJ・∵t．　ttt・・∴職∴かこ

　　Orい画家にびろこもろ高いま：歪め窩穿供霞め母め套紅ゴ濡々議その奥

　　　さまと浄δHlこかが6ますだけで，南江博盤の奥さ嶺竜デや謄｛）1必要をとお

　　　してのお知合でございます」峨婦：友∴ケ；憾2譲1．　1．／　．．　∴∵∵、・、：、ゼ．．

　　○「あと転属う踏，「あたじも嫌ごさよなちし物書のよ，∴お星さ剥．馳や，

　　・6，　69＞　’　’・’　’”・，・・　・’　・・’・　’…’・’・．・　1，’．・，，，・，IV’

　　○「父が游から探偵事務駈をやってを参ますんですけれど，～」餌タ，・・8，

　　　52》　　’　♂∵’∵．tt・t∴・一∴　；　　㌦一∴謀，　・’　；”t　ttF・二：、

　　（仮定形）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t麟i窺＞

　6でぎま糠感崩由訪か漉・v鳶したい1と枕ます認費繋桝》ぶ∵，

　　倫令形）轍語的表現の熱ヒし鍵ゴが三三置…・旨き烹・・∴℃へ

　　○「あなたも湘塗晦・さ這ごま醜」・1婦i3（；　i・㌶心急…膏・ゴ『’ン黛◇

器㌻縛蝿墾鷲こ霧縛歩高義∴∵∵貿ウ

　　○「いらっしゃいまし！」《人，9，1161　　　　　　　．焦1湊　・曇

aαみたいだ（みたいです）　　翫、，，総∵，a

φあ蓄婁痂ξ植6輸た繊ぞ¢・；寵し勝意蜷三島ず彦1淫《体蕎・また

　　は，囎の連体形につく。》　　嘱〆辛・欝輩撫瞬
　　（未然形）　　　　　　　障・’”’　p：三二：li∴∵鼠㌶濡誉ひ

みぜ醗　　　　　 （蛎鍬



　　○「あの雲，ちょっとyヒツジみ舞い舞ろ弓？」（貸繋クi．b

　　G童脳形）

　　○私は多分が叱られ℃みるみ勲い鵡頭を下げた。《宝登9職，35＞

　　○「～一一一一i珂しか璽っていないのに＝：一廻っているよ5に……，ちらちら光
　　　　　　　　　　　　　　　ず
　　　る。～余計しかけみ勲いて＝細一ぺんにi羅して～。」〈婦生，2，62）

　　（終II二形）

　　○「さ5，我々，翌って女らしいわね，霞分で褒めるみ脅い擬げど，」《ス

　　　タ，　8，　！7’．

　　（遼門形）

　　○「冗談ぢやない，そんな女学生み伺い穏買い夢を見てみる時代ではないん

　　　だ。」《宝，9増，！43’

　　○「俺なソざアこれで亀金轍会社の軍役さまなンだから笑はせるみたい触竜

　　　ソさア」ζ案，§増，飾｝

　｛み翫いthみたい船etc．二〕（語幹用法）

　　○「なんだか，あたしの顔を睨んでほってい石みたい⑳」くキソ，10，5◎：！

　　○「まるで麟嬬iみ勲い轟」《婦生，2，鴛袋

　⑫倒添の慧味薮蔽i撫す。（①に詞じ。う　（あまか多く1流用いら飢ないよ

　　うである。）

　　（連体形）

　　○「大変な肉舗でありながらなかなか芸徳家であり，科学の：力をしってそれ

　　　を種にして入を志したむ了うけたりしている。あの入の描いた焼物があむ

　　　思すし，それから紬絵の薦洋学入の図などとい5のがありますし，通儒博：

　　　物館にエレキテルという爾がございますね。それから本草の博物吏み彊い

　　　撒電の，劇作や臓文，そのほかあ1，とあらゆることをやつでいる。」《新，

　　　亙，1鶯

　　○「tw，私ら融鵜い穣，いろんな重蕎になるような丁子や周閥があるから～。」

　　　《戦友，7，3購

　③甲羅かな，窯た轄灘勲な階驚，蹴鵡羅…定の慧瞭籔譲i痴す。〔③に岡

　　1）。｝（あまb多くは旧いら航ないようである。）

　　（紬と形）

　　○「かぜをひいたみ舞いだ。」掻艶回外）

灘．よ爵

　①攣縮醗蓑飾す。灘段濡灘以外の動詞，助動詞の「せる」「さぜる」

　　　「しめる」ド匙る藩ヂられる」の未然形につく◎》

　　　　　　　　　　　　　　　　（273）　　　　　　　　　　　　　よう



　　（終止形）

　○「あしたの試合にホームランを打ったら，肉羊を一びきあげ義う」1野少，

　　8増，108》

　○次に，第二の，葡任地における登録門限の問題を考えよう。《法，5．5鱒

　○ぼくはこXで，時聞と塗聞との相萢性を，さらに絹対釣にひつくりかへし

　　てみよう。《入，　δ，84）

　○由比が，そのとき，上諏訪に一泊しよう，とお竜つたのは，その時から十

　　五六年まへに，その町に，たいざいしてみたをりに，片思ひをした女に，

　　もし逢へれば，と，かんがへたからである。《文，7，8α

　Oマーガレットは彼を二十年の刑にしぶうと思っている中に，～（映，6，

　　13＞

〔～ようとする〕

　○いったい，このi教科書は「はしがき’」に「～」と断っている通り，ほんと

　　5の民主主磯の意味を分り易く解説しようと蜜母亀のである。　練：，5．6，

　　　1＞

　○さらに一部では，その意図は西ドイツを欧州復與の麦柱として再建L＆う

　　e＄IPマーシャル計画に薄抗する手段とさえ見られていた。《朝，5．7，　E》

　O中等挙校はすべて高校に昇飛し㌫うとし，高狡はすべで大学に昇格しょ5

　　と焦った蘇，～《朝，5．6，　1》

　○「きみが川をとびこえようとしたとき，ほうりだしていったのは　ぼくの

　　犬だよ」《幼ク，10，59）

②勧誘を蓑わす。（①に溝じ。）

　　（絡止形）

　○「じゃあ，のぴっくらをしよう。」ζ：幼ク，9，22）

　Ofさあ，もういNかげんにして飯に．し，ようよ。」《人，9，6》

　○「うん，それがいX，また折をみて，二八でゆっくり考へよう」《宝，7堰，

　　2tll’，1

　0「ビフテキをたべようよ」《新，6，89）

〔～ようでは（じゃ）ないか〕

　○「そんなに．しんぽいなら，ひとつ，かけをしょうじゃ灘㊨ま琶んか。」《幼

　　ク，9，エ3》

③推趨：・想像を塞あす。（①に陶じ。）

　　（予州形）

　Oこ玉に論理上の欠陥はほとんどないといえよう。練：，5．6，E）

　○～，従ってそれは，結局，司法政策の問題であるとされ蕊う。繊，5，

よう　　　　　　　　　　　　　（274）



　　　51＞

　　○また吹雪や二二一これは闘東地方で瀞の1豊じめによく趨る亀ので蕊

　　　一も電葎をもつ傲粒子が運鋤するものだから　これらから察電が発慧三争

　　　ることも容易に理解されよう。《科，5，36）

　　Q盛電発生の原困としては次のものがあげられ菰野◎（科，5，3④

　　○ここでも米英仏が難しい闘題に．ii筆慰するのは瞬らかであの，こうし致こ幾界

　　　鯵勢を勘案すると，ソ連の態度が急変したのは世舞的な客観的条鷲；を考磁

　　　した結果によるといえ轟う◎《東，5，7，F．〉

　　（連体形）

　　○生きていれば十分能力を発揮できよ費竜のをs惜しい審をした。《資野外》

　〔～ようとす監⊃（動作・作胴が実跳の寸前にある状態を描証する震い

　　方。）

　　○秋の日ほっるべ落としと雪われるが，簿は早くも藤の雌こ没しよ費撚。伽ぐ

　　　いる。《i費料亭緯

　〔～ようと（爵の，～裁うと（罐憲）（げ寒臨隔ゐ（灘蕊）⊃

　　○「そのためにどんな螺線をしでい訟う急，ひとにはさも御生楽に晃えるら

　　　しいから。」ぐ顕，8，78）

　〔～よう屯のなら〕

　　○もちろん彼が倒れて頭蓋を打ちでもしkうもの訟ら致命的になる。《ダ4p

　　　5，　1121）

　　○うちの子供が外へ患て，下の階級の言藥を覚えて来轟う毒の綜ら，象1羅さ

　　　んが目しく訂正している。（文，12，80：｝

　　Oところで，こんな具合に，鐵他の生命を軽視する連中でありながら，あな

　　　たが若し，彼等に，肉って，戯しい戦争のおこる町能性を語りでもし訟う癒

　　　の怠ら，あなたの擁薫も抜いて塁れんず勢ひでいきわ立つのですから、不

　　　思議です。噺，2，58）

　④疑問・質問・反語⑳懸味を嚢あす。　（r鵡うか」⑳形か，疑闘轟鵡呼

　　誌す釜彫か。）（①に間じ。）

　　○在野法螺の一員なるが故に，紅海叢説を主張する諸家は，明疑在野の法讐

　　　の闘に身をおけば，また乙論を支持するものにあらずと締入が保障し鴛農

　　　うカ、？　（法，　6，　51）

22。　ようだ　（ようWす）

　①あ惹趨：物が勉の鷹物に似でいるという懸味蕊蓑轟す。「よ整です」

　　は，丁曝な饗い方。¢体言に助詞の「の」のついたもの，蓮嫁詞のr7」

C275） ようだ



　の」「その「「あの」「どの」など，動詞，形容講，形容動詞，助

　動詞のザせるJ　rさぜるJ　rしめる」　「れるJ　rられる」　「ないゴ

　「ぬ」　rたい」　「た」などの蓮添形に：つく。》

　（未然形）

○「けさのii線ま，きっと雲のよう細ろうよ。．琵資料外》

　G腰掛）

○無強聴で快活で，フランス入形のように可愛い。鱗1友，6，2「b＞

〇二少年の体はつぼめの蕊うに虚；餐1：二飛びちがって，～（ギソ，7，32》

○「現在，戦争や平和についての，いろいろな評論や理論は，大掃除のほこ

　　ののように涌き立っていて……」《蝋画，9，39＞

○「何しろ生活が非常に著しくて，肖分一人が精いっぱいですからこれから

　　の結婚ほ以前の鎧うに簡単にほ運ばないんですよ。．．1（婦友，1◎，40）

○裏撰の戸をがたがたと開け，三聾の蟹をひらいて，飛び込むぷうに部謄へ

　入ってゆきました。《ひま，6，55）

　（絡Lヒ形）

○「まるであばれうまにのってる盃う爵」（少年ク，11，53》

○「まるで，夢の中に．いる農うて蜜。」（資料外》｛

　（連体形）

Olまるで魔法使のおばあさんのようなかっこ5だったわね。ぱ少女ク，9，

　42》

○「このへんで花の蕊う訟紅葉がハラジハラリとくると詩になるんだがなア

　　《少：女ク，11，14》

○例によって沢枝君はリスのよう稼i巽単さで車をとびおらると，～（キソ，

　　7β2、

○籔い，しぼりだすよう然声で，返纂がきこえてきました。《ひ襲s6，55）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ　　ゆ　　　ロ　　　　　り　　ゆ　　り　　お
　○「マルクス兄弟とかチヤッブリソが，いつ竜苦虫かみつぶした農う懸擁し

　　てるってこと分ったよ。］繍画，9，86＞

　（仮定形）

○「おれの顔がネズミの素うfS　6，きさまの顔はキツネのよ5だ沼《賛癬外》

C～よう船，～ようよetc．〕（語幹罵法）

○「薫るでかわいい仙女のようよ。」沙女ク，9，壌》

⑨内容墾指示するこ＆謹…i豊島す。あ轟忌物が懲⑳事物に響しい＆いう

　閣係。《①に岡じ。）

　（灯用形）

　○この原理は次の禽うてある。《科，5，37》

ようだ （276　）



○苫米地委員長は訳の＆うに語った　《朝，6。20，◎

○以上の織鵜多くの課題があるが一　！農，6，6》

○「御承知のatうに，逮捕状は今年になってからは警察営から直接請求され

　　ることになりましたが，そのため現在では逡捕状の請求について特に問題

　が多い。」《法，10，δ1？

○なお溝地のものや上穀立のときは，図の農うに当窃を起し，～（婦友，6，

　731
　（連体形）

○以上のよう癒判断をすると，ベルリン封鎖解除を蕪にするソ連の態度の急

　変が極東にも影驚を及ぼさないとはいえぬ。ζ東，5．7，1》

○具体的にい5ならばこのソ遼の変化力坤共にどのような影響を及ぼすか中

　共としては鷺下のところは軍事行動に．較がしいが，塞塞的な亀のにおいて

　結ばれているソ連と中共の関係からして中共の簿外策がどのよう藏もの1：

　　なるか，沸常に注解を要するものがある。｛東，5．7，玲

○中共は対外貿易の再鵬を熱曝しておりそれを促進する£う菰措置をとって

　　いる，～《二棄，6．　6，　1）

③身震⑳慧嚥鎧嚢幽す。　（あ篇事働が他⑳譲：物に関す蚤一例’であるよ

　う癒閣係。）《①に同じ。）

　（連用形）

○ドイツの欧甥に占める軍事酌，経済的地位はマーシャル案に見る訟うに戦

　後いよいよ確認されて来ている。履朝，5．7，1》

　○「ここの醸に栽培が上手だと，大偉病氣が少いから鋼製醐でいいのです。」

　　膿，6，60）

　（連体形）

○滋子に慣れたら，黄粉，鶏や隼の肝臓の裏漉，大豆昧囎の昧噌汁，煮干糧，

　　ひらめ，かれい，きすの惹う懸脂肪の少い魚肉などを，一晶ずつ慣らして

　　ゆきます。！婦：友，6，87》

　○「ワinルド¢シリーズの産う謡大事な試合になれば，三欝目か五日目に出

　　ますね」《野瀬，7増，13》

　Ol電波探知機のようなのは使わないのですか？」（科，9，13》

○望月笙疑ほ上海財界の最大の互頭であり，中共働がこのような入物に協力

　　を求めたことは初めてでおるだけに～k東，6．6，1》

　○「こっちから言ったことに答える孟う線ことはできないのでしょうか？」

　　《少年少女，10，47》

④不確かな，蒙臨譲：躍肱羅定の鷲味簸蓑あす。《①に同じ。）

　　　　　　　　　　　　　　（277）　　　　　　　　　　　　　　　ようだ



1）・v，簸竜盛んに響く試験が行われたのは，瞬漕40年代のことのようてあ

　る◎《農，6，25）

う想いなしか純子さんの瞳ほ撃きらきらと濡れでいる凌うに私に．は思われた。

　（嬉友，6，％）

Gつまe｝tr公債発符，欝銀券増発を技縮的に纏止する：方法がとられている盆

　うに見える◎《エコ，5．11，10）

〆劉癌臨しないの1こ体重が増えぬ揮うτ駆たら，それは食餌：の澱が不足しで

　いるのです。《婦友，6，87）

（諮止彩）

蒲㌶皿点は聞搬i選挙方法の善美1蓬の凝集で，これ1こは選挙代理入の選出とか，

　地：方公共［謁偉堺町による選挙とかU・ろいろあるthう慨。《朝，6．20，玲

二》「懸処かで鷺を箆た畿う灘な・脅・…」ぐ嬬友，6，74＞

○「しかし中騒に穣んでいる外顯入の見：方にくらべて，壼世界の対中共観は，

　勘まり齋ぱしくない識う響蜜。1《雪男，8，5）

　聾δかしいな，べつt）：どr．　Stlわるくはない孟うτ書が……。Gζ幼ク，7，

　鴻

　梅にほ彼の回持がよく判る蓋う捻氣がする。」《文，7，71》

　』男鹿に判った訟整然罰して一入で患っているんじゃないかしら。」《音，

　．・t，講

　r私が入った昭聡呼顯年ごろ1洩夢申だったが，今考えて見ますと，昔の入

　うバッティングという竜のは，どこか荒い8う穗感じがしていますが，今

　うパジター醸非常にシュアなんですね。」（野界，7，21》

　ド蕊たし，チミちゃんにちがいないkう触氣がしてたんだけど，チミちゃ

　　たら，黙分の顔かいたりするものだから一一」《少年少女，10，63｝

　でもね，なん越すか，様子が普過じゃないよう癒んですよ。」《薪，1◎，

　　を1影）

　　費が行くlkう醸魯，この荷物を属けてもらお5か。」tt費麟外》

　、．うね，～菰う癌就。〕（語幹燭法）

　蹄窪だか，繰趨が悪い濫う灘……」（婦生，6，41》

⇔r’お疲れの義う船。」《入，7，9荏》

欝．　もしい

らしい （　278　）



①推定蜜たは穆麟蹴簸定の懸：瞭菱表あす。〔動詞，形容詞，助動詞の

　「せる」「させる」　「しめる」　「れる」　「られる」　「たV・」　「なV・」

　「ぬ」「た」の絡止形，形容動詞，助動詞の「そうだ（様態）」の藷

　幹，体言および準体助詞のrの」などにつく。》

　（連用形）

○丁度ここで葡の列車に故障があったらしく，列車は除行をはじめました。

　　《婦画，　12，　88》

　○バザーと食素はつきものらしく，売場の方が淋しくてもこNばかりは：大：繁

　　昌しています。《ひ豪，12，69）

　○彼らは，そのやうな，や』秘密な思想を口にし，その信奉者であることに．

　　多分の楽しさを感じてみるらしかった。（新，12，麟

　（終止形）

　O思考の綱をくぐり，懐疑の輪をぬけて，決勝点へ駈けてゆく，スポr・一ツな

　　のだ。今日の鋤評家は，さう考へてるるらしい。《新，12，32》

　Orよく降るね。」と，駄夫さんはいつでもいう。東京の入だから，雪があ

　　まbずきでないらしい。《少年ク，12，92）

○けさ早く帰ったほずの松本くんがまだいたので，おとうさんは，おやつと

　　思ったらしい。《野少，工2，96

　○「しかし，僕より，君のはうが，いくらか寛大らしいな。」（：交，7，82》

　○松塞くんは，おとうさんの用たしで，章吉のおとうさんのところへ来たの

　　らしい。（野瀬，12，92’1

　（連体形）

　O痴話が通じる聞，砲徳長がトヅブから下りて来ながら，上に残っている高

　　麟長に，話しかけているらしい声が聞えて来た。（新，i2，93）

O「お前が月田と仲のいいらしいことは，俺は百も承知だが，お前だって，

　　俺の娘だ一一一まさか，俺の敵欄の男と，そんなや5な関係になるなんてこ

　　とは，夢にも想へなかったんだ。」i｛　Ptマ，8，39》

O機は東京湾を一路繭へくだっています。漁船らしい白帆がまるで動かない

　　ように足もとに見えdiす。《：野少，12，75》

　（仮定形）篇あまり使われないようである。

②ある；寮物が，いかにもその屯のにふさあしい糠子をしている，また

　は，何かにきあめて似ている，という慧味を表あす。（①に局じ。

　fた　V“し，身震’につくことが多v・。》

　（連用形）

○「まったく，君らしくもな’く，変でこなキンキラ声を出しでるるンで，あ

　　　　　　　　　　　　　　（279）　　　　　　　　　　　　　らしい



　やふく，お髭それ申すところだったよ」（蜜，9増，泌

○「お嬢様らし《ふる寮っでいるけど，あの方，聡様よ・」綴糟外》

（緬1．二形）

○「そう費うところは，いかにも苦労入ら騒㌔」総賛欝外，

（連体形）

○～，洋面i豪らしい極く寅然なエチケットで，泰ii…三は～擬生，2，§蕩

（仮定形）・瀧あま1）使われないようであぞ◎

麟．曝寵藩

①螢身の慧味薮表あ愛。　（購段活用・サ行変絡活脳以外の動講，助動

　詞の「せる」　「させる」の未然形につく。L・i

　　（イ）動作・喫驚の薩獲醜蔓身。他動罰につき，その醗酵講の霞的譜

　が主格に立つ場合。

　　（未然形）

　○さぢ思ふ甥なさに脇へて，責任のない共の鳴きりの言薬で子供のや5にあ

　　やしなだめ選れなければならぬ鐵分を思ふ傍めさはサダの’む・に．僅かに残る

　　最後の幾制まで屯奪ひ喪め，～《宝，7増，39》

　　（連用形）

　○この研究は鴛3§無頃イギジスのWeワットらに．よってはじめ蔭敷　現在

　　でts　ve　一mヅパ警部や北大廼洋の不連繍だ1や低気旺と璽電の関係がかな脅　t．

　　詳しく調べられてS＄　1・）～《科、5，36＞

　○今1火学へ進む途は蘇く為け晦れている。（脇5，6，Il，

　○～，最近の手数料が笑轟轟勺に琴｝上げ’馨れているため優災値かさ株翼が蹴垂

　　となっているからである　《策，6、6，璽》

　　（纈王二形）

　○が，蘂実は，このや5な機能主義者にとって，効果が達せ藤飢愚といふ欝

　　態はおこわえぬのである。《凡　5，鋤

　Or御多忙のところをど5も一一一こんど避妊i薬が公認され，又娘i娠中絶公認

　　の法案が髄会にかけら離巻など騰莞調節の悶題がやかましくなつできまし

　　たので，趨聾薬を申心とした避娠のお話をうかがいkいと存じます。」《婦

　　rkt，　7，　461，一

　　（連体形）

　○この短期大学の函館によって，六，三，三，凶の新学鯛には大きな劔外力竃

　　認められ懸ことになった。（朝，5．6，1＞

　○「どのみち，臼本軍は，明Heこもあそこに追ひつめられ轟のだらうな◎」

られ番　　　　　　　　　　　　　　（280）



　鞠交，　8，82夢

　（仮定形）

○この城は，この方面から攻められれば，一たまりもないのだ。《費料外》

　（命令形）鵠あまり用いられない。

（口）i勧露“作薦の弓懸i繭二身。（イ）と二様，他動詞につくが，その他

　　動詞の二二語が聯勺格に立つ場合。すなわち，主格は別に存立し

　　得る。　（暴本縮には「～が～を：～られる」の形。）

　（未然形）

○せっかくの捌意を，まね嚥敷ないようにしたいものだ。｛資料外〉

　（連品形）

○「票振1：1三なんて，あだ餐をつけ．られているんだ」魂野少，8増，95》

○「内緒ごとを見られちゃった」（婦友，12，10①

　（絡止形）

OI”～，生じっか乎を取って教えられ’るよりも，舞台を幾度も幾度も拝見し

　て，砲分なξ，にきわめつくすのが一等いいと考えていたものですから……

　……」（キン，1◎，9k》

　（達体形）

○「目皿で亀姑に絹談しますが，教えられることばかりです。」㈱友，8，

　551t・

　（｛反定形二〉

○あのノーートを漿てられれば，もう代りがない。（資料外｝

　（命令形）罵あまり使われない。

（ハ）動作・作朔の利島閥擦（縫惑の場合が多い）に關する受身。《自動

　　詞につく論

　（未然形）

　○ペニシリンのおかげで，女房に疲られずにすんだ。（資料外）

　（連用形）

○～女樹葭の馴染客のひとりに家に遊びにこられた上，着物や現金をごッそ

　　り盗まれるという酷い焦iに．あい，～《新，12，8》

　（細1．二形）

　Orそんな宴を呪うと，いよいよのろけられゐぜ。」（資料外is

　（連体形）

　○「僕はあなたに，そんな風に腹を立てられる覚えはないが・・…・」《資料外》

　（仮定形）

　○あんなふうに家の申で暴れあれれば，だれだって搬るでしょう◎（資料外》

　　　　　　　　　　　　　　（28！）　　　　　　　　　　　　　　　　られる



　　（命令形）罵あまり用いられ；ない。

②可能の鷲味を蓑あす。（①に問じ。）

　　（索然形）

　○「そんな事，考へられないぢやないですか」《ロマ，6，49）

　○が，それなくして個入は生きら飢ぬのみならず，～　（入，5，85》

　○空電発生の原話としては次のものがあげられよう。《科，5，3の

　　（連用形）

　○～特殊の無線機器を使えばこの正体がはっきりとらえられ　その波型か

　　ら発生源が熱雷か渦雷か論いほ風塵などであることが判萌し～　ζ科，5，

　　37）

　○「どんな小さなあなからでもぬけだしてきますが，雨戸やかべのなかには

　　あま匂はいってこられませんoJ《少女ク，7，30》

　　（終止形）

　○本土にある政府軍のうち約半数はかなり良い装備を持っているが，統毒の

　　面はゼvだと見られる　《東：，6．6，1》

　○「～。」といったような箇筋が問題になったのだろうと考えられる。《東，

　　5．6，　1＞

　　（連体形）

　○この｛也に空電の中には～熱雷から発生すると考えられる屯のが常時観測

　　されている。《科，5，36）

　○瓢しか飲めなかった赤ちゃんも，いろいろの物が食：べられるようにな臼ま

　　したね。《婦＝友，6，87》

　　（仮歯形）

　0わたくしに教えられれば，教えてあげたいのですがね。債料外）

③霞然にそうなるという嘉味を蓑あす。（①に問じ。）

　　（未然形）

　O新敵治脇議会結成は現在のところ早急に爽現されるとは見受けられない

　　《朝，　6，20，　1》

　　（連用形）

　O見まいと思っても見られてならなかった。《i資料外）

　　（終止形）

　○「ですから，あんなにノソキらしく遊んでばかりみて，行末が案じられ為

　　わオユ」　く新，　6，　88》

　　（連体形）

　○なんとなくはだ塞さの感じられゐ朝でした。《i資料外》

られる　　　　　　　　　　　　　（282）



　　（仮品形）

　○痛さも感じられれば：，かゆさも感じられる。《費料外》

　④動作髪敬ってi獲点する。（①に同じ。）

　　（濠然形）

　　○皇太子殿下は毎避三碍，三晩を寮で過されますが，全然二二な待三纒は受け

　　　あれず，他の学生と岡様な条件の下に生活されます。（交，11，22》

　　（連用形）

　　○「二丁転狡して来られた二村さんです……」《入，10，98）

　　○ママはふろしき包みをおいで，マミちゃんのひたいに手をあてられた。

　　　《少女ク，12，93》

　　（絡止形）

　　○「近ごろのお歌は」と伺えば，夫入は，さらさらと数首をしたためられる。

　　　（二目，　ユ2，　84誉

　　○御自分は戦死麿遣族の弔問に繁忙を極める身でゐらせ’られるから，かりに

　　　も戦争に出掛けるやうな余暇のあらう筈はない。《文，12，1e8）

　　（連体形）

　　○ママが，お医麿さまに電話をかけていられ愚声がきこえた。《少女ク，12，

　　93｝

　　○「H市1こ嵐かけられみことは，今まであのませんでしたか」《銀，7，52）

　　○～，聖歌隊を先導に，院長の尼様が，たった一＾本のローソクをもって進ん

　　　でこられ番のです。《ひま，12，5）

　　（仮定形）

　　○ただ書類を添えで申し繊られればよろしいのです。《費料夕D

25．墨

　O過表，完了，纒続などの三味三下わす。文語的な唱い方。　〔四段活

　　用の動詞の仮定形，サ行変格活購の動詞の未然形につく。》

　　（遼体形）

　　○欧化時代の鹿鳴舘に筆を起し，今次謡言蓬を論破せるもので，：自学評論で

　　あると共に近代臼本人の概究書でもある　《入，1，扉》

　　○配付金，圏庫補助金，負撞金などを地方自治体の安窟せる財源とする。

　　　（朝，　6．9，　Ilx

　〔～における〕

　　○最近におけ愚ソ連鯛の世界的な平職運鋤もその反映である。《朝，5．7，1》

　　○～中圏における中圏共塵覚の驚異駒な進出は～　練：，5．7，◎

　　　　　　　　　　　　　　　（283）　k



　○～，けっきょくは，安定と不安定とのあひだの相互関係における不安定性

　　を感じとることなのである。（入，5，84）

　露6．聡る

　①受動の慧味蕊表あす。《四段活用・サ行変格活用の動詞の未然形に

　　つく。》

　（イ）動作。作用の直i濃繭受身。他動詞につき，その他動詞の罠的語が

　　　主格に立つ場合。

　　（未然形）

　　○～この型では塞中線の鋭い受信方向からの室電しか記録されないから～
　　　〈f）｝，　5，　37｝，・

　　○ただし外國船に対しては中国諸港聞の貨害輸送は許されぬ（東，6．6，1》

　　（連用形）

　　Oすくなくと竜ベルリン封鎖解除に僻するソ連の態度の急変には，そうした

　　　判断による意図が蔵されでいるだろう。（東，5．7，蒼

　　○この薪調大学を法的に裏づけする町立学校設置法も國会に握畠された。

　　　《四隅，　5。6，　1》

　　○かつて中学を繊て高等学校から大学へ進むためには，選ばPtた秀才以外に

　　　は挾い門であった。《覇，5．6，1、

　　（終止形）

　　○～，そこに究極的な価傭判断の片明がおかれる。蔭世，5，397！

　　○～，四國外報会議は二十三摂パリで胴かれる。《覇，5．7，1》

　　（連体形）

　　○エヴァヅト譲州外相ほこのソ連の態度の変化を爲して決定的な一歩を踏禺

　　　したものといい，R独繭国の講和の道が開かれる転機になるだろうという

　　　意味のことをいっている。（東，5．　7，1）

　　○この輝線の傾きによって方向が示され魯のであるが～　《科，5，37）

　　〇五月末踊かれゐ日教組全国大会ほ～　《東，5．6，王）

　　籔定形）

　　○飛し体験に即して語られれば，それは亀はやほとんど公共性のある思考で

　　　1まなくなり，　～　《新，　12，　15》

　　（命令形）＝あまの用いられない。

　　O長いものには巻かれろ。（資料夕め

　（m）旧作。作用の間接的受身。（イ）と岡じく，他動詞につくが，その

　　他動詞の目的語が目的洛に立つ場合。すなわち主格は，別に存立し

れる　　　　　　　　　　　　　　（284）



得る。　（基本的には「～が～を～れる」の形。）

　（未然形）

Oいまなほそれを自己の行動の基準としてみる自意識家は，欝意識家ともい

　へぬ無教を嘲笑されねばならない。（入，5，85》

○「更めて君に聞かされないで竜，それくらみ知ってるがね，～。」　（文，

　6，　82＞・

　（連卵形）

○「僕は足をふまれたら根墨がおとなでも岬町ナるよ。」《少薙少女，7，67》

○廿七欝午後十一・IiS－1一分ごろ大田区大森三ノ七三久秋初子（二）さんは大

　森ニノ七回路上で不下風の男に短刀で腹部を刺され，ひん死の重壁を負わ

　さ灘，た　　｛：葺ご，　5．29，　蟹》

○東大工攣部の学生四百人カヨ花由教授からβC級死地者の遣書を示され，「例

　外なく涙して」これを～　転壁，5，39》

O～，はたらく階級は通貨を奮われていたのである。《エ＝，5．　11，10）

○「さてはウマヤの馬を殺された腹イセか？」鰍，7，79》

　（絡止形）

○ドあたしゃ，この年まで，お前にそんな隠しごとをされ贔とは思いもよら

　なかった。一｝延キン，　7，19》

○～，女は店の騨染客のひとりに，家に遊びにこられた上，着物をご’ジそb

　盗まれ為とし’う爵害し、目をこ慶）し、，　～（新，　12，　8）

　（連体形）

○～，われわれは祇会の現実と，これを改讐するに必要な手段と条件につい

　て，門門や利欲に萌を驚われ愚ことなく，充分に検討し，～　《世，4，

　22’｝

○「そんなに勝負が早くちゃ，取られるのも早い訳ですね。」《：交，7増，37》

　（仮定形）

○家を焼かれればだれだって弱ります。《資料外》

　（命令形）＝・あまり用いられ．ない。

（ハ）動作。作用の利害関係（迷慈の場合が多い）に購愛番受身。綿動

　　言司に二つく　o）

　（未然形）

○雨に．も降られず，幸いであった。《資料外》

　（連門形）

or私は引揚ですが，途中室入と筆入の子供に死なれ，六つと入つの穿供の

　手を夢1いて昨年偶って来ました。」《婦：友，7，85》

　　　　　　　　　　　　　　（285）　　　　　　　　　　　　れる



　　○「こうちょいちょい出はいりされちゃ，わたしのあみものは，ちっと竜，

　　　はかどりゃしないわ」《幼ク，8，15）

　　（tWlh形）

　　○こ5した苦しい慌たし“しさに，僕たちは殆んど池袋の店のことを忘れてい

　　　るが，女は僕に去られると，その店を霞分の財産として思いだすらしい。

　　　《新，　12，　9）

　　（連体形）

　　○「それを聞いて安心しましたが，冠本では原語で歌わないと，侮か格が下

　　　がる様｝こ思われるのが損ですわ」《音，10，27》

　　（仮定形）

　　○子俄にわめかれればわめかれるほど，若い母親はどうしてよいか判らなく

　　　なっていったa《費料夕D

　　（命令形）＝あまり月喜いら等しない。

　②可能の随感をi襲あす。ザ書ける」「読める」などの，いわゆる可能

　　動詞があるために，あまり多くは用いられなV・ようである。¢①に

　　同じ。）

　　（未然形）

　　○イクリの木に登って実をもいでいたら，警報が鳴った。しまった，今Bも

　　　滞られない。《キン，　6，51》

　　《連用形）

　　○「絡戦のすぐあとは，ソ連の兵隊がよくらんぼ5するので，こわくてねむ

　　　られませんでした。」《少年少女，9，64）

　　（絡止形）

　　○解剖処見によると寒川爽砂子の死亡一叢は昨夜八時三十分前後と推定され

　　　ゐ。　《笥蓋，　’7増，　57）

　　（連体形）

　　○少年はヨットを一一人で操られみやうになった。《新，12，57》

　　（仮定形）

　　○雨風がこれで防がれれば上出来だ。《費職外》

　③自然にそうなる，という慧味菱表あす。《①に岡じ。｝

　　（未然形）

　　○～，これらが主たる動機になっているもめとは思われない。《朝，5．7，◎

　　（連馬形）

　　○「お霜が用のひまや，夜ねてからきかしてくれる，くりかへしたお朗話に

　　　もうあきたらない年になってゐましたし，毎日曜の聖書の話が待たれてな

れる　　　　　　　　　　　　　　（286）



　　りませんでした。」《i翫，7，52＞

　○～純子さんの瞳は，きらきらと濡れているように私には愚われた。　《婦

　　友，6，26）

　（絡止形）

　○～ドイツ國畏の支持と期待を自国の：方にひきつけんとするにあると思わ

　　重し愚。　《1Pt，　5、7♪　1）

o～，中共側がこのよ5な入物に協力を求めたことは初めてであるだけに浅

　　冒される。練，6．6，1》

　（連体形）

〇二”ト戸戸トルもあろうかと思われ届高い天幕のてっdんでは～　《キン，

　　7，　32＞

○～，全く不必要と思われる犯入の禺身地と遣族の住所氏名年令までくわし

　　くしるレ）　《世，5，39）

　（仮窟形）

○轡楽会も待たれれば，バレエも待ちどおしい。《資料外）

④鋤作菱敬って表現する。〔①に同じ。）

　（未然形）

○多勢の家を焼かれた人達が，懸しい家を建てられないで履る閥は，天皇屯

　御殿を再建する事は薄まれないと糊って爆ります。《文，11，21》

　（連用形）

○「い製え，あの絡戦の年に……復活祭の夜，お三人とも相ついで亡くなら

　　れたのです。」《宝，8，36》

○「い’ままでにいくつつくられましたか？」（少年少女，10，48）

O「挙院に長らくみた先生が，ウインの学校へかはられて，そこへ私を貸費

　生として呼んで下すったのです。」《薪，7，52》

　（終止形）

○そんならなぜそんな弱音を吹かれる？　《世，7，78）

　（連体形）

O「ぢゃ塙君があきらめれば，貴女はハッキリ離籔され；るつもりですか」

　《摺マ，6，49）

O「何かと窮屈ですが，おられゐ方はなお辛いのですから，お互に忍び合い

　譲り合わなくては……」《婦友，7，85》

○「ランドレー君を？私が？博士は正気でそう云われみのですか？」《婦生，

　　9，　49＞

　（仮定形）

　　　　　　　　　　　　　　（287）　　　　　　　　　　　　　れる



○こCvas会に全篇を通読されれば，糞の興味憂に倍撫する亀のがあらうv

　綻，8，1）

27．ん（む）

◎慧志を表あす。〔～ん（む）とす釜〕の形で矯いら乳番。働詞，文

　語系の助動詞の「ざる」rたる」「なる．」などの未然形につく。）

　○～西欧煽に再び四国会議を開かせて対独処綴をポツダム協定の線にもど

　　さんと蜜るもので～　《覇，5．7，鵜

　○～ドイツ國民1の支持と期得を治懸の：方にひきつ1ナ為と畜るにあると愚わ

　　躍しる。　（車導，　5．7，　1）

O民主主義を破壌せんと雷る敵を発見することなしに昆主主義の建設はな

　　t、o　（舞芝，　5．6，　i》

○昭和國，五年の浜欝蔵海のデフレ政策への転換は，それ自身，鶏切りと低

　　賃銀，努伽強化による中小企業の破滅により，銀行費本を救済せんと蜜轟

　　独占費：本の階級的収轍策であった。〈＝　＝s5．11，10）

ん （　288　）
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1．震吾ラ彩力』ら（Z）索引

○この索引は，本文に収めたおもな語形を，ヨ磯帽意順に醗目したものである”

○見｝1物語，助動詞の各活用形，継直せによる連接形式。呼応形式連語などを，す

　べて一1趨こ並べてある。

《）数字ほページ数を表わす。数ページにわたるものは，初嵩べt’一ジだけが示してある。

○また，助動詞の各活用形については，それの見出し語6盃分ほ絡止形）の出てい

　るページが橘げてある。

〈）意昧の違う語で竜，この索引では，in一りのものとして禍げてある。たとえば，格助

　調の「と」と接続助詞の「と」など。た虻し，助詞と助鋤詞は，形が同じでも＝二つ

　に分けた。たとえぽ，助詞のrで」と，断定の助動詞「だ」の連用形「で」などは，

　後者を「で（助動一・だ）」のようにして賑：月彗してある。
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關綴（關侮♪物　　」ぐ。らり｛格；，の（搬》

轍轡　な（終，

閣心麟veb，　け‘鋒，，捷｛絡・

闘艘　し轟のね｝，淋（糊」，し緯・iね3、

　　だ，ギだねi，’婦県，：Y∫ナね｝，みこ

　　（警ll）章ね｛一え．）（繕11，や（擁1

醸鋤　一括礎

願慧が‘終），1かな（、あバ，　ゆれど

　　も｛終，，たい，i、kいいな〔、あ．lj，

　　自ワ事：「壌）♪1，iな㌔かしら1『　ゼな

　　いか；な｛冠も男

鋤購　　ら，かで縫．〉，ない，　ぬ（ん），や

　　‘終｝，よ（絡｝，よう

　　　　　　　　　　　　　あ　か



晃了　た（だ），る

糊限　で（格），まで（謂）

四丁くらい（融），で（格），と（格）

　　に（格：），ほど（劇），より（格）

蝿懸点　ゆ劉触点

勲つかけ　→・鋤機

i聾（誕）点　から（格），よ，り（絡），を（格）

高山一〉顯望

疑問ゆ問い

霧譜　こそ縣♪，さえ（係），しか（係）

　　すら（係），だっ℃（係），でも（係）

　　ts　t）（一と）（係），・の（格），ほ（係）

　　も（係），を（格）

境界より（格）

…鍵存：羅巽　が（撞），けれども（接），と

　　（接），ば（接），も（接）

強翻こそ（係）・さえ（係）・〔して〕，，

　　しも（係う，すら（係），た（だ），

　　と（：並：），に（並），の（準），は（係）

　　まで（副），も（係），や（聞），よ

　　（終：）

共岡話　と（格）

極蠕→謝長

酢審　〔てもよい〕

禁止　なr終｝，〔べからず〕

鷺二一“近迫

至議…埠　 こう　（よう）　とする〕・　そうだ（で

　　す），ばかり（1裏｛巧）

く吟か丸し　一ケ反覆

轍懲　させる，しめる，せる，です，て

　　らっしゃる，〔二になる），ます，られ

　　る，れる

纈竈→推移

門閥　ぞ（鯵）．

軽目　など（なぞ・なんぞ・なんか）（副），

か一し

　　なんて（絡・係）

謎続　た（だ），〔つつある］，でる　（L（塾

　　る），て（で）らっしゃる

けいべつ　い（終），けれども（絡）

経路　から（格），へ（格），を（格）

結果　と（格），に．（格）

原閣から（格・接），て（で）（接），

　　で（格），ので（接），もので（接）

限定　きり（嗣），しか（係），だけ（爾〉

　　のみ（調），は（係），ばかり（耐）

限魔だけ（創），で（絡），まで（副）

原勝　から（楕）

行為鷺の（格）

樹建

（蔀分轡定｝しか（係）

（毫画揖窟）し～も（係），だって（係），

　　でも（係），も（係）

舗艶藤えるさ（間）・な（聞》ね

　　（一え）（開）

誇張　さえ（係），すら（係），だ，まで

　　G甜），も（係）cf．樋鵜

懇願→催頼
根拠　から（格・蟄），こととて（接），

　　で（格），と（格），ので（接），ば

　　（接）

材料から（格），で（格），の（格）

使役　させる，しめる，せる

資格　 と（格），〔として＝｝，〔を～とする：｝

時期　→時

霞然可能　一→自然にそう瞑る

實然にそう穣尋　られる，れる

旧態て（で）（接），で（格），に（縢）

実現　た（だ）・

鷺簡→題い

（2｛8）



．鮨窟　だ，k：る，と（格），なる

敷答　か（絡）

麟発　→判然に絶う線為

藤簡　cかな（一あ）〕

驚羅　が（格），こそ（係），さえ（｛系），

　　しが（係），すら（係）．だゲて（係）

　　っで（係），で（格），でも（｛系），

　　r烈さぐ，に（格），の（格），ほ（係）

　　もぐ係）

霊八公　は（：係）

響搬　て（で）（接），で（格）ぜに（格）

麓張　て（絡），な（終），ね（一v”　一k）（終）

　　紘（係），よ（絡），わ（絡），　［r，わよ：〕

隙発点一や塞点

総介　て（終），〔とさ。っ℃憩

状況一→点字・状懸

搬簿

　《膿二条侭（仮説）㍉〔う（よ弓）ものな

　　ら｝，1＝さえ～ば∴　とぐ接），ば（接）

　　尋）のなら（接）

　〈纐説eCdti：（既定）’tからG渡i），こ，とと

　　で（接），で（窒）（接），と（接），

　　ところ・ところが（接），ので（接）

　　ば（接）

　《遊説条件（倣潅））が（接），ても（鍍）

　　で毛（接），と（接），ところが（接）

　　ところで（接），とで（接），とも

　　　（搬：〉，も（撞）

　《逆欝乞参垂｛孕（既窯）》　カミ（鍍），　〔カ、らと

　　L・っrてこ⊃，　くせ｝＝　（接），　け爵しども

　　　（雀型・），　ノ≧っ・てr（接），て（で）（接）

　　vc’g）（接），のに（接），ものの（接）

　　ものを（接）

　麟理　と（接），ば（擾）

　《撮偉の擬泳）〔では3，〔では3

状懸　饗（格），の（旛）

譲歩　ほ（係）

翔纏緬体　の（格）

所欝畿　の（格）

撤稼　が（接），けれども（搬），℃ぐで）

　　（接），と（嫉）

搬欝　か（副），み海いだ，ようだ，らし

　　い　cf．櫓弓

懸醗　う，£だろ切，il饗あろ弓〕，ヂで

　　しょうll，寝い，よう　cf．搬欝・

　　想像・繰箏

牲鷺（難椿）　の（格）

鑛続醜　〔あるい1淵r：が）こ：けれども．；

　　旺さりと．て〕〔しかしながら〕〔しか一

　　らば貸したがっ℃〕にし℃みみと3

　　（する～二〕〔そうなると〕．fllそれ饗〕

　　見それに〕〔それにしても握＝だが）

　　［・1だから〕〔だけどコ。だけオしどもコ

　　〔て章〕1∵矯すが’1／〔覧葺賜から葺。罰すけ『

　　ど二迂でずけれどぜ）賀図31源〔で鵜

　　〔と）〔というの1錦〔と闘うがi’｝〔と

　　ころで凝ところへ〕幽する齢｛＝と

　　すれば］1〔となると淀ないしζS：：〕こな

　　ぜならば：｝〔のみならず〕〔襲ねほ3

　　1．もしく1灘

醗明　の（準♪

選駅　か（：並），なり（銚）

繕慮　〔だけに」

棚繕し煎い　→不綱癒

総括　〔という〕，など（酬）

想｛象　 う，や高）（終），　よう，　ド）し㌔b

　　cf・推盤

羅性　の（格）

花⑳憲蜜　なり（接）

職敬s・敬癒

（2｛　9．　）
し一・一　ie



対照　はピ係｝，むぐ係）

対謙羅　：～ノ㍉（格［，こゼ・ぐ係》，さ熱係）

　　1　：・19一横》，』sらぐ帳♪，だゲくズ傑）

　　マ騨、‘僚｝，な1｝（：」一｝（．係），のぐ格）

　　はf俸1，躍、r係｝，；叢ごビ格）

餓腱　『∵μ酌

対紘　∵竃マご肩繍「》，ド．（諭）

鰻難離幌傘　だゲ、1（1・掬，て鴻嘱ミ），

　　も〔係）

認：嚇　∵渉く絡｝，！とヒぐ壱

麟蹴　・㌦覧一遍｝，1ご爆約，ぞビ終），

　　ノこ一うが，が，暫βす，訟第一，ね腺集）

　　の（準・締｝，みたいだ，よぐ絡う，

　　忽う，ム＼∴てづつ1∴更い

濾憲を喚三重蚤レゆ醐心謡舞う

薩：燈　な｛警｛：鮫｝

つ畿蟻の　に（嬢）

慣鳳無品　・難蹴

撮撚　争ぐ纏｝

騰激　か（無》，暇しどぜ，（鑛），鵡そ

　　嘱い『ご聴牌（係｝登　1．亀ゼ係♪｝ず

　　ら嘱額，だソ∵（｛卿，《こらぐ㌦，た

　　ら．）癌P，撃ごば（ぺ、こば，（係）痴←（3

　　4｝思い，と（搬》，どこ（孫），ゼな

　　らばi，な1｝（熱），は｛係），ば

　　ヂ検｝，も｛礁）

鵬懸　ttt　・羅翠

鞭臓　くらいへらい国，節，だ1ナ（鍛）

　　1；こ1かりq，質い，ほ～ご｛‘1，｛lj）翼曇博礪1）

　　ぜ》ピ係1

丁膿　で一山ナ，し毒ナ，鮒騨，み翫いで

　　す，ゼものてき」”か｝，よ弓てきす　of，

　　徹懲

添加　一一捌議

構闘　そうだ，rという・と聞く浬

た・SJこ

聞い

擬鶴》う，か欄・纈，感ドf極∵：1・

　　1らぐ絡），1かどうか1，よ．㍉

薫鷺闘’いr終〕，う，；lr．礁や，”．1・L繁｝

　　げ（鰹），こと（絡），さぐ終．．

　　ビ羅），ない，ぬ（ん｝，ねい・い

　　（絡），の（絡〉，よ弓

　潔聞’1い（維｝，か（「終1，ご｛・麿｝，

　　・ご（終），と（籍）

醐豫鷺寒櫛晶　魂源櫨瞳偲蜜

隅綴　・プご（轍），ほい隙，1　，｝：こノ・

　　の1，なんで（格），の姉翰

勲膿　から（格・鑛〉，で（蟻｝，、t－t蟻

　　・接i｝，ところ・戟ころがく鍛》，緯

　　ぐ櫓），ので（搬）

漁轟　・ゆ箏殿

醐轡の鶏鴻・麺　と（婚｝，にE．絡｝

騰購　りつ（接》，とく娘），なイ声㍉（擾〉

　　なり（槽），やザ雀鉛，いや否や1

瀧撚　べし

罰灘謙　義（櫓』），にし隆）、へq脚，

　　談で（麟）

醐繰→懸無

聯報ず9欄．）
購懸翼　一一一・tsrwen

購　で1格），にビ格、，の（．鰭），　4ご

　　ビ蟻）　cf，期隈

轟り轟ぬ世　甑Ql£）

内回向承蜜　ごとき，つて（溢．　と

　　儲），論い引，控；ゐ・，な六へ

　　ぐ格），にぐ格），の（格、，よらだ

漁げやの　けれど4，ぐ終），さ〔、絡’，噂

　　も（係．♪

r＄eg　一・一灘酷

〈　300　）〉



“s　P5べ劃ダ趨　呼剃鐵

雛瀦　弱曜臼，くせ翫ぐ接），たらぐ係）

　　∵i’い係、．のに（終♪．よ（絡｝

博い　・織鰹

澱だ弓　よ1終｝cf，懇纐

葱を押寧　い嫁獅，か‘終｝，iことよ｝

　　・・｝・）：・終〉，ぞr絡），たらゼ終1．・こ

　　げ憾｝．いぐ：よ1，れ（．絡），iのよi

　　，い終、

豊猟　一声実

額趨　一・糊轍

蝋斯　で（齢．に（格），の（格），ま噂

　　傭ID，をr賂）

はつ警㊧欝脚壌い　が（：終），iか4、しれ

　　たい．けれど承。終、，電（鐘），

　　と4、∵ぐえxジ1

礎賜　一・鷺闘

蠣櫛　楠灘態

董潔ぜかる→ぼつ灘り窺わない

鮪囲「rl・ら～震で｝，の（格：）、

潮騒㍉かビ終、，ぞ（終），よ5

蝦蟹　…〉断建

笈ばく　い（終），か（終），くせにぐ終）

　　ご：ぐ終），；ではないか〕，のにぐ終）

　　9ρr終、，亭1のかビ終），4｝のを

　　ご接）

反回　ずつ（謝）

笈閥　一卜闘し・

鍵算勘に匿う　一ゆはっき砂露わ菰し・

比鮫の蕪瀧　くらいζ爾），と（賂3，に

　　『格｝，ほど儒彗），より‘絡）

蕎定　ざ『る，1．か（係），どころか（接），

　　ない，ぬ，ばこそ（絡），まい，　～も

　　のか（終），rより～ないZl

葭盤粉鶴撫　ld、ぐ僧ミ》

臓圃鵜驚1だぺごr係・，＄、〔係1、・何

　　だ・・℃～ない．1，1｛lilの～ず、ない「

か占鯵禽点　・一唱讐

夢隣　一・難舘

糠瀧一拉漁
｝ヒ糊　だ叶r測1．「ば～だ1ナ1，ほど

　　ビ副）．：げ一ほど國1

不欝力・｛らピ終）

不潔応・・・・r接），たがら磯り

舞禽でゼ格）．ll、ゴ格鷺f．鵬販

不磯かか㈱），1’か〆ξか1，1かご肋べ1

　　みたいだ，やらビ醐）．よ・1だ

不慮一》不満

不満　のに（終），乳のビ終，，乳塵～f

　　（接）

算盤　・→澱

践欝1玉一〉列雛

返警を促す　か（終），こと（：絡，，な

　　ビ終）．ね（終〉

方角　一ゆ方向

方尚　に（格），へ（格）

方法→李段
捕完　が（接），けれども（接）c：f．醗明

滅麟→弓始順彫

（301）

枚挙　締蜀挙

箭お邊　がぐ接），けれども（接），と

　　（漏り，に（接、，ば（接）

まもzaいばかζ｝（謂）cf．麗後

見積り　とも（接），も（接）

無蘭心　tとさ・ってさi

名鍋　〔としてj，　に（格），　1を～とす

　　る〕

命令な（絡），や（絡），よ（絡）

　　　　　　　　　　　　　　な…め



農朗に．（格1），の（絡：），を（絡）

國擁と（格），へ（格），を（格）

やわらげ（嚢筑の）　わ（絡）

霞来に（格）

櫟子そうだ，ふうだ，ようだ

余構こと（絡）　cf・感動

呼びかけ・や（闘）

よ彫どer．う　に．ぐ格）

理由　から（格。接），こととて（繊i），

　　し（接），て（擾），で（格），に

　　（擁），の（準），ので（接），もの

　　（終），もので（接）

盤くらい（捌），ほど（1紛

類似ごとき，ふうだ，みたいだ，も

　　（係），ようだ，らしい

蕪推→購示
棚示　くらい（認班），ごとき，すら（係），

　　たり（並），でも（｛系），　とか（並），

　　など（翻），なり（係），なんて（係）

　　みたいだ，ようだ
夢班挙　　か（立h一・），　カミ　（接），け浄しど～も（接）

　　し（接），だの（並），たり（並），

　　て（接），と（並），とか（並），なり

　　（並），に（並う，の（並），ば（接），も

　　（係），や（並），やら（並）

衝轍→夢唖挙

遮緬→推移

劉合ずつ（副），に（格）

劉当　ずつ（醐），に（格），〔に～ずつ3

も一わ （302）
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現代譜の助調・11加勧詞　　　鵠OO｛1円

小’＞1支中学ず｝・の1洗みF！．t　x能ノ」　・t⇔〔珪！凄

小学生めilP翻巳力の発減醐1醐参｝μD

戦擾（ハ国民剖1．14）．文字生沽　　4⇔o円

｝．1飢轍地剛1ト1‘1｝賦鯉川燗｝．ll｝

電ド・計弊磯によるill品研究

寧猷ρ～’1）るf　’｝ξ、の’　．．し　評

　書1・．吝臨

1ビ奇檎i唄護‘i吾rハ撚1｛飛し一．’いての

縞磯的欝題［．1

中学ρ1・の趣｝幽溜｝墨ド関ξゐ耐1ト1

蹴i’　，；1．鱒幽1よ賦議に｝い1醒律調糞：H

45⇔円

35（）ド」

45〔購

5（．｝o⇔円

し，ttoolfS

電ゴ・註雛機1、『よノ由li語研究lli　700｝乳」

遊りがな鳶、識の訴1霞

持1遇表幾の零熊
．嫌ll、4鱒澗瀕軽から・・

嶺．ゴ随1．日葡．＝、．婦庸i樺1の蹴鞠灘es　Ul

動jl噂晦；・Ilh｝cr）　lt｛i軸！翻究

穆ギぎ謹の勝蝋・誹lrjしノ｝、t’　tl重！闘鵜

1i3（．｝o円

90（購

120ζ｝円

ScX｝Oll1

3000円
幼児の㌧し：，7y．　ii｝　tt　＃tS力（鯨嫌陶

’Rpt’・話篇機によ／）1．　i，1諮｛iii；究！V　7〔｝0円
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